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この報告書 は,日 本 自転車振 興会か ら競輪収

益の一部であ る機械工業振興資金 の補助を受け

て昭和48年 度 に実施 した 「社会開発 システ ム

に関す る調査研究」 の一環 として とりまとめた

ものであ ります 。



序

近 年,科 学技 術 の進 歩 は ま こ とにめ ざ ま し く,な かで も情報 処 理

や 電 子 工 学 技 術 に お い ては と くに著 しい もの が あ ります 。

一 方
,国 民 の 間 には 福 祉 向 上 に対 す る期 待 が ます ます 強 ま り,こ

れ と と もに,こ れ ら科 学技 術 の 進 歩 を 直 接,国 民の 福 祉 に役 立 て よ

うとす る機 運 も高 ま って まい りま した 。

こ うした情 勢 か ら,当 財 団 で は,か ね て 情 報処 理 技 術 の 立場 か ら

公 共 性 の 高い システ ムの開 発 あ る いは これ に 関 す る調 査 研 究 を す す

め て まい りま した が,昭 和48年 度 にお き ま しては この うち,国 民

の 健 康 に密 接 な 関 わ りを も?医 療 の分 野 へ の 適 用 に つ い て調 査研 究

を 実 施 い た しま した 。

本 報 告書 は そ の一 環 と して,と りま とめ た もの で あ ります 。

この成 果 が,今 後 わ が 国 に お け る医療 の シ ステ ム化 へ寄 与 し,ひ

い ては 国 民 の医 療 サ ー ビス向 上 に貢 献 し得 ます よ う,念 願 す る次 第

で あ ります 。

お わ りに,こ の調 査 研 究 の 実施 にあ た り,ご 協 力 賜 わ りま した各

位 に深 く感 謝 の表 を表 します 。

昭和49年6月

財 団法人 日本 情報処理 開発 セ ソタニ

会 長 中 島 征 帆



亨

.-

『

.

馳

1

1



目 次

は じめ に

1総 論

⑨
;

!

よ
ー
`

第1章

1.1

1.2

ME機 器導入利用状況

医療におけるME機 器

ME機 器導入利用状況

1

1

1

第2章

2。1

2.2

2.3

2.4

ME機 器の生産(輸 入)状 況と問題点

ME産 業発展の必然性

ME機 器の生産(輸 入)状 況と問題点

ME機 器の開発状況

ME産 業個有の問題

4

4

5

7

9

ム
マ

第3章

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

今後の歩むべき方向への提言(医 療問題の解決策)

病院の建物 の作業能率上からの近代化

医師養成教育の再検討

予防医療の徹底

オー プ ン病 院 シス テ ムの 実 現

国民の医療啓蒙運動

本格的な病院経営者の養成

3

3

3

3

4

4

4

1

1

1

1

1

1

1

第4章

4.1

4.2

4.3

4.4

4.5

4.6

今後の歩むべき方向への提言(ME産 業振興策)

ME産 業振興の必要性

ビ フ ォ ー ・サ ー ビ ス 及 び ア フ タ ー ・サ ー ビ ス を 行 な う機 関 の 設 立

中小 メー カー の連 鎖 化

大 メ ー カー のME部 門 の ベ ンチ ャ ー ・ビジ ネス組 織 へ の転 換

国家的規模の研究機関や審査機関の設置

国 に よ るME産 業 の ビジ ョン作 り

5

5

5

5

5

6

6

1

1

1

1

1

1

1



論詳

…点題問

説

の総E

概

M

況状用刃入

器機

年

産

入

国

導

と

の

…‥性

性

頼

易

望

望

献

導

説

器

初

間

タ

性

性

信

容

希

希

貢

他

一

一
概
灘

…
㌻

竃

』
㌶

↑
二

章

1

2

3

4

章

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

H

第

第

祝状窮困の

説

支

の

営経院病

概

病

病

瘤

病

度

状

り

制

策

・現

詰

療

善

の

行

医

改

と

の

収

営

営

営

の

経

経

経

院

院

院

院

章

1

2

3

4

5

3

3

3

3

3

3

第

…

性

…

能可

状

の

現

展

の

発

業

業

産

産

E

E

M

M

章

1

2

3

　

　

　

　

第

医 療 に お け るME機 器(シ ス テ ム)

ME機 器 の 集 中 ・高度 利 用 に よ る医 療 の質 ・量 の 向上

医師(医 療従事者)の 役割 とME機 器の役割

タ利用導入状況

ME産 業の現状と発展の可能性

ME部 門(産 業)と 他 部門(産 業)と の 比較

7

7

8

8

0

2

2

8

8

8

0

4

5

6

6

8

8

9

9

0

4

4

5

6

7

8

0

0

6

9

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

◎

」

●

ピ

6

・4

6



第5章

5.1

5.2

5.3

5.4

5.5

5.6

ME機 器の現状と動向

機 種 別 の ライ フサ イ クル に よ る位 置 づ け

機 種 別 の 商 品 と して の 成 熟 度 ・過 当競 争度

機種別の市場充足度

機種別の改良 ・改善の動向

ME機 器のシステム化の方向

機種別の改良 ・改善 ・開発の資金援助必要度合

1

1

2

7

9

3

4

6

6

6

6

6

7

7

,
●

第6章

6.1

6.2

6,3

ME産 業個有の問題

機種別販売促進阻害要因

ME産 業自らが眺めたME産 業個有の問題

医療機関から眺めたME産 業個有の問題

8

8

2

4

7

7

8

8

第7章

7.1

7.2

7,3

7.4

研究開発体制の動向

研究開発体制の現実 と理想のギャップ

研究開発傾斜度

研究開発の協力医師依存度

研究開発生産性

Q
ゾ

9

∩
)

1

1

8

8

9

9

9

第8章

8.1

8、2

国産品と輸入品の関係

日本のME産 業が国産品と輸入品の競合関係について抱いている感想

国産ME機 器と輸入ME機 器の競争力の比較

92

92

104

畠

第9章

9.1

9.2

第10章

10.1

10.2

10.3

10.4

10.5

10.6

ME産 業と医療機関の関係

医療関係のME産 業に対する不満 と期待

ME産 業の医療機関に対する不満 と期待

病院の建物の作業能率上からの近代化

医師養成教育の再検討

予防医療の徹底

オープン病院の実現

国民の医療啓蒙運動

本格的な病院経営者の養成

108

108

113

115

115

116

117

119

123

123

向への提言(医 療問題解決策)

率上からの近代化

討

の養成



第ll章 今 後 の 歩 む べ き方 向 へ の 提言(ME産 業 振 興 策)

11.1

11.2

11.3

11.4

11.5

11.6

わが国のME産 業振興の必要性

ME機 器 の ビ フォ ー ・サ ー ビス及 び ア フタ ー ・サ ー ビス を行 な う機 関 の 設 置

中 小 メー カー の連 鎖 化

大 メ ー カー のME部 門 のベ ンチ ャ ー ・ビジ ネ ス ・ス タイ ル組 織 へ の転 換

国家的規模の研究開発機関の設置

国によるME産 業のビジョン作 り

125

125

'''''''"126

127

128

128

130

■

別 表 131

・

9

付 録 165

4



戸 ・

毒

は じ め に

本 調 査研 究 は,全 国 の主 要 医療 機 関 に お け るME機 器 の 利用 状 況 な らび に利 用 上,導 入上 の問 題 点,

また 全 国 の医 用 機 器 メ ー カー(輸 入 商社 を含 む)に お け るME機 器 な らび に 医用 コン ピュ ー タの生 産

(輸 入).開 発状 況 につ い ての 実 態 と問題 点 を把 握 して全 国 的 な 資料 を整 備 し,こ れ に よ っ て医療 サ

ー ビス の向上 に資 す る こ とを 目的 と して ,ア ンケ ー トお よ びイ ンタ ビュ ー調 査 を実 施 した 。

ア ンケ ー ト調 査 票 の配 布 先 は 医 療 機 関 につ い ては,全 大 学 附 属病 院 とベ ッ ト数200床 以 上 の 一 般

病院 の 内科(大 学 病 院 につ い ては 第1,第2,第3内 科),放 射 線 科,中 央 臨 床 検 査室,事 務 部 門 を

対 象 と した。 また,医 用 機器 メ ー カー(輸 入 商社 を 含 む)お よびME機 器 を取 り扱 ってい る と思 わ

れ る分 析 機器 メー カー ・光 学 メ ー カー ・医科 機械 メー カー ・薬 品 メ ー カ ー ・輸 入商 社 等 に配 布 す る方

針 を立 て,配 布数 は 医療 機 関 に つい ては940病 院 ・3,458件,医 用 機 器 メー カー(輸 入 商 社 を含

む)に つい ては132社 ・132件 で あ った 。

ア ン ケー ト調 査 票 の 回収 結 果 は次 の通 りで あっ た。 医 用機 器 メ ー カー(輸 入 商 社 を 含 む)に つい て

は 回 収 率 も高 く,開 発 予 定機 器 とい う企 業 秘 密 に属 す る問題 を除 い ては 内 容 的 に もデ ー タ と しての利

用 に値 す る ものが 多か っ た。 これ に反 し医療 機関 につ い ては 、 回答 率 が 低 く,し か も 内容 的 に デ ー タ

と して使 用 で き る もの は極 め て 少 な か った。

(1)医 療 機関

(1)-1大 学 附属 病院

対 象 科(部 門)回 答 数 回答 率(%)

第1内 科

第2内 科

第3内 科

放 射 線 科

中央臨床検査室

事 務 部 門

(1)-2一 般 病 院

対象科(部 門)

20

19

18

30

38

15

回 答 数

内 科95

放 射 線 科127

中 央 臨床 検 査 室140

事 務 音βP『141

(2)医 用 機器 メ ー カ ー(輸 入 商 社 を含 む)

回 答 数:65(メ ー カー46,

回 答 率:49.2%

イ ン タ ビュー 調 査 は,

37,7

35,8

34.0

56.6

71.7

28.3

回答率(%)

10.7

14.3

15.8

15.9

輸入商社19)

医 療 機 関 につい ては7病 院,医 用機器 メ ー カー(輸 入 商 社 を含 む)に つ い て



は7社 実 施 した 。 医 療 機関,医 用 機 器 メー カ ー(輸 入 商社 を 含む)の い ずれ の場 合 も 出来 る限 り数 多

くのパ ター ンに また が る よ うな イ ン タ ビュ ー 先 を選 択 した た め,極 め て有 意 義 な情 報 を得 た。

な お ・本 調 査 研 究 報告 書 は数 多 くの 人 々 の 協 力 に よっ て完 成 した もの で あ り,こ れ ら御 協 力 をい た

だ いた 諸 氏 に対 しま しては,こ の紙 面 を借 りて深 甚 の感謝 の 意 を表 させ て戴 き ま す。
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第1章ME機 器導入 利 用状 況

1.1医 療におけるME機 器

ME機 器 の 医療 にお け る役 割 は,医 師 ・パ ラメ デ ィ カル と密 接 な補 完 ・協 力 関 係 を もち,そ の ポ イ

ン トは 次 の処 にあ る。

1.1.1ME機 器 の 進 歩 は 医 療 の 質 量 の 向上 を推 進す る原 動 力 の一 つ で あ る 。

ME機 器は,最 新 の 高 度 医学 技 術 を実 践 可 能 と し,ま た迅 速 性,正 確 性 に基 づ く医 療 を 提供 す る こ

と に よ っ て,そ の質 量 の 向 上 に貢 献 して い る。他 方,決 ま りき った機 械 的 な業 務 を 医師 やパ ラ メデ ィ

カル か ら解放 し,本 来 の業務 に 専 念 で き る余 裕を 与 え,こ れ が結 局 人 材 不足 を カバ ーす る の で,こ の

意 味 で も医 療 の 質 ・量 の 向 上,患 者 サ ー ビス の向 上 に貢 献 して い る 。

1,1,2.ME機 器 と医 療 従 事 者 の医 療に お け る役 割

医 療従 事 者 は,そ の人 で なけ れ ば な ら な い業務 と他 の人 や機 械 で も行 な うこと が で き る業 務 とを 行

な って い る。 前 者 の業 務,た とえ ば 診 断,親 身 な 看護 は人(医 師や 看護 婦 な ど)が 行 な わね ば な ら な

い が,後 者 の業 務,た とえ ば検 査 や監 視 は,人 と機 械 が補 完 的 な協 力 を して行 な うこ とが で きる。 機

械 と人 間 の医 療 に おけ る役 割 は 互 い に相 反 してい る も ので も,同 じ もの で もな く,業 務 に 関 して決 っ

た 境 界 も な く,互 い に補 完 し合 って 医療 の 役割 を果 す 。

1.2ME機 器 導 入利 用 状 況

ト

ア ン ケー ト調査 に基 づ くME機 器 の 導入 利 用 状 況 に つい ては,技 術的 問題 点(安 全 性,信 頼 性,取

扱 い の 容 易性,統 一化 ・小 型化,軽 量 化,医 療 へ の貢 献)と 病 院 経 営面 の問 題 点 が あ る。

1.2.1技 術 的 問 題 点

(1)安 全 性

だい た い満 た され てい るが,患 者 の命 と直 接 接 触す る面 が 強 い内 視 鏡TV,シ ンチ レー シ ョン ・スキ

ャナ,シ ンチ レ ー シ ョン ・カ メ ラ,医 用 ベ ー タ トロ ン,医 用 サ イ ク ロ トン,X線TV,リ ニア ・アクセ

レ 一 夕,自 動 化 学 分析 装 置,自 動 血 球計 数 計,超 音 波洗 浄 器 な どの機 器 につ い て は,過 失 を感 じた こ

と が あ る と答 え て お り,と くに放 射 線 科 のME機 器 につ い て は,医 療 の質 ・量 の 向 上の た めの期 待 は

大 で あ るに も拘 らず,重 大 な過 失 に至 った こ とが あ る とい う回 答が 目立 つた 。

② 信 頼 性

機 器 全般 につ い てい え ば可 もな く不可 もな くとい うとこ ろで あるが,比 較 的歴 史 の浅 い,ICU,

-1一



CCU,多 用 途 測定 記 録 装置,シ ンチtr-一ション ・ス キ ャ ナ,シ ンチ レ ー シ ョン ・カ メ ラ,X線TV,

医 用電 子 計 算 機,自 動 血球 計 数 器,自 動 化 学 分 析装 置 な どが機 械 の方 の原 因 で誤 動 作 を ひ んば ん に起

して い る。 しか し ・これ ら の機 器 の将 来 へ の期 待 は 大 き く ・官 民 一 体 とな った 改 良,改 善 が望 ま れて

い る 。

(3}取 扱 いの容 易 性

比 較的 歴 史 の浅 い機 器,シ ス テム化 機 器 の取 扱 い に困 難 を 感 じ て い るが,機 器 全 般 と して みれ ば と

く に取扱 い が困 難 と い うこ と はな い 。心 音計,多 用途 測定 記 録 装 置,医 用 テ レ メ ー タ,超 音 波 診断 装

置 ・ICU・CCU,リ ニア ・アク セ レ一 夕,シ ンチ レ ーシ ョ ン ・ス ヤ ヤナ,医 用電 子計 算 機,自 動 血

球 計 数 器,自 動 化 学 分 析 装 置,脳 波 分 析 装 置 らが 取扱 い が難 しいME機 器 で あ る。

(4)統 一 化

ME機 器 の機 能 や 部 品 な ど の統 一 化 は ・機器 を シス テ ム 化 して 高 度 医療 を 実現 し よ うとす る大学 病

院 の 内科,放 射 線 科以 外 に は と くに 切実 な要 望 事 項 とは な って い な い。 それ ら の統 一 化要 望機 器 は,

心 電 計,心 音計,ベ ク トル心 電 計,多 用途 測 定 記 録 装 置,電 気 血 圧計,ICU・CCU,医 用 テ レメ

ー タ
,超 音 波診 断 装 置,監 視 用TV,医 用 電 子 計 算 機,シ ンチ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ,シ ンチ レ ー シ

ョ ン ・カメ ラ,X線TV,自 動 化 学 分 析 装 置 な どで あ る。

㈲ 小 型 化

小 型化 ・軽 量 化 に 対 す る要 望 は,そ れ 以 外 の機 能,例 え ば本 来 の機 能 の 改 善 の 要 望 に較 べ る と弱 い 。

と くに放 射 線科 は 全機 器,中 央 臨床 検 査 室 は ほとん どの機 器 につ いて,小 型 化 ・軽 量 化 の み の要 望 は

少 ない。 内科 のME機 器 につ い て も大学 病院 にお い て のみ 心 電計,ベ ク トル 心 電計,脳 波計,摂 取 率

測 定 装置 の小型 化,軽 量 化 へ の要 望 は あ るが,一 般病 院 にはME機 器 全 般 に亘 ってそ れ が ない 。ME

機 器 全 般 につ いて,小 型 化 ・軽 量 化 と他 の機 能 の 充実 が 同 時 に望 ま れて い るが,前 者 のみ の希 望 が少

ない 。 この こと の裏 を 返せ ば,ま だ まだ 小型 化 ・軽量 化 を 図 る には他 の 機 能 に不 安 が あ り,そ の機能

(例 え ば安 全性,信 頼性)の 充 実 が 先 決 で あ る とい う こ とであ る。

(6)医 療 へ の貢 献

ME機 器 の導 入 ・利 用 は 医 療 の 質 ・量 の 同上 に貢 献 す る として歓 迎 さ れ てい る が,少 数 意 見 と して,

医療 に悪 影 響 を 及 ぼ した 機 器 の例 と して,電 気 血 圧計,ICU・CCU,医 用 テ レメー タ,自 動 血 球

計数 器,自 動 化学 分 析 装 置,超 音 波 洗 浄 器 な どが指 摘 され てい る。 これ らの機 器 は 歴 史 の浅 い ものか

シ ステ ム化 機 器で あ る こ とが 注 目 され る 。(こ の 原 因 は,こ れ らME機 器 の安 全性 や信 頼性 が まだ不

十分 であ る こ とと推 定 され る。)

(7)モ デル ・チ ェンジ の頻 繁 さ

ME機 器 の モ デ ル ・チ ェ ン ジが頻 繁 な た め,ME機 器 の 減価 償 却 が 完 了 しな い うち に新 機 種 が 出現

し多 くの問 題 をな げ か け てい る。 外 国製 品 崇 拝 の 一因 が,モ デル ・チ ェ ン ジが少 な い とい う点 にあ る

ほ どで,わ が 国 にお い て も モデ ル ・チ ェ ンジ を少 な くす るた め に,よ り本 格 的 な 時 間 をか けた 研 究 が

必 要 で あろ う。

(8)ビ フ ォ ・サ ー ビス お よび ア フ タ ー ・サー ビス
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取 扱 い が難 し く,高 度 の安 全性 の 要求 さ れ るME機 器 の利 用 を始 め る と きには,オ ペ レ ー タ ー と し

て 新 規 に専 門 技 術 者 を雇 入 れ た り,医 師 を メー カー に派 遣 した りして,そ の利 用 に関 す る ノ ウ ・ハ ウ

を 取 り入 れ て きた が,人 件 費 や物 価 な ど の上昇 で こ うい う形 で の新機 導 入 は病 院 経 営 を圧 迫 して きて

い る。 こ れ に対 しては 本 格的 な ビ フォ ー ・サー ビス の展 開 が 望 まれ てい る。

ME機 器 の ア フ ター ・サ ー ビス は迅 速 か つ正確 に行 なわ な け れば な らな い が,現 状 で は メ ー カーが

把 握 で き るサ ー ビス ・エ リアは狭 く,困 難 が生 じて い る。 また 将来 ・数社 に わ た る単体 で 構 成 され る シ

ス テ ム化 機 器 が 利 用 され る よ うに な る と ・数社 全 部 の エ ン ジ ニアが揃 わね ばサ ー ビス で きな い とい う

事 態 も予 想 さ れ る。 他方,ア フタ ー ・サ ービス が 価 格 に転 嫁 され,ME機 器 を よ り高 価 に して い る と

い うこ と も見 逃 せ ない 。

ビ フォ ー ・サ ー ビス,ア フタ ー ・サ ービ ス につ い ては 各地域 毎 に公社 的 性 格 のME機 器 サ ー ビス セ

ン ターの 設 置 が 望 ま れ,期 待 さ れ てい る。

ψ

b

1.2.2病 院 経 営 活 動 の 問題 点

、 、

当 初 購入 を予 定 して いたME機 器 を購 入 で きな い 理 由は,(1)そ のME機 器 の価 格 が 高 す ぎ る,(2)保

険 点 数 が あ ま り認 め られ ていな い,の 二 つが ほ とん どで あ る。 他 方,病 院 のM-E機 器 の購 入 資 金 源 は,

大半 が 自己 資金,な い しは 国立 病 院 など の国 や 自治 体 の予 算 で,医 療 金融 公庫 な ど の利 用 は少 な い。

こ の二 つ のこ とは,病 院 の収 益 構 造 が改 善 さ れ な い 限 り,本 来 の 目的 に対 す る投 資 が行 な わ れ に くい

とい うこ とを示 して い る。

反 面,病 院 の活 動 を,科 学 的経 営 とい う立場 か らみ る と,無 駄 な経 費が 多 く発 生 し て い る。 それ は

人 材 の無 駄 遣 い で ある。 医 師,パ ラメ デ ィ カル の業務 の うち他 の入 にで き る業 務 は 徹底 的 にそ の人 達

に 任せ,人 間 に よる業 務 の シス テ ム化 を 図 って,必 要 の な い経 費 を省 く こ とは重 要 であ る。 この他,

事 務 や 検 査 業 務 の 一部 を他 病 院 と協業 化す る こ とな ど も病 院 経 営 の改善 に役立 つ。

病 院 経 営 改 善 とい う一 つ の 目的 の た め に医 療 制 度 の改 革 が,社 会的 総費 用 の上 昇 の抑 制 の立 場 で考

え ら れ る とす れば 次 の3つ の 策 が あ る。(1)診 療 報 酬 を ホス ピ タル ・フ ィー,ド ク タ ー ・フ ィ ーの2本

建 て に し て ドクタ ー ・フ ィー を上 げ る。 ② 予 防 医 療 を実 施 し病 院 や開 業 医 な ど にペ イ す る。(3)オ ー プ

ン 病院 シス テ ムを 展開 して 来院 の 必 要 のな い患 者 を ス ク リー ニ ング し,必 要 な 患 者 には 惜 しみ の な い

高 度 医 療 を実 現 す る。(詳 し くは詳 論 第10章 参 照)

この 中 で 予 防医 療 と オー プ ン病院 シス テ ム の展 開 は,ME機 器 と深 いつ な が りが あ り,ME機 器 の

高 度 利 用 に よ る医 療 の質 ・量の 同 上 の促進,ME機 器 の市 場 拡 大 に よ るME機 器 自身 の急 速 な進 歩 が

期 待 され る。
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第2章ME機 器 の生産(輸 入)状 況 と問題 点

本 章 は次 の4点 に つい て論 じ る。(1)ME産 業 発 展 の 必 然 性(2)ME機 器 の生 産(輸 入)状 況(3)ME

機 器 の開 発状 況(4)ME産 業 の個 有 の問 題点

2.1ME産 業発 展 の 必然 性

本 節 はME産 業 発展 が 必然 で あ る理 由 を四 つ あ げ て論 じ る。(1)生 命 に係 るME機 器 の 外 国へ の依

存 の危 険 性 ② 治 療 医 療 か ら包 括 医 療 へ の 展 開 の 必 要 性(3)外 交 展 開 の潤 滑 剤 と して の医療(4)リ ー

デ ィング ・イ ンダ ス トリー へ の 発展 の可 能 性 を持 つME産 業 。

2.1.1生 命 に 係 るME機 器 の 外 国へ の依 存 の危 険 性

ME機 器 が直 接 生 命 に係 る もので あ る こと は い うま で もな く ・今 後ME機 器 の 高 度医 療 に お い て 占

め る 役割 は,向 上 す るこ とが あ って も低 下 す る こ とは あ りえな い 。ME機 器 の現 状 は,そ の 品質面 に

お い て輸 入 品 が 国 産 品 よ り も優 れ てい るこ とは何 人 も否 め な い こ とで あ り ・国 産 品助 成 の 手 を何 ら打

た ず,し か も現 行 の輸 入制 限 が撤 廃 され るな らば
.,わ が 国 のME機 器 丁場 は た ち ま ち の うち に輸 入 品

が市 場 を席 巻 す る で あ ろ うこ とは,火 を み る よ りも明 らか で あ る。ME機 器 の よ うな生 命 に係 る も の

を輸 入品 に依 存 す る こ との危 険性 は ・tt石 油戦 略t'に 勝 る とも劣 らず,日 本 の生 殺 与奪 権 を外 国 に委

ね る こ と にな る もの と考 え られ る。

2.1.2治 療 医療 か ら包 括 医療 へ の展 開 の必 要性

現在 の医 療問 題 の 多 くは,医 療 全 体 が 治療 医 療 に偏 りす ぎてい る こ とに由来 し てい る とい っ ても過

言 で は な い 。

医 療 の質 ・量 の 向上 と国 民 総 医 療 費 上昇 の歯 止 め の同 時 実 現 策 は,第3章 で も述 べ る よ うに,医 師

の技 術 料 の 向 上を も狙 った 科 学 的 医療 を 行 な う少 数 の医 師 と完 全 なパ ラ メデ ィカ ル のバ ック ・ア ップに

よ る 少 数精 鋭 医 療,予 防 医 療 の徹 底 とそれ の保 険 へ の 組 入 れ で あ る。 その い ずれ にお い て もME機 器

の果 す役 割 は絶 大 で あ り ・この よ うな正 しい 医 療 への 道 が開 か れる につ れ て,ME機 器 も正 し く進 歩

してい く も の と考 え ら れ る。

リハ ビ リテ ー シ ョンは,保 険 制 度 の 障 害 と設 備 や 国 の施 策 に おけ る理学 療法 士 等 に対 す る配 慮 の欠

如 が 相 模 て『て忘 れ 去 られ てい る。 リハ ビ リテ ー シ ョ ンの徹 底 化 に よ って患 者 の社 会 へ の早 期 復 帰 が 可

能 にな り ・患 者 の社 会 生 活 に 貢献 す るば か りか,社 会 経 済 へ の 貢 献 も極 めて大 きい。

2.1.3外 交 展 開 の 潤 滑 剤 と して のME機 器

現 在 東 南 ア ジアを始 め とす る開 発途 上国 に 対 す る わが 国 の外 交 は,岐 路 に 立 た され て い る こ とは 周
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知 の事 実 で あ る。 天 然 資 源 の 乏 しい わが 国 が,天 然 資源 を産 出 す る 開発 途 上 国 と の間 に共 生 関係 をつ

く りあ げ る こ とは 国策 上 必 要 不 可 欠 の こ とで ある の で,何 らか の新 たな外 交 の展 開 が考 え られ な け れ

ば な らな い。

相手 に歓 迎 され 潤 滑 剤 的 役 割 を果 た す 行 動 は,相 手 の 最 も必 要 とす る ニ ーズ に応 え る こ と で あ る。

開 発 途 上 国 に お け るニ ー ズ と し ては,無 医 療 地域 が 多 い の で医 療 へ の ニ ー ズが 大 き くク ロ ーズ ア ップ

さ れ る。 医 学 先進 国 の 日本 が医 療 援 助 を 基 盤 と した外 交 展 開 をす るので あれ ば,相 手 国 に も喜 ば れ,

わ が 国 に とっ て友好 が さ らに深 ま り外交 は 円 滑 に な る。 こ こに おけ る医 師 やパ ラ メデ ィ カル ば か りで

な くME機 器 の果 た す 役割 は 極 め て大 きい も ので あ る。

■

2.1.4リ ーデ ィ ング ・イン ダス トリー へ の発 展 の 可 能性 を持 つME機 器

前 項 の 他 に も,ME産 業 の発 展を 裏 付 け る条 件 が さ ら に二 つ あ る。

先 ず第1に 医 療 の生 産 性 の伸 び悩 み を放 置 して お く こ とは国 家 的 損失 で あ る。 医 療 の生 産 性 の 向上

にME機 器 の 利用 が果 たす 役 割 は 大 き く,こ の要 請 に 応 え るべ く ・ME機 器 の 生 産 開 発 は 今 後 大い に

進 展 す る もの と考 え ら れ る。ME機 器 に はまた 次 の期 待 も抱 か せ る。第3章 で も述 べ る よ うに,医 療

の質 ・量 の同 上 と総 医 療 費 の上 昇 の歯 止 め の 同時 実 現策 と して,ME機 器 を駆 使 した 料学 的 医 療 へ の

展 開 を可 能 に す る。

第2に 家 庭 医 療 へ の 期待 は 大 き く ・家 庭用ME機 器(例 えば慢 性 病 治療 用,成 人病 予防 用ME機 器)

は 今 後 大 い に 開 発普 及 して い くもの と考 え られ る。 一

これ に対応 す るか の よ うに薬局 業 界 の動 きが あ る。 薬局 業界 は 脱化 学 を狙 って 新 しい動 き を始 め て

い る。

この よ うにME産 業 の将 来 は 洋 々た る も のが ある が,ME産 業 の ため のME機 器 で あ って は な らず,

最 終 的 に は国 民 に利 益(健 康増 進 と総 医 療 費 の 歯 止 め)が 環 元 さ れ るME産 業 の 発展 で な けれ ば な ら

な い。 この よ うに考 え る時,医 薬 品 産業 発 展 の歴 史 を参 考 に し ・メ リ ッ トは 取 り入 れ てデ メ リ ヅ トは

再 び く り返 さ な いた め の 施 策 が必 要 であ る と考 え られ る。

な お,ME産 業 自身 がME産 業 の将 来 に対 して ど のよ うに考 え て い るか が問 題 で あるが,ア ンケー

ト調査 の結 果 に よ る と,ME産 業 の未 来 に対 し て77.4%が 「非 常 に魅 力 が あ る」,21.0%が 「ま

あ ま あ」,1.6%が 「魅 力 な し」 とそ れ ぞれ 答 え て い る。

2.2ME機 器 の 生 産(輸 入)状 況 と問 題 点

'

本 節 は 次 の4点 に つ い て論 じる。 〔1)ME機 器 の 商 品 とし ての成熟 度(2)ME機 器 の ライ フ ・サ イク

ル にお け る位 置 づ け(3)ME機 器 の販 売 促進 阻 害 要 因(4輸 入品 と国産 品の 競 合 関 係 。

2.2.1ME機 器 の 商 品 と し ての 成熟 度

生 産(輸 入)開 始年 度 の古 さがME機 器 の商 品 と して の成 熟 度 に比例 す ると考 え る と ・本 調 査 に よ
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る成 熟 度 の ベ ス ト ・フ ァイ ブ と ワー ス ト ・ス リ ーのME機 器 は次 の通 りで あ る。但 し今 回の 調 査 は,

内 科,中 央 臨 床検 査 室,放 射 線 科 の3部 門 で 便用 され る主 要 なME機 器33機 種 に限 定 した。

ベ ス ト ・フ ァイ ブ

① 心電 計 ② 心 音 ・心電 計 ③ 多 用 途 測定 記 録 装 置 ④ 光電 比色 計 ⑤ 電 子 顕 微 鏡

多用途測定記 録装置 を除いて,こ れ らの機 種 の単 品 と して の性 能 の改 良 ・改 善 の余 地 は ほぼ 限 界 に来 て

お り ・シス テ ム あ るい は統 一 化 と い った 面 で の発 展 が 期待 され る。 多用 途 測定 記 録 装 置 は 工業 用 と し

ては歴 史 が 古 い が,医 療 用 と して は これ か らに機 能 の充 実 が 期 待 され る機種 で あ る。、

ワ ース ト ・ス リー

①'ン 細 胞 自動診 断装 置 ② 動 血球 計 数 器 ③ ンチ レー シ ・ン ・カしtL-2一

これ らの 機 種は 現 在 で も医 療 に十 分 に貢 献 し てい る が,改 良,改 善 の 余地 は き わ め て大 き く将 来 の

医 療 へ の貢 献 に は 測 り知 れ な い ものが あ る。

2.2.2ME機 器の ライフ ・サイクルにおける位置づけ

(1)現 在の主力製品と してのウエイトの方が強い機種(順 不同)

◎L・電計 ②X線TV③ 光電比色計 ④PH計 ⑤超音波洗浄器 ⑥低周波治療器 ⑦超音波治

療器 ⑧ マイクロ波治療器 ⑨オージオ ・メーター ⑩ リニア ・アクセレ一夕

② 将来の主力製品としてのウエイ トの方が強い機種(順 不同)

①電気血圧計 ②眼底計 ③網膜電位計 ④血流計 ⑤脈波計 ⑥電子体温計 ⑦医用記録装置

⑥多用途測定記録装置 ⑨内視鏡TV⑩ 監視 用TV⑪ICU・CCU⑫ 分娩監視装置 ⑬医用

テレメータ ⑭未熟児 ・新生児用監視装置 ⑮自動化学分析装置 ⑯自動血球計数器 ⑰超音波血流

計 ⑬循環器血流量測淀 装置 ⑲摂取率測定装置 ⑳ シンチレーシ・ン ・スキャナ ⑳脳波分析装置

⇔心電図解析装置 ⑳電子計算機応用装置 ⑭超音波治療器 ⑳デフィブリレ一夕 ⑳医用ベータ トロ

ン ⑳医用サイクロン ⑱動脈内持続注入ポンプ ⑳ ペース ・メーカー ◆

2.2.3ME機 器 の販 売促 進 阻 害要 因

ME機 器 全体 とし て の販 売促 進 阻害 要 因 ウ エ イ トの 重 さの順 序 とその割 合 は 次 の とお りで あ る。

離 離 三三lli∴、已7
④ 値 くず れ(12.19%)

⑤ オ ペ レ ー タ ーの養 成 が遅 れ てい る(10.97%)

⑥ ア フタ ー サー ビ ス が思 うよ うに でき ない(5.48%)

⑦ 医師 の 派 閥 が 障害 に な ってい る(4・26%)

⑧ 性 能 が折 り合 わ な い(3.65%)

⑨ 他 メ ー カー との 互 換性 が な い(1.21%)
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⑨

2.2、4輸 入品 と国産 品 の競 合 関 係

主 要ME機 器 の うち ・統 計 的 に国 産 品 の 方 が 輸 入 品 よ り優 れ てい る とい え るの は次 の7機 種 の み で

あ る。(詳 論 表8-2参 照)

① 超 音 波 洗 浄 器 ② 低 周 波治 療 器 ③ 超 音 波 治療 器 ④ 超 短 波 治 療器 ⑤ マ イ ク ロ波 治 療 器 ⑥ リ

ニ ア ・ア クセ レ 一夕 ⑦ オ ー ジ オ ・メ ー タ

但 しイ ンタ ビュー調査 に よる と ・現 在程 度 の輸 入 制 限 が 存続 す るの で あ れ ば,輸 入 品 に対 し て は ・

「恐 ろ し くはな い が くや しい 」 とい う意 見 が圧倒 的 で あ った。 これは と くに ア メ リカ にい え る こ とで

あ る が,外 国 で はナ シ ョナ ル プ ロジ ェ ク トで基 礎技 術 が 開 発 され,メ ー カ ーは た だ 応 用技 術 を 開 発 さ

え す れ ば よく,そ の条 件 の 違 い だけ に遜 色 を 感 じて い る。

2.3ME機 器 の 開発 状 況

本節 は次 の3点 に つ い で論 じ る。(1)開 発が 予定 され てい るME機 器 の シス テ ム化(2)ME機 器 の改

良 ・改 善 ・開発0)動 向(3)ME機 器 の機 種 別 の改 良 ・改善 ・開 発 の資金 援 助 の 必 要 度 合

◆

Φ

2.3.1開 発 が予 定 さ れ て い るME機 器 の シス テ ム化

今後 開 発 が予 定 され て い るME機 器 の シス テ ム化 は次 の 通 りで ある(順 不 同)

① 超 音 波診 断 装 置 ② 心 肺機 能 検 査 ③ 自 動 健 診 シ ス テ ム ④ 運 動機 能 測 定 シス テ ム5L・ 能

測 定 シ ス テ ム ⑥ 肺機 能 総 合検 査 ⑦ デ ータ ・プ リ ン トア ウ トまたは コ ン ピュ ータ との接 続 た よ り

ICU・CCU関 連 機器 の適 切 な 用法 の指 示 を 与 え る シス テ ム ⑧ 生体 計 測 の シス テ ム化 ⑨ 臨床 検

査 シス テム の 自動 化 ⑩ 集 団 肺 機能 測定 シ ステ ム ⑪ 臨 床化 学 分 析 自 動 化 シ ス テ ム ⑫ 臨床 検 査室

自動化システム ⑬健診 システム 錬 心電図遠隔診断システム ⑮放射線 システム ⑯病歴管理シス

テ ム1心 臓 ・腎臓シミュレータ ⑱1-19心 音'の 診 ⑳生体情報

の 伝送 ⑳ICU⑫CCU⑳ 自動 分 析 装 置 お よび各 種ME機 器 の シス テ ム 化 ⑭ 総 合 検 診 シ ス テ

ム ⑳ 間接撮 影 診療 シス テ ム ⑳ 直 接 撮 影 診 療 シス テム ⑰ 自動 細 胞 診 ⑳ 診 療 報 酬請 求システ ム(窓

口会 計 を含 む)⑳ ベ ッ ドサ イ ド監 視 装 置 ⑳ 血 液検 査 シス テ ム ⑪ ミ ニ コ ンに よ るICC/CCUデ

ー タの整 理 ・グ ラ フ化 ⑫ 酵 素 自動 分 析 ⑬ 循 環 器 診断 シス テ ム(放 射 線関 係 を除 く)⑭ 核 医 学 デ

ー タ処 理 シス テ ム ⑮ 検 体検 査 自動 化 シ ス テム ⑯ 放 射 線 治 療 自動 化 シ ス テ ム ⑰PCS(Perina-

talCareSystem)38心 臓 ペ ース メ ー カー ・"一 ム ⑲ コ ン ピ ュー タ検 診 シ ス テ ム

⑩X線 テ レ ビ遠 隔 診 察 シ ス テム ⑪ 映 像 に よ る患 者監 視 システ ム。

こ の他 にME機 器 の シス テ ム化 と い う概 念 に は入 らないが,僻 地 医 療 シ ス テ ム を 巨指 す 企 業 も あ り ・

これ は 一つ の社 会 的課 題 で もあ るの で官 民 一 体 とな った 推 進 が望 まれ る もの と考 え られ る。 シス テ ム

化 の 目的 と して は圧 倒 的 に 医療 の 質 ・量 の向 上,医 療 の迅 速 化,医 療 の省 力 化 が 多 く ・シス テ ム化 の

傾 向 は 圧 倒 的 に 中央 臨 床 検査 室 用ME機 器 の シ ス テ ム化 で あ る 。 その他 に つ い ては,放 射 線 科,内 科

の 自動 システ ム化 の傾 向 が 目立 つ 。
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2.3.2ME機 器 の改 良 ・改 善 ・開発 の動 向

ME機 器 全体 と し て の改 良 ・改 善 の ポ イ ン トの順 序 と そ の割 合 は次 の通 りで あ る。

① 医 療 の質 ・量 の 向 上(2L92%)

② シ ス テ ム化(20,76%)

③ 取扱 い の容 易 性(17.69%)

④ 信 頼 性(15.00%)

⑤安 全性(11.53%)

⑤ 小 型化 ・軽 量 化(11.53%)

⑦ 他 メ ー カー との 統一 性(1.53%)

ア ン ケー ト調 査 の結 果 に よれ ば,既 存 の機 種 の 中で新 規 メ ー カーが 市場 参 加 して くる のは 次 の8機

種 で あ る。

① ガ ン細 胞 自動 診 断 装置 ② 超 音 波 診 断 装置 ③ 呼 吸 流量 計 ④ 脈 波計 ⑤ 電 子 体 温計 ⑥ 医用 テ

レ メー タ ⑦ 自動 化学 分 析装 置 ⑧ シ ー チ レ ー シ ヨン ・カメ ラ

単純 集計 に よる改 良 ・改善 の必 要 の強 さの 度 合 の ベス ト・ス リー は 次 の3機 種 で あ る。

① 自動 化 学分 析 装置 ② 電子 計 算機 応 用装置 ③ 多用 途 測定 記 録 装 置(商 品 と し ての成 熟 度 のベ ス

トフ ァイ ブ の 中 に入 っ て い るの で矛 盾 を感 じるが,こ れ は工 業 用 として の歴 史 は あっ て も医 療 用 とし

て の歴 史 が 浅 い こ とに 由来 す る もの と考 え られ る。)

2.3.3ME機 器 の機 種 別 の改 良 ・改 善 ・開 発 に対 す る資 金 援 助 必要 度 合

ア ンケ ー ト調 査 の結 果 によ る と,ME機 器 の 改良 ・改 善 ・開 発 の た め の資 金 援助 の必要 度 は 下記 の

通 りで,「 ほ とん ど必 要 と しな い」 の が半 数 で あ る。

① ほ とん ど必 要 と し な い(50.00%)

② 必 要 とす る(23.15%)

③や や必 要 とす る(13.89%)

④ きわ め て 必要 とす る(9.26%)

⑤ 企業 と して 投資 の 魅 力が ない(3.70%')

イ ン タ ビ ュー調 査 の結 果 で は,ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジ ェ ク トと して の基 礎技 術 の 開 発 を要 望 す る声 が

強 か っ た。

単 純 集 計 に よる改 良 ・改 善 ・改 発 のた め の資 金援 助 を 必要 とす る度 合 のベ ス ト ・ス リーは次 の通 り

で あ る。

① 自動 化学 分 析装 置 ② 電 子計 算 機 応 用 装 置 ③ 多用 途 測 定記 録 装 置

◆
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2.4ME産 業 固有 の 問題

本 節 は 次 の四 つ につ い て論 じ る。(1)ハ ー ドウ ェア問 題(2)商 品 開発 問 題(3)価 格問 題(4)商 品特 性

問 題 ㈲市 場 特 性 問 題(6総 合 商 社 問 題

⑱

●

2.4.1ハ ー ドウ ェア問 題

ME機 器 のハ ー ドウエア に対 す る各病 院 共 通 の苦 情 には 次 の 四 つが あ る。(a}ハ ー ドウエ ア の貧 弱 さ

(b}品質 規 格の 不 統 一(c)パ ー ツ調 達 の困 難 さ(d)激 し い モ デル チ ェ ン ジ

(a)ハ ー ドウエ ア の貧弱 さ

この こ とにつ いて 医 療 機 関 側 は,わ が国 の メ ー カーの大 部 分 が零 細 メ ー カー に よっ て占 め ら れ てい

る こ とに 帰因 す るも ので ある と考 え,大 メ ー カー の本 格 的 進 出 を熱 望 し てい た 。 この国 産 品 のハ ー ド

ウ エア の 貧弱 さ の問 題 につ いて は年 々改善 されつ つ あ るが,輸 入 品 には この 問 題 は ま った くみ られ な

い とい う意 見 も圧倒 的 で あ った 。

(bポ 品質 規 格 の 不 統 一

産 業 側 も困惑 して お り ・これ が コス トダ ウ ン と市 場 拡 大 を阻害 し てい ると考 え てい る。 医 療機 関 側

は,品 質 規 格 の 不 統 一 のた め に 余計 な経済 的負担 が 発 生 す るの みな らず,医 療 の質 の 同上 の 障害 に も

な って い ると述 べ てい る。例 えば,コ ン ピュ ータ処 理 な どはME機 器 の メ ー カー に応 じ てメ ー カ ー毎

に購 入 しなけ れ ば な ら な か った り,シ ステ ム機 器 の 場合,後 で よ りものが 単 品 と して他 メー カー に よ

っ て開 発 され て も,イ ン ター フェ イス 上の 制約 に よ り ・交 換 が 不 可 能 だ った り との苦 情 が 多い 。

(C)パ ー ツ調 達 の 困 難 さ

古 いME機 器 につい て と くに い え る よ うで あ る 。 ひ どい場 合 は,パ ー ツの在 庫 が ま った くな か った

り,仮 に あっ た として も納期 が遅 れ て困 るな ど の苦 情 が 多 い。

(d)激 し いモ デ ル チェ ンジ

モ デ ルチ ェ ン ジは輸 入 品 には あ ま りな く,国 産 品 につ い て は顕 著 であ る との こ とで あっ た。 この た

め 医療 機 関側 とし ては成 熟 したME機 器 以 外 新規 の国 産 品 購 入 は,後 で 損 す る こ との な い よ うに慎 重

にな ら ざ るを え な い。 モ デ ル チ ェ ンジが 激 しい理 由 は,医 療 機 関側 とME産 業 側 との コ ミニ ュ ケ ー シ

ョン ・ギ ャ ップ に ある もの と考 え られ る。

2.4.2.商 品 開発 問 題

ME機 器 の 商 品 開 発 は 次 の 二 つ の理 由 で困 難 な 環 境 に あ る。 〔a)複雑 な プ ロ セス(b)医 学 界 の 閉 鎖 的喝「～ 一
性 格 。

(a)複 雑 な プ ロセス

ME機 器 が 実 際 に使 用 され る まで に,基 礎 技 術 の 開 発→ 応 用技 術 の開 発 → 商 品 の開 発→ 薬 事 法 に よ

る審 査→ セ ール ス ・プ ロ モ ーシ ョ ン→納 入,と 数 多 くの プ ロセ スが ある 。 これ は産 業 側の 叡 智 に よ っ

てか な りの程 度 ま で解 決 で き る も の と考 え られ る。
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(b)医 学 界 の閉鎖 的性 格

「学 者 の 面 子 で医 療 の現 状(自 己批 判)を の べ ない こ とが あ る」 と の医 療機 関 側 の 自己批 判 に 象徴

され る。 こ れは 医師 の考 えが 集 約化 す る ことを 阻 み,ME機 器 の商 品 開発 に と って も マイ ナ ス にな る

問 題 で あ る。

2.4.3価 格 問 題

価 格 問 題 は,ME産 業 側 の悩 み で あ る価 格 決 定 の メ カ ニズ ム の特異 性 と,医 療 機 関 側 の悩 み で あ る

「高 す ぎ るME機 器 」 の2問 題 につ き る。

前 者 の問 題 と して は二 つ あ る。 第1は 新 規 開 発 の機 種 の場 合,先 発 メ ー カ ーが 最 初 に納 入 した大 学

病 院 にお け る価 格 が リーデ ィン グ ・プ ライ ス に な り ・後 発 メー カー が 改 良改 善 を した機 器 を 開発 して

こ れ が 明 らか に医 療 の質 ・量 へ の貢献 や医 療 の コス トダ ウン を果 して も この リー デ ィ ング ・プ ライ ス

によ り価 格 が 決定 され て適正 な価 格 決定 が な され ない 。第2はME機 器 の購 入 決 定 は,商 品価 値 に よ

っ てで はな く保 険 点 数 の有 無 と多寡 に よ って 決 定 され る こ とで あ る。

後 者 の 問 題 につ いて は,ME機 器 が 多 品種少 量 生 産 の典 型 であ るの でや む を得 ない こ とで あ ると考

え られ る。 しか し これはME産 業 と医 療機 関 の努 力 と叡 智 に よ って,か な りの程 度 ま で解 決 で き る も

の と考 え られ る。

'

2.4.4商 品特 性 問 題

、切㌻㌔ 難 ㌫ 三碧 鴛;:漂 三驚 嶋 の抵抗噸 の必要性
博 多 品種 少 量 生 産

診 断論 理 の バ ラ エテ ィー と品質 規 格 不 統 一 が 原因 とな っ てい る。 医療 の質 ・量 の 向 上,ME産 業 の

発展 の い ず れ の 見地 か らみ て も好 ま しい問 題 と は いえ ず,こ れ は産 業 例 と医 療機 関 の 双 方 の努 力 に よ

って 解決 す べ き問 題 で,ま た そ れ は可 能 で あ る と考 え られ る。

(b)患 者 の抵 抗

医 療機 関 がME機 器 の利 用 価 値 を認 めて も患 者 に受 け容 れ られ ず販 売 増進 に つ な が らな い ことが あ

る。 これ は オ ー ト ・ナ ース な どの場 合 に よ くあ る と の こ とで あ る。

(c)歴 史 の必 要 性

ME機 器 が生 命 に係 わ る もの であ るた め,臨 床 デ ー タの実 績 の 積 み 上 げが必 要 で あ る。歴 史 の 長 さ

に お い て優 る外 国 のME機 器 は,こ の理 由 で わが 国 のME機 器 に対 して優 位性 を も っ てい るとい わ れ

てい る。

(d)パ テ ン ト問 題.

特 許 に関 しては,相 矛盾 した問 題 で は あ るが,次 の 二 つの問 題 が あ る。 第1は,外 国 の メ ー カーが

パテ ン トにつ い ては徐 々 に厳 し くな って き て,従 来 の よ うにコ ピ ーす る こ とが 困 難 に な りつ つあ るこ

と。 第2は,ME機 器 は アイ デ ア的 な も のが 多 く,パ テ ン トに結 び つ くほ どの もの で もな い。 しか も
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医 薬 品 に み られ る よ うな先 発権 の保 護 が な いので,過 当競 争 に陥 り がち で あ る。

(e}国 産 品の ハ ンデ ィ ギsr.ッ プ

外 国,と くに ア メ リカ の場 合 は,ナ シ ョナ ル プ ロ ジェ ク トで 基 礎技 術 が開 発 され,メ ー カー は応 用

技 術 だ けを 開発 す れ ぽ よ い ことが 多 い 。 わが 国 に は そ の よ うな チ ャ ンス は少 な い 。

(f)サ ー ビス 問 題

ME機 器 に はア フタ ー ・サ ー ビス が 必 要 な の は勿 論 で ある が,ビ フォ ー ・サ ー ビス の必 要 性 も潜 在

的 に大 であ る。 「省 力化 を狙 うME機 器 で あ っ て も従 来 の ス タ ッ フでは 使 い こな せな い の で結 局 は省

力 化 に つ なが らない 」 との医 療 機 関側 の意 見 に象徴 され て い る。 これ は産 業 側 の ビ フォー ・サ ー ビス

に よ って解 決 で き る問 題 で はな い か と考 え ら れ る。

,

■

2.4.5市 場 特 性 問 題

ME機 器 の市 場 と し ての医 療 機 関 の特 性 は次 の五 つ に大 別 で き る。(a)保 険 制度(b)非 ピラ ミッ ド組

織(c)ス タ ッフの制 約(d場 所 的 制 約(e)閉 鎖 的 性 格

(a}の保 険 制 度 に つ い ては 言い尽 く された 問 題で あ るの で,こ こで は割愛 す る。-C医 師 とい う専 門 家 集 団 で あ る病 院 では
,病 院経 営者 とい え ど も医 療 の 個 々 の問 題 に つ い て は命 令権

が な い。 病 院 の歴 史 が 古 け れ ば古 い程 その傾 向 が 強 い 。 この こ とは 病 院 の 活 動 を判 然 とさせ え ず,ト

ー タル ・シス テム の導 入 を 困難 に し て ,仮 に トープ ル ・シス テ ムを導入 した と して もアク テ ィビ テ ィ

効 率 は きわ めて低 い も の にな る と考 え られ る。

(C)ス タ ッ フの 制 約

㌫ ㌫;2㌔ ㌔ ㌶i竺㌻二㌫ 麟 實 蕊:1'第2}⌒ ∴

1輌 一一'一 ・二二二二
.ME機 器 を導入 した く て も場 所 が な い こ とが多 い 。 こ れ は病 院 の 作業 能率 上 か ら の レ イ ア ウ トの再

検 討 とい う大 きな問 題 で もあ る。 逆 説 的 に考 え れ ば,場 所 を必 要 とす るME機 器 の市 場 の将 来 性 を裏

づ け る もので あ るか も し れな い。

礎 註]_4-… 一
2.4.6総 合 商 社問 題

総合 商社 の 問 題 と して は 次 の 二 つ が あ る。 ㈲ オ ルガ ナ イザ と して の限 界,㈲ 国 産 品 の生 殺与 奪権 を

握 る総 合 商社

(a)オ ル ガナ イザ と し ての 限 界

医 療 の供 給 体 制 の維 持 のた め には オ ル ガナ イ ザ の存 在 が不 可欠 で あ り ・総 合 商 社 が そ の 役 割 を果 し

つ つ ある が,商 品知 織 に 精通 して い な い た めか,フ ァイナ ソシ ャル ・オ ルガ ナ イザ の機能 の地 位 に留
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って い るの で,シ ス テ ム の真 の オ ル ガ ナ イザ は総 合 メ ー カー が果 た さ ざる を え な い場 合 が 多い 。 これ

が サ ブ シス テ ム とし て の各 メ ーカー に対 す る指 示 系統 の混 乱 を招 来 せ し めて い る こ とが少 な くない。

(b)国 産 品の生 殺 与 奪 権 を握 る総 合 商 社

ME産 業 発 展 の リーダ ー と して の ポテ ン シ ャ ルは や は り総合 商 社 が最 も高 い。 総 合 商社 は その性 格

か ら,輸 入 品,国 産品 の どち らで もオ ル ガ ナ イ ザ と して選 択 で き る立 場 に あ る と い うこ とで あ る
。従

って 総合 商社 の舵 と り如何 が 日本 のME産 業 発 展 の鍵 で あ る,と い って も過 言 で は ない。
'

'

●

♪
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第3章 今後の歩 むべ き方向への提言(医 療問題 の解決策)

3.1病 院の建 物の作業能率 上か らの近代化

病 院 内 の人 の 流 れ,物 の 流 れ,情 報 の 流 れ は,科 学 的 な分 析 も十 分 に な さ れぬ ま まに放 置 さ れ て い

る。 こ れ らの 流れ は,流 れ る も の ・拠 レイア ウ ト)雌,△ 員 と そ の運 営 に関 す るノ ウ ・ハ ウ

か ら成 り立 って い る。.場所,機 器 を作 業 能率 上 の運 営 ノ ウ ・ハ ウに よ って改 善 し,し か も人 員 を減 ら

す 方 向で それ らの 流 れ を迅 速 に低 コス トで行 な うシ ス テ ムを 作成,あ るい は改 善 す る こ とが 提案 され

る。 こ う して得 ら れた レ イア ウ トと運 営 の ノ ウ ・ハ ウ は将 来 の 本格 的 な物 流機 器 を導 入 した 物 流 シス

テムの 作 成 と運 営 を成功 に導 く もの にな り うる。

3.2医 師養成教育の再検討

●

医 師 の業 務 は,医 師 で なけ れ ば で き ない 業務 と他 の人 に もで きる業務 の二 つ に分 け ら れ るが,現 状

で は 後 者 のい わ ゆ る雑 作 業 の ウ エ イ トが大 きい 。 この 雑 作 業 をで き るだ け メ デ ィ カル ・セ クレ タ リー

(医 療 秘 書)に 任 せ,医 師 は 本来 の業務 に専念 す る こ とが 提 案 される。 す な わ ち,多 くの 時 間 を患 者

と ス キ ン ・シ ップ に費 す,医 師 の技術 料 の 向 上 を も目指 す,少 主 義 へ 転 換 すべ き で 。

医 師 の 少 数 精 鋭 化 は一 部 の心 得 違 い の医 師 の追 放,グ ル ー プ ・プ ラクテ ィス の実 現 に貢 献 し,ひ い

ては 医 師 の社 会 的 地 位 向 上 に大 い に寄.与す る と考 え られ る。

小 数精 鋭 化 に伴 って,医 学 教育 に 加 え なけ れ ば な らな い の は ・学問 と して では な く ・社 会活 動 と し

て の医 療 を実 践 す る トレー ニ ング,臨 床 教 育 の 強 化,ま た グ ル ープ ・プ ラ クテ ィス に必 要 な チ ー ム医

療 の 方法 の展 開 な どが あ げ られ る。 こ の他 に ・経 営 に資 質 の あ る医 師 を病 院経 営 者 に 育成 す るこ とや,

ME機 器 な ど の利 用 に な じむた めの 教 育 を行 な うこ とが 提案 され る 。

e

3.3防 医 療 の徹 底

国民の健康 を増進する立場から予防医療を推進することは,次 の理由で要請が高い。

≠ 症の ・ち・病気が早蹴 ・れ・ので,疾 病が減 ・,総 医療費が減 ・・

ヅ 気 雌 らずに・社会の生産醐 惨 加できる・
こ の他 の メ リ ットに,予 防 医 療 を地 域 的 に展 開 し,こ れ に地 域 の開 業 医 を 参 加 させ れ ば,開 業 医 は

ドク ター ・フ ィー と して診 療 報酬 を 得,そ れ が 収 入 の 安 定 化 に つな が る こ と に な るの で ・こ の面 の メ

リッ トは見 逃 せ な い。ME器 に つ い て も,予 防 医 療 の 心 は問 診 と9査Y,ngMEue器

を 中心 に した徹 底 的 な利 至 予想 さ,れゐ℃(ME機 器 の 潜 在 市 場)
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3.4オ ー プ ン病 院 シ ス テム の 実 現

オ ープ ン病 院 シス テ ムは,地 域 的 に医 療 の機 能 を分 配 した医 療 の社 会 的 シス テ ム であ る。地 域 の 中

央 に 高度 な 設 備 と人材(専 門 医,パ ラメデ ィ カル)を 備 え たオ ープ ン病 院 が あ り ・周 囲 には 診 療所 や

小規 模 病 院 が あ る 。オ ー プ ン病 院 では高 度 医 療 を,診 療 所 な ど では家 庭 医 療(ホ ー ム ・ドクタ ー活 動)

とオ ー プ ン病 院 へ の橋 渡 し を行 な い,オ ー プ ン病 院 が地 域 の医 療機 関 の 相 互 関 連 の キー ・ホス ピタ ル

にな る。

オ ー ブ ン病院 の 必要 性 は{a)高 度医 療 の実 現(b)患 者 の社 会的 なス ク リーニ ング の必 要性(d地 域 と

し ての人 的 物 的 な過重 投 資 の回 避(dl実 践 と して の医 療 教 育 の場 の提 供(e)診 療 所 医 師の生 涯教 育 の

場 の 提供 ㈹ 技 術 料 を中心 とし た診 療報 酬 へ 転 換,な どに あ る。

これ ら の問 題 を解 決 しな が ら,オ ー ブ ン病 院 シス テ ム の運 営 や活 動 に関 す る ノ ウ ・ハ ウを蓄 積 す る

目的 で,パ イロ ッ ト ・プ ロジ ェク トと して 展 開す るに は,次 の条 件 を満 た す こ とが 必要 で あ る 。㈲ オ

ル ガ ナ イザ が国,自 治 体,大 学,医 師会,住 民 か ら構 成 され る こ と
。(b)オ ー ブ ン病 院 の システ ムの財

政 的基 盤 と して地 域 住 民 に予 防 医療 を提 供 し ・そ の うちホ ス ピタ ル ・フ ィーはオ ーブ ン病 院 に,ド ク

ター ・フ ィーは開 業 医 に分 配 し ・両者 の安 定 収 入 の道 を 作 る こ と。(c博 門 医 とパ ラ メデ ィ カル に優 秀

な 人材 が い る こ と。(d)立 地条 件 は従 来 の医療 供給 シス テ ム との衝 突 が少 な い 大規 模 団地,新 興都 市,

中小 都 市 な どであ る こ と。

オ ー ブ ン病 院 を実現 す る た め に解 決 す べ き問 題点 は,前 述 の四 つ の必 要 条 件 の他 に,開 業 医 の ドク

タ ー ・フィー に対 す る税 制 上 の優 遇措 置,住 民 の 理 解 と協 力 の 実現 の二 つが あ る。

'

3.5国 民 の医療 啓 蒙運 動

病 院 に来 る患者 の70～80%は,医 療を 受 け る必 要 が な い といわ れ る。 この こ とは,社 会 的な 医

療 シス テ ムと して患 者 の スク リー ニ ング を行 な うこ と と,さ らに積 極 的 に国 民 に医 療 の基 礎 的 な教 育

を 行 な っ て,ス ク リー ニ ン グ を行 な うこ と も示唆 して い る。 前者 は,前 述 した よ うに開 業 医 が ス ク リ

ー ニ ング を す るこ とが 考 え られ る
。後 者 につ い て は,テ レ ビ等 マ ス コ ミ,婦 人 会 を利 用 した 教育 と医

療 相 談 電 話 な どの 活 用 が考 え ら れ る 。

■

3.6本 勺な`
尚

3.1や3.2で 述 べ た よ うに,病 院 の現 状 に科 学 経営 の光 を当 て れ ば,ま だ まだ ム ダは節 約 で き る し ・

医 療 の 同 上 を さら に図 る こ とが で き る。 検 査 セ ン タ ー,事 務 セ ンタ ーな どの地 域 集 中化 に よ って,そ

れ ら の コス トの大 幅 低 下が 期待 で き る とい うこ とも科 学 的 経営 か ら 得 られ る。こ一 格的一
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第4章 今後 の歩 むべ き方 向へ の提言(ME産 業 振興策)

41ME産 業振興 の必要性

A
ME産 業振 興 の 必要 性 は,(a)ME機 器 は医 療 の質 ・量の 向上 を促 進 す る一 つ の 力 で あ る こと(b)M

E機 器 の有 効利 用 に よ っ て国 民 総医 療 上 昇 の抑 制 の力 とな るこ と(c)ME機 器 は 予防 医療 や リハ ビ リ

テ ー シ ・ンで も重 要 な 役 割 を演 じる こ と(d)ME機 器 は 家庭 用 に も作 られ る可能 性 の ある こ と(e)M

E機 器 を 外国 に頼 るこ とは国 民 の命 を外 国 に任 す こ とに な るこ と,の 五 つ が あ げ られ る。 こと に(e)は ・

ME機 器 は知 識 集 約型製 品 で あ る こと を 考 え れば,国 際 的 商 品 に まで成 長 させ て国 際 協調 の潤 滑 剤 に

す る こ とを示 唆 す る。

4.2ビ フオー ・サ ー ビス お よび ア フタ ー ・サー ビ スを 行な う機 関の 設 立

1.1の(8)で 述 べた ように ビフォー ・サー ビス お よびアフター ・サ ー ビスは1メ ー カーの負担 を越 えてい る。今後

シス テム化ME機 器 が展 開 され る に従 っ て,メ ー カーの これ らサ ー ビス の過 重 負 担 が増 加 し,そ れ が コ

ス トに はね 返 る ことはME産 業 に と って も,ユ ーザ ー に とっ て も好 ま し くな い 。

こ の機 関 の設 立 の 前 提 とし て,ME機 器 の 機 能 の統 一 化,部 品の 統 一 化,入 出 力 の統 一 化 が行 な わ
ρ

れ て い る こ とが 必 要 で あ る。

4.3中 コ1▽ヌ=「fi-==

、

◆

わが国のM・ ・一・一で ・M・ 部prl疏 上の企業は数社 ・過ぎず,巨t上 の企業e・僅

か1社 で,vPt以 の 小・一 －rP/jx・ 一・一の弱点は,(嚇 のニーズ把勧

不 足(b)基 礎 技 術 刀 が浅 い(c)rv品 開 発力 が弱 い(胡 商 品 開 発 力が 弱 い(e)シ ス テ ム化 の オ ル ガ ナイ

ズ カ が な い ㈹ 市 場 サ ー ビス カ が 弱 い,の6点 に集 約 され る。 しか しな が ら ・中 小 メ ー カー は わ が国

のME機 器供 給 に おい て 現 在 も重 要 な役 割 を果 して お り ・こ れ らの 弱点 を カバ ーす る方 向 で 育成 す る

こ とが考 え られ る。 それ には 中小 メ ー カーの連 鎖 化 が提 案 さ れ る。

4.4大 メー カー のME部 門 のベ ンチ ャー ・ビ ジ ネ ス 組織 への転換

中小 メ ーカー の場 合 と違 って,大 メ ー カーに 対 し ては 市場 規 模 が まだ 小 さい こ とが不 満 で あ り ・簡

単 に足 を踏 み 入 れ る こと もで きな い。 潜在 市場規 模 は 大 きい と判 断 で きる の で,小 市 場規 模 に対 応 し

た ス タ イル,す な わ ちベ ンチ ャ ー ・ビジ ネ ス ・ス タイ ルへ の転 換 を促 す こ とが 必 要 であ る。 具 体 的 に

は,社 長室 に直 属 させ るか,別 会 社 にす るか二 つ の方 法 が あ る。

-15一



4.5国 家 的規模 の研 究開発機 関や審査機関の設置

ME機 器 の 研究 開 発 の リス クは,次 の3っ に集 約 で き る。(a)多品 種少 量 生 産(b)開 発 した ノ ウ ・ハ

ウ につ い て保 護が ない(医 薬 品 に は2年 間 の 先 発権 あ り)(c)安 然 性,信 頼 性,有 効性 の テ ス トが 必

要 で あ る。

しか し,ME機 器 の本 格 的 研 究 開 発機 関 や審 査機 関 の設 立 は社 会 的要 請 で あ るの で,何 らか の形 で

行 な わ ね ば な らな い 。す な わち,リ ス クは社 会 ・国 家 が負 担 し て製 品 と い うフ ルー ソは国 民 の社 会 生

活,健 康 生 活 に役立 て る とい う形 が 考 え られ る。 これ ら機 関 の構 成 メ ンバ ーは,医 師,メ ー カー,商

社 で,基 礎 技術 開 発,商 品 開 発 の審 査 を 行 な う。付 随 した 目的 は,ME機 器 の 統 一 化,標 準 化,シ ス

テ ム化 と と もに,ノ ウ ・ハ ウ(ハ ー ド ・ソフ ト両 面)の 国 内 維持 が あ げ ら れ,さ らに実 際的 な 国際 規

格 をWHOに 提 案 し,わ が国 の主 導 の 下 にそ の 決 定 が な され る条 件 を作 り出す こ とに あ る。

θ

4.6国 によ るME産 業 の ビ ジ ョ ン作 り

ME産 業 は現 在 決 し て陽 のあ た る産 業 で はな い が,ME機 器 はハ ー ド ・ソ フ トに おい て高 度 知 識 集

約 型 商 品 で あ るこ と,潜 在 市 場 が 莫 大 で あ る こ とと,外 交 政策 の 決 め手 とな る可 能性 を も ってい る こ

と,の 理 由 で わが 国 と し ては,国 民 の健康 生活 の 向 上,医 療 の質 ・量 の 向 上,患 者 サ ー ビスの 向 上,

国:簾 違 ㌶ 蓬 蓬:ME産 業育成のビ　 作る必　 .

(1}予 防 医 療 の ス テ ップ ・パ イ ・ス テ ッ プの展 開

② オ ー プ ン病院 シス テム ・検 査 セ ンタ ー,事 務 セ ンタ ーの設 置

を医 療供 給 側 に対 し て取 り上 げ,

(3)中 小 メ ー カー の連 鎖 化

(4)国 家 的 研究 開 発機 関 の設立

(5)国 家 的ME機 器 審 査機 関 の設 立

(6)ビ フ ォー ・サ ー ビス 及 び ア フ タ ー ・サ ー ビス機 関 の設 立

をME産 業 に取 り上 げ られ るこ とが 提 案 され る 。

さ らに,国 内ME機 器 製 作 の 刺 激 とす るた め に外国 の情 報 を集 中化 す る海 外ME機 器 情 報 セ ンター

を設 置 倒基 礎技 術{b)応 用 技 術(製 品技 術,商 品技 術)(c}市 場(Needs)(d)新 商 品,新 製

品(e特 許,な ど に関 す る情 報 収 集 を行な うこ と も提 案 さ れ る 。

ぴ
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第1章 医 療vateけ るME機 器(シ ス テ ム)

1.1概 説

ME機 器 に限 らず,医 科 器械 の 医療 にお け る位 置 づ け は,医 療 の質 ・量 の 向上 を め ざ した 医療 従 事

者 との役 割 の分 担 とい う観 点 か ら行 な わ れ る ことが 必 要 で あ る。 本章 で は,ME機 器 の医 療 にお け る

位 置 づ け につ い て この 観 点 か ら論 じ る。 また,今 後 のME機 器 発 展 に際 して は,医 療 の 健全 化 へ の

貢献 が そ の必 要 条 件 で あ るの で,将 来 の医 療 の健 全 化 を 望 み つ つ 現在 のME機 器 の問 題 点 を論 じる。

調査 研 究 方法 は お も に イ ン タ ビュ ー調 査,文 献 調 査 に よ った 。

本章 の お もな結 論 は 次 の とお りで あ る。

(1)ME機 器 の進 歩 は医 療 の質 ・量 の向 上 を 推進 す る原 動 力 の一 つで あ る こ とが,次 の 理 由 に よ って

明 らか にな った 。 す な わ ち,

(a)ME機 器 は最 新 の高度 医 学 技 術 を実 践 可 能 と し,高 度 医 療 を実 現 して い る。

(・)迅速性,磁 棚 ・て@⑳ 向上・た医療を実現・てい・・

(c)医 師 を は じめ とす る医療 従 事 者 か ら,決 ま りき った機 械 的 ・事 務 的 な業 務 を解 放 し,本 来 の業

務 に専 念 で きる余 裕 を与 え,こ れ が 医 療 の 質 ・量 の 向 上 に結 び つい て い る。

6)わ が国の医駄 医師をはじめ・す・人材不足であ・が,医 臓 か・酬 ・事務的な業務
醐 放することによ・て・結一 ・一できる・

(2)医 療 従 事 者 とME機 器 の医療 にお け る役 割 は,医 療 従 事 者 が 行 な っ て い る決 ま り きっ た機 械 的 ・

事 務 的 業 務 をME機 器 が 代 行 す るとい う位 置 づ け を す れ ば,決 して相 反 す る もの で も,同 じ もの で も

な く,柔 軟 に 互い に補 完 し合 って医 療 を患 者 に提供 す ると ころ に あ る。 す な わ ち,①ME機 器 は 医療

従事 老 の 業務 の一 部 を 代 行 して,そ の分 の時 間 的 余 裕 を 医 療従 事 者 に与 えた り,② また は 人 間 で は

期 待 で きな い ほ ど の高 い精 度 の 情 報 を与 え た り,③ 間違い ない診断 だけを与 えた り,な どす ることに よつて,

医 療 従 事 者 の 中心 で あ る医 師 が 患 者 との よ り十分 な ス キ ン シ ップ の下 に最 善 の 診 断 を下 す こ とが で き

る環 境 を つ くる と い う役 割 が あ る。 言 い 換 え れ ば 両 者 の 医療 にお け る補 完 的 な 密 接 な 協 力 に よ る役 割 、

の分 担 が あ る。

(3)ME機 器 の もつ 問 題 点 は,大 き く次 の三 つ に分 類 で き る こ とが 明 ら か にな った 。

(a)技 術 的 問 題 点 安 全 性,信 頼 性,取 扱 い の容 易性 が まだ十 分 満 た され て い な い こと と,確 と

した 臨 床 例 の積 み重 ね の背 景 を もつ てい な い こ とが あ げ られ る。

(b)工 学 技 術 者主 導 の問 題 点ME機 器 を製 作 す る段 階 で の考 え 方 が,医 療 に対 して機 械 志 向 型

とな つ てい る傾 向 も一 部 あ る ので,も しこの考 え方 が わ が国 のME産 業 界 を支 配 す る と,医 療 に と

つてひ じ ょ うに危 険 で あ る。

(c)ME技 術 者 に関 す る問題 点ME機 器 を取扱 う技術者 の社会的地位 がそれほ ど高 くない ことと,そ

の 人材 不 足が あ げ られ る。ME機 器 は,生 命 に深 く係 り合 っ てい るの で,そ の保守,修 理,取 扱 いに
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は専 門 の技 術 者 が,責 任 と誇 りを もて る よ うに す べ きで あ るが,現 状 は そ うで は な い 。 した が って

ME技 術 者 にふ さわ しい社 会 的 地 位 を認 め与 え れ ば,人 材 不 足 の問 題 解 決 に寄 与 す ると い え る。

1.2ME機 器 の 集 中 ・高度 利 用 に よ る 医療 の 質 ・量 の 向上

医 学 の進 歩,医 療 技 術 の進 歩 は め ざ ま し く,そ れ に伴 って 医療 の分 野 が 広 くかつ 深 くな っ て い る。

あ る意 味 では全 範 囲 に亘 っ て,人 間 の 手 で は カ バ ーで きな くな ってお り,機 械 と い う補 助 手 段 を 用 い

て今 日の医 療 水 準 を もた ら して い る とい うこ とが で き る。逆 に,今 日の医 療 を観 る とき,医 療 の質 ・

量 の向 上 を 目標 と した機 械(ME機 器)の 適 切 な 有 効 利 用 とい う立場 も考 え ら れ て よ い。 す な わ ちM

E機 器 の効 用 は,次 の 二 つ に わ け られ る 。

(1)直 接 の効 用 。 患 者 か ら情 報 を採 取 して医 療 従 事 者 に伝 達 す る過程 に お い て,そ の情 報 が き わ め て

正 確 な こと,採 取 か ら伝 達 す る まで に要 す る時 間が き わ めて 短 い こ とが 医 療 の質 ・量 の 向上 に貢 献 す

る。

(2)間 接 の効 用 。化 学 分 析 な ど決 ま りき った 機 械 的 ・事 務 的 な 業 務 を医 療 従 事 者 に代 っ て行 な うこ と

によ っ て,医 師 を は じめ とす る医 療 従 事 者 が 患 者 との ス キ ン シ ップを基 本 と した本 来 の医 療 業 務 に専

念 で き る余 裕 を与 え,結 局 これ が 医 療 の質 ・量 の 向上 につ な が る。他 方,こ の こ とは 直接 医 療 の質 ・

量 の 向上 とは い え な い が,ME機 器 が 人 の代 行 を す る こと に よ って,人 材 不足 の解 決,ひ い て は 医療

の コス ト・ダ ウンが促 され,.そ の分 だ け医 療 の質 ・量 の 向上 に力 を注 ぐこ とが 可 能 にな る。 、.'

具 体 的 には 医 師 の グ ル ー プ化 とME機 器 の 高度 利 用 で質 的 に高 度 な 医療 を実 現 す る,住 民 の健 康 管

理 のた め に検 査ME機 器 を 中心 とす るME機 器 の集 中化 で量 的 に高度 な医 療 を実 現 す る こ とが 考 え ら

れ て お り,一 部 で は既 に実 践 され て い る 。

医 師 の グル ー プ化 とME機 器 の高 度 利 用 は オ ー プ ン病 院(詳 し くは 第10章 参照)と い う形 で わが

国 で も一 部実 践 され て い るが,こ れ は 地 域 医 療 とい う立 場 か ら考 え る と,人 的 ・物 的 に2重,3重 投

資 の無駄 を省 い た 高度 医療 施 設 で あ り,総 医 療 費 上 昇 の抑 制 も期待 で き る。

オ ー プ ン病 院 に付 随 して事 務 の集 中化 が 地 域 的 に行 な われ る こ と,患 者 が 診療 所 や小 規 模 病 院 の 段

階 で ス ク リー ニ ング され る こと な どが 行 な わ れ る こ とな ど医 療 の 健全 化 へ 向 って の 展 開 が期 待 で き 蚕'

住 民 の 健康 管理 と検 査ME機 器 の集 中化 は い わ ゆ る集 団 検 診 と して予 防 医療 の 役 割 を 果 して い る。

長 野 県 佐 久 総 合病 院 は検 査 結 果 を さ ら に コ ン ピ ュー タ に結 びつ け て住 民 の 健康 歴 を 毎年 集 団検 診 の 毎

に積 み 重 ね て ゆ き,生 活 相談 と合 わせ て住 民個 々の個 性 に あ った 医療 を提 供 して い る。

1

`

1.3医 師(医 療 従事 者)の 役 割 とME機 器の 役 割

医 師 の 医療 にお け る役 割 は,そ れ まで受 け た 医学 教 育 と豊 富 な 経験 を生 か して,最 善 の 診 断,最 善

の治 療 を行 うこ とで あ る。 そ の 方法 は,患 者 と対面 し,苦 悩 を聞 い た りす るな どに人 間 と して の最 高

の英 知 を働 か す こ とに あ る。 医 師 の この働 きを少 しで も多 くの人 々 に,更 に よい もの を 与 え る 目的 で,
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医 師 とい わ ゆ る医療 従 事 者 と機 械 が 一 丸 どな って 各 々の役 割 を 能 く果 す こ とが で き る条 件 を整 え る こ

とが 急 務 で あ る。

この中 で,ME機 器 の 果 す 役 割 は,す べ て の 医 師 や経 験 に よ って認 め られ て い る医 療行 為 の一過 程,

例 えば 検 体 検査,生 体 検 査,を 医 師 や 医療 従 事 者 に代 っ て行 な うこ と にあ る。 そ れ らの 行 為 は,確 実

に処 理 され る こ とが 可 能 で あ り,か つ 医学 的 に も問 題 が な い こ とが必 要 不 可 欠 の 条件 で あ る こと は言

うまで もな い 。

ME機 器 の活 躍 は(1)臨 床 検 査
(～2胎 療/㈲ 看 護/監*filP・ あ る。 す な わ ち,

(1)臨 床 検 査 。臨 床 検 査 にお け るME機 器 の主 な 役 割 は 次 の とお りで あ る。

(a)迅 速 性,即 時 性

例 えば 手 術 中 な ど,患 者 に関 す る情 報 を 瞬時 の うち に医 療従 事 者 に伝 え る こ と に よ って の み 得 ら

れ る。高 度 な 医療 を実 現 す る一 翼 を担 う。

(b)正 確 さ,精 密 さ

患者の状態を決定するに必要な,ま た人間の手では獲得がむずかしい,精 度鵬 』!一

従事者に提供する。

(・)ご 理

多 くの 患 者 に,遅 滞 の な い 医 療 を 与 え,ひ い て は医 療 を受 け る平 等 な機 会 を 作 る こ と にな る。 ま

た多 くの人 々が利 用 す る こ と に よ って,高 価 なME機 器 を 相 対 的 に安 価 な もの に して,病 院経 営 改

』

(d)省 入 化

機 械 が 代 行 す る こ とが,医 学 的 に も何 ら支 障が な く可 能な 業 務 は,人 間 の代 役 をす る。省 人化,

あ る いは 省 力 化 が果 せ る こ と に よ って,総 医療 費 の低 減 につ な が る 。

(e)医 療 の脱 密 室 化

検 査 ば か りで な く,可 能な らば,検 査 デ ー タを判 読 して,確 実 な診 断,例 え ば 「病 気 で な い 」 と

い う判 断 まで,ME機 器 シス テ ムが 代 行 す る と,そ れ まで 医 療従 事 者 の 頭 の 中 で 処 理 され て い た こ

とが らが,き ち ん とデ ー タを残 し,公 け の前 に出 され,医 療 の脱 密 室 化 を促 す 原 動 力 とな る。

(・・曜 治⑳ 臓 化学的医鮪 物理白勺治酷 精神噸 法醐 ・・蜘 ・・M・機器が

即治療機器,例 えば放射線治療器のときは,直 接物理的治療手段の提供とい う役割が与えられている。

この他,手 術中などの患者監視のときの患者に関する,迅 速かつ正確な情報提供 とい う役割 も大で

遁 靭 ・・一 一4時 日… … 一 ・な・　 人… で…
の は か な り困 難 で あ る 。 この業 務 に つい て もME機 器 を 有 効 利 用 す る こ と に よっ て,看 護婦 ・医 師 の

有 力な ア シス タ ン トに な り うる。 た だ し,ME機 器 と接 す る人 が病 気 中 の人 で あ るこ と か ら,あ くま

で看 護 ・監 視 の主 役 は 看 護 婦 ・医 師 で あ る ことは い くら強 調 して も強 調 し過 ぎ る こ とは な い 。
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1.4ME機 器 の 問題 点

これ まで述 べ て きた よ うに,ME機 器 は 現代 で は医 療 にお い て 不 可欠 の役 割 を果 し,医 療 の質 ・量

の 向上 に も貢 献 し5る こ とが 明 らか にな った が,他 方ME機 器 は,多 くの問 題 点 を抱 え て い る。 以下

に それ を論 じ る。

(1)ME機 器 そ の もの の問 題 点

医 師側 の最 も強 い指 摘 と して,信 頼性,安 全性,耐 久性 の3点 の性 能が 希 望 どお りでな い とい うこ

とが 多 い 。 これ はMEメ ー カー が歴 史 が 浅 く,し か も殆 どが小 規 模 の企 業 で あ る とい5こ と に 由来 し

て い る と考 え られ る。 価格 につ い て は,欲 しい が 高 く 四 》 ・ ロ"い こ と,高 価 な もの は

』 スやレ=・ ・てモデル ・チ 。ンジ・対応できるような髄 みが望 ましい,開 発中のM,総

導 入 には リス ク負 担 とい う意味 で社 会 が 一 部 負 担 して ほ しい,と い う三 つ の問 題 点 が指 摘 され た

(2)ME機 器 のモ デ ル ・チ ェ ン ジ

モ デル ・チ ェ ン ジの問 題 は,医 師 側,病 院経 営 者側 が最 も頭 を悩 ま してい る問 題 の一 つ で あ る。 国

産 品 の モ デル ・チ ェン ジが 頻繁 な原 因 は,メ.一 カ ーの殆 どが小 規 模 な の で,基 礎 技 術 か ら商 品 化 技 術

まで の研 究 開 発 が 思 うよ うにで きな い こ と,医 師側 が学 閥 や学 会 の こと もあ り,オ ーダ ー ・メイ ド的感

覚 で 発注 す る とい うこ と,な ど にあ る。 これ らの 問題 解 決 に関 して は,⑤ で 述 べ る。

(3)ME機 器 の統 一 化

ME機 器 が 部 品,性 能 に統 一性 が な い こ と に よ り,利 用 者側 は,そ れ に対 応 す るた め に2重,3重

の投 資 を しな け れ ば な らず,社 会 的 にみ て,か な りの 無駄 な負 担 が あ る 。 また,ME機 器 で シス テ ム

を利 用者(医 師)が 作 ろ うとす る場 合,機 器 が 異 な れ ば機 器 の入 出 力 の特 性 が 異 な る ことが 多 いの で,

困 るな ど,医 療 に悪 い影 響 が 出始 め て い る。 他 方 ア フ タ ー ・サ ー ビス の と き も同 じよ うに,機 器 が 異

なれ ば 部品 も異 な るの で は,修 理 す るの に重 複 した投 資 を強 い られ てい る。 これ らの問 題 解 決 に関 し

て は㈲ で述 べ る。

(4)ア フ タ ー ・サ ー ビス,ビ フ ォ ー ・サ ー ビス

ME機 器 の故 障 は い つ生 じ るか 予 測 で きな い の で,ア フター ・サ ー ビス は迅 速 性 が 要 請 され て い る に

も拘 らず,病 院 は 全 国 に くまな く所 在 し てい るの で 十 分 に迅 速 には 供 給 で きて い な い 。 また,サ ー

ビス を メ ー カ ーが 行 な って い る とい うこ とで,不 十 分 な サ ー ビス提 供 に も拘 らず それ が 価 格 に転 嫁 さ

れ,利 用 者 が 負担 を して い る。 他 方 高度 なME機 器 の導 入 前 の取 扱 い の注 意 等 の トレ ーニ ング のサ ー

ビスが 十 分 に行 な わ れ て い な い ので,利 用 者 側 に,専 任 の技 術 者 の採 用 な ど ,か な りの負 担 を強 い て

い る。 これ ら の解 決 策 は詳 し くは 第11章 で述 べ るが,地 域 毎 に,公 的 な サ ー ビス ・セ ンタ ー を設 け

て ア フタ ー ・サ ー ビス,ビ フ ォ ー ・サ ー ビス を行 な い,利 用 者 お よ び患 者 に好 ま しい サ ー ビス を提 供

す る ことが 必要 で あ る。

㈲ 医 師,メ ー カ ーの 参 加 に よ るME機 器 開 発機 関

これ まで述 べ て きた よ うに,ME機 器 には 性 能 の問 題 点 と統 一性,モ デル チ ェ ン ジの問 題 が あ る 。

これ は,ME機 器 に関 す る研 究 開 発 が少 数 の医 師 や 開 発 力 の 十分 で な い小 メ ー カー に よっ て行 な わ れ
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て きた ことが 重 要 な 原 因 と して挙 げ られ る。 今 後 高度 の シス テ ム化 製品 が 開発 され る気 運 に あ るが,

現 状 の ま まの研 究 開 発 で は,人 的 物 的 に も困 雑 に陥 り,貧 弱 な 製 品 にな った り,外 国 製 品 に席 巻 され

る可 能性 が あ る。 こ の よ うな現 状 を考 え る と,各 医 学 会 で の患 者 に関 す るデ ー タ の統 一 化 を計 る こと

が 望 まれ る。 また 先 端 的 医学 の知 見 を取 り入 れ る必 要 か ら研 究 者 として の医 師,実 際 に医 療 の現 場 に

立 つ ユ ーザ ー と して の 医 師 の 意味 を取 り入 れ,技 術 者 主 導(マ シン ・オ リエ ンテ ッ ド)に な ら ぬ よ う歯

止 め役 を果 す ことが 期 待 され る。実 践 家 と して の 医 師 と ハ ー ドウ ェア の ノウ'ハ ウを も つ メ ー カーが

同 じ資 格 で参 加 で き る共 通 の場,第3者 的ME機 器 開 発 機 関 の設 置 が望 まれ る。

(6)ME機 器 の導 入 上 の問 題 点

ME機 器 の導 入 は病 院 に と って,(a)そ れ が 経 済 的 にペ イす るか(b)社 会が それ を強 く要 請 して い る

か(c)所 属 の医 師 が 強 く要 請 す るか,が 主 な 決 定 の 判 断 材 料 で あ る。(c)の理 由 は,医 師が 変 るた び に

同 じ機 能 で も,機 器 を 買換 え,前 任 者が 使 って い た機 器 は 倉 庫 入 りとい う無駄 が 行 な われ る こ と につ

なが っ て い る。

ME機 器 の導 入 は,そ れ が シス テ ム機 器 で あれ ば あ る程,導 入 前 の受 入 れ体 制 の整 備 が 必 要 で あ る。

受 入 れ 体 制 の 整 備 と は新 規 機 器 を導 入 す る前 に先 ず そ の機 能 を既 存 の機 器 や人 で 構 成 して,新 規 機 器

な い し シス テ ム を使 い こな す ノ ウハ ウを蓄 積 す る こ とで あ る。 そ うす れ ば必 然 的 に現 状 につ い て の 不

満 足 が 具 体 化 し,無 駄 の な い新 規 機 器 な い しシス テ ムの 導 入 につ なが る。実際 は安 易 に新 規 機 器 な い

し シス テ ム を導 入 し,そ れ を使 い こな す の に必 要 な ノ ウハ ・ウを得 るまで に莫 大 な経 費 が発 生 した りし

て病 院 経 営 上 の大 き な無 駄 が 生 じて い る。

で(7)ME機器 技 術 者

ME機 器 を取 扱 う者 は,医 師 と専 門 の 技 術 者 が 多 い が,技 術 者 の不足 が 目立 つ 。 これ はME技 術 者

養 成 機 関 が少 な い こ とが あ げ られ るが,他 にはME技 術 者 の社 会 的 地位 が認 め られ ず,あ ま り魅 力 の

な い職 業 にな っ てい る。 医 療 事 業 に積 極 的 に参加 して い る とい う誇 りと責 任 を与 え社 会 的 に 意義 の深

い職 業 に育 て る こ と を考 え る必 要 が あ る。

今
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第2章ME機 器導入用状況

2.1概 説

ME機 器 の医 療 にお け る役 割 は 前章 で述 べ た とお りだ が,本 章 では,ア ンケ ー ト調 査 結 果 に基 づ き,

ME機 器 の利 用状 況,(1)外 国製 機 器 と国産 機 器 の 利 用 台数(2)機 器 の最 初 の導 入 年(3)利 用 時 間

(4)オペ レー タに つ い て論 じ,さ ら にユ ーザ ーの 意 見 と して,㈲ 安 全 性 ⑥ 信 頼 性(7)取 扱 い の容 易 性

(8)統一 化 の希 望(9)小 型 化 の希 望00医 療 へ の 貢献 につ い て論 じ,今 後 のME機 器 に対 す る病 院(ユ

ー ザ ー)側 の意 見 を集 約 す る
。最 後 に コ ン ビ 三ー タ導 入 利 用 状況 につ い て論 じ る。

回答 に つ い て は,医 療 界 を リー ドす る大 学病 院 と そ の他 の 一般 病 院(以 下 一 般 病 院 と略 す)に 分 け

て分 析 を行 な った 。(表2-1)

本 章 の お もな 結論 は,次 の とお りで あ る。

(1)外 国製 機 器 は,量 的 には あ ま り利 用 され て いな い 。機 器 全 体(外 国製,国 産 を 含 む)と して み れ

ぱ 国産 品 よ り優 れ て は い るが,安 全 性,信 頼 性 に未 だ問 題 を残 してい る。

(2)ME機 器 の利 用 が 本格 的 に始 まった の は,昭 和40年 以降 で あ る。 この 意 味 でME機 器 は揺 藍 期

に あ る。

(3)利 用 時 間は 少 な く,1日4時 間未 満 しか 利 用 され な い機 器 が 大 半 で,一 般 病 院 では1日1時 間 も

利 用 され な い機 器 が 目立 つ 。

(4)オ ペ レ ータ は医 師 の比重 が大 き く,取 扱 い 技 師 や職 員 の養 成 が急 務 にな っ てい る。

(5}安 全 性 に つ い て ユ ーザ ーか ら満 足 を得 て い る機 器 は2機 器 と少 な く,放 射 線 科 で 用 い ら れ るME

機 器 や,シ ス テ ム化 機 器 な どにつ い て は,と くに不 満 が 強 い 。

⑥ 信 頼 性 に つ い て もユ ーザ ーか ら満 足 を得 て い る も のは少 な く,放 射 線 科 で 用 い られ るME機 器 や

シス テ ム化 機 器 につ い て は,安 全 性 と同 じ く不 満 が 強 い 。

(7)取 扱 い は,シ ス テ ム化 機 器 が む ず か しい 。大 学 病 院 では 使 い こな せ て も,一 般 病 院 で は そ れ が む

ず か し く,オ ペ レ ー タの養 成 が示 唆 され る。

(8)統 一化 に対 す る希 望 は あ ま りな い 。 これ は,統 一化 以前 の解 決 す べ き問 題 が 多 い た めで あ る と考

え られ る。

⑨ 小 型 化 の 希 望 は 内科 で 用 い ら れ るME機 器 に 多 い 。

⑩ 医 療 へ の貢 献 をほ とん どの機 器 に つ い て認 め て い る。

'

'

∀

由
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表2-1ME機 器 導 入 利 用 状況(内 科 そ の1)

亀

■

●

句

調ME機 器名

調 査対

象査
病

項 院

-目

心 電 計 心 音 計
ベ ク トル

心 電 計 脳 波 計 筋 電 計 多用途測定
記 録 装 置

電気血圧計 呼吸流量計

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

輸 入 機 器 θ 3 4 /
2 1 1 1 1 0 0 1 4 0 3 2

国 産 機 器 θ 97 14 / 37 5 13 10 39 6 23 5 27 12 28 8

平 均 的 導 入 年
(昭和年度)

33 38 / 43 35 43 36 43 36 42 44 44 38 42 / 43

最 初 の 導 入 年

(昭 和年度)
22 22

/
35 27 39 26 37 31 37 38 38 29 32 / 38

1ケ 月 平 均 的

使 用 時 間(時 間)
55 76 21 11 15 18 44 61 27 8 52 64 5・8 14 60 5

オ ペ レ ー タ1. 医師 技師 医師 技師 医師 技師 医師 技師 医師 医師 医師 医師 医師 医師 医師 技師

オ ペ レ ー タ2. 技師 医師 技師 医師 技師 医師 技師 職員 職員 技師 技師 技師 技師 看護婦 技師 医師

安 全 性 △ △ △ △ △ ○ △ ○ × △ △ △ △ △ ● △

信 頼 性 △ △ × △ △ × × △ × △ ● × × △ △ ×

取 扱 い の 容 易 性 ○ ○ × × X ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

統 一 化 の 希 望 ○ × × × ○ × × × × × ○ × ○ × ×' ×

小 型 化 のみ の希 望 ○ × △ × ○ × ○ △ △ △ × × × × △ △

医 療 へ の 貢 献 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

(注)L安 全 性

2.信 頼 性

3.取 扱いの容易性

4,

5

○

△

×
●
○

△
×
●

… …… 安 全 性 は 良 い とい う病 院 が80%以 上 の とき
。

…… … 安 全 性 は 良 い とい う病 院 が80%未 満 の とき
。

… … … 安 全 性 の 問 題 が しば しば 起 る とい う病 院 が10%以 上 の と き
。

・・… … ・ 安 全 性 が 悪 く重 大 な過 失 を起 した とい う病 院 が あ る と き
。

… … … 信 頼 性 は 良 い とい う病 院 が80%以 上 の とき
。

… … … 信 頼 性 は 良 い とい う病 院 が61～79%の とき
。

… … … 信 頼 性 は 良 い と い う病 院 が50 ～60%の と き
。

… … … 信 頼性 が悪 い とい う病 院 が50%以 上 のと き
。

統一 化 の 希 望

小型化のみの希望

○

×
○

△

×

ー
ー

全体的にみれば 圧倒的に容易であるとい う回答が 多いが,取 扱いがむずか しい と
い う病院が10%以 上あれば,× をつけた。統一化を希望す る病院が30%以 上のとき

。統一化 を希望す る病院が30%未 満のとき
。……… 小 型化 ・軽量化 とその他 の機能 の同時充実を望む病院が50%以 上で

,小 型化 ・軽
量化 のみを希望する病院が20%以 上の とき。

……… 小型化 ・軽量化 とその他 の機能の同時充実 を望む病院が50%以 上 で
,そ の他 の機能 の充実を望む病院が

30%以 上のとき。
……… ○ ,△ 以外の とき。

6.輸 入機器や国産機器 の台数,平 均導入年,最 初 の導入年,1ヵ 月平 均的使用時 間の数字 データはアンケー ト回答病

院数が少な くかつ機器毎 に異な ってい るので参考資料程度で かる。
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表2-1(続)(内 科 そ の2)

調ME機 器名

査
調 「 対

査 象病

項 院

目

電子体温計 ICU・CCU
医 用

テ レ メー タ

超 音 波
診 断 装置

摂 取 率
測 定 装置

内視鏡TV 監視用TV 医 用 電 子
計 算 機

大

学

病

院

一

般

病

院

.大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

1院

一

般

病

院

輸 入 機 器 θ 0 5 / 8 / 0 0 5 / 0 / 4 / 0 / 0

国 産 機 器 θ 4 50 / 28 / 19 4 40 / 7 / 11 / 11 / 4

平 均 的 導 入 年
(昭 和年度)

40 45 46 / 42 44 43 44 43 47 47

最 初 の 導 入 年

(昭 和年度)
34 41 / 43 / 41 41 38 / 40 / 38 / 45 / 47

1ケ 月 平 均 的

使 用 時 間(時 間)
250 37 336 191 72 76 48 8 11 17 65 / / 68 119 50

オ ペ レ ー タ1. 看護婦 看護婦 医師 医師 医師 医師 医師 医師 技師 技師 医師 医師 医師 医師 医師 医師

オ ペ レ ー タ2, 医師 医師 看護婦 看護婦看護婦 技師 翻 技師 医師 医師 技師 技師 看護婦看護婦 職員 看護婦

安 全 性 ● × × △ △ △ △ △ ○ △ ● ● △ ○ △ △

信 頼 性 △ △ ● × × △ × △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △

取 扱 い の 容 易 性 ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

統 一 化 の 希 望 × × ○ × × × ○ × × × × × ○ × ○ ×

小 型 化 のみ の希 望 △ × × × × △ △ × ○ × △ △ △ △ △ △

医 療 へ の 貢 献 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

'

◎

ぜ

(注)1.安 全 性

2.信 頼 性

3.取 扱いの容易性

4,統 一 化 の 希 望

5,小 型化のみの希望

○

△

×
●

○

△

×
●

○

×
○

△ ・・‥ ・・ …

× ・・・ ・・・ …

安全性 は良いとい う病院 が80%以 上の とき。
安全性 は良 いとい う病院 が80%未 満 のとき。

安全性の問 題がしば しぽ起 る とい う病院が10%以 上の とき。

安全性 が悪 く重大な過失 を起 したとい う病院が あるとき。
信頼性 は良いとい う病院 が80%以 上 のとき。

信頼性 は良いとい う病院 が61～79%の とき。

信頼性 は良いとい う病 院が51～60%の とき。
信頼性 が悪 いとい う病 院が50%以 上 のとき。

全体的にみれば圧倒的 に容易であるとい う回答が多いが,取 扱いがむずか しい と
い う病院が10%以 上あれば,× をつけた。

統一化を希望する病院が30%以 上 の とき。

統一化を希望する病院が30%未 満 の とき。

小型化 ・軽量化 とその他の機 能の同時充実 を望む病院が50%以 上で,小 型化 ・
軽量化のみを希望す る病院が20%以 上 の とき。
小型化 ■・軽量化とそ の他の機能の同時充実 を望む病院が50%以 上で,そ の他の

機能 の充実を望む病院が30%以 上 の とき。
○ ・△ 以外の とき。

6.輸 入機器や国産機器の台数,平 均導入年,最 初 の導入年,1ケ 月平均的使 用時 間の数字デ ータはアンケー ト回答病

院数が少 な くかつ機器毎に異な っているので参考資料程度で ある。
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表2-1(続)(放 射 線 科)

亀

,

ME
襟開

調 査

対査
象

項 病院

目

シンチレーショ

ン ・スキ ャナ

シンチレーショ

ン ・カ メ ラ
監視用TV X線TV

リニ ア ・ア

クセ レ一 夕

医 用

ベ ータ トロン

多用途測定
記 録 装 置

医 用 電 子
計 算 機

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

輸 入 機 器 θ 0 5 1 3 0 3 2 19 0 2 2 0 0

1

5 /
国 産 機 器 ㈲ 24 25 8' 8 15 28 32 123 2 3 4 3 3 11 /
平 均 的 導 入 年

(昭和年度)
37 43 43 46 42 44 41 43 / 45 42 43 45 45 / /

最 初 の 導 入 年
(昭 和年度)

33 33 38 43 40 36 36 38 / 42 36 40 42 40 / /
1ケ 月 平 均 的

使 用 時 間(時 間)
82 54 96 60 190 63 123 71 88 59 80 37 51 49 70 /

オ ペ レ ー タ1. 技師 技師 技師 技師 技師 技師 技師 技師 技師 技師 技師 技師 医師 技師 技師 /
オ ペ レ ー タ2. 医師 医師 医師 医師 医師 医師 医師 医師 医師/ 医師 医師 技師 医師 医師/
安 全 性 △ ● × X ○ △ × × ○ ● ○ ● ○ ● △

信 頼 性 × × △ ● ○ ○ △ ● ○ ● △ X × × ●

取 扱 い の 容 易 性 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

統 一 化 の 希 望 ○ × ○ × × × ○ × X × × ○ ○ × ×
.

小 型 化 のみ の希 望 × × × × × × × × × × × × × × ×

医 療 へ の 貢 献 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

功

(注)L安 全 性

2.信 頼 性

3.取 扱い の容易性

4.

5

○

△

×
●

()
△

×
●

統 一化 の 希 望

小型化のみの希望

○

×
○

△

×

ー
ー

6.輸 入機器や国産機 器の台数,平 均導入年,最 初 の導入年
院 数が少 な くかつ機器毎に異な ってい るので参考資料程度で ちる。

安全性 は良い とい う病院 が80%以 上 のとき。

安全性 は良い とい う病院 が80%未 満のとき。

安全性 の問題が しば しば起 る とい う病院が10%以 上の とき。
安全性 が悪 く重大な過失を起 した とい う病院 があ るとき。

信頼性 は良いとい う病院が80%以 上 のとき。

信頼性 は良い とい う病院が61～79%の とき。
信頼性 は良いとい う病院が50～60%の とき。

信頼性 が悪 いとい う病院が50%以 上 のとき。

全体的 にみ れば圧倒的に容易である とい う回答が 多いが,取 扱いがむずかしい と
い う病 院が10%以 上あれぽ,× をつけた。

統一化を希 望する病院が30%以 上 の とき。

統一化 を希望 する病院が30%未 満の とき。

小型化 ・軽量化 とその他の機能の同時充実を望む病院が50%以 上で,小 型化 ・
軽量化 のみを希望す る病院が20%以 上のとき。

小型化 ・軽量化 とその他の機能の同時充実を望む病院が50%以 上 で,そ の他 の
機能の充実 を望む病院が30%以 上の とき。

○,△ 以 外のとき。

,1ヵ 月平均的使用時間の数字 データは アンケー ト回答病
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表2-1(続)(中 央 臨 床検 査 室 そ の1)

ME
機調 越名

査
調 対

査 象病

項 院

目

心 電 計 心 音 計
ベ ク トル

心 電 計 脳 波 計 筋 電 計 多用途測定
記 録装 置 呼吸流量計 脈 波 計

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

輸 入 機 器 θ 6 7 3 2 3 2 1 3 1 1 0 23 0 3 0 1

国 産 機 器 θ 71 283 12 86 12 29 32 114 20 59 23 30 6 19 5 59

平 均 的 導 入 年
(昭和年度)

36 40 40 42 40 42 39 42 38 40 40 43 39 42 41 44

最 初 の 導 入 年

(昭 和年度)
29 22 32 31 33 25 35 31 33 31 33 33 30 36 40 34

1ケ 月 平 均 的

使 用 時 間(時 間)
149 44 35 12 22 16 112 64 34 8 29 48 63 13 25 18

オ ペ レ ー タ1. 技師 技師 技師 技師 技師 技師 技師 技師 医師 医師 医師 技師 技師 技師 技師 技師

オ ペ レ ー タ2. 医師 医師 医師 医師 医師 医師 医師 医師 技師 技師 技師 医師 医師 職員 医師 医師

安 全.性 ○ △ ○ △ ○ △ ∠＼ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○ ○

信 頼 性 △ △ × △ × △ ● △ △ ○ ● ○ × ○ ● ○

取 扱 い の 容 易 性 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

統 一 化 の 希 望 × X × × × × × × × × ○ × × × × ×

小 型 化 のみ の 希望 × × × × × × × × × × × × × △ × ×

医 療 へ の 貢 献 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■

■

■

(注)1.安 全 性

2.信 頼 性

3.取 扱いの容易性

○

△

X
●
○

△

×
●

4.統 一 化 の 希 望

5,小 型化のみの希望

○

×
○

△

×

ー
ー

安全性は良い とい う病院が80%以 上の とき。

安全性は良い とい う病院が80%末 満の とき。
安全性の問題が しばしば起 るとい う病院が10%以 上の とき。

安全性が悪 く重大な過失 を起 した とい う病院があるとき。
信頼性は良い とい う病院が80%以 上の とき。

信 頼性は良い という病院が61～79%の とき。

信頼性は良い とい う病院 が50～60%の とき。

信頼性が悪い とい う病院が50%以 上 のとき。
全 体的 にみれば圧倒 的に容易 であるとい う回答が多いが,取 扱 いがむずか しい と
い う病院が10%以 上 あれば,× をつけた。

統 一化を希望す る病 院が30%以 上の とき。

統一化を希望する病院が30%未 満の とき。

小 型化 ・軽量化 とその他 の機能 の同時充実を望む病院が50%以 上 で,小 型化 ・
軽量化のみを希 望する病院が20%以 上の とき。

・・…… 小型化 ・軽量化 とその他 の機能 の同時充実 を望む病院が50%以 上で
,そ の他の

機能 の充実を望む病院が30%以 上の とき。
○,△ 以外の とき。

6.輸 入機器 や国産機器の台数,平 均導入年,最 初 の導入年,1カ 月平均的使用時 間の数字データはアンケー ト回答病
院数が少 な くかつ機器毎 に異なっているので参考 資料程度で ある。
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表2-1(続)(中 央 臨床 検 査 室 そ の2)

亀

●

⑱

ME

調

調 査 対

査 象病

項 院

目

自動 血 球
計 数 器

自動 化 学
分 析 装 置

光電比色計
超 音 波
診 断 装 置

摂 取 率
測 定 装 置

脳 波 分 析
装 置

心 電 図
解 析 装 置

超 音 波

洗 浄 器

医 用 電 子
計 算 機

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

大

学

病

院

一

般

病

院

輸 入 機 器 θ 11 20 20 24 8 25 1 2 1 0 0 1 0 0 0 4 2 0

国 産 機 器 θ 18 110 10 31 31 259 9 61 1 28 7 19 2 2 12 84 3 6

平 均 的 導 入 年
(昭和年度)

42 43 40 45 36 39 43 43 41 43 40 44 43 46 43 44 45 46

最 初 の 導 入 年
(昭 和年度)

35 31 30 37 30 26 41 38 40 38 38 35 41 44 39 39 43 41

1ケ 月 平 均 的

使 用 時 間(時 間)
136 105 138 91 138 90 39 14 28 13 65 27 27 3 94 89 95 86

オ ペ レ ー タ1, 技師 技師 技師 技師 技師 技師 医師 医師 技師 技師 技師 技師 医師 技師 職員 職員 技師 技師

オ ペ レ ー タ2. 職員 職員 職員 職員 職員 職員 技師 技師 職員 医師 医師 医師 技師/ 技師 職員 医師 職員

安 全 性 × △ △ × ○ △ △ △ ○ △ △ ○ ○ △ × △ △ ○

信 頼 性 ● ● ● ● × △ × △ ● ○ × ○ △ × ○ △ △ ×

取 扱 い の 容 易性 × × × × ○ ○ × × ○
、○

× × ○ ○ ○ ○ × ×

統 一 化 の 希 望 × × ○ × × × × × × × × × × × × X × ○

小 型 化 の みの 希 望 × × × X × × × △ × × × △ △ ○ × × × ×

医 療 へ の 貢 献 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

●

(注)1.安 全 性

2.信 頼 性

3.取 扱い の容易性

○

△

×
●

○

△
×
●

4・ 統 一 化 の 縫{9:1:::::::

5　 ∵lli磯 灘1欝 灘 竃籔:::1:=

・
院麟 醗 麟 ㌶ 諜 鷲 毛覆饗 ㌫ 際 均的醜 聞の数字デー　 　 ト回答病

安全性 は良い とい う病院が80%以 上 のとき。

安全性 は良い とい う病院が80%未 満 のとき。

安 全性 の問題が しば しば起る とい う病院が10%以 上の とき。
安 全性 が悪 く重大な過失を起 した とい う病院があ るとき。

信頼性 は良いとい う病院が80%以 上 のとき。

信頼性は良い とい う病院が61～79%の とき。
信頼性は良いとい う病院が50～60%の とき。

信頼性が悪 い とい う病院が50%以 上 のとき。

全体的にみれば 圧倒的に容易であ るとい う回答 が多いが,取 扱いがむずか しい と
い う病院が10%以 上あれば,× をつけた。

統 一化を希望する病院が30%以 上の とき。

統一化を希望する病院が30%未 満の とき。
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2.2外 国 製 機 器 と国 産 機 器

表2-1か ら わ か る よ うに,外 国 製ME機 器 の利 用 台数 が比 較 的 多 い(20%以 上)機 器 は,ベ ク

トル心 電 計,多 用途 測 定 記録 装 置,自 動 化 学 分 析 装 置,シ ンチ レー ション ・カメ ラ,X線TV,ICU・

CCU,内 視鏡TVが あげ られ る。

これ らの機 器 に つい て,機 器 の生 命 で あ る安 全 性,信 頼性 に つ い て み る と,す べ て問 題 にな って い

る 。外 国製ME機 器 は 品質 的 に国 産 品 よ り優れ て い る と 一 般 的 に は言 わ れ て い るの で,こ の結 果 に

矛 盾 を感 じ,イ ンタ ビュ ー調査 で補 足 した と こ ろ,外 国製ME機 器 は 相対 的 に優 れ て い るか ら購 入 し

た ので あ って,現 状 の品質 には 必 ず し も満 足 の ゆ くもの では な い。

国産機 器 と外 国 製機 器 につ い ては,次 第 に格 差 が縮 ま り,近 い将 来,追 い つ き,追 い越 す の では な

い か と期待 す る医 師 が 多 い 。

また,外 国製 機 器 は担 当 省 の 配 慮 か ら,大 学 病 院 は導 入 しに くい 。

'

〉

2.3機 器の 最 初 の導 入年

ア ン ケ ー ト調 査 で は,機 器 を初 め て導 入 した 年 度 を質問 し,そ の 結果 を 表2-1に 載 せ た 。

ME機 器 の導 入 決 定 の プ ロセ ス は,実 際 の利 用 例 を参 照 して,そ の病 院 の 得失 を考 慮 して行 な うこ

とに あ るの で,機 器 を初 め て導 入 す る病 院 が 多 い年 は,そ の機 器 の 効 用 が定 まっ た 頃 と考 え られ る 。

この ことは,大 学 が 新 機 器 導 入 の リー ダ ー で,一 般 病 院 が そ の 効 用 を 確 か め な が ら導 入 す る とい う形

式 を意 味 し,本 結 果 で は2～4年 の遅 れ が 明 ら か にな って い る。

大 学 病 院 の機 器 の本 格 的 導 入 が 昭 和40年 前 後,一 般病 院 の そ れ が 昭 和42年 前後 が 多 い 。導 入 年

だ け で判 断 し うる こと は,ME機 器 は まだ まだ歴 史 が 浅 く,揺 籠 期 に あ る とい うこ とで あ る。

■

2.4利 用 時 間

句

1ケ 月 を25日 と し,1日6時 間稼 動 す るとす れ ば,1ケ 月 で150時 間 の 利 用 を ほ ぼ フル稼 動 の

指 標 と して みな して よい 。 表2-1か ら1カ 月25時 間 以下(1日1時 間 以下),50時 間 以下(1日

2時 間 以下),100時 間 以 下(1日4時 間 以 下),150時 間 以下(1日6時 間 以下),150時

間 以上 と分 類 して,表2-2を 作 成 した 。 そ の 結 果,次 の こ とが わ か っ た 。

(1)一 般病 院 でME機 器 は 稼 動 率 が 低 い。調査対 象の機器 の1/3塗1日 .O稼 動1時 間 以下 で あ る 。 こ の一
こと{"・+,そ の病院の

医療 にお け る位 置 づ け,果 す べ き役 割 を ふ まえ た 上 で のME機 器導 入 方 法 の再 検 討(た とえ ば稼 動 率

は低 いが 医療 機 能 の遂 行 に必 須 な機 器 の購 入 は 自治 体(地 域 社 会)の 援 助 を 要請 す る)が 必 要 で あ る。

(2)フ ル 稼 動 して い るME機 器 は,大 学 病 院 で3機 器,一 般病 院 で1機 器 と少 な い 。 稼動 率 の 低 いM

E機 器 を2台 以上 導 入 して患 者 の短 時 間帯 集 中 に合 わせ て短 時 間 処 理 体 制 を敷 い て い る病 院 は,患 者
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■

δ

利用
時間

0

～

25時 間

26時 間

～

50時 間

51時 間

～

100時 間

101時 間

～

150時 間

151時 間

以 上

表2-2ME機 器 稼 動 状 況(1ケ 月 当 り)

大 学 病 院 般 病 院

心 音 計(内)ベ ク トル心 電計(内)

摂 取 率 測 定 装 置(内)デ フ ィブ リレ 一 夕

(内)脈 波 計(中)

心音計(内)ベ ク トル心電計(内)

筋電計(内)電 気血圧計(内)呼 吸

流動計(内)超 音波診断装置(内)

摂取率測定装置(内)デ フィブリレ一夕

(内)心 音計(中)ベ ク トル心電計

(中)筋 電計(中)呼 吸流量計(中)

脈波計(中)超 音波診断装置(中)

摂取率測定装置(中)心 電図解析装置

(中)

脳波計(内)筋 電計(内)超 音波診 呼吸流量計(内)電 子体温計(中)

断 装 置(内)心 音計(中)ベ ク トル 超音波診断装置(内)摂 取率測定装置

心電計(中)筋 電計(中)超 音波診 (内)ベ ー タ トロン(放)多 用 途 測定

断装置(中)摂 取率測定装置(中) 記録装置(放)心 電計(中)多 用途
'心電図解析装置(中)

測定記録装置(中)

心電計(内)多 用途測定記録装置(内) 心電計(〆)脳 波計(内)多 用途測

電気血圧計(内)呼 吸流量計(内) 定 記録 装 置(内)医 用 テ レ メー タ(内)

医用 テ レ メ ー タ(内)内 視 鏡TV(内) 監視用TV医 用電子計算機(内)シ

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ(放)シ ンチ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ(放)シ ン

レー シ ョ ン ・カメ ラ(放)リ ニ ア ア ク セ レ チ レー シ ョン ・カ メ ラ(放)監 視 用TV

一 夕(放)ベ ー タ トロン(放)多 用
(放)X線TV(放 ケ/リ ニ ア ア ク セ

途測定記録装置(放)医 用電子計算機 レ ー タ(放)脳 波 計(中)自 動 化 学

(放)呼 吸流量計(中)脳 波分析装 分析装置(中)光 電比色計(中)
7

置(中)超 音雄 浄器(中/医 驕

子計算機(中)

医踊 子計餓(内)麺 工v轍)

心計(中)脳 波計(中)厘 蛾

自動血球計数器(中)

趣 堅(中)陣 化学分析鑓(中)

光電比色計(中)

電子体温計(内)ICU・CCU(内) ICU・CCU(内)

監視用TV(放)

た だ し(内)… … … 内科

(放)… … … 放 射線 科

(中)… …… 中 央 臨 床検 査 室
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サ ー ビス が低 下 しな い範 囲 で の 稼動 の平 準 化 を 目論 む研 究 を行 な うこ とが必 要 で'ある 。

(3)例 え ば,一 般 病 院 のベ ー タ トロンの 利 用 時 間 は1日2時 間 以下 で あ る。 ベ ー タ トロンの よ うな高

価 なME機 器 を この よ うな 稼 動率 で 設備 す る のは,単 に病 院 だ け の問 題 と して捉 え るの で は な く,地

域社 会 全 体 と して捉 え て各 医 療機 関 の 医 療 にお け る位 置 づ け と役割 を再検 討 しな け れ ぽ な らな い 。 こ

の意 味 で,高 度 医療 の み を行 な うオ ー プ ン病 院 シス テ ムが 考 え られ て よい 。(第10章 参 照)

(4)病 院 のME機 器 を さら に活 用 し,か つ 住 民 の健 康 増 進 に役 立 つ 方法 と して,健 康 診 断 な どの予 防

医 療 を 推進 す る こ とが あ げ られ る。

'

2.5オ ペ レ ー タ

内科 や 放 射 線 科 では,オ ペ レー タ は医 師 と専 門 技 師 に同程 度 に任 せ て い る病 院 が ほ と ん どで,医 師

がME機 器 を操 作 す る とい う,本 来 の使 命 とは若 干 は ず れ た業 務 に従 事 して い る とい う結 果 にな って

い る。 と くに大 学 病 院 の内科 は 医 師 が圧 倒 的 に操 作 を 行 な っ て い る。今 回 の調 査 で も,一 般 病 院 内 科

の職 員構 成 を検 討 す る と,総 医 師数 対 技 師,看 護 婦,職 員 を含 めた 総職 員数 は1:1.8,で 医 師 には

2人 の パ ラメ デ ィカル もつ い て い な い 。 今後,全 面 的 に医 師 を ア シス トす る体制 が 考 え ら れ て よ い 。

中央 臨 床 検 査 室 では,オ ペ レ ー タ と して の 医 師 と専 門 技 師 の割 合 は,大 学 病 院 で1:3,一 般 病 院

で1:4で,か な りの病 院 が 医 師 の 監督(オ ペ レー シ ョ ンには 参加 しな い 医 師)の 下 に検 査 技 師 や職

員 の み で オ ペ レー シ ョンを行 な って い る。 一 般 病 院 で の職 員 構 成 を検 討 す れ ば,総 医 師数 対 検 査 技 師

数(医 師 が オ ペ レー シ ョ ンに参 加 してい な い場 合 は医 師 数 ゼ ロと して数 え た)比 が1:19.2と な っ

て い る。

オ ペ レ ー タの数 とME機 器 の稼 動 状 況 の関 係 に つ い て調 査 した のが,図2-1,図2-2,図2-

3で あ る。 これ らの 図 で一 般 病 院,中 央 臨 床 検 査 室,自 動 血 球 計数 器 に つ い て,稼 動 状 況 と検 査技 師

の 数,そ れ に医 師数 を加 えた 数,さ ら に 一般 職 員 を加 え た数 と比較 した。1ケ 月 平 均 の利 用時 間 が5

0時 間 以下 の 点(病 院)は,絶 対 的 な医 療 の需 要 が少 な い と考 え これ を考 慮 外 に す る と(X軸 を点 線

と考 え る と)利 用 時 間(稼 動 状 況)と オ ペ レー タの種 類 と数 の 間 には ま った く相 関 が な い ことが わ か

る 。 こ の こ とは,ME機 器 を 用 い る業 務(こ の場 合 は検 査 業 務)の 量 に,対 処 す るた め に採 られ て い

る 方策 と して次 の場 合 が推 定 で き る と思 わ れ る。

(a)比 較 的 少 人 数(10人 前後)で,1ケ 月150時 間 以上(1日6時 間 以 上)利 用 して い る病 院 で

は,そ の業 務 に絶 対 的 な需 要 が 多 い か,人 材 の少 数精 鋭化 が計 られ てい るか の どち らか で あ る。

(b)比 較 的 多 人 数(20～40人)で も,1ケ 月 の 利 用 時 間 が少 な いの は,他 の 業 務 を行 な う人 員が

多 い か,こ の業 務 の需 要 に対 して人 海 戦 術 を と って い る か の どち ら か,あ る いは 両 方 で あ る。

もち ろ ん,病 院 の医 療 活 動 をME機 器 の 稼 動 率 で 捉 え る のは,妥 当で はな いが,医 療 の 質 量 の 向上,

患 者 サ ー ビス の 向上 に貢献 しな が ら,他 方 で は 病 院 経 営 の改 善 に も貢 献 す るこ とが 望 ま しい とい う観

点 か らみれ ば,ME機 器 の稼 動率 の 上 昇 と担 当 人 員 の削 減 は,業 務 の平 準 化,業 務 の(機 器 に よ らな

い)シ ス テ ム化 な どに よ って,実 現 され る。
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図2-3 オペレータの数(検 査技師十医師十職員)と 利用時間

自動血球計数器,一 般病院

む

め

o

聞

2

(

501

台
あ

た
り
の

ケ
月
平
均
利

用
時

間

100

50

. ■

一.

一

一
'◎

. ■

● ●

一

■

一 ●

一 ● ●

● ・ ● ● ● ● ●

一 ・ ● ■ ・

一

◎

一

一 ●

● ●
、

一 ● ・

一

●一.● ● ・●一_________ 一 一 ー ー 一 一 ー ー 一}一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一一 ー ー 一

一 ●

●

一

■ ● ■

^●

●

一
'

●
■

1020

総人 員(検 査技師+医 師+職 員)

30 40 50 60 70

(人)



2.6安 全 性

大 学 病 院,一 般 病 院 と もに安 全 性 に満 足 して い る機 器,ど ち ら かが 重 大 な過 失 を犯 した こ との あ る

機 器,ど ち らか 一 方 が安 全 性 に つ い て何 と もい え ず,他 方 が安 全 性 な しと答 え られ て い る機 器 を 表2

-1か ら ピ ックア ップ し表2-3を 作 成 した 。

両 者 が安 全 性 に満 足 して い る機 器 は,中 央 臨 床 検 査 室 で 用 い られ る筋 電 計 と脈 波 計 に す ぎな い 。 こ

の こ とは,ME機 器 の安 全 性 に 関 して は ほ とん どす べて の機 器 につ い て さ らに改 良 改 善 の必 要性 が あ

るこ とを示 し てい る。他 方,重 大 な過 失 を犯 した こと の あ る機 器 は放 射 線 科 と 内科 に絞 られ て お り,

と くに内視 鏡TVに つ い て は,大 学,一 般 病 院 と もに重 大 な過 失 を犯 して お り,安 全 性 の工 夫 が 高度

に要請 され て い る。 安全 性 につ い て ユ ーザ ー側 の信 頼 が な い の は,近 年 の シス テ ム化 機 器 と放 射 線科

の機 器 で あ る 。

ワ

表2-JME機 器 の安 全 性

表2=1

中の記号
ME機 器 リ ス ト

大学一般

病院病院

安全性が良いME機 器 ○ ○ 筋電計(中)脈 波計(中)

安全性が疑問なME機器 × × ICU・CCU(内),シ ン レ ー シ ョ ン ・カ メ ラ(放)X線TV(放)

× △ 自動化学分析装置(中)筋 電計(中)

△ ×

安全性が悪いME機 器 ● ● 内視 鏡(内)電 子 体 温 計(内)リ ニ ア ア ク セ レ 一 夕(放)

(重 大な過失を犯 した
ME機 器) ● ? ベ ー タ トロン(放)多 用 途 測 定 記録 装 置(放)

? ● シン チ レ ー シ ョン ・ス キ ャナ(放)呼 吸 流 量 計(放)

づ

'た だ し(内) …… 内 科

(放)… … 放 射 線 科

(中)… … 中央 臨 床 検査 室

以上 を別 の見 方 か らす れ ば,放 射 線 科 で 用 い られ るME機 器 の安 全 性 は まった くな く,自 動化 学 分

析 装 置,ICU・CCUな どの シス テ ム化 機 器 の安 全 性 も疑 わ しい 。

しか し医療 の質 ・量 向 上 の た め に これ らの機 器 に対 す る期 待 は大 で あ るの で,安 全 性 の向 上 はME

機 器 に対 す る至 上 命 令 で あ る。 これ をME機 器 の 大 規模 な 国家 的 研 究 開 発機 関 の必 要 性 と結 びつ け て,

第10章 で論 じて い る。
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1

2.7信 頼 性

も

ME機 器 に と って,安 全 性 ば か りで な く,機 器 の動 作 に対 す る信 頼性 も満 た され な けれ ば な らな い

重 要 な 機 能で あ る。 表2-1か ら 表2-4が 得 られ,そ の結 果 次 の こ とが い え る。

(1)信 頼 性 の あ るME機 器 は ほ とん どな い 。

(2)自 動 化 学 分 析装 置,自 動血 球 計 数 器 は脚 光 を浴 び て い る割 には,信 頼性 は な い。

(3)シ ス テ ム化 関連 機 器,放 射 線科 で 用 い られ るME機 器 に は,安 全性 につ い て と 同 じよ うに,信 頼

性 もな い。

(4)内 科,中 央 臨 床検 査 で 用 い られ て い る機 器 の約 半 分 につ い て は信 頼性 に対 す るユ ー ザ ー の疑 問 が

あ る。

表2-4ME機 器 の信 頼 性

?

表2-1

の記号
ME機 器 リ ス ト

大学 一 般

病院病院

信頼性が良いME機 器 ○ ○
監 視 用TV(内)内 視 鏡(内)デ フ ィブ リレ一 夕(内)

監視用TV(放)

× × 心音計(内)ベ ク トル心電計(内)脳 波計(内)筋 電計(内)

信頼性が疑問なME機 × △ 電 気 血 圧計(内)呼 吸流 量 計(内)医 用 テ レメー タ(内)

器
超音波診断装置(内)

△ × シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ(放)ベ ー タ トロ ン(放)多 用

途測定記録装置(放)心 音計(中)ベ ク トル心電計(中)

光電比色計(中)超 音波診断装置(中)心 電図解析装置(ヰ)

医用電子計算機(中)

信頼性が悪いME機 器 ● ● ICU・CCU(内)多 用途 測定 記録 装 置(内)シ ンチレーション・カメラ(放)

? ●
X線TV(放)リ ニア アク セレ 一夕(放)医 用 電子 計 算

機(放)脳 波計(中)

● ? 多用途測定記録装置(中)脈 波計(中)自 動血球計数器(中)

自動化学分析装置(中)摂 取率測定装置(中)・

ただ し(内)

(放)

(中)

内科

放射線科

中央臨床検査室
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2。8安 全 性 と 信 頼 性

安 全 性 も信 頼 性 もほ とん どの機 器 が,ユ ー ザ ー の信 頼 を 得 て い な い が,科 別 病 院 別 に安全 性,信 頼

性 と もに疑 問 視 され て い る機 器 を 以下 に挙 げ る。 無 効 意 見 を含 めた全 体 の 意 見 の20%以 上 が安 全性 ・

信 頼 性 両 方 に疑 問 を もっ て い る機 器 に限 定 した 。(資 料,別 表1-1～1-8)

内 科:大 学 病 院;脳 波 計,筋 電 計,多 用 途 測 定 記 録 装 置,呼 吸 流量 計,ICU・CCU,

医 用 テ レメ ー タ

ー般 病 院;電 子 体 温 計
,医 用電 子 計 算 機

放 射 線 科:大 学 病 院;シ ンチ レー シ ョ ン ・ス キャナ,シ ンチ レ ーシ。ン ・カメ ラ,X線TV,リ ニ

ア ・アクセレ一夕,医 用ベ ー タ トロ ン,多 用 途 測定 記 録 装 置

中央 臨床 検査 室:大 学 病 院;多 用途 測定 記録 装 置,自 動 血 球 計 数 器,自 動 化学 分 析 装 置,

一般 病 院;自 動血 球計 数 器
,自 動 化 学 分 析 装 置

これ らの機 器 の 改 良 改 善 は,と くに最 優先 され な けれ ば な ら な いが,ユ ー ザー が機 器 に対 す る これ

ほ ど の不 信 感 を も って い る とい うこ とは,改 良改 善 に際 して ユ ーザ ーが 積 極 的 に参 加 す る こ とが 必 要

で あ る こ と を意 味 して い る もの と考 え られ る。(第10章 参照)

また,内 視 鏡TVに つ い て は 機 器 の動 作 につ い て の信 頼 性 は抜 群 で あ るが 安 全性 につ い て は両 病 院

と も重 大 な 過 失 を犯 してい る唯 一 の機 器 で あ る。 これ は,患 者 サ イ ドに立 った 安 全性,患 者 の拒 絶 反

応 を無 くす る とい う本 格 的 な研 究 の必 要 を示 唆 して い る。 内視 鏡TVな ど光 学 応 用 機 器 は,世 界 で も

わが 国が 最 も進 ん で お り,そ の リー ダ ー シ ソ プとい う観 点 で も,国 な どの本 格 的 な 援 助 の 下 の研 究 開

発 が 望 まれ る。(第10章 参 照)

'

2.9取 扱 い の 容 易 性

表2-1か ら取 扱 い の難 しい機 器 を 表2-5の よ うに リス トア ッ プ した 。 これ か ら,シ ス テ ム化 機

器(コ ン ピ ュ ー タを含 む)が 取 扱 いが 難 しい と され,こ の他 超 音 波 診 断 装置,心 音 計,医 用 テ レメ ー

タ,筋 電 計 な どが取 扱 い が 難 しい機 器 と して挙 げ られ る。

安 全 性 ・信 頼性 と取 扱 い の容 易性 を比 較 すれ ば,シ ス テ ム化 関 連 機 器 が3点 に つ い て す べ て悪 く,

現 在 の シス テ ム化 機 器 は根 本 的 な再 検 討 の下 に,改 良 改 善 が 要 請 され てい る。

〆
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表2-5ME機 器 の取 扱 い の容 易性

`

表2-1
ME機 器 リ ス ト

の記号

大学 一 般

病院 病院

取扱いがむずかしいME機 器 × × 心音計(内)多 用途測定記録装置(内)医 用テレメー

タ(内)自 動血球計数器(中)自 動化学分析装置仲)

超音波診断装置(中)脳 波分析装置(中)医 用電子計

算機(中)

取扱いが比較的むずかしい × ○ ベ ク トル心 電計(内)筋 電 計(内)ICU・CCU

ME機 器 (内)超 音波診断装置(内)

○ × シ ンチ レー ショ ン ・ス キ ャナ(放)X線TV(放)

ベク トル心電計(中)

脳波計(中)筋 電計(中)多 用途測定記録装置(中)

医用電子計算機(中)

ただ し(内)

(放)

(中)

内科

放射線科

中央臨床検査室

●
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2.10統 一化 の希 望

表2-1か ら統 一 化 の希 望 を表2-6の よ うに作成 した。

大 学 ・一般 病 院 とも共 通 に統 一 化 を希 望 し てい る機 器 は な く ・大 学 病 院 の 内科,放 射 線 科 にお い て

シス テ ム化 関 連機 器 を 中心 に希 望 が あ る 。一 般 病院 に統一 化 の希 望 が 少 な い のは,一 般 病 院 の医 療 に

お ける役割 と他 の希 望,た とえば 安 全性,信 頼 性 の 向上 に対 す る希 望 が優 先 され てい るた め であ る と

推 定 され てい る。

シス テ ム化 関連機 器 に統一 化 の希望 が 集 った の は,シ ス テ ムの 構造 か ら考 え て当然 であ り,今後ME

機 器 の シス テ ム化 を展 開 す るに あた って は,統 一 化 を 行 な う こ とが必 要 で あ る。

'

表2-6ME機 器 の統 一化

表2-1

の記号

大学 一 般 ME機 器 の リス ト

病院 病院

統一化の希望が比較 ○ X 心電計(内)ベ ク トル心電計(内)多 用途測定記録装

的大きいME機 器 × ○ 置(内)電 気血圧計(内)医 用電子計算機(内)シ

ンチ レーシ ョン ・スキ ャナ(放)シ ンチ レー ション ・カメ ラ(放)

X線TV(放)ベ ー タ トロ ン(放)多 用途 測 定 記録 装

置(放)多 用途測定記録装置(中)自 動化学分析装置

(中)

ただ し(内)… …… 内科

(放)… …… 放 射 線 科

(中)… …… 中央 臨床 検 査 室
`

2.11小 型 化 の 希望

表2-1か ら小 型 化 ・軽 量 化 だ け の希 望に 関 して,表2-7を 得 た。

大 学 ・一 般 病院 とも に共 通 に小 型化 を希 望 してい る機 器 は な く,科 別 に み て も内 科 で用 い られ る機 器

が ほ とん どで ある 。 こ れ は 内科 は 重 症 患者 を ケア ーす るこ とが 他 の科 に比 べ て多 く,病 棟 で 簡単 に利

用 す るこ とが で きた ら とい う希 望 に よ る もの と推 定 され る 。
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表2-7ME機 器 の小 型化 ・軽 量化

●

表2-1

中 の記号
ME機 器 リス ト

大学

病院

一般

病院

小型化 ・軽量化の希

望が比較的大 きい

ME機 器

○

?

△

?

○

△

心 電計(内)ベ ク トル心 電計(内)筋 電 計(内)脳

波計(内)呼 吸 流 量計(内)摂 取 率 測 定 装置(内)

内視 鏡TV(内)監 視 用TV(内)デ フ ィブ リレ 一夕

(内)医 用 電 子 計 算 機(内)心 電 図 解 析 装 置(中)

た だ し(内)・ ・… … ・内 科

(中)… … … 中 央 臨 床 検 査 室

2.12医 療 へ の 貢献

表2-1を 医 療 へ の貢 献 につ い て み る と,医 療 の質 ・量 の 向上 に結 び つか な か った 機器 と して,大

学 病院,一 般 病院 と も に挙げ て い る のが 超音 波洗 浄器,ICU・CCUの2機 器 で ・大 学 病院 の み が

挙 げ てい るの が 自 動 血球 計 数器,自 動 化 学 分析 装 置,電 気 皿圧計 の3機 器 で あ る。ICU・CCU,自

動 血球 計 数 器,自 動化 学 分析装 置 と も最 近脚 光 を浴 び てい る機 器 であ るが,安 全 性,信 頼 性,取 扱い の

容 易性 に 欠 陥 を もっ てい るため 医 療 への 貢 献が問 題 に な っ てい る と推 定 さ れ る 。

2.13そ の 他

`

ア ン ケ ー ト調査 で は,上 記 以 外uaCa)コ ン ピュ ー タ と結 ん で い るME機 器(b}性 能 と購 入 の 問 題(c)

開 発希 望ME機 器(dlシ ス テ ム化 希 望ME機 器,に つ い て も項 目を 設け た が,回 答 力妙 な か っ たの で

意 見 を 集 約 で きな か った。 それ ら の 回答 につ い て は 目立 った こと を以 下 に略 記 す るが,回 答全 体 は別

表2-1～ 別 表5～2に 記 す。

コ ンピ ュ ー タ とオ ン ・ライ ン,オ フ ・ライ ンで あ れ と にか く結 合 して い るME機 器 は シ ス テ ム化 機

器,自 動 化学 分 析 装 置,自 動 血 球 計 数 器,シ ン チ レー シ ョ ン ・ス キャナ,シ ンチ レー シ ョン ・カ メ ラ

が あ げ られ,こ の 他動 態 機能 検 査 装 置 もあ げ ら れ て い る。

性能 が よ くて 当初計 画 していた もの よ り,何 らか の理 由 で性 能 の レベ ル を 下 げ て購 入 した も のを 次

に示 す 。 心 電計,心 音 ・心 電計,ベ ク トル心 電 計,多 用 途 測 定 記録 装 置,脳 波 分 析 装 置,自 動 血 球 計 数

器,自 動 化学 分析 装 置,超 音波 診断 装 置,ICU・CCU,医 用 電子 計 算 機,シ ンチ レー シ ョン ・カ

メ ラ,X線TV,ベ ー タ トロン,サ イ ク ロ トン,が あげ られ る。 理 由は性 能 が 良 す ぎ る と い うので

は な く,ま だ まだ改 良 ・改 善 の余 地 は あ るが,す べ て価 格 が折 り合 わ ない こ とを あげ,ICU・CCU
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が場 所 の 狭 さ ・医用 電 子 計 算機 が オ ペ レー タ不 足 の 理 由 に よっ て い る。

シ ステ ム化 希望 に つ い ては,自 動 血 球計 数 器,自 動 化 学 分 析 装 置 とICU・CCU,シ ンチ レー シ

ョン ・ス キ ャナ,シ ンチ レ ー シ ョン ・カメ ラ,他 にX線 の撮 影 か ら影 像 の判 読 ま でに 関連 す る もの が

目立 った 。

開 発希 望ME機 器 に つ い て は,核 医学 関 係,検 体 検 査 の 自動 化 機 器,患 者 検査 の高 性 能機 器 な どが

目立 った 。
)

2.14コ ン ピュー タ利 用 導 入状 況

病 院 の コ ン ピュ ー タ利用 導入 に つ いて は,今 回 の ア ン ケー ト調 査 では満 足 の い く回 答数 が 得 られ ず,

十 分 な 分析 は行 な え ない の で,そ の結 果 を本 節 に一 括 し て ま とめ,数 少 な い回答 か ら特徴 的 な こ とを

中心 に論 じる。

コン ピ ュー タ利 用 導入 状 況 の 調査 は 病 院 の事 務 部門 に回答 を求 めたが,回 答状 況 は 不完 全 な 回 答 も

含 め16病 院(完 全 な 回 答 は11病 院)に 過 ぎな か った 。 コン ピ ュ ータを利 用導 入 してい る病 院 は昭

和47年 の 医 療 シス テ ム化 調査 報 告書 に よれ ば 約80病 院:ア ン ケー ト調査 時 で は100病 院 を越 え

て い ると 考 え られ る 。 この こ とを考 え て本節 で は 回答 か ら得 られ る分析 の範 囲内 で 次 の こ と に関 して

の特 徴 的 な こ とを論 じ る。(1)導 入 され てい る コン ピ ュ ー タの 大 き さ(2)購 入 方法(3)利 用 方式(4}導

入 年 ⑤ 利 用 形 態(6)購 入 資金 源(7}シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア(8)周 辺 機 器(9)用 途ao)利 用 効 果,つ

い で未導 入 の病 院か ら も 回答 を 得 た ⑪ 導 入 計 画 働 コ ン ピ ュー タ を導 入 しな い理 由。 これ らに関 す

る統 計 表 は す べ て付録6-1～6-10に 掲 載 して あ る。

本 節 の主 な結 論 は 次 の とお りで ある。

(1)コ ン ピュ ー タ を導 入 し な い理 由 は 資金 不 足 が 群 を抜 い て多 い。 病院 が科 学 的 な経 営 を 行 な っ て,

無駄 な経 費 の 切 詰 め と業務 の人 手 に よる シス テ ム化 を行 なわ ンよい 限 り ・本格 的 な コ ン ピ ュー タ導入 の

資 金 と受 入 れ体制 は 整 わ な い。

② 業務 の 人手 に よる シス テ ム化 に関 連 し て,病 院組 織 改 革 な ど も考 え られ るの で,そ の 展 界 の 目的

や 方 法 につ い て,職 員(医 師 も含 む)の コ ンセ ンサ ス 作 りが必 要 であ る。

(3)コ ン ピ ュー タの性 能 に 関 しては,前 節 まで で信 頼 が あ ま りな い とい うユ ー ザ ー の 意見 が 多 か っ た

が,こ れ に対 して は コン ピュ ー タ自身 の ハ ー ド的 な 信 頼 性 の 向上 を図 ると ともに,ソ フ ト的 な信 頼 性,

す な わ ち医 療 の実 践 と コ ン ピ ュー タ利 用 とい う方法 論 の 展 開 が 必 要 で あ る。

(4)メ デ ィ カル ・システ ム ・エ ンジ ニア の国 家的 養成 が 望 まれ る。 病 院 の 現職 員 の再 教 育 も本 格 的 に

展 開 す る必 要 が あ る。

■

Zl4.1導 入 利 用 され て い る コ ン ピ ュー タ の大 き さ

事 業所 付 属 病 院 が事 業 所 の大 型 コン ピ ュー タ を利 用 し てい る 以 外 は,小 型 コ ン ピ ュ ータか 超小 型 コ

ン ピ ュー タ を利用 して い る。 これ は 一般 の病 院 は,コ ン ピ ュー タの 利 用 を事 務 ・検 査 な どの 専 用機 と
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`

して利 用 し て い るの で あっ て ま だ本 格 的 な利 用 は な さ れてい ない こ とを示 し てい る。

コン ピ ュー タ の本 格 的 な 利用 の展 開 の前 に導入 利 用対 象 部 門 を作業 の フ ロ ーチ ャー トが 描 け る部 門,

た とえば 事務 部 門 や検 査 部 門,な どを選 び,ま ず(a)人手 に よる業務 の シス テ ム化(シ ス テ ム作成 の ノ

ウ ・ハ ウ,た とえ ば伝 票 の 改訂,職 員 の馴 れ)(b)シ ステ ム の弾 力 性 の工 夫(シ ス テ ム運 営 の ノ ウ ・

ハ ウ,た とえ ば,緊 急 時 の 対策,突 発 事故(シ ス テム ・ダ ウン)対 策),を 行 な って,現 状 の機 械 に

基 づ くシ ステ ム化 が 可 能 な 部分 につ い て まず コ ンピ ュ ー タ導 入 利 用 を検討 す る こ とが必 要 で あ る。 ま

た,一 気 にコ ン ピ ュー タ に よ る病 院 の トー タル ・シ ステ ム化 を志 向 す る と ・ア メ リカ ・メ イ ヨー ク リ

ニ ックの例 の よ うに 不成 功 に終 る場 合 が ある。

2.14.2コ ン ピュ ー タ購 入 方 法

買 い 取 りと レ ン タル が 同 じ くらい の比 率 で あ る。 大学 病 院 と一 般 病院 の差 異 は あ ま りみ られ な い 。

2.14.3コ ン ピュ ー タ利 用 方式

オ ン ・ラ イ ン利 用方 式 と オ フ ・ラ イ ン利 用 方式 が 同 じ程 度 で 利 用 され てい る。 オ ン ・ラ イ ン利用 方

式 は即 時 処理 を 必要 とす る,医 学 解析,検 査,治 療 な どに,オ フ ・ラ イン利 用 方式 は,保 険 請 求 や薬

剤 の在庫 管 理 な どに用 い ら れ て い る 。

2.14.4コ ン ピ ュー タ 導入 年

昭 和45年 を境 に そ の前 後 をみ て み る と比 率は 同 じで,コ ン ピ ュー タ導入 のペ ー スは変 って い な い。

2.14.5コ ン ピ ュー タ利用 形 態

コ ン ピ ュー タ利 用形 態 は 単 独 利 用,親 会社 や 団体 の本 部 利用 の2形 態 が ほ とん どで ・共 同 利 用 や計

算 セ ンタ ー利 用 な どの利 用 形 態 は ま だ普 及 し てい な い。

大学 は 高 度 医 療 提供 と事 務 関 係 の大 量 の情 報処 理 を,一 般の 病院 は 高 度医 療 とい うよ り事務 処 理 を ・

事 務所 等 の付 属病 院 は 事 務 所員 の 健 康 診 断 な ど臨 床 検 査 を ・中心 に コン ピ ュー タ の単 独利 用 を 行 な っ

てい る と推定 され る。

2.14.6コ ン ピ ュー タ購 入 資 金 源

官 公立 の 大学 病 院 は100%公 的 資金(予 算),そ の他 の病 院は ほ とん どが100%自 己 資金 な い

しは親 の事業 所 等が 導 入 した コン ピ ュ ータ を利 用 して お り,病 院 の 外 の 資金 源は ほ と ん ど利 用 され て

い ない。 国 と して 病 院 の コン ピュ ー タ 導入 を推進 す るに は資金 的 なパ ック ・ア ップ と共 に,科 学 的 経

営 に基 く受 け 入 れ 体制 の整 備 を行 う ことの で き る人材 の投 入な い し養成 が必 要 で あ る。

2.14.7コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム ・エ ン ジ ニア

SE(シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア)は 病 院 自 身 に 所 属 し てい る者 が 大 半 で あ る。 し か し ・SEの 数 が 充
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足 してい る とい うこと では ない 。 コ ン ピ ュー タを 導入 し て い る病 院 に,病 院 所 属 のSEが ない と こ ろ

が あ るほ どで,ま た コン ピ ュー タを 導 入 し な い理 由 にSEが な い とい うこ とが 上位 に ある こと か ら も,

SEを 中心 と し たメ デ ィカル ・シス テ ム ・エ ンジ ニア を国家 的規 模 で養 成 し てい か な ければ,病 院 の

コン ピ ュ ー タ利 用 の本 格 的 な展 開 は で き な い。

2.14.8コ ン ピューーーー夕周 辺機 器

1/0機 器 を 中心 に 中間 デバ イ ス も比 較 的 導 入 され て い る。

■

2.14。9コ ン ピ ュー タ 利用 ・用途

事 務 処 理 ・臨床 検 査,診 断情 報 デ ー タバ ン ク,薬 剤 管理 の順 に多い 。 事 務 処 理 は 人間 と コン ピ ュー

タ の作業 の分 離 が容 易 であ るが,医 学 解 析 や治 療は 分 離 がむ ず か し いの で,コ ンピ ュ ータ の用途 は そ

の容 易 さに応 じ てい る。

2.14.10コ ンピ ュー タ利 用 効 果

コン ピュ ー タ利用効 果 を,(a患 者 サ ー ビス の向 上 ㈲ 医 療 の質 ・量 の 向上(c)病 院経 営 改 善(d麟

員 数 の減 少{e)事 務 長 の減少,の5点 に 絞 って調 査 し た。 病院 経営 改善 に効 果 が あ った とい う意 見 は

多 か っ たが,医 療 の質 ・量の 向 上,患 者 サ ー ビス の向 上 には必 ず しも効 果 が上 っ てい ない 。 こ れは,

コン ピ ュー タ の用 途 が 事務 処 理 に 多い とい うこ と に由 来 して い る と考 え ら れ る
。職 員 数 や 事 務量 につ

い ては 減 った とい う回 答 が 多 か った が,少 数 で は あ るが そ うで は な く職 員 数 も事 務 長 も増 え た と い う

回答 が あ った。 これ は シ ステ ム化 や コ ン ピュ ー タ導 入 のサ ク セ ス ・ス トー リー作 りが,十 分 な 病院 経

営 の分 析 の 下 に行 な わ れ ず,安 易 に導 入 され た結 果 で あ る こと を示 唆 す る 。

2.14.11コ ンピ ュー タ導 入計 画

コ ン ピュ ータ 導入計 画 は,全 体 か らみ れ ば 毎年 だ いた い 同数 の病 院が 導 入 を予 定 して い る
。 こ の意

味 で病 院 の コ ン ピュー タ導 入 はス ロ ー ペ ース とい うこ とがで き る。 し か し,ベ ッ ド数1,000床 以 上

の一 般 の 病院 はこ こ数 年 の うち に導 入 す る傾 向 に あ る。

2.14.12コ ン ピ ュー タ を導 入 しない 理 由

・ンピー一・縛 入 ・ない醐 としては ・ご …,経 営改善へ帽 が ・ ,』,医

の 質 ・量 の向上 へ の貢 献 の程 度 が疑 問,の 四 つが ほ とん どで あ る。 資金 不 足 は 病 院 の 経 営難(収 益

構造 の悪 さ)を 示 して い る。 病 院経 営 改善 へ の貢 献 が 疑 わ しい と い うこ とは,病 院 経 営 の科 学 的 分 析

を行 な って そ の よ うな結 論 を得 た の か ・単 に直観 的 に そ うい う結 論 を出 した の か い ず れ か で あ るが,

コン ピ ュー タ導 入 の事 務 処 理 に及 ぼす効 果 か ら考 え て ,科 学 的 分 析 を行 な っ てい ない とい う見 方 が 強

い と考 え られ る。SE不 足 につい て は既 に述 べ た の で省 略 す る。 コン ピ ュー タ導 入 が 医 療 の 資 ・量 の

向 上 へ の 貢献 が疑 問 で あ る とい うこ とは,ま だ純 医 療 に コ ンピ ュ ータ利用 が 本格 的 に展 開 さ れ てい な
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い こ とを示 し てい る。 コ ン ピ ュー タの純 医療 へ の応 用 の地 道 な実積 の積 み 上 げ が 必 要 で あ り ・そ れ ら

につ い て の学 会 等 で の展開 が 待 望 され る。

`

●

■
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第3章 病院経営の困窮状況

3.1概 説

始めとす・西 目 の三つ柱 であ・.

これ に対 して本 章 の結 論 は 次 の通 りで あ る。

6)馴 看護婦な・医療蹴 は現在の業務か・いわゆ・雑作業を省・などを行・た上山 趨
が

主義の考え方から人材の適材適所化を図る。また社会的地位(具 体的には所得など)を 社会が許容す

る範囲で十分に向上させる。

⑳諜s灘 嶽 ▲㌶;膓器 篇 二㌶ ㌶,
な合 理 化 を 図 る。

亙 睡 制度の・ち澱 制度は国民総医願 を上昇・蜘 ・方法で ・〃 一 ・・一の向上を図・必

い わ ゆ る大病 院 の 大 多数 が 赤 字 経 営 で 良心 的 な医 療 を す れ ば す るほ ど病院 の経 営 は 赤 字 幅 を拡 げ

る とい われ て い る。 これ ら す べ て の原 因 が 現 医療 制 度 に 由来 して い るの だ ろ うか。 しか しと もか く も ・

わ が 国 の将 来 の 医療 制 度 を 展望 しな が ら 病 院 の 困窮 を救 う道 を 見 い 出 さね ば な らな い。 こ の観 点 か ら,

本章 ではME機 器 を念 頭 に お い て病 院 の 困窮 に触 れ,問 題 の所 在 を 明 らか に し た い。 調 査 研 究方 法 は

ア ンケ ー ト調査,イ ン タ ビ ュー調 査 に よ つた。

病院の困窮の原因として… 挙げ・れ・のは(人 件費の上昇(・1極 画(」 醐 ・錘 を

要 が あ る。 また 地域 と して 人的 物 的 な過 重 投 資 を避 け る方 向 で検 討 を 加 え る と と もに,た と えぽ 、

セ・・一,覇 センチ/あ ・いはか プ・病院な・の 蒲癒 い,・ れ・予防医療を並行・て展

開 す る こ とに よ り,社 会 全 の総 医療 費 の上 昇 を抑 制 で き る と考 え られ る

(、)繊 経営の改鞠 、(漏学的経営の展開(繊 の中での病院織 の醐 ば(,滋 告峻 の改革

よるバ ッ クア ッ プの三 つ が あ げ ら れ る。

科 学 的経 営 の 展 開 は,ま ず本 格 的 な ホ ス ピ タル ・マネ ージ ャの 育成 ・登 用,人 材 の 少数 精 鋭 主 義 へ

の 発想 の転 換 に 基 づ く医療 従 事 者 の 役割 と事 務 の再 点 検,メ デ ィ カル ・セ ク レ タ リの 育成 ・登 用 な ど

か ら 始め る こ とが考 え られ る。 地域 の 中 で の病 院機 能 の再 編 成 は,物 的 資 源 や,人 的 資源 の共 有 化 が

あ り,前 者 は検 査 や事 務 ・会 計 の協 業 化,後 者 は専 門医 な ど のグ ル ー プ ・ブ ラクテ ィス な どが挙 げ ら

れ る。 具 体 的 に は地 域 的 な検 査 セ ン ター,事 務 セ ンタ ー,オ ー ブ ン病 院 な ど の展 開 が あ る。 医療 制 度

の改 革 に よ るバ ッ クア ップ と して は,い わ ゆ る ドク タ ー ・フィー の再 検 討 に よ るア ッ プ と,そ れ を基

礎 に した 予 防 医療 の展 開 で あ る。

'

●
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3.2病 院 の収 支 の 現 状

⑯

病院の経営活動を必要ならしめる源泉は,他 の組織体と同じく,そ の社会的必要性と組織維持発展

の必要性であるが,社 会的必要性が強調されて,病 院という組織の維持,発 展のた一 返軽

視されている傾向がある。病院の活動が社会の活動の一環である以上,社 会活動の総費用の範囲内で,
　

病院組織が維持,発 展するために必要な病院経営の展開が求められる。

私的病院の設備等の充実化を金融面で援助する医療金融公庫における昭和46年 の実績では貸付額

の86%が 建築資金,12.5%が 機械購入資金,残 りの1.5%が 長期運転資金として運用されている。

医療の需給のアンバランスの是正と高度医療の提供を社会的に求められている病院としては長期に亘

る本格的な投資が本来的には必要であるにも拘らず,12,5%が 機械購入資金,L5%が 長期運転資

金と少ないことは,裏 を返せば長期に亘 る本格的な投資が行なわれにくく,投 資資金の回収が困難な

ことを示 している。すなわち,病 院を経営体として眺めた場合,財 務構造には問題がなく,収 益構造

に問 題 が ある もの と考 え られ る。 昭 和45年 度 の 自治 体 立 病 院 の決 算 に よ る とそ の953病 院 の 総 医

縦 は,518億 円,・ れ・要・た医業費⇒ 一 億,三 到 告 繭 赤字であ・,昨

今蕊 竺1㌶ 慰 霊 ∴
購入資金源、その蜘 方法(1裏掛 表、-2)に

つ い ては,大 半}:一一つ の資 金 源 かE機 器 の資 金 を得 て お り,法 は 圧 倒 的 に 一 括 払 い が

多 い とい う概 観 が 把 握 で き る。

資 金 源 が 一 つ で,そ れ が病 院 の 医業 収 益 や 国 ・自治 体 の予 算 な どに限 ら れ てい る とい うこ とは,現

状 の病 院 の デ ィレ ンマ,社 会 的 要 請 と独 立 採 算 性 を根 本 的 に解 決 す るこ とに結 び つ か ない 。 一 括 払 い

が 多 い とい うこ とは,そ れ に よ る メ リッ トた とえ ぽ大 幅 な値 引 き が あ る と して も,長 期 計 画 の 下 に機一
器 や設 備 を整 備 す る こ とに結 び つ か な い。

これ ら を解 決 す るた め に は,資 金 源 につ い ては そ の 社会 的 使 命 と役割 に応 じた 公的 援 助,支 払 い に

つ い て は 機器 の償 却,モ デ ル チ ェ ン ジな どを 考慮 した 投 資 リス クを 最小 に す る方 策が 考 え られ るが,

これ は 次 節以 下 に 展 開 して 述 べ る。
■

表3-1ME機 器 購 入 資 金 源

数字は病院数を示す

大 学 病 院 一 般 病 院

自 己 資 金100%

政 府 自治 体 の援 助100%

そ の 他 の 資 金 源100%

上 記 以 外

5

3

0

1

39

27

,:3咽

計 9 97
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表3-2ME機 器 支 払 い 方 法

数字は病院数 を示す

大 学 病 院 一 般 病 院

支 払 い 方 法

一 括 払 い100% 8 71

延 べ 払 い100%

ロ ー ン100%

0

1 :廟
o

上 記 以 外 0
ノ

7」

.

合 ・ 計 9 87

'

3.3病 院 経 営 の行 詰 ま り

病院の経営は,社 会性すなわち地域での医療需要に応えることと独立性 ・経済性(独 立採算性)の

2つ を満 足 させ なが ら行 って い か ね ば な らな い のが 現 状 で あ る。 昨 今 の病 院 の困 窮 は1綱 要 鴎

三 遠 院 の 独立 性を維 持 ⇒ る・た ぬ 聖 経 の上 昇 が もた ら して い る.と圭 え られ るが,社 会 的 に み

て不必 要 な費 用 は で き るだ け 抑 え な け れ ば な らな い 。 この立 場 か ら,病 院 の費 用 は 社 会 的 に切 り詰 め

ら れ る無 駄 は ない のか,と い うの が 本 節 の 観 点 で あ る。(

(1)ME機 器 と病 院経 営

ME機 器 が 病 院 経営 の改 善 に 貢 献 した か とい うア ンケ ー ト調 査 に対 して,病 院 経 営 に悪 影響 を及 ぼ

した とい う意 見は,シ ンチ レーシ ョン ・ス キャナ,監 視 用TV,リ ニ ア ア ク セ レ一 夕,医 用ベ ー タ トロ

ン,ベ ク トル 心 電計,脳 波計 が1病 院,筋 電計 が2病 院 あ つたが,こ うい う意 見が 少 な い のは,病 院

の社 会 的 使 命 のみ が 強 調 され て い る とい う背 景 が 推 定 され る。

実 際,前 章 中オ ペ レー タの 節 で触 れ た よ うに,医 療 業務 の増 加 に単 な る人 海 戦 術 で臨 も うと して い

る病 院 が あ る こ とや,ア ンケ ー ト回 答 が事 務 部 門 の回 答 では 導 入 され て い な い機 器 が,臨 床 部 門 で は

導 入 さ れ てい た りす るな ど事 務 部 門 の ミス が 目立 つ な ど,病 院 内 に 目 を向 け る こ とが あ ま りな か つた

と考 え ら れ る。 医 療 の質 ・量 の 向上,患 者 サ ー ビス と病 院 経 営 の改 善 を同 時 に 実 現 す る手 だ て,た と

え ば 業 務 の平 準 化,人 手 に よる 業務 の シス テ ム化,な どが本 格 的 に研 究 され て も よい。

② 地 域 の医療 需要 に応 え る投 資 は地 域 全 体 と し て有効 に行 な う

病 院 は 地 域 の患 者 の 奪 い合 い の 過 当 競争 を 行 な って い る とい う極 端 な批 評 は,現 状 の 病院 の あ る一

面 の困 惑 を 伝え て い る。 そ れ は,地 域 全 体 と し て医 療 に 関 す る適 正 な投 資 が行 な わ れず,物 的 に も人

的 に も過 重 投 資 が 行 な わ れ,そ れ を 回収 す るた め に病院 は苦 悩 して い る とい うこ とで あ る。

こ の解 決 策 は,医 療 の質 ・量 の 向上 と患 者 サ ー ビス の 向上 を 図 りなが ら,人 的 物 的 な過 重 投 資 を 避

け る 目的 で地 域 的 な 医療 の機 能 の集 中 化 を 行 な うこ とに あ る と考 え る。 す な わ ち,現 実的 に可 能 な ご

.とと しては,病 院 の検 査 部 門 を地 域 内 に集 中 化 し て,高 度 な機 器 を装 備 した検 査 セ ンタ ー を 設置 す る
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こ とと,事 務 部 門 の 一 部 を 集 中 化 して事 務 セ ンタ ーを 設置 し,各 病 院は セ ン ター と通 信 回線 で結 ぶ と

い うこ とが あげ られ る。 将 来 的 課 題 と しては,地 域 的 に病 院 の診療 科 な どの 適 正 配置 を 行 な うこ と や

質的に高度な医療を実現するための ベ ッドの集中イ肱 どの展開が考えられる。

(3)病 院の経営は科学的に行な う

病院の財政を圧迫している主な原因の1つ 人性費一 方では,en－ 足」役w

で い る とい う矛 盾 に陥 って い る。 わが 国 の人 件 費 が これ か ら上 昇 を続 け る こ と を考 えれ ば,本 腰 を 入

れ て科 学 的 に ア プ ローチ す る必 要 が あ る。 す な わち,医 師 の役 割,看 護 婦 の役 割 な どとす べ て の医療

従 事 者 に つ い て分析 し,そ の後 医 師 で なけ れ ば な ら ない役 割,看 護 婦 で な け れ ば な ら ない 役割 と進 め,

他 の人 で代 行 で き る役 割 は そ の人 に任 せ る,例 えば 米 国 の メ デ ィ カル セ.クレ タ リー の よ うなパ ラ メデ

ィ カル に 任 せ る こ とが 考 え られ て よ い。 注 意す べ き こ とは,こ の代 行 を 一 気 に コ ン ピュ ー タ に任 せ る

の は 危険 で あ る。 まず 人 間 に よ る シス テ ム 作 りを部 分 的 に 行 な い,成 功 させ そ れ に よ つて運 営 の ノ ウ

ハ ウを 吸収 して,徐 々に全 病 院 内 に拡 大 す るな り,コ ン ビ三 一 タ に代 行 させ るな ど のサ ク セス ・ス ト

ー リー作 りが必 要 で あ る。 基 本 的 に区ム 杜 　 足 とよ二うよ り,人 材 の少数 精 鋭 主 義 で経 営 し て い く といへ
う発想旦転換 と,二 望みながら,精 鋭の人材には十分な地位が与えられることが必要で

あ る。

物的 な 無駄 遣 い に も病 院 経 営 者 は注 意す べ きで あ る。新 任者 が 来 れ ば 前 任i者の設 備 を反 古 にす る と

い うこ とは,単 に病 院 だ け の問 題 で な く医学 界 の問 題 で もあ る。 徒 らな セ ク シ ョナ リズ ム に 由来 す る

物 的2重 ・3重 投 資 は 避 け るべ き で あ る。 各 部 門間 の調整,有 効 か つ 可 能 な 範 囲 で の物 の中 央 化 な ど,

病 院 の経 営 の一 つ の課 題 であ る。

また 昭和48年 版 国 民 医 療 年 鑑 に よれ ぽ,病 院 長 の約36%が 院 長 業 務 と し て 診 療 行 為 を 最 も重

要 視 し,病 院 の最 も大 き な問 題 と して約56%が 医 師 ・看 護婦 不 足 を取 り上 げ て い る。 こ の こ とは 病

院長 は 病 院経 営 の専 門 家 あ るい は 実 践 家 に は な りき つて い ない こ と を示 し て い る。 科 学 的 経 営 の セ ン

ス を 身 につ け た本 格 的 な ホス ピタ ル ・マ ネ ー ジ ャ ーを 登 用 して,病 院 長 が 医 療 の質 ・量 の向上,患 者

サ ー ビス に関す る チ ェ ックは 行 な うも の と して も,他 の経 営 的 問題 は 専 門 家 に委 ね る とい うこ とが 考

えられてもよL/

3.4病 院 経 営 と医療 制 度

病 院経 営 を圧 迫 し てい る も う一 つ の 力は 現 医療 制度 で あ る。 す なわ ち,病 院 の収 入 は国 民皆 保 険 の

下 に ほ ぼ完 全 に社 会 化 され て い る の に,支 出 につ い ては 自由主 義 経 済社 会 の 下 に あ り,こ の矛 盾 が 病

院経 営 者 の悩 む と こ ろ に な つて い る。 こ の矛 盾 解 決 につ い て い ろ いろ な 提 案 が な され てい るが,今 一

度原 点 に振 り返 ってみ れ ば,(a}国 民 の健 康 の増 進(b}ト ー タル とし ての 国 民 総 医療 費 の低 下(c)病 院

の収 支 の バ ラン ス の3点 が 満 足 され る こ とが重 要 で,こ れ を満 たす 提案 で な けれ ば な ら な い。 そ の提

案 と して予 防医 療 の展 開 は 重 要 で あ る。

国 民 の健 康 増 進 は 予 防 医 療 の徹 底 か ら得 られ る。 予 防 医療 を実 践 す れ ぽ 費 用 が膨 大 にか か る重 疾 病
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'が軽
い うち に 発 見 で き,早 期 治 療 す る こ と に よ つて,そ の費 用 を 節 約 す る こ とが で き る。 予 防 医療 を

病 院 が行 な え ば病 院 の収 支 改 善 に 貢 献 す る よ うな仕 組 み を 考 え れ ば よい 。 こ の成 功 例 は長 野県 佐 久総

合 病 院 にあ り,予 防 医療 を徹 底 的 に行 な った 村 とそ うで ない村 は,総 医 療 費(こ の場 合 は村 が 支払 つ

た 国保 保 険 料)の 伸 び は著 し く異 な り,総 額 の格 差 は 年 々拡 大 され る傾 向 に あ る。 また,佐 久総 合 病

院 はベ ッ ド数861の 大病 院 で あ りな が ら,ま た,予 防医 療 費 の50%を 負 担 し なが ら,な お かつ 収

支 の バ ランス が とれ,住 民 の健 康 増 進 が保 た れ て い る。

この こ とは,病 院 の収 支 の改 善 は予 防 医療 の徹 底 にそ の方 向 が示 唆 され て い る。 しか し,予 防 医療

は健 康 相 談 や 生活 指 導 な ど と総 合 検 査 が 主 体 で あ るか ら,技 術 料 を 主 体 と した ドクター ・フ ィ ーが 中心

に な らざ るを得 な い の で,現 医療 制 度 の 中 で い わ ゆ る医 師 の技 術 料 の再 検 討 が ア ッ プ の方 向 で行 な わ

れ な けれ ば な らな い。(詳 し くは 第10章 で 論 じ る)

こ の他,前 節 の病 院 の地 域 的 な集 中化,あ る い は救 急 医療 の 地域 的 な 過重 投 資 が病 院経 営 を圧 迫 す

る重 要 な原 因 とな つて い る。 地 域 的 に み て 救急 専 門病 院 を 設置 す る な ど し て,そ こに 行 け ば確 実 に 医

療 が受 け られ る とい う看者 サ ー ビス,医 療 の質 量 の向 上 を 図 る ζ とな どが 考 え られ る。

本 節 の結論 は,医 療 制 度 の うち予 防 医療 を保 険 制 度 で認 め る こ と,い わ ゆ る ドクター・フ ィー を再 検

討 す る こ と,地 域 と して医 療 の機 能 の適 正配 分 を 行 な うこ と,が 国 民 の健 康 増 進 と病 院 の 収支 の バ ラ

ンス に貢 献 す る こ とが 期 待 さ れ る とい うこ とで あ る。

'

'

3.5病 院 経 営 の 改 善 策

病院経営の改善について前節 までで述べてきたが,本 節でまとめてみるとその方向は医療の質 ・量の
一

向上と国民総医療費の上昇の抑制の同時実現を目標に,一,地 域の中での=の

再編成,医 』 革によるバックアップ,の 三つに大別される。

纏 灘 隷?欝 欝 竃驚 。tt.,ixS・
登 用,iボ ス ヒタル ・マ ネ ー シ ャ の 、向,を 図 る こ とか ら始 ま る。 医 療 従 事 者 の役 割 と業務 の再 点

検 を行 な い,そ の 医療 従 事者 で な け れ ば な らな い 業務 以 外 は す べ て メ デ ィカ ル ・セ ク レ タ リや 職 員 に

委 任す る,次 に そ れ ら の 業務 の 単 純 化,集 約 化 を 行 な い,終 局 的 に業 務 の シス テ ム化 まで も つてい く。

コ ン ピュ ー タ導入 は,コ ン ピ ュー タ導 入 以 前 の 業務 の単 純 化,集 約 化 が 終 り,コ ン ピュ ー タが ど うし

'て も必 要 にな り
,し か もハ ー ド ・ソフ トの ノ ウハ ウが十 分 に蓄 積 さ れ た 頃 に実 施 す べ きで あ る。 こ う

して初 め て所 期 の 目的 を ス ム ーズ に達 す る こ とが で き る と考 え られ る。 また 同時 に,優 秀 な精 鋭 の人

材 には病 院 内 外 で 高 く評 価 され る地 位 を 与 え る必要 が あ る こ と は言 を待 た な い。

0鯛 での病離 宮の再編 地一 ・人噸 の集中化,グ ループ化の考えで・
検 査 機 器 の集 中 化,事 務 機 器 の 集 中化,入 院 ベ ッ ドの集 中化,専 門 医 の 集 中化 が考 え られ る。 具 体 的

・いえば前章・でで論・た… 臨床検査セン・一 ・1』(通 信回線で各病院の中敷 な

目 ・と す る オ ー プ ン い う こ と が 考 え らる),専 門 医 に よ る グル ープ'プ ラ ク テ ィ ス,
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、

、

/し

竺_。 とは_、___、 十_
重 要 な 役 割 を果 して い る 開 業 医 と に対 す る配 慮 であ る。 前 者 に対 しては,医 療 バ ス等 の便 宜 が考 え ら

れ,後 者 に対 して は 次項 で ま とめ て述 べ る。

(3)`医 、[Jecの －Y_vaL-AL6.SPt_X7v4=一

ドク タ ー ・フィ ーの ア ッ プ と予 防 医 療 へ の展 開 の必要 性 は 前 節 で論 じた の で略 す 本項 で は,開 業

医 の社会 的 地 位 の 向上 を 図 り,モ チベ ー シ 。 ンを高 め 医療 の第 一 線 で 活 躍 で き る環 境 の整 備 に つ い て

論 じ る。

開 業 医 は 現 在,設 備 投 資 な どの 投 資 を個 人 ベ ース で しか も技 術料 以 外 の収 入 で行 な って お り,昨 今

、000Adb・Aeeee・ ・e◎yv'rケ 吟'〉.
の 人 件 費 の急 激 な 上 昇,薬 価 の 低 迷 な どで,医 療 活 動 を 個 人ベ ー ス で行 な え 紐' つ い て い る一　
と考 え られ る。 これ を 改 善 し,医 療 の質 ・量 の向上,国 民 総 医療 費 の低減 と開 業 医 の環 境 の 整 備 を 両 立

隠㌶㌶ 麟 蕊 ㌶竃:㌶ 一(㍑㌫嘉巖 ㌶;:三
フ ィ ー に よ つて収 入 の安 定 化 を 図 る,が あ る。

他 方,開 業 医 の教 育 は,オ ー プ ン病 院 で 専 門 医 と研 修 医 との3者 で グル ー プ を組 み 専 門 医 か らは 最

新の高度医学技術 習得し 研修医には家庭医 としての経験を積んだ医療技術を伝達するとい う形式

が医師 的興味を満足させると考えられる。

●

そzベ ゾ凋/四
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第4章ME産 業 の現状 と発 展 の可 能性

本 章 は次 の3節 に分 け て論 じ る。(1)ME産 業 の現 状(2)ME部 門(産 業)と 他 部 門(産 業)と の比

較{3)ME産 業 発 展 の 可 能 性 。

ME産 業 は 脚 光 を 浴 び て き た割 には 伸 びが 小 さい,こ の 産 業 は 成 長 す る のだ ろ うか な ど と,い ろ い

ろな こ と をい わ れ て い るが,本 章 ではME産 業 の現 状 を述 べ,発 展 の 可 能 性 を論 じる。

ME産 業 の現 状 は,関 連 企 業 の所 在 地,規 模,ME機 器 に対 す る専 業 度,先 行投 資 の状 況,な どを

基 礎 に して論 じ る。ME産 業 の発 展 の可 能 性 は 企 業 自身 の過去 の 経 験 と将 来 の 見通 しを基 礎 に して,

イ ンタ ビュ ー調 査 の結 果 を ま じ え なが ら論 じ る。

本 章 の調査 研 究 は ア ン ケ ー ト調 査 と イ ン タ ビュー 調査 に よ つた 。

本 章 の主 な結 論 は 次 の とお りで あ る。

(1)大 メ ー カー や 商社 はME部 門 に先 行 投 資 を 行 な って お り,将 来 に 明 るい 見通 しを もち,本 格 的 に

進 出す る素 地 作 りを 行 な って い る と考 え られ る。

② 零 細 メー カー は い よい よ厳 しい環 境 に置 か れ,メ ー カー 自身 そ れ を 自覚 しつ つ あ る。

㈲ME産 業 発 展 の担 い手 は 大 メ ー カ ーや 総 合 商 社 が,そ の ポ テ ン シ ャル を 秘 め て い る。

'

■

4.1ME産 業 の 現 状

本 節 は以 下 のME産 業 に 関 す る議 論 の準 備 と して,(1}ME機 器 取 扱 い 企 業 所在 地分 布 状 況 に つ い て

述 べ(2)ME産 業 の規 模 ・労働 生 産 性{3)ME産 業 のME専 業 度 ・ME先 行 投 資度 につ い て,定 義 づ

け て論 じ る。
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表4-1ME機 器 取 扱 い 企 業 所 在 地 分 布 状 況(ア ンケ ー ト調 査 結 果)

、

東京都 大 阪 府 愛 知 県 兵庫県 京都府 神奈川県 岡 山県

-

岐阜県

全 体 49 5 2 1 4 2 1 1

メ ー カ ー 計 33 4 1 0 4 211 1

メ ー カ ー 大

メ ー カ ー 中

メ ー カ ー 小

メ ー カ ー零 細

6

5

7

15

1

1

0

2

0

1

0

0

0

0
一

〇

〇

0

2

2

0

1

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

商 社 計 16 1 1 1 0 0 0 0

総 合 商 社

中 堅 商 社

零 細 商 社

4

4

8

1

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4.1.1ME機 器取 扱 い企 業 所 在地 分布 状 況 と問 題 点

表4-1の 通 り,ME機 器 取 扱 い 企業 は 圧 倒 的 に東 京都 に集 中 して存 在 してい る。 大 企 業 の所 在 地

が 東 京都 に集 中 して い るの で あ れ ば,そ の 支 店 網 に よ つて情 報 収集 と サ ー ビスは 十 分 に行 な い うる と

考 え られ るが,零 細 企 業 の場 合 は ア フタ ー ・ケ アな どの 問 題 が 生 じ る も の と考 え られ る。 零 細 メ ー カ

ーの連 鎖 化 の 必要 性 を 第11章 で論 じるが
,企 業 の所 在 地 が一 個所 に集 中 してい る こ とは 連 鎖 化 の方

法 につ い て 一工 夫 を要 す る も の と考 え られ る。
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表4-2「ME機 器 メ ーカ ー の企 業 規 模 ・労 働 生 産 性 ・ME専 業 度 ・ME先 行投 資度 」一 覧 表

金(単 位:百 万円)

総 額355,975

平 均44,496

総 額2,966,221

平 均370,777

ME部 門 の 売 上 高(単 位:百 万 円)

総 額10,050

平 均1,256

総 数301,029

平 均37,628

ME部 門 の 従 業 員 数(単 位:入)

総 数1,391

平 均173

中

10社

ME部 門の従業員一人当りの売上げ高(単 位:百 万円)

・.211・.・11・.・l

ME専 業度(ME部 門の売上高/企 業全体の売上高) .

・34%li.36・/・1・ ・.・8%l

ME部 門先 行 投 資度(ME部 門 の 従 業 員 数/企 業 全 体 の従 業 員 数 ÷ME部 門 の売 上 高/企 業全 体

の 売 上 高)

.350.890.87

規模 分 類 の基 準(年 間 売 上 高 単 位:億 円)

大 メ カ1,000以 上

中 メ カ100～730

!j、 メ カ18～62

零 細 メ カ9未 満

2,881

51

6,966

366

2,261

19

1,543

81

735

38

3.0

32.46%

.47
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■

4.1.2ME産 業 の 規 模 ・労 働 生 産 性 の 内 容

本 項 はME取 扱 い企 業 を メー カ ー と輸 入 商 社 に分 け て,企 業 規 模 とME部 門 の労 働 生 産 性 に つ い て

論 じ る。

(1)ME機 器 メ ー カ ーの規 模 ・労 働 生 産 性

(1)-1企 業規 模

回 答 を分 類 して み る と企 業 の年 間 売 上 高 が1,000億 円以 上 が8社,100～730億 円 が10社,

18～62億 円 が9社,9億 円未 満 が19社 と離 散 的 に集 約 で き るの で,各 々を 大 メー カー,中 メー

カ ー,小 メー カ ー,零 細 メー カ ー と した 。

(1)-2ME部 門 の 労働 生 産 性

全 メー カ ーに お け るME部 門 の従 業 員1人 当 りの売 上 高 は 約770万 円 で あ る。 メー カ ー の規 模 別

に み て 目立 つ こ とは 零細 メー カ ー(G間 売 上 高9億 円未 満)が300万 円 と異 常 に 生産 性 が 低 い こ と

で あ る。 これ は,零 細 メ ー カーは 各 従 業 員 がME機 器 以 外 の商 品 を も取 扱 って い る こ とが 予 想 され る

の で,純 粋 な 労 働 生 産性 の指 標 に な るか ど うか は 疑 わ しい もの と考 え られ る。 また,中 メ ー カ ー(年

間 売上 高100～730億 円)と 小 メ ー カ ー(年 間 売 上 高18～62億 円)が そ れ ぞ れ,1,160万

円,1,130万 円 で あ る の に対 して大 メ ー カ ー(G間 売 上 高1,000億 円以 上)が720万 円 で あ る

こ とで あ る。 これ は 大 メー カーは 現 段 階 に おい て はME産i業 につ い て模 索 して い るか ら で あ る と考 え

られ る。 これ は 研 究 開発 につ い て もい え る。 大 メ ー カー は研 究 開 発 につ い て も末 だ本 腰 を 入 れ て い な

い 。(第7章 表7-1参 照)こ の意 味 で,本 業 界 の リー ダ ー シッ プは 必 ず し も大 メ ー カ ー には な く,

ME産 業 は 混 沌 と した状 態 に あ る も の と考 え られ る。

メ ー カ ー'で1人 当 りの売 上 げ高 が1,000万 円前 後 で は,メ ー カー に お け る 現 時点 のME部 門 の採

算 性 は 極め て きび しい。 これ が 営 業 部 門 に しわ 寄 せ が な され,市 場(医 療 界)の 情報 収 集 な らび にサ

ー ビス 活動 に不 都合 を き た してい る の では ない か と危 惧 され る
。

(2)ME機 器 輸 入 商社 の規 模 ・労 働 生 産 性

(2)-1企 業規 模

ア ン ケ ー ト回 答 を 整理 してみ る と企 業 の年 間 売 上 高 が,14,000億 円以 上 が5社,140～2,000

億 円 が5社,45億 円以 下 が5社 と離 散 的 に集 約 化 で き る の で,各 々を 一般 的 用 法 に従 って,総 合 商

社,中 堅 商社,零 細 商 社 と した 。

(2)-2ME部 門 の 労働 生 産 性

輸 入 商 社 に お け るME部 門 の従 業 員1人 当 りの売 上 げ高 は3,300万 円 で あ る。 輸 入 商 社 の規 模 別

に 眺め て 目立 つ こ とは総 合 商 社(年 間 売 上 げ 高1兆4,000億 円 以上)が,約2億 円 と平 均 値 を大 幅

に上 回 って い る こ とで あ る。 それ で も総 合 商 社 と しては 他 部 門 と比 較す れ ぽ 満 足 ので き る売 上 げ高 で

は な い か も しれ な い が,採 算 は 十 分 に とれ て い る もの と考 え られ,今 後,輸 入 品,国 産 品 を 問 わずM

E機 器 の 取扱 い に は益 々意欲 を 持 って くる もの と考 え ら れ る。
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表4-3「ME機 器 輸 入 商社 の企 業 規 模 ・労 働 生 産 性 ・ME専 業 度 ・ME先 行 投 資 度 」 一 覧 表

社商

社

合

5

総 社商

社

堅

5

中 社商

社

令

5

零

資 本 金(単 位:百 万円)

額

均

上

額

均

上

額

均

業

額

均

業

額

均

売

売

従

従

総

平

の

総

平

の

総

平

の

総

平

の

総

平

ME部 門の従業員の一人当りの売上高(単 位:百 万円)

lll

ME専 業度(ME部 門の売上高/企 業全体の売上高)

1・.・2%ll

ME部 門の先行投資度(ME部 門の従業員数/企 業全体の従業員数÷ME部 門の売上高/企 業全体

ll

規模分類の基準

総 合

中 堅

零 細

106,663

21,332

20,699,083

4,139,816

6,040

1,208

38,562

7,712

31

6

の 売 上 高)

4

(単 位:億 円)

商 社

商 社

商 社

10,815

2,163

295,360

59,072

674

134

10,129

2,025

190

38

14,000以 上

140～2,000

45以 下

407

81

9,306

1,861

3,940

788

659

131

99

19

39

42.33%

0.35
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4.1.3ME産 業 のME専 業 度 ・ME先 行 投 資

コ ン ピュ ー タ発 展 の歴 史 を み る と,コ ン ピ ュー タ専 業 メー カ ーが 爆 発的 に伸 び た のに対 し て,総 合

電機 メー カーは コ ン ピュ ー タ部 門が 伸 び 悩 ん だ とい う事 実が あ る。 同 じ高 度 知 識 集 約機 器 で あ り,ソ

フ トウエ ア につ い て も高 度 の ノ ウハ ウを必要 と して い る こと を考 えれ ば,ME機 器 メ ー カー につ い て

も専業 度 を上 げ て,ハ ー ド ・ソ フ ト両 面 に亘 る ノ ウ ・ハ ウ とマ ー ケ ッ トに関 す る ノ ウ ・ハ ウを 蓄 積 し

てい か ね ば な ら な い の で は な い か と推 測 で き る。

一 方,輸 入 商 社 の場 合 は,急 速 に 伸 び る部 門 は 当 面 の 一人 当 りの採 算 を 無 視 して も人 的 資 源 を 先 行

投 資 す るパ ター ンを と つて きて い る の で,ME部 門 に つ い て も同 様 の こ とが い え る の では な い か と推

測 で き る。

従 って,企 業 のME専 業度,ME先 行 投 資 度 を論 じ る こ とはME産 業 発 展 の担 い手 を 占 う上 に有 益

で あ る。 本 項 はME機 器 メ ー カー とME機 器 輸 入 商 社 のそ れ ぞれ の規 模 別 にME専 業 度 とME先 行 投

資 度 につ い て 順 序 を以 下述 べ る。

(1)ME専 業 度

企 業 に お け るME部 門 の 占め る比 重 の 指標 とす るた め に,企 業 全 体 の売 上 げ高 をME部 門 の売 上 げ

高 の比 を 専業 度 と名 付 け る。 メー カー,商 社 を含め たME専 業 度 の企 業 順 位 は次 の通 りで あ る。 右 の

数 字 は 専 業度 を示 す。

① 零細 商社(42.33%)

② 零細 メ ー カー(32.46%)

③ 小 メ ー カ ー(20.98%)

④ 中 メ ー カ ー(L36%)

⑤ 大 メ ー カー(0.34%)

⑥ 中 堅 商 社(O.22%)

⑦ 総 合 商社(0.02%)

②ME先 行 投 資度

企 業 の先 行 投 資 に対 す る指 標 を,ME部 門 の 占め る人 的 資 源割 合 と売上 げ 高 の割 合 の比 と し,ME

先 行 投 資 度 と名 付 け る。 メ ー カ ー,商 社 を 含 め たME先 行 投 資度 の企 業 の 分類 別 の序 列 は 次 の とお り

で あ る。 右 の数字 はME先 行度 を示 し,数 が大 き い ほ ど先 行 投 資 が な され て い る こ とを あ らわ す 。

① 中堅 商 社(8,5)

② 総 合 商 社(4)

③ 零 細 メ ー カ ー(1.47)

④ 大 メ ー カT(1・35)

⑤ 中 メ ー カ ー(O.89)

⑥ 小 メ ー カ ー(0.87)

⑦ 零 細 商社(O.35)
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4.2ME部 門(産 業)と 他 部 門(産 業)と の 比 較

本 節 は 全 国 のME機 器 メ ー カ ーお よびME機 器 輸入 商 社 が,産 業 界 か らみ てME機 器 に,過 去,現

在 を ど の よ うに考 え,将 来 の 見通 しや 伸 び を どの よ うに考 え て い る か,ア ン ケ ー ト調 査 に よ つて明 ら

か に した い。

ア ンケ ー ト回 答 を整 理 し た も の を 表4-4「ME部 門(産 業)と 他 部 門(産 業)と の 比 較 」

に示 す。 従 って,ME部 門(産 業)と 他 部 門(産 業)と の 比較 をME産 業 全 体,メ ー カ ー,輸 入 商社

各 々の全 体 お よび企 業規 模 別 に 論 じ る。 す な わ ち,(1)ME産 業 全 体(2)メ ー カ ー全 体{3)大 メ ー カー

(4)中小 メ ー カー(5)小 メ ー カー(6)零 細 メ ー カ ー(7)商 社 全 体(8)総 合 商 社(9)中 堅 商 社00零 細 商

社,各 々につ い て述 べ る。

ME産 業全 体 と して み た と き,他 の産 業 に比 べ て,ME産 業 の魅 力は,過 去,現 在 は 「まあ まあ であ

る。 」 と中程 度 であ るが,将 来 につ い て は,ひ じ ょ うに明 る く捉 え,市 場 の 伸 び もか な り期 待 して い

る。

メ ー カ ー全 体 につ い て も同 じ よ うな こ とが い え るが,メ ー カ ー の企 業 規 模 別 にみ た と き,過 去 につ

い ては,す べ て の規 模 と も中程 度,現 在 につ い ては,零 細 メー カ ーが や や 厳 し くみ てい る以 外 は 過 去

と変 らないとみ てお り,将 来 について も零細 メ ーカ ーが厳 しくみているだけで,大,中,小 メ ー カ ー と も前 途

洋 々とみ て い る。 これ はME機 器 の製 造 が 零細 メ ー カ ーの手 に負 え な くな りつ つ あ る こ とを 示 唆 し て

い る と考 え られ る。 この 零 細 メー カ ー等 につ い ては,そ の連 鎖 化 等 の必 要 性 を 第11章 で述 べ る。

将 来 の 伸 び につ いて は,大 メ ー カ ーが ひ じ ょ うに伸 び る と判 断 してい る以 外 は,中 小 零 細 メ ー カ ー

は や や 伸 び る と しか 回 答 し てお らず,際 立 つた対 照 を みせ て い る。 これ は,大 メ ー カ ーは,前 節 で 述

べ た よ うに先 行 投 資 を 大 幅 に行 ない つつ あ り,将 来 の展 開 に備 え て い る こ とを 意 味 してい る。

輸 入商 社 につ い ては,輸 入 商 社 全 体 と し てみ た と き,将 来 性 を高 く買 って お り,伸 び に つ い て もか

な り楽観 的 で あ る。 企 業規 模 別 にみ て も同 じ よ うな こ とが い え る。 商 社 が そ の企 業 規 模 に拘 らず,M

E産 業 に対 して も同 じ よ うな 見 解 を も つて い る こ とは,国 内 のME機 器 市 場(単 価,ロ ッ ト数)の 規

模 と成長 性か ら判 断 して肯 け な い が,総 合商 社 は 大 病 院全 体 の建 物 か ら人,設 備,機 器 を 一 括 して 取

り扱 い,零 細 商 社 は単 価 の 高 いME機 器 の単 体 を 取 り扱 ってい る とい う背 景 の相 違 が 推 定 され る。
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表4-4①ME部 門(産 業)と 他部門(産 業)と の比較(時 系列的感想)(全 体)

過 去 現 在 未 来

非 常 に 魅 力 あ る

ま あ ま あ

魅 力 な し

27(46.6%)

27(46.6%)

4(6.7%)

28(46.7%)

32(53.3%)

0

48(774%)

13(21.0%)

1(1.6%)

計 58(100%) 60(100%) 62(100%

表4-4①(続)(メ ー カ ー)

1

切
や

ー

メ ー カ ー 全 体 メ ー カ ー 大 メ ー カ ー 中 メ ー カ ー 小 メ ー カ ー 零 細

過 去 現 在 未 来 過 去 現 在 未 来 過 去 現 在 未 来 過 去 現 在 未 来 過 去 現 在 未 来

非 常 に魅 力 あ る

ま あ ま あ

魅 力 な し

20'

20

2

19

24

0

35

10

0

3

4

1

4

4

0

7

1

0

5

5

0

5

5

0

8

2

0

5

2

0

3

4

0

7

1

0

7

9

1

7

11

0

13

6

0

表4-4①(続) (輸 入 商 社)

輸 入 商 社全 体 総 合 商 社 中 堅 商 社 零 細 商 社

過 去 現 在 未 来 過 去 現 在 未 来 過 去 現 在 未 来 過 去 現 在 未 来

非 常 に 魅 力 あ る

ま あ ま あ

魅 力 な し

7

7

2

9

8

0

13

3

1

2

3

0

3

2

0

4

1

0

2

1

1

2

3

0

4

1

0

3

3

1

4

3

0

5

1

1



表4-4②ME部 門(産 業)と 他 部 門(産 業)と の 比較(今 後 の見 通 し)(全 体)

非 常 に の び る 26(43.3%)

や や の び る 31(51.7%)

現 状 維 持 2(3.3%)

や や お ち こ む 1(1.7%)

非 常 に お ち こ む 0

計 60(100%)

表4-4②(続)(メ ー カ ー)

I

O
o◎

ー

メ ー カ ー 全 体 メ ー カ ー 大 メ ー カ ー 中 メ ー カ ー 小 メ ー カ ー 零 細

非 常 に の び る 16 5 3 2 6

や や の び る 24 3 6 5 10

現 状 維 持 2 0 0 1 1

や や お ち こ む 1 0 0 0 1

非 常 に お ち こむ 0 0 0 0 0

表4-4②(続)(輸 入 商 社)

　

輸 入 商 社 全 体 総 合 商 社 中 堅 商 社 零 細 商 社

非 常 に の び る 10 3 3 4

や や の び る 7 2 2 3

現 状 維 持 0 0 0 0

や や お ち こ む 0 0 0 0

非 常 に お ち こ む 0 0 0 0
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4.3ME産 業 発 展 の可 能 性

本 節 は4.1の 「ME産 業 のME専 業度 ・ME先 行投 資 度 」 と4.2の 「ME部 門(産 業)と 他 部 門(

産 業)と の比較 」 か らME産 業 発 展 の可 能 性 を 推 測 す る もの で,次 の4点 か ら成 る。(1)一 般 論 と して

のME産 業発 展 の可 能 性(2)ME産 業 発 展 を よ り確 実 にす るた め の条件(3)ME産 業 発 展 の担 い 手

(4)ME産 業 発 展 の原 動 力 と な る機 種
●

4.3.1一 般論 と して のME産 業 発 展 の可 能性 ＼'

前 節 で 明 らか に した よ うに,一 般 論 と しては,ME産 業 発 展 の可 能 性 は極 め て 大 きい も の とい え る。

そ れ に次 の四 つ の理 由か らME産 業 は発 展 せ ざ る をえ な い必 然 性 があ る とい え る。

(1)生 命 に係 わ る もの の外 国 へ の依 存 の 危険 性

(2)治 療 医 療 か ら 包括 医療 へ の転 換 の必 要 性(包 括 医療 とは 治 療 に加 えて,予 防 医 療 と リハ ビ リテ ー

シ 。ンを 含め た もの で,こ こで のME機 器 の果 た す役 割 は大 き い)

(3)外 交 戦 略 の武 器 と して のME機 器(医 療 外 交 の必要 性 は大 き く,こ こ で のME機 器 の果 た す 役 割

は 大 きい)

(4)リ ー デ ィン グ ・イ ン ダス トリへ の発 展 の 可能 性 を持 つME産 業(医 療 の質 ・量 の向 上 と生 産 性 の

向上 は社 会 的 要 請 で あ り,こ こで のME機 器 の果 たす 役 割 は 大 きい)

4.3.2ME産 業発展をよリ確実にするための条件

ME産 業発展の最大 の鍵は何 とい っても健康保険制度の動向であ り,医 師の技術料を高く評価す る

保険制度 になれば医療 の補助具としてのME機 器の需要は飛躍的に増大するものと考えられる。いい

かえれば,医 師の技術に対する保険点数の有無と多寡がME機 器の需要 と直接結びついているのであ

る。

'

4.3.3ME産 業 発展 の担 い 手

ME産 業 の担 い 手 と な る為 の条 件 と して次 の2点 が あ げ られ る。

(1)メ ー カ ーの場 合 はME専 業 度 が高 く,輸 入 商 社 の場 合 はME専 業 度 が 低 く,人 的 資 源 の先 行 投 資

の度 合 が 高 い こと。

メ ー カ ーのME専 業 度 の高 さは企 業 規 模 と反 比 例 す る こ とに な る ので,た とえ ば,大 メ ー カ ー のM

E部 門が 別会 社 に な る ほ ど,自 由 な 行動 力 と組 織 が 与 え ら れれ ぽ そ の ポ テ ン シャ ル の大 き さか らい つ

て大 メ ー カー がME産 業 発 展 の イニ シア テ ィブ を とる もの と考 え られ る。 零 細 メ ー カ ーが イ ニ シア テ

ィブ を とる のは連 鎖 化 な どを 行 な って,し つか り した 経営 基 盤 を確 立 した時 で あ る。 商 社 につ い て は

総 合 商 社 が そ の ポ テ ン シャ ル が 大 きい上 にME専 業 度 が低 く しか もME部 門先 行 投 資 度 が 大 で あ る の

で,ME産 業 発 展 の イ ニ シア テ ィ ブを と る もの と考 え られ る。 特 に 医療 の供 給 体制 の維 持 の為 に は 設

備 や機 器 や運 営 方 法 の オ ル ガナ イザ 役 が 必要 不 可 欠 に な る ので,総 合商 社 もME産 業 発 展 の担 い手 に
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な る能 力 を十 分 に持 って い る。 ・

(2)ME産 業 の将 来 に明 る い 見通 しを持 ってい る こ と。

ME産 業全 般 に亘 って将 来 に対 して 明 る い 見通 しを立 てて い る が,大 メ ー カー と輸 入 商 社 全 般 に と

くにそ の傾 向 が 目立 つ 。 人 的,資 金 的 先 行 投 資 につ い て は,そ の余 裕 が 必 要 な こと もさ る こ とな が ら,

明 るい 見通 しを持 ってい る の が先 決 で あ る。 こ の こ と と,前 節 まで の こ とか ら結 論 的 にい え る こ とは,

総 合 商 社 とME部 門 を別 会 社 組 織 な ど にす る大 メ ー カー が,ME産 業 発 展 の担 い 手 とな る可 能 性 を大

き くも つて い る。 こ れ に対 して,零 細 メ ー カ ーが 発 展 す る道 は連 鎖化 を行 な って,経 営 基 盤 を強 固 に し

した のち 先 行投 資 を行 な う以 外 には な い と い うこ とで あ る。

4.3.4ME産 業 発 展 の原動 力 とな る機 種

医療 機 関 の数 と して圧 倒 的 に 多い のは 私 立 の小 規 模 病 院 ・診 療 所 で あ り,い ず れ も規 模 と経 済 的 制

約 条 件 が 確 と して い る。 そ れ らは 余 りに高 価 格 のME機 器 は 購入 しえ な い の で,た とえ ば,検 査 関連

ME機 器 で1台500万 円 位 を限 度 とす る比 較 的 安 価 なME機 器 の需 要 が最 も大 きい の では ない か と

考 え られ る。
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第5章ME機 器 の現状 と動 向

本章 はME機 器 の 現状 と動 向 を 次 の6点 に分 け て 論 じ る。(1)機 種 別 の ラ イフサ イ クル に よる位 置 づ

け ② 機 種Sijの 商 品 と して の成 熟 度 ・過 当 競争 度 ⑧ 機 種 別 の市 場 充 足 度(4磯 種 別 の改 良改 善 の動

向(5)ME機 器 の シス テ ム化 の方 向(6)機 種別 の改 良 ・改 善 ・開 発 の資金 援 助必 要 度 合 。

5.1機 種別 の ライ フ サ イ ク ルに よ る位 置 づ け

ME機 器 が 本 格 的 に利 用 され 始 め て まだ10年 ほ どの歴 史 しか ないが,そ の間 に成 熟 した も のは 現

在 商 品 で あ ろ う し,そ うで な い も のは将 来 商 品 か ま った く未 知 数 の商 品か で あ る。 本 節 は,ME機 器

商 品 を現在 商 品 ・将 来 商 品 と分 け て 概 観 す る。

■

5.1,1ME機 器 全体 と して の ラ イ フサ イ クルの 度 合

現在 の 主 力製 品,将 来 の 主 力 製 品,い ず れ に も属 しな い製 品 の各 々 の回 答 数 は 表5-1に 示 され て

お り,そ の延 企 業 数 は 次 の とお りで あ る。

①

②

③

現在 の主力製品

将来の主力製品

い ず れ に も属 しな い 製 品 … ……

こ れ か ら 次 の2点 が い え る も の と考 え られ る。

(1)将 来 の主 力製 品 が 現在 の主 力 製 品 よ り1.5倍 も 多 い とい うこ とは,ME機 器 が ビジ ネ ス と して は

将来 に期 待 を か け て製 造販 売 され て い るこ とを物 語 っ て い る。

② 現在 の主 力製 品,将 来 の主 力 製 品 の い ず れ に も属 しな い製 品 と して の回 答 数 が多 い 理 由 と して,

次 の二 つ が考 え られ る。 一 つ は,保 険点 数 や 医療 界 の市 場 と して の 閉鎖 性 な どの 障害 の た め に,ビ ジ

ネ ス と して成 り立 つ 見 通 しが 現在,将 来 共 に得 ら れず,既 に 開 発 した製 品 の生産 ・販 売 を 中止 す べ き

か 否か の判 断 に迷 って い る こ とで あ る。 も う一 つ の理 由 は,将 来 主 力製 品 に な るか ど うか判 らな い が,

市 場 の反 応 を 見 る た め に開 発 した製 品 が かな りの 数 に上 って い るこ とで あ る。

88

136

72

5.1.2ME機 器 全 体 の 中 で のME機 種 毎 の ライ フサ イ クル の 順 位

表5-1の ウ ェ イ トか ら 次 の3点 が判 断 で き る もの と考 え ら れ る。

① 現 在 の主 力 製 品 と して の ウ ェ イ トの方 が強 い 機 種

(表5-1中 に現 と 表 示)

② 将 来 の主 力製 品 と して の ウェ イ トの 方 が強 い機 種

(表5-1中 に将 と表 示)

③ 現 在 の主 力 製 品 ・将 来 の主 力製 品,の いず れ に も属 しな い 機種
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(表5-1中 に未 と表 示)

5.2機 種 別 の 商 品と して の 成 熟度 ・過 当 競争 度

大 まか に いえ ば,機 器 の成 熟 度 は 生 産(輸 入)開 始年 度 の古 さに比 例 し,過 当競 争度 は,そ の機 器

を取 り扱 う企 業 数 に比 例 す る と考 え られ る。 本 アン ケ ー ト調 査 の結 果 よ りME機 器 全 体 の中 で の機 器

毎 の成 熟 度 と過 当 競 争 度 の序 列 を 求 め 論 じ る。

表5-2はME機 器 取 扱 い 開 始年 度 の古 い 順 に上 か ら下 に書 き成 熟 度 の指 標 と した。 宿禰 の 全体 と

は,メ ー カー と輸 入 商 社 を合 わ せ て 考 え た 時 の序 列 番 号,メ ー カ ー,輸 入 商 社 とは,各 々 単 独 に考 え

た と き の序 列 番 号 を示 す。 シス テ ム 化機 器 や 核 医 学関 係 の機 器 の成 熟 度 が低 い。

表5-3はME機 器取 扱 企業 数 に つ い て 企 業数 の大 い さの順 に上 か ら下 に並 べ,過 当 競 争 度 の 指標

と した。 全 体,メ ー カー,商 社 とは 成 熟 度 の場 合 と同 じ で あ る。 シス テ ム化 機 器 に過 当 競 争 が み られ

る。 メー カー で は 呼 吸 流 量 計 や 自動 血球 計 数器 が下 位 に属 す る が,こ れ は 製 品ノ ウ ・ハ ウが 外 国 にあ

る た め に国 産 化 しに く く,輸 入 に依 存 して い る こ とを 示 して い る。 過当 競 争度 の低 い機 器 は核 医 学 関

連 機 器 に 多 くみ られ る。

表5-1機 種 別 ラ イフ サ イク ル 度 合一 覧 表

現… … 現在 製品 将 … … 将 来 製品

未 … …現 在 製 品 に も将 来 製 品 に も属 さな い

ラ イ フ サ イ 現在の主力 将来の主力 いずれにも

機 種 名 製 品 と して 製 品 と して 属 し な い

クルの判定 いる企業数 いる企業数 企 業 数

(生体現象測定記録装置)

心 電 計 現 4 2 2

ベ ク ト ル 心 電 計 未 0 3 3

心 音 ・ 心 電 計 未 2 2 2

脳 波 計 未 2 1 4

筋 電 計 未 0 3, 4

電 〉気 血 圧 計 将 3 5 1

心 拍 計 ・ 脈 拍 数 計 未 0 3 1

眼 振 計 将 1 2 1

網 膜 電 位 計 将 0 2 1

呼 吸 流 量 計 未 3 3 2

血 流 計 将 1 4 0

、
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表5-1(続)

ラ イ フ サ イ 現在の主力 将来の主力 い ず れ に も

機 種 名 製 品 と して 製 品 と して 属 し な い

ク ル の判 定 いる企業数 いる企業数 企 業 数

脈 波 計 将 2 3 2

電 子 体 温 計 将 0 4 2

医 用 記 録 装 置 将 1 3 2

多 用 途 測 定 記 録 装 置 将 2 5 4

内 視 鏡TV 将 2 3 1

X線TV 現 4 3 1

赤 外 線 顕 微 鏡 未 0 1 2

(看 護 ・監 視 用 装 置)

医 用 オ シロス コープ(ハ ー トモニタ,ベ

ッ トサ イドモ ニタ,手 術 用 モニ タを 含 む)
未 2 2 1

監視用TV(教 育用TVを 含む) 将 1 2 1

ICU・CCU 将 2 5 1

分 娩 監 視 装 置 将 1 2 0

医 用 テ レ メ ー タ 将 0 4 1

未 熟 児 ・新生 児 用 監 視 装 置 将 0 4 2

高 圧 治 療 室 用 監 視 装 置 未 0 0 2

(検 体 検 査 装 置)

ガ ン 細 胞 自 動 診 断 装 置 未 2 2 0

自 動 化 学 分 析 装 置 将 5 9 0

自 動 血 球 計 数 器 将 1 2 1

光 電 比 色 計 現 5 3 1

PH計 現 4 2 1

(医 用超音波応用装 置)

超 音 波 診 断 装 置 現 2 2 1

超 音 波 一血 流 計 将 0 3 1

超 音 波 洗 浄 器 未 3 1 2

(核 医 学 測 定 装 置)

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ カ メ ラ 未 2 2 0

動 態 機 能 検 査 装 置 未 2 0 2

循 環 器 血 流 量 測 定 装 置 将 1 3 2

摂 取 率 測 定 装 置 将 1 2 1
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表5-1(続)

ラ イ フ サ イ 現在の主力 将来の主力 いず れ に も

機 種 名 製 品 と して 製 品 と して 属 し な い

クル の 判 定 いる企業数 いる企業数 企 業 数

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ 将 1 3 2

(医 用データ処理装置)
w

脳 波 分 析 装 置 将 0 2 0

心 電 図 解 析 装 置 将 0 9 0

電 子 計 算 機 応 用 装 置 将 3 12 0
(事 務用兼用も含む)

(生 体 治 療 装 置)

低 周 波 治 療 器 現 4 2 1

超 音 波 治 療 器 現 4 2 1

超 短 波 治 療 器 将 1 4 1

マ イ ク ロ 波 治 療 器 現 3 2 1

デ フ イ ブ リ レ 一 夕 将 0 4 1

リ ニ ア ・ ア ク セ レ ー タ 現 2 1 1

医 用 ベ ー タ ト ロ ン 将 1 2 0

医 用 サ イ ク ロ ト ロ ン 将 0 1 0

(そ の 他)

オ ー ジ オ メ ー タ 現 4 0 1

動 脈 内 持 続 注 入 ポ ン プ 将 1 2 1

電 子 写 真 修 正 装 置 未 0 0 2

補 聴 器 未 2 0 2

ペ ー ス メ ー カ 将 1 2 1
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表5-2機 種別の成熟度順位一覧表

機 種 名 全 体 メ ー カ ー 商 社

心 電 計 1 1 1

心 音 ・ 心 電 計 2 5 3

多 用 途 測 定 記 録 装 置 2 2 3

光 電 比 色 計 2 2 17

電 子 顕 微 鏡 2 2

脳 波 計 6 5 3

筋 電 計 7 7 3

医 用 ベ ー タ ト ロ ン 7 7 10

脳 波 分 析 装 置 9 9

呼 吸 流 量 計 10 29 1

電 子 写 真 修 正 装 置 10 10

医 用 テ レ メ ー タ 12 11 20

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ 12 11 14

摂 取 率 測 定 装 置 14 13

X線TV 15 14 3

ベ ク ト ル 心 電 計 16 15 3

脈 波 計 17 17 3

監 視 用TV 17 15

電 子 計 算 機 応 用 装 置 19 17 14

電 子 体 温 計 20 19 22

心 電 図 解 析 装 置 20 19

リ ニ ア ・ ア ク セ レ ー タ 20 19

自 動 化 学 分 析 装 置 23 28 11

超 音 波 洗 浄 器 23 22 12

ICU・CCU 25 23 18

デ フ イ ブ リ レ ー タ 25 23

内 視 鏡TV 27 25 14

超 音 波 診 断 装 置 27 25 20

赤 外 線 顕 微 鏡 29 13

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ カ メ ラ 30 27 18

自 動 血 球 計 数 器 31 29 22

ガ ン 細 胞 自 動 診 断 装 置 32 29 22
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表5-3機 種別の過当競争度順位一覧表

機 種 名 全 体 メ ー カ ー 商 社

多 用 途 測 定 記 録 装 置 1 1 6

自 動 化 学 分 析 装 置 1 3 2

電 子 計 算 機 応 用 装 置 1 2 3

心 電 計 4 6 3

呼 吸 流 量 計 5 24 1

脈 波 計 5 6 6

超 音 波 診 断 装 置 5 6 6

X線TV 5 4 12

電 子 体 温 計 9 6 12

内 視 鏡TV 9 6 12

ICU・CCU 9 4 12

医 用 テ レ メ ー タ 9 12 6

光 電 比 色 計 9 12 6

筋 電 計 14 15 6

心 電 図 解 析 装 置 14 6

ベ ク ト ル 心 電 計 16 15 12

脳 波 計 16 15 12

監 視 用TV 16 12

ガ ン 細 胞 自 動 診 断 装 置 16 15 12

自 動 血 球 計 数 器 16 29 3

超 音 波 洗 浄 器 16 15 12

心 音 ・ 心 電 計 22 24 12

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・'カ メ ラ 22 24 12

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ 22 24 12

摂 取 率 測 定 装 置 22 15

脳 波 分 析 装 置 22 15

デ フ ィ ブ リ レ ー タ 22 15

リ ニ ア ・ ア ク セ レ 一 夕 22 15

医 用 ベ ー タ ト ロ ン 22 24 12

赤 外 線 顕 微 鏡 30 12

'電 子 顕 微 鏡
30 29

電 子 写 真 修 正 装 置 30 29

一66一



5.3機 種 別 の市 場 充 足 度

●

●

市 場 充 足 度 は 大 まか には 生 産 ・輸 入 台 数 が そ の 指標 にな り うる と考 え ら れ る。 表5-4は,生 産

(輸 入)台 数 の大 い さ の順 に,ME機 器 取 り扱 い 企業 全 体,メ ーカ ー のみ,輸 入 商 社 のみ につ いて,

そ の順 序 を示 す。 表5-2の 成 熟度 にだ いた い一 致 す る。 電子 体 温計 が 第1位 に ラ ン ク され て い る の

は,1病 院 当 りの需 要 が 多 い た め で あ る。 ま た,メ ー カ ー と 商 社 を比 較 して み れ ば,シ ス テ ム 化 機 器

で あ る 自動 化 学 分 析装 置,電 子 計 算 機応 用装 置,自 動 血 球 計 数 器 な どが メー カー に比 べ輸 入 商 社 にお

い て大 き く取 扱 われ て い る。 核 医学 関連 のME機 器 の 市場 充 足 度 の低 さが 目立つ が,こ れ は 核 医 学 自

身歴 史 が 浅 い こ と,需 要 が まだ 発 掘 さ れ て い な い こ と に よる もの と考 え られ る。
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表5-4機 種別市場充足度順位一覧表

機 種 名 全 体 メ ー カ ー 商 社

電 子 体 温 計 1 1

心 電 計 2 2 5

光 電 比 色 計 3 3 2

X線TV 4 5 6

多 用 途 測 定 記 録 装 置 5 4 9

監 視 用TV 6 6

脈 波 計 7 8 1

脳 波 計 8 7

超 音 波 診 断 装 置 9 9 18

心 電 図 解 析 装 置 10 10

電 子 顕 微 鏡 11 11

自 動 化 学 分 析 装 置 12 19 3

筋 電 計 13 12 18

デ フ イ ブ リ レ ー タ 14 13

ICU・CCU 15 14 14

摂 取 率 測 定 装 置 16 15

呼 吸 流 量 計 17 26 4

心 音 ・ 心 電 計 18 16 11

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ 19 17 17

脳 波 分 析 装 置 20 17

超 音 波 洗 浄 器 21 20 10

電 子 計 算 機 応 用 装 置 22 23 8

ベ ク ト ル 心 電 計 23 21

シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ カ メ ラ 24 22

内 視 鏡TV 25 25 12

医 用 テ レ メ ー タ 26 24 18

自 動 血 球 計 数 器 27 7

リ ニ ア ・ ア ク セ レ ー タ 28 27

医 用 ベ ー タ ト ロ ン 29 28 13

ガ ン 細 胞 自 動 診 断 装 置 30 29 16

赤 外 線 顕 微 鏡 31 14
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5,4機 種 別 の 改良 ・改 善 の 動 向

ME機 器 の改 良 ・改 善 の ポ イ ン トは,ま ず 本来 的 機 能 で あ る医 療 の質 ・量 へ の貢 献,安 全 性,信 頼

性 の向 上 か ら,商 品 的機 能 で あ る取扱 い の容易 性 の 向上,他 メー カー との統 一 化,小 型 化,軽 量 化 へ

移 り,最 終 的 に は シス テ ム化 へ 至 る も の と考 え られ る。 表5-5は,ME機 器 取 扱 い 企 業全 体,メ ー

カ ー のみ,輸 入 商社 のみ,の そ れ ぞ れ の改 良 ・改 善 の ポ イ ン トに 対す る回 答 数 の大 い さ の順 に上 か ら

下 に機 種 名 を並 べ,各 々 改 良 ・改 善 の ポ イン トを右 欄 に書 い た もの で あ る。 な お,取 扱 い量 に比 例 し

て 改 良 ・改 善 の ポ イ ン トの数 も,ま た そ れ ぞれ の度 合 も大 き くな るの で,改 良 ・改 善 の ポ イ ン トとそ

れ ぞ れ の度 合 の 大 い さを 機種 間 で 比 較 す るた め には 本来,正 規化 して改 良 ・改 善 の ウ ェ イ ト付 け を行

な うべ き とこ ろ で ある が,敢 え て そ れ を 行 な わず,単 純 集 計 の み を行 な った。 そ れ は 単 純 集計 に よ る

比 較 の 方が ソ ー シ ャル ・ニー ズ の 大 い さ として の比 較 が で き る と考 え た か らで あ る。 全 体,メ ー カ ー,

商 社 と は成 熟 度 に同 じで あ る。

他 メー カー と の統 一 性 が 少 な い以 外 は,他 のポ イ ン トにつ い て は ほ とん どの 機 種 の 改 良 ・改 善 の 目

標 にな っ てい る。 他 メー カー と の統 一 性 が,と くに メー カ ーで は ま った く問題 に さ れて いな い 理 由 は

次 の こと が考 え られ る。

メ ー カー,輸 入 商 社 と して もME機 器 の 品質 規 格 の他 メ ー カー と の統 一性 の必 要 を感 じて い て も,

これ は単 一 企 業 の 力で は ど うに もな らな い こ とで あ るの で,こ の よ うな 結 果 が 出た も の と考 え られ る。

イ ン タ ビュー 調 査 にお い て,各 メ ー カー,各 輸 入 商 社 そ れ に各 医 療 機 関共 に品 質 規 格 の統一 化 を望 ん

で いた ので,業 界 全 体 と して 品 質 規 格 化 の統 一 化 に向 って行 動 す る よ うな 何 らか の行 政 指 導 が 必 要 な

もの と考 え られ る。 そ れ に また,ME機 器 は 全 般 に商 品 と して の成 熟度 が 低 い た め,本 来 的 性能 の向

上 の 方 が優 先 さ れ る時 期 に あ る とも考 え られ る。

機 種 名 を問 わずME機 器 全 体 と して の改 良改 善 のポ イン トの ウ ェ イ トづ け を した 場 合 の改 良 改 善 の

ポ イ ン トの順 序 は 次 の通 りで あ る。

① 医 療 の質 ・量 の向 上(21.92%)

② シス テ ム化(20.76%)

③ 取 扱 い の容 易性(17.69%)

④ 信 頼 性(15.00%)

⑤ 安 全 性(11.53%)

⑥ ・j・型 ・軽 量 化(1L53%)

⑦ 他 メ ー カー との統 一 性(L53%)

シス テ ム 化 が改 良 ・改 善 の ポ イ ン トと な って い る こ とが 約21%と2番 目 に大 きい がそ の他 に 目立 つ

点 と して は,商 品 と して の揺 藍 期 にお け る改 良 ・改 善 の 目標 で あ る医 療 の質 ・量 の向 上,信 頼 性,安

全 性 の 向上 の3者 を 合 わ せ る と約48%で あ る こと で あ る。 この こ とはME機 器 は ま だ まだ研 究 開発

の 余地 を残 して い る こ とを示 して い る。 また,統 一 化 が 改 良 ・改 善 のポ イ ン トとな らず,シ ス テ ム 化
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が ポ イ ン トとな って い る こ とは,メ ー カー毎 の 互換 性 のな い シス テ ム作 りを 目指 して い る と考 え られ,

将来の動向を考えるとき,こ れは重大な問題である。

表5-5改 良改 善 の 動 向(全 体)△ ・・一 回 答 数1～3社

○ … … 回 答 数4～6社

◎ … … 回 答数7～9社

取 扱 他 の メー 小 型 ・ 医療の シ ス

順位 機 種 名 安全性 信頼性 い の カー との 質量の
容易性 統 一 性 軽量化 向 上 テ ム化

1 自動 化 学 分 析 装 置 △ ○ ○ ○ ○

1 電子計算機応用装置 △ △ △ △ ◎ ○

3 多用途測定 記録装 置 △ △ △ △ △ ○ ○

4 ICU・CCU △ △ △ △ △ ○

5 超 音 波 診 断 装 置 △ △ △ △ ○ △

6 内 視 鏡TV △ ○ △ △ △

6 心 電 図 解 析 装 置 △ ○ △ △ △

8 医 用 テ レ メ ー タ △ △ △ △ △ △

8 リニ ア ・ア ク セ レ 一 夕 △ △ △ △ △ △

8 X線TV △ △ △ △ △ △

11 脈 波 計 △ △ △ ○ △ △

12 心 電 計 △ △ △ △ △ △

12 電 子 体 温 計 △ △ △ △ △

14 監 視 用TV △ △ ・ △ △

14 デ フ ィ ブ リ レ 一 夕 △ △ △ △

14 医 用 ベ ー タ ト ロ ン △ △ △ △ △ △

17 脳 波 計 △ △ △ △

17 呼 吸 流 量 計 △ △ △

17 ガン細胞自動診断装置 △ △ △ △

'17
シンチ レーシ ョン・ス キャナ △ △ △ △

21 筋 電 計 △ △ △ △

21 超 音 波 洗 浄 器 △ △ △ △ △

21 シ ンチ レー シ ョン ・カメラ △ △ △ △

24 光 電 比 色 計 △ △

24 摂 取 率 測 定 装 置 △ △ △

24 脳 波 分 析 装 置 △ △ △ △

27 ベ ク ト ル 心 電 計 △

27 心 音 ・ 心 電 計 △

27 自 動 血 球 計 数 器 △ △

27 赤 外 線 顕 微 鏡 △ △

27 電 子 顕 微 鏡 △ △

27 電 子 写 真 修 正 装 置 △ △
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表5-5(続)(メ ー カ ー)

取 扱 他 のメー 小 型 ・ 医療の シ ス

機 種 名 安全性 信頼性 し令 の カー と の 質量の

容易性 統 一 性 軽量化 向 上 テ ム 化

自動 化 学 分 析 装置 △ ○ ○ △ △

電子計算機応用装 置 △ △ △ △ ◎ ○

多用途測定 記録装 置 △ △ △ △ △ ○

ICU・CCU △ △ △ △ △ ○

超 音 波 診 断 装 置 △ △ △ △ △ △

内 視 鏡TV △ ○ △ △ △

心 電 図 解 析 装 置 △ ○ △ △ △

医 用 テ レ メ ー タ △ △ △ △ △

リ ニ ア ・ア セ ク レ 一 夕 △ △ △ △ △ △

X線TV △ △ △ △ △ △

脈 波 計 △ △ △ △ △ △

心 電 計 △ △ △ △ △

電 子 体 温 計 △ △ △ △

監 視 用TV △ △ △ △

デ フ ィ ブ リ レ 一 夕 △ △ △ △

医 用 ベ ー タ ト ロ ン △ △ △ △ △ △

脳 波 計 △ △ △ △

呼 吸 流 量 計 △ △ △ △

ガン細胞自動診断装置 △ △ △ ・ △

シンチ レー シ ョン ・ス キャナ △ △ △ △

筋 電 計 △ △

超 音 波 洗 浄 器 △ △ △ △ △ △

シンチレー シ ョン ・カメ ラ △ △

光 電 比 色 計 △ △

摂 取 率 測 定 装 置 △ △ △

脳 波 分 析 装 置 △ △ △ △

ベ ク トル 心 電 計 △

心 音 ・ 心 電 計 △

自 動 血 球 計 数 器 △

赤 外 線 顕 微 鏡 △

電 子 顕 微 鏡 △ △

電 子 写 真 修 正 装置 △ △
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表5-5(続)(輸 入 商 社)

取 扱 他 のメー 小 型 ・ 医療の シ ス

機 種 名 安全性 信頼性 い の カ ー と の 質量の

容易性 統 一 性 軽量化 向 上 テ ム 化

自動 化 学 分 析 装 置 △ △ ■ △ △

電子計算機応用装置

多用途 測定記録装 置 △ △ △

ICU・CCU △ △

超 音 波 診 断 装 置 △

内 現 用TV

心 電 図 解 析 装 置

医 用 テ レ メ ー タ △ △

リニ ア ・ア セ ク レ 一 夕

X線TV △ △

脈 波 計 △ △

心 電 計 △ △

電 子 体 温 計

監 視 用TV △

デ フ イ ブ リ レ 一 夕 △

医 用 ベ ー タ ト ロ ン

脳 波 計

呼 吸 流 量 計 △ △

ガン細胞 自動診断装置 △

シンチ 』 シ ョン・スキャナ

筋 電 計

超 音 波 洗 浄 器

シンチ レ ーシ ョン ・カメ ラ

光 電 比 色 計 △

摂 取 率 測 定 装 置

脳 波 分 析 装 置

ベ ク トル 心 電 計

心 音 ・ 心 電 計

自 動 血 球 計 数 器 △

赤 外 線 顕 微 鏡 △

電 子 顕 微 鏡

電 子 写 真 修 正 装 置
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5.5ME機 器 の シス テ ム化 の 方 向

鵬

全 国 のME機 器 メー カ ーお よ びME機 器 輸 入商 社 が 如 何 な る シス テ ム化 を計 画 して い るか を,別 表

7-1「ME機 器 の シ ス テ ム 化予 定一 覧 表(メ ー カー)」,別 表7-2「ME機 器 の シス テ ム化 予 定

一 覧 表(輸 入 商 社)」 と い う形 で ま とめ た
。 従 って,本 節はME機 器 の シス テ ム化 の方 向 を メ ー カー

と輸 入商 社 の2点 に分 け て論 じ る。

こ の2点 で 共 通 的 に論 じ る点 は 次 の2項 目で あ る。(1)開 発 を予 定 されて い る シス テ ム機 能 とそ の傾

向,② シス テム 化 の 目的 の傾 向。

5.5.1メ ー カ ーに お け る シ ステ ム化 の方 向

(1)開 発 を予 定 され て い る シス テ ム機能 とそ の傾 向

開 発 を予 定 され て い るシ ス テ ム 機能 は 次 の とお りで あ る。(順 不 同)

① 健 康 シス テ ム② 循 環 器 検 査 シス テ ム③ 自動分 析 装 置 お よび 各種ME機 器 の シス テ ム化 ④ 総 合検 診 シ

ス テ ム⑤ 生 体情 報 の伝 達⑥ 間接 撮 影 診療 シス テ ム⑦ 直接 撮 影 診 療 シス テ ム⑧ 血 液 検 査 シス テ ム⑨ 酵 素

自動 分 析⑩ 検 体 検査 自動 化 シス テ ム ⑪ コ ン ピュ ー タ検 診 シス テ ム⑫ 心 電 図遠 隔 診 断 シス テ ム⑬心 電 図

自動 診 断 装 置⑭ICU⑮CCU⑯ 自動 細 胞 診断 ⑰ ベ ッ ド ・サ イ ド監 視装 置 ⑬ ミニ コ ン に よ るICU/

CCU監 視 機 器 の制 御 とデ ー タ ー の整 理 ・グ ラ フ化⑲ 循 環 器 診 断 シス テ ム⑳ 心 臓 ペ ー ス メー カー ・チ

ェ ック シス テ ム⑳ 映像 に よる 患 者 監視 シス テ ム(以 上 内科 用)⑫ 放 射線 シス テ ム⑳ 核 医 学 デ ー タ ー 処

理 シス テ ム⑭ 放 射線 治療 自動 化 シ ス テ ム⑳X線 テ レ ビ遠 隔診 断 シス テ ム(以 上 放 射 線科 用)⑳ 病歴 管

理 シス テ ム(デ ー タバ ン ク 用)⑰ 心 臓 腎 臓 シ ミュ レー タ(医 学 研 究 用)⑳ 診 療 報 酬 請 求 シス テ ム(事

務 部 門用)⑳PCS(PerinatalCareSystem)(産 婦 人科 用)

以 上 で判 明で き る よ うに 中央 臨 床 検査 室 用 が 圧 倒的 に 多 く,次 い で内 科用,放 射 線 科用 が 目立 つ。

(2)シ ステ ム化 の 目的 の傾 向

シス テ ム化 の 目的 と して は 医療 の 質 ・量 の向上,医 療 の迅速 化,医 療 の省 力 化 が 目立 って い る。

5.5.2輸 入 商社 に お け るシ ステ ム化 の方 向

(1)開 発 を予 定 され て い る シス テ ム 機 能 とそ の傾 向

開 発 を予 定 され て い る シス テ ム 機 能 は 次 の とお りで あ る。(順 不 同)

① 超 音 波診 断装 置② 心 肺 機能 検査 ③ 自動 健 診 シス テ ム④ 運 動機 能 測定 シス テ ム⑤ 心 臓 機 能 測 定 シ ス テ

ム⑥ 生 体 計 測 の シス テ ム化⑦ 臨 床 検 査 シス テ ム の 自動 化⑧ 集 団肺 機 能 測 定 シス テ ム ⑨ 臨 床 化 学 分 析 自

動 化 シス テ ム⑩ 臨床 検 査 室 自動 化 シス テ ム(以 上 中 央 臨 床検 査 室 用)⑪ICU⑫CCU⑬ デ ー タ ー プ

リン トア ウ トまた は コン ピ ュー タ と の接 続 に よ りICU・CCU関 連 機 器 の適 切 な 用 法 の 指 示 を与 え

る もの(以 上 内 科 用)以 上 で 判 明 で き る よ うに 中央 臨 床 検査 室用 が圧 倒 的 に多 い。

(2)シ ステ ム化 の 目的 の傾 向
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シス テ ム 化 の 目的 と して は医 療 の質 量 の向 上,医 療 の迅 速 化,取 扱 い の容 易 性,医 療 の省 力 化 が 目

立 って い る。

5.6機 種 別 の 改良 ・改 善 ・開 発 の 資 金 援 助必 要 度 合

ME機 器 を改 良 ・改 善 ・開 発 す る場 合,外 か ら の 資金 援 助 を 必要 とす る か,機 種 別 に調 査 した結 果

を表5-6に 示 す。 全 体,メ ー カー,商 社 とは5.2の 成 熟 度 の場 合 と同 じ で あ る。 な お,取 扱 い の量

に比例 して資 金 援 助 の必 要 度 合 に対 す る回 答 数 が大 き くな る の で,資 金 援 助 の必 要 度 合 を機 種間 で 比

較 す るた め に は,本 来,正 規 化 して 資 金 援 助 の 必要 度 合 の ウエ イ ト付 け を行 な うべ き とこ ろ で あ るが,

敢 え てそ れ を行 な わず,単 純 集 計 の み を行 な った。 それ は 単 純 集 計 の比 較 の方 が ソ ー シ ャル ・ニ ー ズ

の大 い さ と して の比 較 が で き る と考 え た か らで あ る。

機 種 名 を問 わ な いME機 器 全 体 と して の改 良 ・.改善 ・開 発 の 資金 援 助 の必 要 度 合 は 次 の とお りとな

り,「 ほ とん ど必 要 と しな い」 が 半 数 で あ る。

① ほ とん ど必 要 と しな い50.00%

② 必 要 とす る23.14%

③ や や 必要 とす る13.88%

④ き わめ て必 要 とす る9.25%

⑤ 企 業 と して投 資 の魅 力 が な い … … …3・70%

イ ンタ ビ ュー調 査 の結 果 で は ナ シ ョナ ル ・プ ロジ ェク トと して の基 礎 技 術 の開 発 技 術 の 開 発 を要 望 す

る声 が 強 か った の で,こ れ は 応 用 技 術 に つ い て の資 金 援 助 の必 要 度 に対 す る回 答 とみ な す こ とが で き

る と考 え られ る。

機 種 別 には シス テ ム 化 機 器 関 連ME機 器 の改 良改 善 に対 す る資 金 援 助 が 望 まれ て い る。

●

一74一



■

●

■

表5-6改 良 ・改 善 ・開 発 の資 金 援 助 必 要 度一 覧 表(全 体)

△.・ ・.・ ・

σ … …

◎ … …

回答数

回答数

回答数

1～2社

3～4社

5～6社

き わ め て やや必要と ほ とん ど必 企業として
番号 機 種 名 必要とする 投資の魅力

必要とする す る 要 と しな い が な い

1 心 電 計 △ ○ △

2 ベ ク ト ル 心 電 計 △

3 心 音 ・ 心 電 計 △ △

4 脳 波 計 ○ △

5 筋 電 計 △ △ △

6 呼 吸 流 量 計 △ △

7 脈 波 計 ◎
8 電 子 体 温 計 △ △ △

9 多 用途 測定記録 装置 △ △ △ ○
'

10 内 視 鏡TV △ ○
11 X線TV △ △

12 赤 外 線 顕 微 鏡 △ △

13 監 視 用TV △ △

14 ICU・CCU △ △ △

15 医 用 テ レ メ ー タ △ △

16 ガン細胞 自動診断装置 △ △ △

17 自動 化 学 分 析 装 置 △ ○ △ ○

18 自 動 血 球 計 数 器 △

19 光 電 比 色 計 △

20 電 子 顕 微 鏡

21 超 音 波 診 断 装 置 ○ △

22 超 音 波 洗 浄 器 △ ○

23 シンチ レー シ ョン ・カ メ ラ △ △

24 シンチレ→ ・ヨン・ス キャナ △ △

25 摂 取 率 測 定 装 置 △ △

26 脳 波 分 析 装 置 △

27 心 電 図 解 析 装 置 △ △

28 電子計算機応用装置 ◎ △ △

29 デ フ ィ ブ リ レ 一 夕 △ △

30 リ ニ ア ・ア ク セ レ ー タ △ △

31 医 用 ベ ー タ ト ロ ン △

32 医 用 サ イ ク ロ ト ロ ン

33 電子 写真 修 正 装 置 △
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表5-6(続)(メ ー カ ー)

き わ め て やや必要 と ほ とん ど必 企 業 と して

番号 機 種 名 必要とする 投資の魅力

必要 とする す る 要 と しな い が な い

1 心 電 計 △ ○

2 ベ ク トル 心 電 計 △

3 心 音 ・ 心 電 計 △ △

4 脳 波 計 ○ △

5 筋 電 計 △ △ △

6 呼 吸 流 量 計 △ △

7 脈 波 計 ○

8 電 子 体 温 計 △ △ △

9 多用途測定 記録装 置 △ △ △ ○

10 内 視 鏡TV △ △ ○

11 X線TV △ △

12 赤 外 線 顕 微 鏡 △

13 監 視 用TV △ △

14 ICU・CCU △ △ △

15 医 用 テ レ メ ー タ △ △

16 ガン細胞自動診断装置 △ △ △

17 自動 化 学分 析 装 置 △ ○ △ ○

18 自 動 血 球 計 数 器 △

19 光 電 比 色 計 △

20 電 子 顕 微 鏡

21 超 音 波 診 断 装 置 ○ △

22 超 音 波 洗 浄 器 △ ○

23 シンチ レー シ ョン ・カ メラ △ △

24 シ ンチレーション ・ス キャナ △ △

25 摂 取 率 測 定 装 置 △ △

26 脳 波 分 析 装 置 △

27 心 電 図 解 析 装 置 △ △

28 電子計算機応用装置 ◎ △ △

29 デ フ ィ ブ リ レ ー タ △ △

30 リ ニ ア ・ア ク セ レ ー タ △ △

31 医 用 ベ ー タ ト ロ ン △

32 医 用 サ イ ク ロ ト ロ ン

33 電 子 写 真修 正 装 置 △
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表5-6(続)(輸 入商 社)

き わ め て やや必要と ほ とん ど必 企 業 と して

番号 機 種 名 必要とする 投資の魅力

必要とする す る 要 と しな い が な い

1 心 電 計 △

2 ベ ク ト ル 心 電 計

3 心 音 ・ 心 電 計

4 脳 波 計

5 筋 電 計

6 呼 吸 流 量 計 △

7 脈 波 計 △

8 電 子 体 温 計 △

9 多用途測定記 録装 置

10 内 視 鏡TV

11 X線TV

12 赤 外 線 顕 微 鏡 △

13 監 視 用TV

14 ICU・CCU

15 医 用 テ レ メ ー タ

16 ガン細胞自動診断装置 △

17 自動 化 学 分 析 装 置

18 自 動 血 球 計 数 器

19 光 電 比 色 計 △

20 電 子 顕 微 鏡

21 超 音 波 診 断 装 置

22 超 音 波 洗 浄 器

23 シ ンチレー ション ・カメ ラ

24 シンチ レーシ ョン・スキ ャナ

25 摂 取 率 測 定 装 置

26 脳 波 分 析 装 置

27 心 電 図 解 析 装 置

28 電子計算機応 用装 置 △

29 デ フ ィ ブ リ レ ー タ

30 リ ニ ア ・ア ク セ レ 一 夕

31 医 用 ベ ー タ ト ロ ン

32 医 用 サ イ ク ロ ト ロ ン

33 電 子 写 真修 正 装 置

一77 一



第6章ME産 業 個 有 の 問 題

本章はME産 業個有の問題を次の3点 に分けて論じる。(1)機種別販売促進阻害要因(2)ME産 業 自

らが眺めたME産 業個有の問題(3)医 療機関か ら眺めたME産 業個有の問題

6.1機 種 別 販売 促 進 阻 害要 因

機 種 別 の販 売 促 進 を 阻害 す る要 因 を 次 の 九 つ を前 もって あげ,こ れ らにつ い て ア ン ケー ト調 査 を し

た。(a)値 崩 れ(b)特 定 の 医師 に しか使 わ れ な い(c)オ ペ レー タの養 成 が お くれ て い る(d)保 険 点 数 に

組 み 入 れ られ て い ない(e)価 格 が 折 り合 わ な い(f)他 メー カー の もの との互 換 性 が ない(g)ア フ タ ー

サ ー ビスが 思 うよ うに で き ない(h)派 閥 が障 害 に な ってい る(i)性 能 が 折 り合 わ ない 。

調 査 の結 果 をME産 業全 体,メ ー カ ーの み,輸 入商 社 の み,か らみ る とい う立 場 で表6-1に 示 す 。

(1)販売 促 進 阻 害要 因 と して は 何 が 多 い か(2)販 売 促進 阻害 要 因 の 多 いME機 器(3)機 器 ご との 販 売 促

進 阻 害 要 因 の 内容,に 関 して以 下 論 じる。 左 欄 の 機種 名 は 機 種 毎 の 販 売 促進 阻 害 要 因 を あげ た企 業 数

の延 べ 総 計 を キー に 多 い もの か ら順 に上 か ら並 べ た。

なお,取 扱 い 量 に比 例 して販 売促 進 阻 害 要 因が 多 くなる の で,販 売 促 進 阻 害 要 因 の 大 い さ を機 種 間

で 比較 す る ため に は本 来,正 規 化 して販 売促 進 阻 害 要 因 の ウエ イ ト付 け を行 な うべ き と ころ で あ るが

敢 え て そ れ を行 なわず 単 純 集 計 の み を行 な った。 それ は 単純 集 計 に よる比 較 の 方 が ソ ー シ ャル ・ニー

ズ の 大 い さ と しての 比較 が で き る と考 え た か らで あ る。

全 体,メ ー カー,輸 入商 社 とは5.2の 成 熟度 に同 じであ る。

機 種 名 を問 わ ないME機 器 の 全 体 と して の 販 売促 進 阻 害 要 因 の順 序 とそ の割 合 は次 の とteり で あ る。

① 特 定 の 医者 に しか使 わ れ ない25.60%

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

価格が折 り合わない

保険点数に組み入れ られていない

値 くずれ

オ ペ レー タの養 成 が お くれ て い る

ア フ タ ー ・サ ー ビ ス が 思 う よ うに で き な い

派閥が障害になっている

性能が折 り合わない

他 メー カ ー もの との互 換 性 が な い

イ ン タ ビ ュー調査 の結 果 に よ る と,他 メー カー もの との 互換 性 の問 題 に っ い て は,医 療 機 関 側 は

「品 質 規 格 が統 一 さ れ て い な い た め,余 計 な経済 的 負担 が か か って 困 る」 とい う意 見,ME産 業 側 は

「品 質 規 格 が統 一 され て い ない た め,多 品 種 少 量生 産 に拍 車 が か か り,ま す ま す 割 り高 に な り,ま す

ます 売 りに くくな る」 とい う歓 迎 しない 意 見 が そ れぞ れ 多い。 本 ア ン ケー ト調 査 の 結 果 の販 売 促 進 阻

23,78%

12.80%

12.19%

10,97%

5,48%

4.26%

3.65%

1.21%
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表6-1機 種 別 販 売 阻 害 要 因 一 覧 表(全 体)

△ ・・・…

○ … …

◎ ・一 ・

回 答 数1～2社

回 答 数3～4社

回 答 数5～6社

性
能
が
お
り合

わ
な
い

△

△

△

△

派
閥
が
障

害
に
な
っ

ている

△

△

△

△

△

△

.

△

ア

フ

タ

ー
サ

ー

ビ

ス

が思うようにできない

△

△

△

△

△

△

△

△

他
メ
ー
ヵ
ト

も
の

と
の互換性がない

△

△

価格

が
折
り合

わ
な
い

○

△

△

△

△

△

○

◎

△

△

△

○

○

△

△

△

△

△

△

△

△

保険

点数

に
組
み
入
れられていない

○

△

△

○

△

△

△

△

△

△

△

△

オ
ペ

レ

ー
タ
ー
の

養成がおくれている

◎

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

特
定
の
医
者
に
し
か
使われない

◎

○

○

△

△

○

△

△

△

△

△

○

△

○

△

△

△

△

△

△

△

値

く

ず

れ

△

△

△

△

△

△

○

△

△

△

△

△

△

△

△

名種機

鱗　
富

灘　　　
欝
欝　

雪

白

内

-

監

多

心

電

が

脳

筋

脈

摂

リ

心

X

医

自

シ

ベ

呼

超

超

シ

デ

脳

心

医

赤

光

医

電

電
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表6-1(続)(メ ー カ ー)

値 わ特 が オ ら保 価 互他 思 ア い派 性

く

れ定
なの

お ぺ

く レ

れ険
て点

格
が 経イ 2フ

る閥
が

能
が

い医 れ1 い数 折 が カ う1 障 お

ず 者 て タ な に り な1 に サ 害 り

に い1 い組 合 い も で1 に 合
れ し る の み わ の き ビ な わ

か 養 入 な と な ス つ な

機 種 名 使 成 れ い の い が て い

電 子計算機応用装 置 △ ○ ○ ○ △ △

自 動 化 学 分 析 装 置 △ △ △ △ △

内 視 鏡TV △ ○ △ △ △ .△ △

ICU・CCU △ △ △ ○ △ △

監 視 用TV △ △ △ △ △ △ △

多用 途 測 定 記 録 装 置 △ △ △ △ △

心 電 計 △ △ △

電 子 体 温 計 △ ○

ガン細胞 自動診断装 置 △ △ △ △

脳 波 計 ○ △ △ △

筋 電 計 △ △ △ △

脈 波 計 △ △

摂 取 率 測 定 装 置 △ △ △ △

リ ニ ア ・ ア ク セ レ 一 夕 △ △ △

心 音 ・ 心 電 計 △ △ △

X線TV △ △ △

医 用 テ レ メ ー タ △ △

自 動 血 球 計 数 器 △ △

シ ンチ レー ションらス キ ャ ナ △ △ △

ベ ク ト ル 心 電 計 ○

呼 吸 流 量 計 △

超 音 波 診 断 装 置 △ △

超 音 波 洗 浄 器 △ △

シ ン チ レ ー ション ・カ メ ラ △ △ △

デ フ イ プ リ レ 一 夕

脳 波 分 析 装 置 △

心 電 図 解 析 装 置 △ △

医 用 ベ ー タ ト ロ ン
△

赤 外 線 顕 微 鏡

光 電 比 色 計

医 用 サ イ ク ロ ト ロン

電 子 顕 微 鏡

電 子 写 真 修 正 装 置
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表6-1(続)(輸 入 商 社)

値 わ特 が オ ら保 価 互他 思ア い派 性

く

れ定
なの

お ぺ

く レ

れ険
て点

格
が 警イ 2多

る閥
が

能
が

い医 れ[ い数 折 が カ う| 障 お

ず 者 て タ な に り な1 に サ 害 り

に い1 い組 合 い も で1 に 合
れ し る の み わ の き ビ な わ

か 養 入 な と な ス つ な

機 種 名 使 成 れ い の いが て い

電子計算機応用装 置 △ △ ' △

自 動 化 学 分 析 装 置 △ △ △ △ △

内 視 鏡TV

ICU・CCU △ △ △

監 視 用TV △

多 用 途 測定 記録 装 置 △ △

心 電 計 △ △

電 子 体 温 計 △

ガン細胞 自動診断装置 △ △

脳 波 計

筋 電 計 △

脈 波 計 △ △

摂 取 率 測 定 装 置 △

リ ニ ア ・ ア ク セ レ 一 夕

心 音 ・ 心 電 計 △

X線TV

医 用 テ レ メ ー タ △

自 動 血 球 計 数 器 △ △

シ ンチ レー シ ョン・ス キ ャナ △

ベ ク ト ル 心 電 計

呼 吸 流 量 計 △

超 音 波 診 断 装 置 △

超 音 波 洗 浄 器 △

シ ン チ レ ー ション ・カ メ ラ

デ フ ィ ブ リ レ 一 夕 △ △ △

脳 波 分 析 装 置

心 電 図 解 析 装 置

医 用 ベ ー タ ト ロ ン △

赤 外 線 顕 微 鏡

光 電 比 色 計 △

医 用 サ イ ク ロ ト ロ ン △
、

電 子 顕 微 鏡

電 子 写 真 修 正 装 置
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害要 因 と して の 「他 メー カ ー もの と互 換 性 が ない 」 が,僅 か ■21%し か な い のは 一 見 矛 盾 して い る

か に思 わ れ るが,次 の 二 つ理 由 が 説 明 で き る。

第1は 品質 規 格 の 統 一以 前 の 問 題 がME機 器 に は 数 多 くあ る こ と。 第2は 「特 定 の 医 者 に しか使 わ

れ ない」 とい う医 療 界 の 閉鎖 的性 格 の 方 が 先行 す る問題 で あ る こ と。

機 種 別 に は シス テ ム化 関連ME機 器 の販 売促 進 阻 害 要 因 が数 多 くあげ られ て い る。

6.2ME産 業 自 らが 眺 め たME産 業 個 有 の 問題 ,

本 節 は,ア ン ケー ト調 査 とイ ン タ ビ ュー調 査 に よ って ま とめ た。 そ の結 果,ME産 業 自 らが 眺 め た

ME産 業 個 有 の 問題 は 次 の 四 つ に 大別 さ れ る。

(1)価 格 決 定 の メ カニ ズ ムの特 異 性(2)商 品 化 して実 際 に使 用 され るま で の プ ロセ ス の特 異 性

(3)商品特 性(4)販 売 市場 特 性 。 これ らに つ い て以 下 説 明 す る。

6.2.1価 格 決 定の メ カ ニズ ムの 特 異 性

価格 決 定 の メ カ ニズ ムの特 異 性 は 次 の2点 に要 約 で きるが,こ れ を解 決 す るに は 結 局 は各 関係 省庁

の 問題 で あ る。

(1)新 製 品 の 場合,揺 篭 期 の 機 器 で あ っ て も大 学 病 院 に最 初 に納 入 され た 価 格が リー デ ィング ・プ

ライ ス に な り,他 メー カーが 後 で改 良 ・改 善 を した機 器 を 開発 して も適 正 な価 格評 価が 行 な われ ず,

結 局 採 算 が とれ ない とい うケ ー スが 多い。

(2)ユ ー ザ ー の本 来 的 ニ ー ズ に よっ て価 格 と販 売 量 が 決 定 され るの で は な く,保 険 点 数 の有 無toよ

び多 寡 に よ って すべ てが 決 定 され る ケ ー スが 多 い。

6.2.2商 品化 して 実 際 に 使 用 され るま で の プ ロセ ス の 特 異 性

商 品 化 して実 際 に使 用 され る ま での プ ロセ スの 特 異 性 は 次 の3点 に 要 約 で き る。 これ らの問 題 は 医

療 界 と産業 界双 方 の人 材 の 質 の 向 上 に よ っ て解 決 で き る面 が 多 い と考 え られ る。

(1)ME機 器 は市 場 に 出 る まで の ネ ッ クが 多 す ぎ る。 基 礎 技 術 の 開 発→ 応 用 技 術 の 開発 → 薬 事 法 に

よる審査 → 市 場 性 の 検 討→ 売 込 み。 もっ と も これ は 企 業 努 力 に よって あ る程 度 ま で は解 決 で きる問 題

で あ る と考 え られ るが,1企 業 の み の 負 担 で は リス クが 太 き過 ぎ る。

(2)医 療 機 器 等 の 一括 供 給 体 制 を維 持 す るた め に総 合 商 社 の 果 す 役 割 は きわ め て大 きな もの に な り

つ つ あ るが,そ の必 然性 と問 題 点 につ い て る以 下 簡 単 に ま とめ る。

多 くの場 合,医 師 と親 密 な関 係 に あ る老 舗 の デ ィー ラーが ユ ーザ ー の ニ ー ズ を総 合 商 社 に伝 達 し,

総合 商 社 が 多種 多様 な メー カ ー を適 切 に オ ル ガ ナ イ ズす るが,総 合 商 社 の果 す 役割 は フ ァイ ナ ソ シ ャ

ル ・オ ル ガ ナ イ ザ に留 ま り,実 際 の シ ステ ム ・オ ル ガ ナ イザ 役 は 総 合 メー カーが 果 して い る よ うで あ

る。 従 って,サ ブ シ ステ ム と して の メー カー群 に 対 す る命 令 系 統 が 乱 れ る こ と もあ る。

(3)医 療 面 で の コ ン ピュー タ化 は シス テ ム機 器 普 及 につ れ て 進 ん で い るが,医 事 面 で の コ ン ビ ュー
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タ化 は 潜 在 的 需 要 量 は莫 大 で あ る に も拘 らず,極 め て遅 れ てい る。 これ は病 院 の 事 務 部 門 に優 秀 な 人

材 を投 入 す る こ とに よ って 一気 に解 決 に 向 って い く もの と思 わ れ る。 も し医 事 面 へ の コ ン ピ ュー タ普

及 をは か る とい う国策 を掲 げ る場 合 は 官 民 共 々一 工 夫 も二 工夫 もい る もの と考 え られ る。

9

●

◆

6.2.3商 品 特 性

商 品 特 性 は 次 の7点 に要 約 で き る。 これ らは す べ て国 の 施 策 に よって 解決 で き る とこ ろが 多 い もの

と考 え られ る。

(1)ユ ー ザ ー の商 品 価値 を認 め て も販 売 促 進 につ なが らない場 合が あ る。 例 え ば,オ ー ト・ナ ー」ス は

医療 の質 量 の 向上 に役 立 つ と医 療機 関 が 認 め て も,患 者 側 の抵 抗 に よっ て販 売 に つ なが らな い場 合 が

あ る。

(2)ME機 器 の 市場 は 現 在 の と こ ろ小 さい の で,多 品 種 少量 生 産 を余 儀 な くさ れ て い るが,診 断 論

理 の バ ラエ テ ィが これ に拍 車 をか け て い る。 も っ と も診 断論 理 は 医師 の 数 だ け あ る とい う もの では な

ぐ,パ ター ン分類 で きる よ うで ある。

(3)ME機 器 は 多 品 種 少 量生 産 で しか も殆 どの機 種 が 品質 規 格 の統 一 が な さ れ て い ない ため,原 材

料 が 一 層 割 高 に つ く結 果 に な って い る。

(4)ME機 器 は 生 命 に係 わ る とい う特 性 が あ るた め,信 頼 性 ・安 全 性 の 歴 史 あ るデ ー タの 実 績 が 必

要 に な る の で,歴 史 と伝 統 の あ る外 国 製 品 が ど うして も有利 に な る。

(5)パ テ ン トに色 々問題 が あ る。ME機 器 に は ア イデ ア的 な ものが 多 い た め,パ テ ン トに結 びつ か

ない こ とが 少 な くない。 ま た,仮 に パ テ ン トが とれ る場 合 で もそ れに は年 数 が 要 る の で ど う して も コ

ピーが 容 易 に行 なわ れ が ちに な り,そ れ が 過 当競 争 を生 む原 因 に もな って い る。 た だ,外 国,と くに

ア メ リカのME機 器 メー カーは ベ ン チ ャーrビ ジネ ス的 な零細 メー カー か ら成 長 した た め,パ テ ン ト

保 持 まで 手 が まわ らな か っ たが,企 業 規 模 の 拡 大 と共 に パ テ ン トにつ い て徐 々に シ ビア ー に な って き

て い る。

(6)商 品 の特 性 か ら,販 売 の 事 前,事 後 の サ ー ビスが 過剰 に要 求 さ れ,き わ め て経 済 効 率 の 悪 い も

の に な っ てい るo

(7)国 産 品 は ハ ンディギャ ップを背 負 っ て輸 入 品 と競 合 して い る。輸 入 品,と くに ア メ リカ製 品 は,

ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジ ェク トで 開 発 さ れ た基 礎 技 術 を民 間 企 業が そ の ま ま譲 り受 け,た だ 応 用技 術 を開

発 さ えす れ ば よい ので,基 礎技 術 の 研究 開 発 投 資 の 自社償 却 の 必 要が な い こ とが 多 い。 これ に 対 して

日本 の メー カーは 殆 どす べ てが 自前 で あ る。

6.2.4販 売 市 場特 性

次 の2点 に要 約 で き る。 これ らは 市 場 で あ る医療 界 の性 格 の 特 異性 に 由来 す る もの で あ る の で,か

な り根 が 深 い もの と考 え られ る。

(1)医 療 界 に も トー タル ・シス テ ムが 云 々さ れ る時 代 に な ったが,医 療 界 ・産 業 界 共 に心 底 か らは

トー タル ・シス テ ムを歓 迎 して い な い よ うで あ る。 医 療 界 は マ シ ン ・オ リエ ンテ ッ ドに な る こ とを恐
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れ,産 業 界 は,医 療 機 関 はそ の歴 史 が 古 け れ ば 古 い程,組 織 の 役 割 と機 能 が 分 化 され て い ない の で,

トー タル ・シス テ ムは ア ク テ ィビ ィテ ィ効 率 が悪 い と考 え て い る よ うで あ る。

(2)医 療 界 は オー プ ン ・マ ー ケ ッ トで は な くク ロー ズ ド ・マ ー ケ ッ トの典 型 で あ る。 派 閥,学 閥,

地 域 閥 等 々が 様 々 な弊 害 を生 ん で い る。

6.3医 療 機 関 か ら眺 め たME産 業 個 有 の 問題

医療 機 関 側 か らみ たME産 業 個 有 の 問 題 は 次 の 四 つ に 大 別 で き る。

(1)ME機 器 の ハ ー ド ・ウ ェア お よび商 品 開 発上 の問 題(2)ME機 器 の 価 格上 の問 題(3)ME機 器

の 市場 特 性 上 の 問 題(4)ME機 器 の ア フ タ ー ・サ ー ビスfoよ び ビ フ ォー ・サ ー ビス上 の 問 題,こ れ ら

に つい て以 下 論 じる。

■

6.3.1ME機 器 の ハ ー ド ・ウ ェア お よ び商 品 開 発 上 の 問題

ME機 器 の ハ ー ドウ ェアk・よび商 品 開発 上 の 問 題 は 次 の 四 つ に 要 約 で き る。

(1)品質 規 格 が 統 一 され て い ない(2)最 近 徐 々 に改 善 され つ つ あ るが,国 産 品,と くに零 細 メー カー

の もの は ハ ー ド ・ウ ェア が貧 弱 で ある(3)輸 入 品 の 品 質 は す ば ら しい(4)商 品 の 開発 を ス ム ー ズ に行

ない難 い。 以 下 各 項 目に つ い て順 を追 って説 明 して い くが,基 本 的 には す べ て 行政 機 関,医 療 機 関,

産 業 界 の3者 の 努 力 に よ って 解 決 で きる問 題 で あ る。

(1)品 質 規 格 が 統 一 さ れ て い ない

品質 規 格 が 一部 機 種 を除 い て 統一 化 され て い ない の で,医 療 機 関 側 は か な りの迷 惑 を蒙 って い る

よ うで あ る。 「24時 間 保 守 体制 維 持 の た めの サ ー ビス ・ス テ ー シ ョン と して メー カー 共 通 の ものが

必 要 で あ るが,そ の ため に は メー カー間 の 品 質規 格 の 統 一 が 必 要 で あ る」 「ア ダ プ ター を始 め と して

そ の他 の殆 ん どが メー カー 間 に お い て互 換 性 が ない。 デ ジタル ・コ ン ピュー タに して も各 メ ー カー に合

うもの をそ れぞ れ 買 わ な け れ ば な らない 」 「シ ステ ム機 器 の 場 合,最 初 の メー カーの もの で ない と合

わ ない。 従 って そ の後 どん な に す ば ら しい 機 器 が 単 品 と して 開 発 され て も,メ ー カーが 違 うと買 うこ

とが で きな い」 等 々 の意 見 が 多 い。 品質 規 格 の 統 一 を阻 む責 任 は 別 の個 所 で述 べ る よ うにME産 業 側

ば か りで な く医療 機 関側 に も大 きな責 任 が あ り,両 者 の 協 力 が 必 要 で あ る(第11章 参 照)。

(2)最 近 徐 々に改 善 さ れ つ つ あ るが,国 産 品,と くに零 細 メー カーは ハ ー ド ・ウエ アが 貧 弱 で あ る。

日本 のME産 業 は そ の 大 部 分 が,中 小 メー カー ・零 細 メ ー カー に よって 占め られ てk・り,医 療 機 関

と して は この こ とに 国産ME機 器 の 弱 点が 潜 ん でい る と考 え られ て お り,大 メ ー カー の本 格 的 進 出 を

渇 望 して い る。 しか し,小 規 模 メー カー も団結 して いけ ば,大 メ ー カ ーの 持 つ 長 所 を と り入 れ る こと

が で き る筈 で あ るの で,今 後 のME産 業 の動 きを注 目す る と同 時 に前 進 に 向 わ しめ るた め の何 らかの

行 政 上 の 措 置 が 望 ま れ る(第11章 参 照)。

他 方,「 日本 のME産 業 は 零 細 企 業 が 中 心 で あ る の で底 が 浅 い」 「国 産 品 は 安 い け れ ど もろ い。 そ

して,モ デ ル ・チ ェン ジが 激 し くて安 心 して 買 うこ とが で きな い」 「国 産 品 は 安 くなけ れ ば,売 れ な
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い とい うイ メー ジを持 って お り,価 格 を安 く して材 質 を落 とす とい う傾 向 が あ る」 「国 産 品は 最 近 よ

くな り,品 質 に ム ラが な く な って きて い る。 故 障 も昔 に比べ た ら少 な くな って きて い る」 等 々の意 見

が あ る。ME機 器 は 大 衆 消 費 財 とは 異 な り冷静 な購 買 態 度 が と られ るべ きで あ るが,人 間 が購 買 の 意

思 決 定 をす る以 上 エモ ー シ ョナル な要 因 が 入 る のは 否 め ない。 従 って,国 産 品 も年 々品 質 が 改 善 さ れ

て い るの で ある か ら,実 情 に 合 っ た購 買 を医療 界 に望 むの で あ れ ば,国 産 品 の イ メ ー ジ ・ア ップの た

め の 何 らか の手 段 を講 じる必 要 が あ る と考 え られ る。

(3)輸 入 品 の 品質 は す ば ら しい

輸 入 品 は厳 選 さ れ て 日本 に入 っ て くるの で,品 質 的 に優 れ て い る。 そ れ に対 して国 産 品 は 玉 石 混

交 で,医 療機 関 が選 択 しなけ れ ば な らない。 品質 面 に限 って い え ば輸 入 品 は 国 産 品 よ り も相 当 優 れ て

い る とい う考 え を持 って い る人 が 圧 倒 的 で あ る。 「輸 入 品は ハ ー ドが しっ か り して お り,モ デル ・チ ェ

ン ジが 少 ない の で安 心 して購 入 で き る」 「輸 入 品は 故 障 が 少 な く,し か も定 期 的 に パー ソを交 換 して

い く。 」 とい う意見 が 多 い。

(4)商 品 開発 をス ム ーズ に 行 な い難 い

ME機 器 の 供給 側 と需 要 側 の 商 品 開発 上 の意 思 の疎 通 が 十 分 で は ない よ うに思 われ る。 「学 者 の

面 子 で 医 療 の 現 状(自 己批 判)を のべ ない こ とが あ る。 」 と告 白 す る医 師 が 多 く,こ れ は 改 良 ・改 善

を含 め ての 商 品 開 発 に とっ て好 ま しい こ とで は ない。 ま た 「国 産 品 は モ デ ル ・チ ェ ン ジが 激 しす ぎ る」

とい う意 見 をつ きつ め て問 うてみ る とME機 器 の供 給 側 と需 要 側 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・ギ ャ ップ に

そ の原 因 が あ る よ うに思 われ る。

●

6.3.2価 格 上 の 問 題

「ME機 器 は どれ も これ も皆 高 い。 普 通 の電 気製 品 な どと比 べ る と5倍 以 上 の値 段 で あ る。 」 「国

産 品 も高 い が,輸 入 品 は も っ と高 い。 国 産 品 の2倍 の値 段 で あ る。 」 とい う声 が 殆 ん ど で あ る。ME

機 器 が 割 高 に つ く理 由は 理 解 は で き るが,何 とか して 価格 を低 くす る工 夫 を して ほ しい とい う要 望 が

強 い。

これ はME機 器 の 供 給 側 は 経 済 性 を追 求 で き る体 質 で あ るの に 対 してME機 器 の需 要 側 は 医療 機 関

とい う公共 性 の 強 い 機 関 で あ る ため 経 済性 を追 求す るのが 困 難 で あ る とい うこ とに根 本 的 原 因が あ る

と考 え られ る。 問題 点 は つ ぎの 三 つ に要 約 で き る。(1)産 業 側 が 自 らの努 力 で解 決 す べ き問 題(2)医 療

機 関が 自 らの努 力 で 解 決 す べ き問 題(3)国 の施 策 に よ って解 決 す べ き問 題

以 上 の 三 点 に つ い て以 下 順 を追 っ て説 明 す る。

(1)産 業 側が 自 らの 努 力 で 解 決 す べ き問 題

「国産 品 は モデル ・チ ェ ン ジが 激 しす ぎ る」 とい う意 見 が 多 い 。 これ は先 に述 べ た通 り,産 業 側

と医 療機 関 側 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・ギ ャ ッ プにそ の原 因が 求 め られ る。 これ は 他 方 で は 当 該機 種 の

量 産 化 を妨げ,ひ い て は コス ト ・ア ップ を招 来 して い る。 この 真 の原 因 は 医療 機 関 の ニ ー ズ を把握 で

きず,表 面 的発 言 に と らわ れ て い る産 業 側 に あ る。
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(2)医 療 機 関 側 が 自 らの努 力 で 解 決 す べ き問題

「学会 での 権 威 の 交代 が 機 器 の 交代 に つ なが り,特 定 品種 につ い て は 主 流 を なす メー カー も交 代

す る。 」 とい う意 見 が 多 い。 これ が 事実 とす れ ば 当 該 品種 の大 量 生 産 を困 難 に し,必 然 的 にそ の機 種

の コス ト ・ア ップ を招 来 す る と考 え られ る。

「大 都 市 の大 病 院 で あれ ば患 者 数 が 多 くて 高 価 格 のME機 器 を購 入 して も採 算 が とれ るが,大 都 市

以 外 で は リー ス,レ ン タル で あ って も採 算 が とれ ない 。 」 とい う意 見 が 地 方 の 中 規 模 の 病 院 に あ る。

医 療 上 ど うして も使 用 した い が使 用頻 度,す な わ ち償 却 の 点 か ら購 入 に踏 み 切 れ ない とい うの で あ

れ ば,周 辺 の病 院 に呼 び か け て共 同 利 用 す る と い う こと も一 つ の手 段 と して考 え られ るの では あ る ま

い か。

(3)国 の 施策 に よって 解 決 す べ き問題

「高度 医療 に役 立 って い るの に保 険 点 数 に入 らない の で 困 る。 」 とい う意 見 が あ るが,当 該ME

機 器 が 真 に 高度 医療 に役 立 つ の で あれ ば,財 政 上 の 制 約 条 件 は あ る で あ ろ うが,保 険 点数 を正 当 に与

え るべ きで あ る。 しか し,そ の 高 度 医 療 が 社 会 的 に必 要 と して い る とい う条 件 は満 さ れ な け れば な ら

な い。

「開業 医 は 採算 を考 え てい るの で,公 共 病 院 は必 然 的 に不 採 算 を しい られ が ちで あ る。 」 とい う意

見 が官 公 立 病 院 に 多 い。 これ が 事 実 で あ る な らば,大 病 院 で 使 用 され る大 型 高 価 格ME機 器 の発 展 は

阻 害 され る と考 え られ る。 そ の大 型 に して 高 価 格 のME機 器 に よ る高度 医 療 が 社 会 的 に 必 要 で あ る か

否 か の判 断 は 極 め て むず か しいが,社 会 的 に必 要 で ある と判 断 され るの で あれ ば,保 険 点 数 に よ って

パ ック ・ア ップす るの は 当然 の こ と とい え る。

「保 険 制 度 とい う財 政 面 だ け で 医療 を考 え て い るの で,諸 矛 盾 が 生 じて い る。 」 とい う意 見 が 多 い。

これ は医 師 の技 術 料 を 高 く評 価 しな い今 の 医療 制 度 を批 判 した もの で あ り,医 師 の 技 術 料 を高 く評 価

す るの で あれ ば,医 療 の補 助 具 と して のME機 器 の 需要 は飛 躍 的 に 増 大 す るの で あ ろ うこ と を示 唆 し

て い る もの とい え る。

以 上 三 点 が 何 らか の形 で解 決 さ れ る の で あれ ば,ME機 器 の市 場 は 拡 大 し,そ れ だ け1品 当 りの 単

価 は低 減 され るの は 必然 で あ る。

6.3・3市 場 特 性 上 の 問 題

ME機 器 の市 場 は 他 に み られ ない 特 性 が あ るが,こ れ は 医 療制 度,医 療 界 の 体質,生 命 を預 か る と

い う医療 の根 本 問 題 にそ の 原 因 は す べ て 由来 す る と考 え られ る。

「現 在 の 医療 制 度 の 下 で 考 え れ ば,ME機 器 の市 場 の充 足度 は 十 分 で あ る。 」 とい う意 見 が あ る。

これ は,医 師 の技 術 料 を高 く評 価 しな い医 療 制 度 の下 で はME機 器 の 市場 の 拡 大 は あ りえ ない とい う

こ とを意 味 して い る。

「病 院長 とい え ど も専 門 医 に対 して は指 揮 命 令権 は な い。 」 とい う意 見 が 圧 倒 的 で あ る。 医 師 とい

う専 門 家 集 団 に お い ては 一 般 企 業 の如 き ピ ラ ミ ッ ド型 の 組織 が あ りえ る筈 は な く,当 然 の意 見 で あ る

と考え られ る。 従 って,医 療 シス テ ム化 を図 る場 合 は トー タル ・シス テ ム よ り もパ ー シ ャル ・シス テ
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ムで ア プ ロー チ す る方 が好 ま しい と考 え られ る。 また 医 師 側 もそ れ を強 く望 ん でい る
。

ME機 器 が伸 び な い理 由 は四 つ あ る。 そ れ は,① 経 済 的 制 約 ② ス タ ッフ上 の 制 約 ③ 場 所 的 制 約

④ 「研 究 所 な らば と もか くま っ た くの 新製 品 は 導 入 しに くい こ と。 」 とい う意 見 の 意 味 す る もの。

① の経 済 的 制 約 は医 療 制 度 とい う大 問題 が 背景 に あ るの で,解 決 には 困 難 が あ るが,他 の 経 済 的 問

題 は 比較 的容 易 に解 決 す るの で は ない か と考 え られ る。 ② の ス タ ッフ上 の 制 約 は 教 育上 の 問 題 で あ り

③ の場 所 的 制 約 はME機 器 の コ ンパ ク ト化,あ る い は 病 院 の レ イア ウ トの 改善(作 業 能 率 上 か らい っ

て も現 在 の病 院 の 殆 どは レ イア ウ トを大 幅 に 改善 ・改 良 す る必 要 が あ る 。)④ の研 究 所 な ら と もか

くま った くの 新 製 品 は 導入 しに くい とい うこ と に対 しては,購 入 前の テ ス ト ・ラン制 度,実 積 の積 上 げ

とそれ の発表 に よ って あ る程度 は解決 できる。

「コ ン ピュ ー タは 投 薬,待 時間 等 々の管 理 部 門 に お い て そ の 必要性 大 で あ るが,経 済 上 の 制 約 条 件

が な くな った とす る と,殆 ど未 開拓 の市 場 で あ る。 」 とい う意見 が 多 いが,こ れは 経 済 上 の問 題 とい

うよ りは 医 療機 関 側 の 人材 の問 題 で あ る といえ る。 現 に,企 業 の附 属病 院 で コ ン ピ ュー タ導 入 に成 功

した と こ ろ もあ り,そ の成 功 は親 の 企 業 の 優 秀 な シ ス テ ム ・エ ンジニ ア を利 用 で き た こ とに最 大 の 勝

因 の 一 つ が あ る。 従 って,医 療 機 関の 人 材 が 育成 され れ ば,医 療 機 関 に おけ る コン ピ ュー タの需 要 は

飛 躍 的 に伸 び る もの と考 え られ る。

●

■

6.3.4ア フ ター ・サー ビスお よび ビフ ォー ・サー ビス上 の 問題

ア フタ ー ・サ ー ビス お よび ビフ ォー ・サ ー ビス は 本 来,各 企 業 が独 自に 行 な うべ きで は あ ろ うが,

ME機 器 産 業 の 特 異 性 を考 え る と,(1)自 動 車 に おけ るJAF的 な機 関 をつ くる(2)公 共 的 機 関 と して

この サ ー ビス ・セ ン タ ーの全 国的 ネ ッ ト ・ワー ク を設 置 す る,の 方が社 会 的 総 費 用 の低 減 につ なが る。

同 時 にME機 器 産 業 の 育成 に も役 立 つ か と考 え られ る。 と くに 「他 メー カー の もの を修 理 す る こ とが

技 術 的 に は 可 能 で あ るに も拘 らず,蹟 躇 す る のは ビ ジネ ス以 外 に"生 命 に か か わ る"と い う こ とが そ

の 大 き な原 因 で は ない か と思 う。 」 とい う意 見 を耳 に す る時,そ の感が と くに 強 い。

この よ うな公共 機 関 が 国産 品の み の サ ー ビス に専 念 す れば,「 輸 入 品は ア フ ター ・サ ー ビスが タ イ

ム リー で ない。 」 とい う輸 入 品の 一 面 的 不 評 を さ らに決 定 的 な ものに し
,ME機 器 マー ケ ッ トを国 産

品 に取 返 す ため の大 きな材 料 に な る もの と考 え られ る。

ただ し,こ の よ うな公 的 機 関 を設 置 す る しない は 別 問 題 と して,「 古 い 型 の 機 器 に は パ ー ツが な い

こ とが 多 い。 ま た仮 に パ ー ツが あ る場 合 で も納期 が 遅 れ る こ とが ある。 」 とい われ る よ うな こ とは絶

対 に避 け なけ れ ば な らない。 「サ ー ビス ・ス テ ー シ ョンが 遠 隔 地 にあ るの で,緊 急 の場 合 非 常 に 困 る」

とい う地 方 都 市 あ るい は 僻 地 の 医療 機 関 の 声 を十 分 に 考 慮 に 入 れ なけ れ ば な ら ない 。

ビフ ォー ・サ ー ビス に つ い て若 干 の説 明 をす る。 「省 力 化 を本 来の 目的 とす るME機 器 を 導 入 して

も省 力 化 は実 現 しない。 」 「従 来 の 医療 従 事 者 ではME機 器 を使 い こな せ な い。 」 「耐 用 年 数 ・パ ー

ソ代,総 価格,使 用 予定 患者 数 等 の経 営 計 算 を してME機 器 を売 り込み 納入 して ほ しい
。 」 とい う意

見 が 多 い。 これ らは 医療 機 関側 に おけ る経 営 感 覚 の 欠 如 の問 題 で あ る とい え る もの の,ME産 業 側 の

責 任 が な い で もな い と考 え られ る。ME機 器 を納 入 す る前 に事 前 にME機 器 を物 理 的 に も経 済 的 に も
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医 療 従 事者 が 十 分 に使 い こな せ る よ うにす る こ とが,ME産 業 発 展 の ため の 地道 な 方法 で あ る。

た だ,小 規 模 企業 の 多 い 日本 のME機 器 メー カーが,現 状 の ま まで この よ うな ビ フ ォー ・サ ー ビス

か らア フ ター ・サ ー ビス ま で 十 分 に行 なえ るか ど うか,ま た 各 企 業 個 々バ ラバ ラに行 な うこ とが 社 会

的 に正 しい か ど うか疑 しい。(第11章 参 照)

●

●

●

'
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第7章 研 究 開 発 体 制 の 動 向

●

▲

●

本 章 は 全 国 のME機 器 メー カー お よびME機 器 輸 入 商 社 に対 して実施 した ア ンケ ー ト調 査 に基 い て,

研 究 開 発 体制 の動 向 を 次 の 四 点 に 分 け て論 じる。(1>研 究 開 発 体 制 の 現実 と理 想 の ギ ャ ップ(2)研 究 開

発傾 斜度(3)研 究 開 発 の協 力 医 師依 存 度(4)研 究 開 発 生 産 性

ME機 器 は 商 品 と して 実 際 に 市場 に導 入 され て ユー ザー の満 足 を得 るに は,次 の よ うな複雑 な プ ロ

セ ス が 必 要 で あ る。 基 礎 技 術 の 開発 → 応 用 技 術 の 開 発→ 製 品 開 発→ 薬事 法 に よ る審 査 → セ ール ス ・プ

ロモ ー シ ョン→ ビフ ォー ・サー ビス→ 納 入 → ア フ タ ー ・サ ー ビス。 これ は メー カー に とっ て次 の 三 つ の

理 由 で きわ め て リス ク の 高 い もの に な る こ とを意 味 す る。

① 莫 大 な研究 開 発 資金 を投 下 した結 果 の得 られ た製 品 で も薬 事 法 の 審査 が あ って,必 ず し も売 れ

る こ とが で き る とは 限 ら ない。

② 薬 事 法 の審 査 をパ ス して もME機 器 は 生 命 に係 わ る とい う本 来 的使 命 が あ るの で,安 全 性,信

頼性 に つ い て 十 分 な実 績 が 積 み上 げ られ たME機 器 の 方 が 有利 に な り,新 規 開発 の実 績 の積 上 げ の 少

ないME機 器 の販 売促 進 は 容 易 で ない。

③ 商 品 と して成 熟 したME機 器 で な い限 り,ビ フ ォー ・サ ー ビス と ア フ ター ・サ ー ビス に過 重 な

企 業 内 資 源 が 必要 とさ れ,新 規 開発 のME機 器 の 採 算 性 は 悪 い もの と な る。

輸 入 品 は成 熟 した もの が 多 い の で,後 発 の わが 国 メ ー カ ーは 輸 入 品 との 競 合 に お い て不 利 な立 場 に

立 た さ れ て い る。 そ の 結果,国 産 品 メ ー カ ーの 研 究 開 発 体 制 は 輸 入 商社 の そ れ よ り も及 び腰 で あ り,

ま た 研 究 開 発 の生 産 性 は 低 い もの に な ってい る。 この ま ま 放 置 して お くこ とはME市 場 の輸 入 品 に よ

る席 巻 を助長 す る と考 え られ る。 わが 国 がME産 業 の 発 展 の 必 要 性 を認 め るの で あれ ば,ナ シ ョナ ル

プ ロ ジ ェク トと して のME産 業 振 興 策 等 の展 開が 望 ま れ るo

本 章 の お もな結 論 は 次 の とお りで あ る。

(1)研 究 開発 体 制 は メー カー よ り輸 入 商 社 の 方 が 整 って い る。

(2)研 究 開発 に対 す る 投 資 も メー カー よ り輸 入 商 社 の 方 が 大 き い。

(3)研 究 開発vafoけ る協 力 医師 に は輸 入 商 社 の 方 が メー カ ー よ り依存 度 が 大 きい。

(4)研 究 開発 の生 産 性 は,医 師 と個 人 的 癒 着 が 大 きい と考 え られ る零 細 輸 入商 社が ず ば抜 け て 高 い。

7.1研 究 開 発 体 制 の 現 実 と理想 のギ ャ ップ

研 究 開 発体 制 の現 実 と理 想 の ギャップは メ ー カー の 方 が 輸 入 商 社 よ り大 きい(表7-1)。 これ は 輸

入 商 社 の場 合 は,ME機 器 の輸 入 権 の獲 得 と市場 の 開拓 だ け に 努 力 す れ ば よい の で,比 較 的 リス ク が

少 な く人 的 資源 の 投 資 が で きる の に対 して,メ ー カー の場 合 は,自 らの手 で 海 の もの と も山の もの と

も判 らぬ製 品 の 開発 を しな けれ ば な らない の で,人 的 資 源 の 投 資 が 理想 か ら遠 い もの に な る か らで あ

る と考 え られ る。 従 って,こ の点 か らME産 業 に お い て は 輸 入 商 社 の 方 が楽 な商 売 を して い る の で は

一89一



な い か と推 測 で き る。

表7-1「 研 究 開発 体 制 の動 向 一 覧 表 」(単 位:百 万 円,人)

実際の研究開 ME研 究開発 協力医師数 ME売 上高

発従業員数 従業員数

理想の研究開 ME従 業員数
ME研 究開発

従業員数
研究開発従業
員数

発従業員数

ME産 業 全体 0,639 0,305 92,819 62,310

メ ー カ ー 全 体 0,628 0,283 46,699 60,990

大 メ ー カ ー 0,625 0,324 80,254 108,990

中 メ ー カ ー 0,606 0,308 49,461 80,510

小 メ ー カ ー 0,786 0,338 25,325 66,370

零 細 メ ー カ ー 0,559 0,228 35,695 12,510

輸 入商社全体 0,726 0,385 384,911 69,370

総 合 商 社 0,500 0,585 137,500 35,000

中 堅 商 社 0,778 0,168 28,900 24,260

零 細 商 社 0,875 0,542 988,335 148,850

企業の規模分類の基準(年 間売上高

大 メー カー

中 メー カー

小 メー カー

零細 メー カー

総合 商社

中堅 商 社

零細 商社

単 位

1,000以 上

100-730

18-62

9未 満

14,000以 」二

140-2,000

45以 下

億円)

σ

、

7.2研 究 開発 傾斜 度

研 究 開発 傾 斜 度 につ い て は 輸 入商 社 の 方 が メー カー よ り大 きい。 これ は,輸 入 商 社 の 場 合 は 海 外 に

お い て商 品 と しての 実 績 の あ る もの を輸 入 販 売 で きる た め に,研 究 開 発 の リス クは 少 な く,そ れ だけ

安 心 して 研 究 開発 部 門 に人材 を投 下 で きる立 場 に あ る。 メー カー の場 合 は ま っ た くそ の 逆 で あ る の で

少 しで も リス ク負 担 を軽 減 す るた め に研 究 開発 部 門 へ の 人材 の投 下 を少 な く してい る と考 え られ る。

総 合 商 社 と零細 商 社 の 研 究 開 発傾 斜 度 の 高 い の が 目立 つ が,こ れ は 次 の理 由 に よる もの と考 え られ る。

総 合 商 社 のME産 業 に おけ る機 能 は 医療 の 供 給 体制 を維 持 す るた め の オ ル ガ ナ イ ザ ー役 に あ る の で

莫 大 な資 金 は 必要 で あ っ て も比較 的 当 りは ず れ の ない 研 究 開 発 を行 な って い る もの と考 え られ る。 零

一90一



細 商 社 の場 合 は,専 用(単 能)機 器 は 市 場 が 小 さい な りに,競 争 力 に お い て,国 産 品 よ り も圧 倒 的 に

優 れ て い る の で,ヒ れ も,安 心 して研 究 開 発 部 門 に人 材 を投下 して い る もの と考 え られ る。

7.3研 究 開発 の協 力 医師 依 存 度

■

;

研究開発における協力医師依存度は,輸 入商社はメーカーに比較 して圧倒的に高い。 これは輸入商

社の場合は,社 内に技術スタッフが少ないので,そ の面を協力医師を抱えこむことによってカバーし

ているためと考えられる。輸入商社の中でも零細商社の研究開発における協力医師依存度が高いのは

協力医師が即購入者であるためであると推測され,零 細商社 と医師との個人的癒着の強さが想像され

るo

7.4研 究 開 発生 産性

研 究 開 発 に お け る生 産 性 に つ い て は,メ ー カー と輸 入 商 社 には 大 差 が な い。 た だ,零 細 商 社 の 研 究

開 発 に お け る生 産 性 の異 常 な 高 さ が 目に つ く。 これ は前 節 で 述 べ た よ うに,医 師 との個 人 的 癒 着 の度

合 が 強 い の で,プ ッ シ ュ ・マ ー ケ テ ィング では な くプル ・マ ー ケ テ ィン グが 展 開 さ れ てい るた め で あ

る と考 え られ る。

o
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第8章 国 産 品 と輸 入 品 の 関 係

本 章 はME機 器 メー カー とME機 器 輸 入商 社 に対 して実 施 した ア ン ケ ー ト調 査 と イ ン タ ビュー調 査

に よって得 られ た 結果 に基 い て,国 産 品 と輸 入 品 の 関係 につ い て論 じる。 調 査 は 次 の二 点 に つ い て行

な った。(1)わ が 国 のME産 業 が 国産 品 と輸入 品 の競 争 関係 につ い て 抱 い てい る感 想(2)国 産ME機 器

と輸 入ME機 器 の競 争 力 の比 較 。

主 要 な結 論 は 次 の とお りで あ る。

(1)わ が 国 は基 礎 技 術 に お い て外 国 に劣 るが,人 的 資 質 に お い て は 劣 る よ うな こ とは な く国 の援 助

次第 で は,追 い つ き追 越 す こ とが で きる。

(2)国 産 品 は製 品 と して は合 格 だが,商 品 と しては 輸 入 品 に ほ ぼ完 全 に 負 け る。

(3)輸 入 品 は シス テ ム化 機 器 志 向 で あ り,国 産 品 をそ の よ うに 方 向 を改 め る必要 が あ る。

(4)総 合商 社 は国 産 品 も輸 入 品 も取 り扱 うこ とが で きる立 場 に あ るが,国 の 指 導 で国 産 品 を さ らに

数 多 く取 り扱 え る条 件 づ く りを す るべ きで あ る。

(5)輸 入 品 との競 争 力 をつ け る意 味 で 中小 零 細 メー カー の 連鎖 化 は 行 な うべ きで あb,中 小 零 細 メ

ー カー 自身 もそれ を望 ん で い る
。

■

8.1日 本 のME産 業 が 国産 品 と輸 入 品 の競 合 関 係 につ い て 抱 い て い る感 想

結 論 と して は,日 本 のME機 器 メー カー は外 国 のME機 器 メー カー に 対 して,応 用技 術 に お い て は

負け な いが,基 礎 技 術 力 に おい て は負 け て い る。 この 理 由 と して は,と くに ア メ リカに つ い て い え る

こ とで あ るが,ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジ ェク トで基 礎 技 術 が 開 発 さ れ,メ ー カー は た だ 応用 技 術 を 開 発 し

さ えす れ ば よいの に対 して,日 本 の メー カー はそ の よ うな形 の 国 家 的 援 助 が 少 ない とい う点 に あ る。

本 節 は 次 の三 つ に分 け て論 じる。(1)イ ンタ ビ ュー調 査 の 要 約(2)ア ン ケー ト調査 の要 約(3)ア ン ケ

ー ト調 査 の結 果 の 原 文 を中 心 とす る詳 細 紹 介
。

8.1.1イ ン タ ビ ュー 調 査 の 要 約

イ ンタ ビュー調 査 に よって 得 られ た意 見 は 次の6点 に要 約 さ れ る。

(1)輸 入 品 は国 産 品 よ り も品 質 面 での 競 争 力 に おい ては 遙 か に 優 れ て い る。

(2)国 策 と してME産 業 を育 成 しなけ れば な らない 必 然性 が あ る。

(3)日 本 のME産 業 は 素 質 に お い ては 優 れ て い る。 国 家 的 援 助 が あれ ば,国 産 品 の優 位性 の 確 立 は

時 間 の 問 題 で あ る。

(4)外 国 メー カーは パ テ ン トに対 して年 々 シ ビア ー に な って きて い るの で,輸 入 品 の コ ピー は 困難

に な りつ つ あ る。 この 点 か らも ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジ ェク トに よ る早期 の基 礎技 術 の 開 発 が 望 ま れ る。

(5)保 険 制 度 とい う障 壁 は あ るが,国 産 品 も汎 用 機 器 指 向 か ら専用(単 能)機 器,シ ス テ ム機 器 指
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向 に転 換 すべ きで あ り,こ れ が ま た,国 産 品 の イ メー ジ ・ア ップ に もつ なが る。

(6)医 師 と業 者 の 個 人 的癒 着 問 題 は徐 々に 是 正 さ れ つ つ あb,国 産 品 と輸 入 品 の真 剣 勝 負 の 時 は 近

づ きつ つ あ る 。

上 記6点 の 内容 を以 下 説 明 す る。

(1)品 質 面 で の競 争 力 の 問 題

輸 入 品 と国産 品の 広 義 の 品 質 格差 は年 々縮 少 さ れ つ つ あ るが,輸 入 品優 位 の現 状 は 否 定 で き ない。

と くに ペ ー ス ・メー カー,自 動化 学 分析 装 置,各 種 シス テ ム機 器 に おい て は輸 入 品 は圧 倒 的 に 強 い よ

うで あ る。 輸 入 品が 国 産 品 に 比 して そ の競 争 力 が 強 い 理 由 と して 次の三 点 が あげ られ る。 ① 外 国,と

くに ア メ リカは ナ シ ョナル ・プ ロ ジ ェク トと して基 礎技 術 の 開発 が 行 な わ れ,民 間 の企 業 は応 用 技 術

を 開発 しさ え す れ ば よ く,研 究 開 発 の 投 資 額 は 少 な くて す む。 ② 生 命 に係 わ るME機 器 の宿 命 と して

安 全 性 ・信 頼 性 を裏 づ け るデ ー タの実 績 の 積 上 げ が 必 要 で ある の で,歴 史 の あ る外 国 のME機 器 が ど

うして も有利 に な る。 ③ わ が 国 一般 に 舶 来 品 尊 重 の 気 風 が未 だ残 ってお り,ME機 器 もそ の 例外 で は

な いo

(2)国 策 と して のME産 業 の 育成

生 命 に係 わ るME機 器 を外 国 に依 存 す る こ との危 険 性,逆 に 東南 ア ジ アを 始 め とす る天 然 資 源 産

出 開発 途 上国 に対 す るME機 器 も加 え た 医 療 援 助 の 外 交 の潤 滑 剤 と して の 有効 性,リ ー デ ィング ・イ

ンダ ス ト リの 一 つ に な り うるME産 業 の 発 展 の 可 能 性 等 々 を考 え る とME産 業 を国 策 と して 育成 せ ざ

る を え な い。

ME機 器 の輸 入 に対 して は 現 在,制 約 が 加 え られ てtsり,こ れ に よ りわ が 国 のME市 場 が 輸 入 品 に

よ って席 巻 さ れ な くて と もす ん で い る訳 で あ るが,わ が 国 のME市 場 の 巨 大 化 が 予 測 さ れ る時 に は,

外 国 か ら何 らか の圧 力が 加 え られ る こ とが 十 分 に 予 測 で き る。

国 が 育 成 の手 段 を講 じるの で あれ ば,そ れ は で き る限 り早期 で あ る こ とが 望 ま しい。

(3)国 産 品 の優 位 性 の 確 立 は 時 間 の 問 題

「輸 入 品 に対 して は"こ わ い"と い う よ りは"く や しい"と い う感 じを抱 い て い る。 」 「輸 入 品

が 市 場 を独 占 す る期 間 は 短 か い。 類似 品 が す ぐに 国 産 化 され る。 」 とい う主 力 メー カー の 意 見 は 日本

のMEメ ー カー の潜 在 力の 大 き さ を物 語 っ て お り,こ れ が顕 在 化 しない の は 経 済 上 の 問 題 で あ る と考

え られ る。

多 品種 少 量 生 産 で あ って,し か も,市 場 の 比 較 的 小 さいME産 業 に あ っ ては"潜 在 力"の あ る大 メ

ー カーは 資源 の有 効 利 用 とい う観 点 か らい って
,伸 々先 行 投 資 が で きに くい し,零 細 メ ー カ ー には

"潜 在 力"す らな い と
ころが 多 い の が 実 情 で あ る。 そ こで 「国 産 品 メー カ ー とい え ど も最 終 目標 は 利

益 を あげ る こ とに あ る ので,機 種 に よって は 自 ら研 究 開 発 投 資 す る よ り も,そ の 国 の 力 を借 りて 開発

され た外 国 産 のME機 器 を輸 入 した 方 が よい。 」 とい う風 潮 が 生 ま れ る訳 で あ る。

従 って,わ が 国 の潜 在 力 を顕 在 化 させ る意 味 で ナ シ ョナノレ ・プ ・ ジ ェク トと して の 基 礎 技 術 の 開発

は 焦 眉 の 急 務 で あ る といえ る。 この 意 味 に おい て 近 々設 立 を予 定 さ れ てい る(財)医 療 シス テ ム 開発

セ ン タ ー(仮 称)に 対 す る期 待 は 大 きい もの とい え る。
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(4)外 国 メー カー の パ テ ン トの問 題

外 国,と くに ア メ リカのME機 器 メ ー カ ーは 当 初,ベ ンチ ャー ・ビ ジネ ス的 な小 規 模 の メー カー

か ら出 発 した と ころが 多 か った の で,パ テ ン トの 国 際 申請 とい うと ころ ま で手 が まわ らな か った が,

企 業 規模 の 拡 大 に つ れ て,こ の 点 に つい ての 認 識 が 深 ま り,輸 入 品 の コ ピーは年 々困難 に な りつ つ あ

るの が 現状 で あ る。 ま た 「輸 入 品 が市 場 を独 占す る期 間 は 短 い。 類 似 品 が国 産 化 され る。 」 とい う二

つ の相 異 った 意 見 が あ り,現 在 が パ テ ン ト問 題 の 岐 路 で は ない か と推 定 さ れ る。 いず れ に して も 日本

独 自の 技 術 開 発 を強 力 に 推 進 す る時期 が や っ て き たの で は ない か と考 え られ る。

(5)保 険 制 度 とい う障壁 は あ るが,国 産 品 も汎 用 機 器 指 向 か ら専 用(単 能)機 器,シ ス テ ム機 器 指

向 に転 換 す べ きで あ り,国 産 品 の イ メー ジ ・ア ップ に もつ なが る。

わが 国 の 医 療 界 に お い て は 汎 用機 器 は国 産 品,専 用(単 能)機 器 お よび シス テ ム機 器 は 輸 入 品 とい

う一 般 通 念 が あ る よ うで あ る。 わ が 国 の 医師 は わが 国 の メー カー に対 しては我 儘 が い い や す い の で,

保 険 点 数 も稼 げ て一 見 経 済 的 に思 え る汎 用機 器 を注 文 しが ち で あ る。 外 国 は長 い歴 史 の 教 訓 か ら医 療

に 役立 ちか つ経 済 的 なの は 専 用(単 能)機 器 で あ る とい う結 論 に達 してい るの で,汎 用 機 器 に手 を 出

さず,そ の代 り専 用(単 能)機 器 共 々一 歩進 ん で シス テ ム機 器 を先 が け て開 発 して きたの が 実 状 の よ

うで あ る。 そ の結 果 と して当 然 の こと なが ら,汎 用機 器 は使 用頻 度 が 多 いの で,故 障 しや す い,使 い

に くい,と い う苦 情 が 出 て,国 産 品の イ メー ジ ・ダ ウ ンに つ な が って い る。

(6)医 師 と業 者 の 個 人 的 癒 着 問 題 は 徐 々に 是正 さ れ つ つ あ り,国 産 品 と輸 入 品 の真 剣 勝 負 の 時 は近

づ きつ つ あ る。

技 術 的理 由以 外 に輸 入 品が 偏 重 され る理 由 と して 次 の 三 点 が あげ られ る。 ① 外 国 帰 りの 医 師 は外 国

製 品 を偏 重 す る傾 向が あ る ② 舶 来 品 尊 重 はME機 器 に つ い て も例 外 で は な い ③ 業 者 が 医師 と個 人

的 に癒 着 して い る。 そ して これ は 輸入 品,国 産 品 の 双 方 につ い て い え る。特 に3番 目の 問 題 は 医 療 界

全 般 の 問題 と して よ くい わ れ る こ とで あ るが,こ の 傾 向 も時 代 の 変 遷 と共 に徐 々に改 ま りつ つ あ る よ

うで あ る。 若 い 世代 の 医 師 は ドラ イで ビジネス ・ライ ク な購 買 態 度 を とる よ うに な りつ つ あ るの で,国

産 品 と輸 入 品 が 真剣 勝 負 をす る時期 は近 づ きつ つ あ る とい え る。

●

8.1.2ア ン ケ ー ト調 査 の 要 約

ア ン ケ ー ト調 査 の 結 果 を全 体 と して と らえ た結 果,国 産 品 と輸 入 品 の競 合 関係 に つ い て の意 見 は 次

の 七 つ の パ ター ンに 分 け られ る。

① 国 産 品の 方 が 輸 入 品 よ り も総 合 的 に優 れ て い る。

② 国 産 品 と輸 入 品は 品質 面(性 能,信 頼性 等)に お い て対 等 の 立場 に あ る。

③ 国 産 品は 品質 面(性 能,信 頼 性 等)に お い て や が て輸 入 品 に追 い つ く。

④ 価格 ・サ ー ビス面 に お い て のみ 国 産 品 は 輸 入 品 よ り優 れ て い る。

⑤ 輸 入 品 と国産 品 は共 存 共 栄 で きる。

⑥ 輸 入 品 の 方が 輸 入 品個 有 の マ イナス 点 を問 題 に しない 程,圧 倒 的 に優 れ てい る。

⑦ 政 策 立案 の材 料 を 提供 して い る。
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⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

各 回 答 パ ター ン と企 業 特 性(業 種,規 模

入 品 の 競 合 に つ い て の 感 想 の パ タ ー ン と企 業 特 性(業 種,規 模

「国 産 品 と輸 入 品 の競 合 に つ い て の感 想 の パ ター ン と企 業特 性(取 扱 品 目)」 とい う形 で ま とめ た。

下 記 の5点 が そ の要 約 で あ る。

(1)業 種 と感 想 の 関係

メ ー カ ーに は 「国産 品 の 方が 輸 入 品 よ り も総 合 的 に優 れ て い る」 との 意 見 が 目立 つ ものの,政 策

と して,国 家 的援 助 を希望 して い る。 これ に対 して輸 入商 社 は 「輸 入 品 の 方 が 輸 入 品 の マ イ ナ ス点 が

問 題 に な らない程,圧 倒 的 に優 れ て い る」 と 自信 満 々の 意 見 が 多い 。

(2)メ ー カー の規 模 と感 想 の 関係

企 業 規 模 が小 に な る程 国家 的 援 助 の政 策 を希 望 してい る。

(3)メ ー カー のME専 業 度 と感 想 の 関係

ME専 業度 の 大 きさ と企業 規 模 の 大 きさ とは反 比 例 す るの で,特 別 な こ とは い え な い。

(4)輸 入 商 社 の規 模 と感 想 の 関係

総 合 商 社 で は 「国 産 品 と輸 入 品 は共 存 で きる」 との 意 見が 目立 つ。 これ は,医 療 機 器 を一 括 供 給

す る オ ル ガ ナ イザ の機 能 を持 つ総 合 商 社 は 内外 のME機 器 を広 く取 り扱 え る立 場 に あ る の で,当 然 の

こ とで あ る と考 え られ る。 零 細 商 社 で は 「輸 入 品 の方 が 輸 入 品個 有 の マ イナ ス点 をマ イナ ス に しな い

程,圧 倒 的 に優 れ て い る」 との意 見 が 目立 つ が,こ れ は 零 細商 社 は 国 際 的 に も一 流 品 の単 品 の輸 入 代

理 点 の 立 場 に あ るだ ろ うこ とが 予測 で きる の で,こ れ ま た当 然 の こ とと考 え られ る。

(5)感 想 の パ ター ン と取 扱 品 目の 関係

表8-2の 通 りで あ り,国 産 品 が輸 入 品 に 負 け な いの は だ い た い次 の7機 種 で あ る こ とが わ か る。

① 超 音 波 洗 浄 器 ② 低 周 波 治療 器 ③ 超 音 波 治療 器 ④ 超 短 波治 療 器 ⑤ マ イク ロ波治 療 器 ⑥ リニ

ア ・ア ク セ レー タ ⑦ オ ージ オ メー タ

総 合 商 社 対 策

シ ス テ ム化 問 題

医療 に お け る デ ー タ ・ベ ー ス化 の 推 進

外 国 メー カー の将 来 の 動 向

国 家主 導 に よる基 礎 技 術 開 発 の 推 進 と販 売 市場 拡 大 の た め の 輸 出 振 興

国産 品 の イ メー ジ ・ア ップ

零 細 メー カー の連 鎖 化

,ME専 業 度,取 扱 品 目)と の 関 係 を表8-1「 国 産 品 と輸

,ME専 業度)と の関 係 」,表8-2
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表8-1「 国 産 品 と輸 入 品 の競 合 に つ い て の感 想 の パ ター ン と企 業 特 性(業 種 ・規 模 ・ME専 業 度)と の 関係 」

メ ー カ ー
刈輸入商社規模 メ

|企 業 特 性 刈 規 模 *2ME専 業 度
メ 総 中 零 輸 P
| 入

大 中 小 零 M M M M カ 合 堅 細 商 輸
メ

|

メ

|

メ

1

細

メ

E
専

E
専

E
専

E
専

|

( 商 商 商
社
(

入
商

カ カ カ
|

カ

業
度

業
度

業
度

業
度

邑
邑

社
(

感 想 の パ タ ー ン
| | |

[ ① ② ③ ④ 社 社 社 総
目

政策立案の材料を提供 している。 2 4 5 5 4 6 3 1 16 0 1 2 3 19

輸入品の方が輸入品個有のマイナス点を問題にしない程圧倒的に優れている。 1 2 1 3 1 5 0 0 7 2 3 4 9 16

国産品の方が輸入品 よりも総合的に優れている 3 3 1 8 3 6 2 4 15 0 0 0 0 15

国産品と輸入品は品質面(性 能 ・信頼性等)に おいて対等の立場にある。 0 1 2 2 0 3 1 0 5 0 0 0 0 5

価格 ・サ ー ビス面 に おい て のみ 国 産 品 は輸 入 品 よ り優 れ て い る。 1 2 1 1 1 2 1 0 5 0 0 0 0 5

輸入品と国産品は共存共栄できる。 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 4 4

国産 品 は 品 質 面(性 能 ・信 頼 性 等)に お い て や が て輸 入 品 に 追 い つ く。 1 1 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 2

合 計 8 13 10 19 10 23 7 5 50 5 4 7 16 66

*1企 業の規模分類の基準(年 間売上高 単位:億 円)

大 メー カー

中 メ ー カー

小 メ ー カ ー

零 細 メ ー カー

総 合 商 社

中堅 商 社

零 細 商 社

1,000以 上

100-730

18-62

9未 満

14,000

140-2,000

45以 下

・2 .ME専 業 度(ME部 門 の 売 上 高/企 業 全 体 の 売上 高)

分類の基準

ME専 業度①

〃 ②

〃 ③

〃 ④

1%未 満

1-9%

10-80%

100%

4
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表8-2「 国 産 品 と輸 入 品 の競 合 に つ い て の 感 想 の パ ター ン と企 業特 性(取 扱 品 目)と の 関係 」

機 種 名 1 2 3 4 5 6

心1電 計 ○ ○ ○ ○ ○

ベ ク ト ル 心 電 計 ○ ○ ○ ○

心 音 ・ 心 電 計 ○ ○ ○

脳 波 計 ○ ○ ○

筋 電 計 ○ ○ ○ ○ ○

電 気 血 圧 計 ○ ○ ○

心 拍 計 ・脈 拍 数 計 ○ ○ 』

眼 振 計 ○ ○

網 膜 電 位 計
.

呼 吸 流 量 計 ○ ○ ○ ○ ○

血 流 計 ○ ○ ○

脈 波 計 ○ ○

電 子 体 温 計 ○ ○ ○

医 用 記 録 装 置 ○ ○

多用 途 測定 記 録 装 置 ○ ○ ○ ○ ○

内 視 鏡TV ○ ○ ○

X線TV ○ ○ ○ ○

赤 外 線 顕 微 鏡 ○

医 用 オ シ ロス コー プ(バ ー
トモ ニ タ,ベ ッ ドサ イ ドモ ○ ○
ニタ,手 術用モニタを含む)

監視用TV(教 育用rvを含む) ○

ICU・CCU ○ ○ ○ ○ ○

分 娩 監 視 装 置 ○

医 用 テ レ メ ー タ ○ ○ ○

未熟児 ・新生児監視装置 ○ O

高圧治療 室用監視装 置

ガン細胞 自動 診断装 置 ○ ○

自 動 化 学 分 析 装 置 ○ ○ ○ ○

1・t・■t・国産 品の 方が 輸入 品 よ りも総 合的 に優れ てい る。

2… …国産 品 と輸入 品は 品質面(性 能 ・信 頼性etc)に おい て対等 の立場 に ある。

3-・ ・国 産品は 品質面(性 能 ・信頼性etc)に おいて やがて輸 入品 に追 いつ く。

機 種 名 1 2 3 4 5 6

自 動 血 球 計 数 器 ○ ○

光 電 比 色 計 ○ ○ ○ ○ ○

PH計 ○ ○ ○ ○

超 音 波 診 断 装 置 ○ ○ ○ ○ ○

超 音 波 血 流 計 ○ ○

超 音 波 洗 浄 器 ○

シ ン チ レ ー シ ョン ・カ メ ラ ○ ○ ○

動 態 機 能 検 査 装 置 ○

循環器血流量測定装 置 ・ ○ ○

摂 取 率 測 定 装 置 ○ ○

シン チ レー ション・ス キ ャナ ○

脳 波 分 析 装 置 O ○

心 電 図 解 析 装 置 ○ ○ ○ ○

電 子計 算 機 応用装 置 ○ ○ ○ ○
(事 務用兼用 も含む)

低 周 波 治 療 器 ○ ○ ○

超 音 波 治 療 器 ○ ○ ○

超 短 波 治 療 器 ○ ○ ○

マ イ ク ロ 波 治 療 器 ○ ○

デ フ ィ ブ リ レ ー タ ○ ○ ○ ○

リ ニ ア ・ ア ク セ レ 一 夕 ○

医 用 ベ ー タ ト ロ ン ○ ○ ○

医 用 サ イ ク ロ トロ ン

オ ー ジ オ メ ー タ ○

動脈 内 持 続 注 入 ポ ン フ' ○

電 子 写 真 修 正 装 置

補 聴 器 ○ ○

ペ ー ス メ ー カ ○ ○

4… …価格,ア フター サー ビス面 におい ての み国産 品は 輸入 品 より優れてい る

5∴ ・…輸入 品 と国 産品 は共存 共栄 で きる。

6… ■-ta入品の方が輸入品個有のマイナス点を問題に しない程圧佑助 に優れている。



8.1.3ア ンケ ー ト調 査 の 結 果 の原 文 を 中 心 とす る詳 細 紹 介

ア ン ケー ト調 査 の生 の 結 果 を 次 の7項 目に 分け て,以 下紹 介 す る。

(1)「 政 策 立 案 の材 料 を提 供 して い る」 意 見 の 詳 細

(1)-1総 合 商 社 対 策(要 約)

ME機 器 の 需 要 拡 大k・ よび 国 内ME産 業 振 興 の鍵 は 総 合 商 社 が握 って い る と考 え られ てい る。

そ の理 由 と して 次 の三 つ が あげ られ て い る。

(a)「 製 品 の性 能 の信 頼 性 と ア フ ター ・ケ ア ー との 関 係 で 当 分 の 間,競 合 は 激 化 す る もの と予

想 され,輸 入 品が わが 国 の商 社 か らメー カー に そ の扱 業 務 が 移 行 す れ ば,き わめ て こわ い 」 とい う意

見が あ る。 これが い わ ん と して い る こ とは 輸 入 品 の ウ イーク ・ポ イ ン トは ア フター ・サー ビス が 不十 分 で

あ る こ と,で あ る と考 え られ る。 国 産 品 で も商社 経 由 でME機 器 を販 売 す る場 合 は,商 社 は 売 り放 し

で ア フター ・サー ビス は メー カーが 行 な うケー ス が 多 い よ うで あ る。 従 って,輸 入 品 が メー カー扱 い に

な った り,日 本 で 生産 す る よ うに な った 場 合 の 日本 の メー カー の受 け る打 撃 は 極 め て大 で あ る とい え

るの では ない か と考 え られ る。

日本 のME産 業 を振 興 す るの で あれ ば,日 本 の メー カー が輸 入 品 を取 り扱 うの を出来 る限 り阻 止 す

る と,同時 に,総 合 商 社 が 持 ち前 の 力 を発 揮 して輸 入 品 を 日本 で 生 産 す る体制 づ く りをす る こ とが 十 分

に考 え られ るの で,こ の 際 の認 可 に つい ては 十 分 な る注 意 が 必 要 で は ない か と考 え られ る。

(b)「 シス テ ム化 が 進 む に つ れ て輸 入 品の 伸 び は 大 き くな る と考 え る。 ま た,そ の主 役 は 大 手

商 社 が 進 め る と考 え る」 とい う意見 が あ るが,こ れ は 医 療 に お け る シ ステ ム化 の 必 然性 とオ ル ガ ナ イ

ザ ー と して の総 合 商 社 の 力 を認 め ざ るを得 な い こ とを意 味 して い る もの と思 う。 医 療 の シス テ ム化 の

高度 医 療 の提 供 と患 者 の 大 量処 理 とい う社会 的 要 請 の ため に好 む と好 ま ざ る とにか か わ らず,今 後 急

速 に進 行 して い く もの と考 え られ る。 この 際,医 療 の 供 給 体 制 の維 持 の ため に オ ル ガ ナ イザ ー は 必要

で あ り,総 合 商 社 が そ の ポ テ ン シ ャル か らい って そ の座 を大 き く占 め て い く もの と思 う。 こ こで 考 え

な けれ ば な らな い こ とは,総 合 商 社 は 自 由に メー カー を選 択 で きる立 場 に あ る た め,品 質 の優 れ た輸

入 品 を選 択 して い く可 能性 が 強 い こ とで あ る。 従 って,総 合 商 社 の ポ テ ン シ ャル を活 か しつ つ,国 産

ME機 器 の 振興 をは か る何 らか の 手 を打 つ 必 要 が ある もの と考 え られ る。

(c)「 診 断 検査 用 のME機 器 につ い て は と もか く も,治 療 用 のME機 器 に つ い ては 徐 々 に進 歩

充実 して い るが,内 外 と も殆 ど 目新 しい もの は な く,価 格,サ ー ビス,消 耗 品 の補 充 等 外 国 品 と競 合

して も問 題 は ない よ うで あ っ たが,最 近 は 為 替 の 影 響 か ら以 前 程 価 格差 が な く な り,商 社 の積 極 活動,

デ ザ イ ンの良 否 と相 ま っ て か な りの線 ま で競 合 す るで あろ う」 とい う意 見 が あ るが,こ れ は最 近 の総

合 商 社 の動 きを非 常 に警 戒 して の意 見 の よ うで あ る。

今 回 の ア ンケ ー ト調 査 で総 合 商 社10社 の うち,5社 が 回 答 して きた が,ME機 器 へ の先 行 投 資 の

度 合 に は す さ まじい もの が あ る。ME専 業 度 を①ME部 門 の 売 上 高/企 業全 体 の 売 上 高 ②ME部 門

の 従 業 員数/企 業 全 体 の 従 業 員 数 の2通 りで計 算 したが,② ÷① の大 メー カーの 平 均 値 は1.35で あ

ったの に 対 して,総 合 商 社5社 の 平 均 値 は4で あ っ た。 これ は い か に総 合 商 社 が 目先 の 採 算 を度 外 視

して,ME機 器 部 門 に 人 的 先 行 投 資 を行 な って い る か の何 よ りの証 左 で は な い か と考 え られ る。 す さ'
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ま じ い ば か りの ポ テ ン シ ャル を持 っ てい る総合 商 社 の エ ネ ル ギ ー を輸 入 品 伸 長 に で は な く,国 産 品振

興 に 向 け る政 策 の 必 要性 を痛 感 す る。

(1)-2シ ス テ ム化問 題(原 文 の ま ま)

①ME機 器 に つ い て は 個 々の機 器 の 性 能 は 同 じ と考 え られ るが,ほ ん の 一 部 の機 構 等(特 許)

に ま だ 相 当 の 開 きが あ り,そ れ らの機 器 の シ ス テ ム化 と な る と国 外先 進 国 に遠 く及 ば ない 感 が あ る。

しか し,あ る面 で は 十 分 に 追 い つ き追 越 した部 分 もあ る よ うに見 受 け られ る し,そ う思 って い る。

② 性 能 の 面 か らい え ば 技 術 的 に も国 産 品 が 輸 入 品 に 劣 る とは 思 え な い が,現 状 のME機 器 に お

い て は 国 産 の 場 合 単 品 開発 に主 力 が お かれ,外 国 品 の 場 合 は じめ か ら シス テ ム化 さ れ た もの に主 力が

おか れ て い る感 が あ る。 従 って 競 合 した場 合 に,現 時 点 で は 将 来 とい うこ とを 考 え た と きに は外 国 品

の 方 が 強 み の よ うで あ るが,規 模 の 小 さ い 中小 病 院 の 多 い 日本 で は 単 品 につい て は そ う強い 競 合 な し

で十 分 販売 して行 け る よ うであ る。

③ コン ピ ュー タ の 自由化 に伴 い,将 来 ミニ コ ン ピ ュー タに よる医 用 シ ス テ ムが 日本 の 市場 で か

な りの 割 合 を 占 め る事 が 予 想 さ れ る。 輸 入 品,と くに ア メ リカ製 の シ ステ ムが 豊 富 な ソ フ トを持 ち,

安 価 なの は脅 威 で あ る。 この原 因は ア メ リカのNIHか らの補 助 金 を受 け た 大 学 な どで シス テ ム開 発

を担 当 し,そ の成 果 を私 企 業が そ っ く り受 け 継 い で販 売 して い るか らで,開 発 費 を償 却 す る必 要 が な

い た め で ある。 しか る に,日 本 では 個 々の 企 業 が ま ちま ちに 開 発 費 を投 入 して重 複 した シス テ ム 開発

が 行 な わ れ て お り,資 金,人 材 の用 い方 が は なは だ 非 能 率 的 で あ る。 従 って,開 発 テ ン ポ も遅 く,価

格 も高 い 国産 品 の 開発 育成 の や り方 に一 考 を要 す る。

上 記 の三 つ の 意 見 で い って い る こ とは,日 本 の 技 術 水 準 は 単 品 で は輸 入 品 に近 づ きつ つ あ るが,シ

ス テ ム化,シ ス テ ム商 品 に な る と輸 入 品,と くに米 国 産 品 に圧 倒 的 な差 を つ け られ て,現 状 で は 伸 々

立 ち打 ちで き ない の で,国 の バ ック ア ップ を要 望 して い る こ とで あ る と考 え られ る。 先 に述 べ た とお

り,医 療 に お け る シス テ ム化 は 必 然 の もの で あ るの で,現 状 の ま ま放置 して お くこ とは 国 内市 場 を 外

国 品 で 席 巻 さ れ る こ と を意 味 す る もの と考 え られ る。

た だ,医 療 界 と して は 頭 ご な しの トー タル シス テ ム化 は 反 対 してい る向 きが あ り,し か も他 方 で は

外 国 の シ ステ ム機 器 に対 しては 高 す ぎ る とい う不 満 を持 っ てい る と ころ が 多 い の で,こ れ らを 考 慮 に

入 れ た 国 の バ ック ア ップ に よる シ ステ ム開発 を行 な え ば,国 産 品 は輸 入 品 に 完 全 に 立 ち向 え る もの と

考 え られ る。 従 っ て,近 々設 立 を予 定 さ れ て い る(財)医 療 シス テ ム開 発 セ ン タ ー(仮 称)に 対 す る

要 望 と期 待 は 大 きい もの と考 え られ る。

(1)-3医 療vak・ け る デ ー タ ・ベ ー ス化 の推 進(原 文 の まま)

① 自動 化 学 分析 装 置 に お い ては 国 産 品 は歴 史が 浅 く,輸 入 品 に水 を あけ られ,な か なか 追 い つ

け ない の が 実 情 だ が,細 胞 自動 診 断 装 置 に おい て は輸 入 品 の競 合 もない。 しか し,診 断 が 病 理 学 的 裏

づ け を とるた め に も,臨 床 例 の積 み 上 げ,お よび 一 貫 した シス テ ム化 が 必 要 で,現 在 は そ の定 着 期 と

考 え てい る。

② 弊 社 取 扱 い の … は …氏 の設 立 の 会 社 で あ り,… 氏 の 考 え は,臨 床 検 査 室 め近 代 化 お よび 医 療

情 報 に おけ る デ ー タ ・ベ ー ス の必 要 性 を 尊 重 して い る。 これ らの こ とか ら他 の外 国 品 お よび 国産 品
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に 比 べ 製 作 に対 す る考 え が 明 確 で あ る。

以 上 の 二 つ の意 見 は 医 療 の 質 ・量 の 向上 の た め に は 科 学 的 医療 が必 要で あ り,こ れ を推進す る た め

には,ME機 器 を駆 使 しての 診 断 方法 を権 威 づ け す るた め の 臨床 例 の積 み 上 げ が 必 要 で あ る こ とを意

味 してい る と考 え られ る。 科 学 的 医療 の成 功 例 は わ が 国 に も あ り,で きるだ け 数 多 くの生 体 お よび検

体 検 査 を行 ない,先 ず 非 病 人 をス ク リー ニ ン グ し,医 師 の判 断 に よ って病 人 を既存 の疾 病 パ ター ンに

あ ては め る と同 時 にME機 器 を利 用 して治 療 を行 な い,少 数 精鋭 の 医師 に よる病 院経 営 を行 な って い

る

(1)-4外 国 メー カーの 将 来 の 動 向(要 約)

① 「輸 入商 社 とい え ど も国 産化 に努 力 し,パ ー ツの調 達 の 容易 性 を図 り,ア フ ター ・ケア ー の

充 実 を図 りた い。 … …」 とい う意 見 が ある が,こ れ は輸 入 品 の ウ イー ク ・ポ イ ン トで あ るア フ ター サ

ー ビス(と くに部 品 の迅 速 な交 換)の 改 善 等 で あ る と考 え られ る
。 各 輸 入 商 品 が この よ うな体 制 を と

る と国 産 品 は輸 入 品 に対 抗 で き な くな る恐 れが ある の で,で き るだけ 早期 に 品 質 に お い て も国産 品 の

輸 入 品 に 対 す る優 位 性 を確 立 す る必要 が あ る と考 え られ る。

② 「優 秀 な 医療 機 器 の 輸 入 は国 内 メー カー を 刺激 す る 意味 で結 構 な こ とで あ るが,医 療 機 器 と

しての 認 可 が むつ か し く,例 え ば,効 果 効 能 な ど海 外 公 的機 関 の 臨床 デ ー タ を尊 重 して,輸 入 を容 易

に して も らい た い」 とい う意 見 が あるが,こ れ は各 輸 入 商社 共 通 の悩 み で あ り,ま た 改善 要 望 事 項 で

あ る。 この ま ま放 置 して おけ ば,外 国 メー カー は何 らか の 形 で ア ク シ ョン を とって くる もの と考 え ら

れ る。 例 え ば,資 本 の 自 由化 の要 求が 国 際 医学 界 を通 して の 日本 の医 療 界 へ の 圧 力 が 考 え られ る。 従

って,こ の よ うな事 態 が 発 生 す る前 に,日 本 のME産 業 の 強 化 の必 要 が あ る もの と考 え る。

(1)-5国 家主 導 に よる基 礎技 術 開発 の 推進 と販 売 市場 拡 大 の ため の 輸 出振 興(原 文 の ま ま)

① 国 産 品は 基 礎 技 術 の 研究(材 料,医 学 効 果 な ど)で 見 劣 りが す る。 ζの よ うな 面 で 国家 的 援

助 を希 望 す る。'

② 輸 入 品 の導 入 に つ い て は 海外 に非 常 に優 れ た製 品 もあ る ので,国 産 品 を刺激 育成 す る方 向で

考 え て欲 しい。 医 用電 子 機 器 の国 内市 場 は 比 較 的 小 さ い の で,国 産 品 で 追 い つ い た 時 に は 市場 が な く

な って い る よ うでは,国 産 品 が 開発 され に く くな る。 ま た輸 入 品 は世 界 市場 を 対 象 と して い る ものが

多 く,国 内 市場 のみ を対 象 とす る よ うな国 産 品 では 価格 的 に不 利 とな る恐 れ も あ る。

③ 国 産 技 術 の 向 上 お よび輸 出力 の 増 大 の た め に は,競 合 は 基 本 的 に す す め て い くこ とが必 要 で

あ るが,自 由化 に伴 な う資 本 力 の差 に よる国 産 メー カー の圧 迫が 想 定 され る場 合 に は,国 と して の援

助 を積 極 的 にす す め て い た だ きた い。

以 上 の三 つの 意 見 で い って い る こ とは,鶏 が 先 か卵 が 先 か の問 題 で は あ るが,投 資 効 率 の 問題 を い

っ てい る もの と考 え られ る。 す な わ ち,ポ テ ン シ ャル と して は 市場 が 小 さ く,し か も多 品種 少量 生 産

のME機 器 で は 経 済 効 率 を考 え る と,単 品 毎 に十 分 な研 究 開発 投 資 が で き ない。 従 って,現 状 の ま ま

で は 技 術 集 積 の 大 きい輸 入 品 に立 ち打 ちで きな い の で,国 産 品 を輸 入 品 と同 じ ス ター ト ライ ンに のせ

る ため には,国 家 に よ る研究 開発 援 助 が 必 要 で あ り,こ れが 実現 で きれ ば,輸 出販 売 もで き 自ず と国

家 に よる研 究 開 発 投 資 も償却 で き る とい うこ と をい って い る もの と考 え られ る。
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(1)-6国 産 品の イ メ ー ジ ・ア ッ プ(原 文 の ま ま)

① 性 能 面 では 見 劣 り しない が,国 産 品 の場 合 機 械 ま た は装 置 とい うイ メ ー ジ を患 者 に 強 く与 え

ノカくく

る。 そ の 点,輸 入 品 は 色 彩,ス タ イル また は患 者 へ 接 触 す る検 出器 等 に1日 の 長 が 感 じ られ る。

外 国 のME機 器 メー カは,ME機 器 は も ちろ ん病 院 の建 設 か らク ズか ご まで 一 貫 して取 り扱 うよ うな

所 が 多 く,将 来 わが 国 の 関連 企 業 は よほ ど独特 な機 器 の 開 発 を 行 なわ な い限 り,競 争 に負 け る とい う

こ とが 起 こ るの で は な いだ ろ うか。

② 日本 の技 術 も外 国 品 と変 わ らぬ レベ ル ま で 来 て い るが,外 国 品 に偏 重 す るの が 日本 の 国 民 性

で あ ろ うとの感 が あ る。

以 上 二 つ の意 見 で い ってい る こ とは,国 産 品 は 輸 入 品 と比較 して製 品 価値 で は 負け な く と も,商 品

価 値 で は 一 歩譲 らざ るを え ない 。 い い か え れ ば,製 品 と して の 洗練 に一 工 夫 必要 で あ り,そ の よ うな

こ とも あ って,本 来 的機 能 に おい て 国 産 品 は 輸 入 品 に 遜 色 が な くとも輸 入 品 の 方 が優 れ て い る とい う

ユ ーザ ー側 の偏 見 を生 む原 因 に な って い る もの と考 え られ る。 この対策 と して は,日 本 のME産 業 と

しては 製 品 価 値 の み な らず 商 品 価値 の 向 上 に 努 め る と同 時 に,官 民 一体 とな って 国産 品 の イ メ ー ジ ・

ア ップのPR戦 略 が 必要 で あ る もの と考 え られ る。 この こ とは 単 品 メー カー(専 門 メー カー)に つ い

て と くにい え る こ とで は な いか と思 う。 なぜ な らば,医 療 機 関 がME機 器 の 一括 納 入 を希 望 す る よ う

に なれ ば,こ れ は 医 療 の シス テ ム化 の 推 進 に伴 な って 進 行 す る もの と考 え られ る一 単 品 メ ー カ ー(専

門 メー カー)は そ の製 品 に余 程 魅 力 が ない 限 り くい こみ が 困 難 に なる こ とが 十 分 に 考 え られ る か らで

あ る。

(1)-7零 細 メー カー の連 鎖 化(原 文 の ま ま)

① 日本 国 内業 者 は 中小 企 業 が 多 く研 究 開 発 に 投 資 を しない の で,こ の 点 団 結 して ま と を しぼ っ

て良 品 を国 際 市 場下 で 通 用す る よ う日夜 研 究 す べ きで あ る。

②(a)製 品 の規 格統 一(b)多 品 種 少 量 生 産 で あ る ため に 開発 費,流 通 費 の 吸 収 困 難 。

③ 』 シ ステ ム化 が進 むにつ れ 輸 入 品の 伸 びは 大 き くな る と考 え る。 ま た,そ の主 役 は 大 手 商 社 が

進 め る と考 え る。 しか し,医 療 とい う基 本 的 問 題 で 輸 入 品 が 伸 びす ぎ る こ とは 望 ま しい こ とで な い た

め,国 内 各 メー カー の協 力体 制 が 必 要 と考 え る。

④ 新 製 品 に つ い て は先 進 国 か らの輸 入 製 品 は 現 状 では やは り一 歩 進 ん で お り,市 場 に の せ た 時

に国 産 品 は 競 合 力 が 弱 い。 しか しなが ら,価 格,ア フ タ ー ・サ ー ビス等 で優 れ て お り,ま た 性 能 上 の

格 差 も1～2年 で接 近 して行 くのが 一 般 的 な傾 向の よ うに思 われ ます。 そ の ため には 国 内 メー カ ー も

技 術 的 な努 力 を集 約 して 競合 して行 くべ きで あ り,こ の 意 味 か ら もまた,市 場 の 開発 の 面 か ら も輸 入

品 との 競 合 は 望 ま しい と考 え ます 。

⑤ メ ー カ ー と して保 守 サ ー ビス を確 立 す るの で,も っ と国 産 品 を採 用 して欲 しい。

以 上 五 つ の 意 見 で い って い る こ とは,小 規 模 メー カー は連 鎖 化 を希 望 して い る もの と考 え られ る。

小 規 模 メ ー カー は種 々の ジ レ ンマ に陥 入 ってい るの で は あ る ま いか と考 え られ る。

第1に 国 産 品 の 輸 入 品 に対 す る最 大 の武 器 は,ア フター ・サー ビスが 容 易 にで きる とい うこ とで あ る

が,こ の ア フ タ ーサ ー ビス を十 分 に行 な うに しては1人 当 りの売 上 高が 少 なす ぎ る こ と。
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第2にME機 器 は 多 品種 少 量 生 産 で あ るの で,生 産 の合 理 化 が 非 常 に難 しい。 そ の上,規 格 の 統 一

が な さ れ て い な い ものが 多 い の で,各 メ ー カー共 通 の パ ー ツ ・メー カーが 育 ち に くい こ と。

第3に 外 国 品 を簡 単 に コ ピー で き る こ とか ら考 え てみ て,応 用 技 術 力 で は 負 け ない の だが,基 礎 技

術,純 技 術 の 開発 力 では 大 きな格 差 が あ るの で,つ ね に新 製 品 の 開発 で遅 れ を と る こ とに な り,応 用

技 術 力 で追 い つ い た段 階 で は販 売 市 場 が な くな って い る こ と。

この よ うな種 々の ジ レ ンマ を解 決 す るた め に は,小 規 模 メー カーは 団結 して連 鎖 化 す る こ とに よ り

研 究 開 発,生 産,お よび流 通 の合 理 化 を図 る こ とが最 善 の 方法 で な い か と考 え られ る。 生 命 に係 わ る

医療 とい う基 本 問 題 を考 え る 時,外 国 メー カー に よ って わが 国 の 医療 市 場 が 席 巻 さ れ る こ とは きわめ

て危 険 な こ とで あ る の で,小 規 模 メ ー カ ーの 存 続 を是認 す るの で あれ ば,国 策 と して連 鎖 化 を一 刻 も

早 く推 進 す る こ とが 必要 で あ る と考 え られ る。

(2)「 輸 入 品 の 方が 輸 入 品個 有 の マ イ ナ ス点 を問題 に しな い程,圧 倒 的 に優 れ てい る」 との意 見 の

詳 細(原 文 の ま ま)

① 製 品 の 品質 管 理 の面 で大 き な立 遅 れ が あ る。

② 自動 化 学 分析 装 置 に お い ては 国 産 品 の 歴 史 は浅 く,輸 入 品 に 水 を あけ られ,な か なか追 い つ

け な い の が 実情 。

③ コ ン ピ ュー タの 自由 化 に伴 い,将 来 ミニ コ ン ピュ ー タに よ る医 用 シス テ ムが 日本 の 市 場 で か

な りの 割 合 を 占め る こ とが 予 想 さ れ る。 輸 入 品,と くに ア メ リカ製 の シス テ ムが=豊富 な ソフ トを持 ち

安 価 な の は 脅 威 で ある。 この 原 因 は ア メ リカのNIHか らの 補 助 金 を受 け た大 学 な どで,シ ステ ム開

発 を 担 当 し,そ の成 果 を 私 企 業 が そ っ く り受 け 継 い で 販 売 してい るか らで,開 発 費 を償 却 す る必 要 が

ない た め で あ る。 しか るに,日 本 では 個 々 の企 業 が ま ち ま ち に開 発 費 を投 入 して重 複 した シ ス テ ム開

発 が行 な わ れ て お り,資 金,人 材 の用 い方 が は なは だ 非 能 率 的 で あ る。 従 って,開 発 テ ンポ も遅 く,

価 格 も高 い 国 産 品 の 開発 育成 の や り方 に一 考 を要 す 。

④ 弊 社 が 輸 入 し,ま た 輸 入 し よ うと して い た機 器 は ほ とん どNASA(米 国航 空 宇 宙 局)で 開

発 さ れ た もの で あ った た め,国 産 品 との競 合 とい うこ とは なか っ た。

⑤ 一 般 論 と して 輸 入 品 は 高 価 で は あ るが,現 在 の と ころ,性 能 面,信 頼性(故 障 が 少 な い)に

お い て 国 産 品 よ り優 れ て い るた め か,メ ンテナ ンス,ア フ ター ・サー ビス の点 か らは 不利 で あ る に も拘 ら

ず,ユ ー ザ ーが 優 先 購 入 す る ケー ス が 多 い。 しか も価格 面 で国 産 品 に対 抗 し うる機 種 も出現 して お り

今 後 は 国 産 品 も,性 能 面,信 頼 性 の レベ ル ア ップ す る こ とが 先 ず 肝 要 で あ り,さ らに は シス テ ム化 に

対 応 し うる機 能 を賦 与 す る こ とが 必 要 と思 わ れ る。

⑥ 性 能,信 頼 性 の 点 で,国 際 品 との 競合 は あ ま りあ りませ ん。

⑦(a)全 般 的 には 技 術 レベ ルは 欧 米 に 近 づ い た が,部 分 的 に は ま だ競 合 の むず か しい もの も あ る。

(例,自 動 化 学 分 析 装 置,ペ ー ス メー カ,自 動 血球 計数 器,電 子 計算 機 応 用 装 置,人 体機 能補 助装 置)

(b)価格 の 面 で 国 産 品 は やS有 利 で あ った が,通 貨 の変 動 で今 後 は 予断 を許 さ な い。(c)基 礎技 術 の 研究

(材 料,医 学 効 果)な どで 見 劣 りが す る。 この よ うな面 で 国 家 的 な援 助 を希 望 す る。

⑧ 診 断 検 査 用 のME機 器 につ い て は,残 念 なが らま だ 外 国 品 の 模倣 の域 を脱 して い ない よ うで
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`

独 創 性 の 面 で 外 国製 品 に 一歩 ゆず る よ うで あ り,な お一 層 の充 実 が望 まれ る。

⑨ 輸 入 品 に は 研 究 投 資 の 十 分 に行 な われ た製 品が 多 い。 国 産 品 は 多数 の 小 メ ー カーが 競 合 商 品

をそ れぞ れ 少 ない 投 資 で 製 作販 売 し,従 って,お 互 い に十 分 な研 究が な し得 ず,輸 入 品 との 競 合 の 点

では 太 刀 うち 出来 ない こ とが 多 い と思 われ る。

⑩ 技 術 の ユ ニ ー ク性,商 品化 技 術 に つい て残 念 なが ら国 産 品は 外 国 品 に比 べ て未 だ一 歩 遅 れ て

い る。 わが 国 独 自の ユ ニー ク な製 品 を生 み 出せ る環 境 を整 備 す る こ とが 肝 要 と思 う。 と同時 に,従 来

わが 国の 医 療 機 器 業 界 一 般 に行 な われ て きてい る海 外 優 秀 商 品 の コ ピー の問 題 は業 界全 体 の 体 質 を改

善 す る ま では まだ 続 く もの と思 わ れ る。

⑪ME機 器 につ い て は個 々の機 器 の性 能 は同 じ と考 え られ るが,ほ ん の一 部 の機 構 等(特 許)

に ま だ相 当 の 開 きが あ り,そ れ 等 の機 器 の シ ス テ ム化 とな る と外 国先 進 国 に遠 く及 ば な い点 が あ る。

(3)「 国 産 品 の 方 が 輸 入 品 よ りも総 合 的 に優 れ てい る」 との意 見 の詳 細(原 文 の ま ま)

① 価 格,性 能 と もに輸 入 品 よ り優 位 。

② 信 頼 性,故 障 した場 合 の アフター サービス,国 内 医師 の要求 仕 様 等 の 点 よ り一 般 的 に は 国 産

品の 方が 優 位 で あ る と考 え る。

③ 日本 の 市 場 規 模 で あれ ば,国 産 品 の方 が 競 合 に つ い て は 強い と考 え ま す。

④ 扱 い 品 につ い ては と くに競 合 を懸 念 して お りませ ん 。

⑤ 研 究 室 用PHメ ー タに つ い て は競 合 は 殆 ん ど無 。

⑥ ガ ン細 胞 自動 診 断 装置 に つ い て は輸 入 品 も競 合 もな い。

⑦ 当 社 で 行 な っ てい る内視 鏡TV装 置 は 日本 が 一 番 進 ん で お り,外 国 で は立 遅 れ て お り,今 の

とこ ろ競 合 には な らない。

(4)「 国 産 品 と輸 入 品 は 品 質(性 能,信 頼性等)に おい て 対 等 の立場 に あ る」 との意 見 の詳 細(原 文

の ま ま)

① 最 近,技 術 面,価 格面 か ら も輸 入 品 に劣 らな い機 器 が 開発 さ れ つ つ ある。 と くに サ ー ビス,

メ ン テ ナ ンス に 関 して 従 来年 々問 題 が あ った よ うに聞 い て い るが,こ の点 は国 産 品 の優 位 性 が 高 い。

② 国 内 原 材 料 の 高 騰 に よ り輸 入 品 との競 合 は 大 変 きび しい。

③ 輸 入 品 と同 等 の 性 能 を有 す る 国産 品 も見 られ る よ うに な って きた の で,国 産 品 を保 護 す る施

策 が 望 まれ る。

④ 液 体 シ ン チ レー シ ョン ・ス ペ ク トロメ ー タ に つ い て は,性 能上,価 格 上 の競 合 が 強 烈。

(5)「 価 格 ・サ ー ビス 面 に お い て の み国 産 品 は 輸 入 品 よ り優 れ てい る」 との 意見 の詳 細(原 文 の ま

ま)

① 一 般 的 に い って,高 性 能 の ものは 輸 入 品 の 方 が 国産 品 よ りも質 の 良 い もの が 多 い。 しか し,

価 格 の 点 で は 国 産 品 よ りも輸 入 品 の方 が 割 り高 に な るの で,競 合 した場 合 に は,国 産 品 の 方 が 強 い こ

とが 多 か った。 また,こ れ までは,独 創 的 な もの は 輸 入 品 に 多 く,国 産 品 に は猿 真 似 的 な もの が 多 い。

② 輸 入 品 は 価 格 面 で は高 いが,操 作 性,安 全 性 で す ぐれ てい る よ うで あ る。 しか しな が ら国 産

で 同 程度 の操 作 性,安 全 性 を もたせ た場 合 価 格 が 上 れ ば 使 用 して もらえ な い。 国産 はア フ タ ー ・サ 一
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ビス面 で す ぐれ て い る。

③ 輸 入 品 の 中 には,エ レク トロ ニク ス技 術 の 他 に も安 全 性,信 頼 性,使 い 易 さ な どか ら見 て,

優 れ た製 品 も多 いが,一 般 的 に言 って,国 産 品 との 価 格 の差 が問 題 で あ る。 国 産 品 は 輸 入 品 よ りも安

価 で あ るか ら,と い う理 由 で輸 入 品 よ りも数 多 く使 われ て い る の が 現状 で あ る。

④ 輸 入 品 の場 合,価 格 は 国 産 品 と比 べ る と高 く,納 期 お よび サ ー ビスの 点 では 国 産 品 に 少 々劣

る が,品 質 的 に は 一歩 進 ん で い る よ うで あ る。

(6)「 輸 入 品 と国産 品 は共 存 共 栄 で き る」 との 意 見 の 詳 細(原 文 の ま ま)

① 汎 用 性 の あ る機 器 は国 産化 が 進 むが,新 製 品 や 特 殊機 器 は 輸 入 が続 く結 果,同 一 機 種 での 国

産 対 輸 入 の 競 合 は 弱 ま り,共 存,補 完 関 係 に進 む と予 想 す る。

② 国 際 分 業 制が ほ ぼ 確 立 さ れ て お り,と くに販 売 台 数 の 少 ない 特 殊 の器 械 は これ ま で の長 年 の

研 究 と開 発 技 術 の 差 が あ り,国 産化 を図 る こ とは むず か し く,各 国 の 得 意 とす る 分野 に お い て そ れぞ

れ 特 色 を 出 して い る。

③ME機 器 は 多 機 種 少 量 生産 で あ る の で,何 で も国 産 化 のみ を考 え ず,国 際 的 分業 体制 も考 え

る必 要 が あ る。

④(a)こ れ か らのME機 器 は 技術 集 積 型 の 高度 な信 頼 性 の あ る もの とな る と思 わ れ る。 この た め

には 広 く諸 外 国 の製 品 を輸 入 し,国 産 品 に イ ンパ ク トを与 え る こ と も必 要 で あ るか ら,積 極 的 に 競 合

させ る べ き と思 う。(b)研 究 開 発 また は優 秀 な 輸 入 品 に よ り,レ ベ ル ア ップ され た 製 品 を品 質 面 で 有 利

に立 ち,輸 出 に も貢 献 で きる。

(7)「 国 産 品 は 品質 面(性 能,信 頼性 等)に お い て や が て輸 入 品 に追 い つ'く」 との 意 見 の 詳 細(原

文 の ま ま)

① 輸 入 品 は シス テ ム技 術 的 に斬 新 性 の あ る もの で,と くに 省 力 化,迅 速 化 に役 立 つ もの お よび

性 能 的 に と くに優 れ た ものは,国 内で も伸 び て い る よ うに 思 わ れ ます。 国 内 で も有 望 商 品 は 追 かけ て

ゆ くだ け の 素地 は あ り,価 格 的 に も安 くな るの で,い ず れ は 国 産 品 で 間 に合 うよ うに な って くる もの

と感 じ ます。 普 及段 階 に 入れ ば 日本 の 国 情 に マ ッチ した もの が 作 られ るの で,優 位 性 が 逆 転 して く る

ものが 多 い。

② 現 在輸 入 品が 相 当数 使 わ れ てい るが,技 術 の 発 展 と と もに国 産 機器 の需 要が 増 え て お り,今

後 は 国 産 品 の 増 大 が 予 想 さ れ る。

③ 現 在,国 産 品 は 輸 入 品 に 比 し,価 格,サ ー ビス面 で 優 位 に立 っ てい る。 品 質 レベ ル が 同 一 に

達 す るの も時 間 の問 題 と思 わ れ る。

●

8.2国 産ME機 器 と輸 入ME機 器 の 競 争 力 の 比較

結 論 は,輸 入ME機 器 は 国 産ME機 器 よ りも次 の二 つ の理 由 で そ の競 争 力が 圧 倒 的 に 優 れ てい る。

(1)企 業 行 動 の 相 違。ME機 器 輸 入商 社 の 方 が 国 産ME機 器 メー カー よ り もME部 門 先 行 投 資 度 が

高 く,し か もME部 門(産 業)の 将 来 に対 して 明 るい 見 通 し を持 って い る。
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国産ME機 器 メー カー とい え ど も最 終 的 な 目標 は利 益 をあげ る こ とに あ るの で,そ の販 売網 を利 用

して輸 入 品 を取 り扱 うこ とに よ って,よ り容 易 に 利益 を あげ よ うとす る傾 向 が ない で も ない。

(2)商 品 と して の成 熟 度 の相 違 。 例 外 的 な もの を除 い て,輸 入 品 の方 が,国 産 品 よ りも商 品 と して

の 成 熟度 が 圧倒 的 に 高 い。

本 節 は 国 産 品 と輸 入 品 の 競争 力 に つ い て次 の2点 に絞 って論 じ る。(・)国産 品 メー カ ー と輸 入 商 社 の

発 展 性 の 比較 。(2)国 産 品 と輸 入 品 の商 品 と して の成 熟度 の 比較 。

な お,資 料 と して 次 の もの を利 用 した。4.2rME部 門(産 業)と 他 部 門(産 業)と の 比 較 」,5.

4「 機 種 別 の 改 良 ・改 善 ・開 発 の 動 向」,6.lr機 種 別 の 販 売 促 進 阻害 要 因」 。

8.2.1国 産 品 メ ー カ ー と輸 入商 社 の 発展 性 の 比 較

国 産 品 メー カ ー と輸 入 商 社 の 発 展性 の 比較 を次 の 二 点 か ら行 な う。①ME部 門先 行 投 資度 の 比較,

②ME部 門(産 業)の 未 来 につ い ての 見通 し。

(1)ME部 門 先 行 投 資 度 の 比 較

国 産 メー カ ーのME部 門 先 行 投 資度 は,大 メー カー1.35,中 メー カー0.89,小 メー カー

0.87,零 細 メ ー カー1.47で あ るの に 対 して,輸 入 商 社 の そ れ は,総 合 商 社4,中 堅 商 社8.5,零

細 商 社0,35で,総 合 的 に輸 入 商 社 の 方 が 高 い。

な お,ME部 門 先 行 投 資度 は次 の 算 式 に よ って算 出 した もの で ある。(ME部 門 従 業 員 数 ÷ 企 業 全

体 と して の従 業 員 数)÷(ME部 門 売 上 高 ÷ 企業 全 体 と して の 売 上 高)

②ME部 門(産 業)の 未 来 に つい ての 見通 し

国産 品 メー カ ー のME部 門(産 業)の 未 来 に対 す る感 想 は 「非 常 にの び る」 が37.21%,「 や や

の び る」 が55.81%,「 現 状維 持 」が4,65%,「 や や お ち こ む 」が2.33%で あ る の に対 して,

輸 入 商 社 の そ れは 「非 常 にの び る」 が58,82%,「 や や の び る 」が4L18%で あ る。 これ か ら判

断 で き る こ とは,輸 入 商 社 の 方 が 国産 メー カー よ り もME部 門(産 業)に 対 して 明 る い 見通 を持 って

い る とい うこ とで あ る。

6

8・2.2国 産 品 と輸 入 品 の商 品 と して の 成 熟 度 の 比較

国産 品 と輸 入 品 の商 品 と して の成 熟 度 の 比 較 を次 の三 点 か ら行 な う。 ①ME機 器 全 体 と して の 改 良

改善 の ポ イ ン トの度 合 の 相違 ② 改 良 ・改 善 の 度 合 の 高 い 機 種 の 比 較 ③ 機 種 別 の改 良.改 善 の ポ イ

ン ト ・販 売促 進 阻 害 要 因 の 相違 。

(1)ME機 器 全 体 と して の 改 良 ・改 善 の ポ イ ン トの 相 違

ME機 器 全 体 と して の 改 良 ・改 善 の ポ イ ン トの 度 合 の 相 違 は 次 の とお りで あ る。(表8-3)

国産 品 と輸 入 品 の 改 良 ・改善 の ポ イ ン トの相 違 は 次 の 四 点 に あ る。 ① 取 扱 い の 容 易性 の ウ エ イ トが

国産 品 に お い て 目立 って 高 い ② 医療 の質 量 の 向 上 の ウ エ イ トが 輸 入 品 に おい て 目立 っ て 高 い ③ 小

型 ・軽 量 化 の必 要性 は輸 入 品 に は ない ④ 安 全 性 の ウエ イ トは国 産 品 に おい て 目立 って 高 い。 これ か
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ら判 断 で き る こ とは,輸 入 品の 方 が 商 品 と しての 成 熟 度 が 高 い。

表8-3改 良 ・改 善 の ポ イ ン トの 動 向 一 覧 表

改 良 ・改 善 の ポ イ ン ト 度合(国 産品) 度合(輸 入品)

シ ス テ ム 化 20.43%(1) 24.13%(2)

取 扱 い の 容 易 性 19.13%(2) 6.89%(4)

医療 の 資 質 の 向 上 19.13%(2) 44.82%(1)

信 頼 性 15,21%(4) 13.79%(3)

小 型 ・ 軽 量 化 13.04%(5)

安 全 性 12.60%(6) 3.44%(6)

他 メ ー カ ー との 統 一 性 0.43%(7) 6.89%(4)

(2)改 良.改 善 の度 合 の 高 い機 種 の 比 較

そ の 内容 は と もか く と して,機 種 別 に改 良 の度 合 の高 さ を国 産 品 と輸 入 品 を比 較 して最 も 目立 つ

こ とは,電 子 計 算機 応 用装 置 が 国 産 品 に お い て は1番 目に あ る のに 対 して,輸 入 品 に お い て は9番 目

に あ る こ とで あ る。 これ は シス テ ム機 器 の 開 発 に お い て,国 産 品は 輸 入 品 に 比 べ て 相 当 遅 れ て い る こ

とを物 語 って い る もの と考 え られ る。 これ は 医療 の シス テ ム化 の必 然 性 を考 え る と重 大 な問題 とい わ

なけ れ ば な らない 。

(3)機 種 別 の 改 良 ・改善 の ポ イ ン ト ・販 売促 進 阻 害 要 因 の相 違

国 産 品,輸 入 品 の 改 良 ・改 善 の ポ イ ン トが異 なる機 種 に つ い ての み 説 明 を以 下 に おい て 行 な う。

① 心 電 計 にっ い て

国 産 品個 有 の 改 良.改 善 の ポ イ ン ト ・販 売 促進 阻 害要 因 は 次の 四 点 で あ る。(a)安 全 性.(b)取 扱

いの 容 易性(c)小 型 ・軽 量 化(d)医 師 の 派閥 が障 害 に な って い る。 これ に対 して輸 入 品 の そ れ は 次 の

二 点 で あ る。(a)シ ス テ ム化(b)他 メー カー もの との互 換 性 が な い。 これ か ら判 断 で き る こ とは,国 産

品 は 品質 規 格 の 統 一化 で販 売面 で優 位 忙 立 って い るが,輸 入 品 は シス テ ム化 で巻 き返 しを図 っ て い る

もの と考 え られ るの で,今 後 の 競合 に つ い て は 予 断 が許 さ れ な い。

② 脈 波 計 につ い て

国 産 品 個 有 の 改 良 ・改 善 の ポ イ ン ト ・販 売 促進 阻害 要 因 は 次 の 四点 で あ る。(a)小 型 ・軽 量 化

(b)取扱 い の容 易 性(c)信 頼 性(d)オ ペ レー ター の 養成 が お くれ て い る。 これ に対 して輸 入 品の そ れ は

「特 定 の 医者 に しか使 わ れ な い 」 の み で あ る。 これ か ら判 断 で きる こ とは,輸 入 品は 外 国 帰 りの 医者

に しか使 われ て お らず,国 産 品 は競 合 に お い て 比 較 的 優位 に立 って お り,さ らに販 売 促 進 を進 め るた

め に,取 扱 い の容 易性 に ポ イ ン トを お い た 改 良,改 善 を進 め て い る もの と考 え られ る。

③ 医用 テ レ メー タに つ い て

国 産 品個 有 の改 良 ・改 善 の ポ イ ン ト ・販 売 促 進 阻 害 要 因 は 次 の五 点 で あ る。(a)取 扱 い の 容 易 性
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(b)小型 ・軽 量 化(c)シ ス テ ム化(d)医 療 の 質量 の 向上(e)性 能が 折b合 わ ない。 これ に 対 して 輸入 品

の そ れ は 「他 メー カー との 統 一 性 」 の み で あ る。 これ か ら判 断 で きる こ とは,輸 入 品 の 方 が商 品 と し

て 成 熟 してい る。

④ ガ ン細 胞 自動 診 断 装 置

国産 品個 有 の 改 良 ・改 善 の ポ イ ン ト ・販 売 促 進 阻 害要 因 は 次 の六 点 で あ る。(a)シス テ ム化(b)

信 頼性(c)取 扱 い の 容 易性(d)性 能 が 折 り合 わ ない(e)保 険 点 数 に組み 入れ られ て い ない(f)価 格 が

折 り合 わ な い。 これ に対 して輸 入 品 の そ れ は 「派 閥 が障 害 な って い る」 の み で あ る。 これ か ら判 断 で

きる こ とは,国 産 品 は売 る に は売 れ て い る が,品 質 面 で 輸 入 品 に相 当差 をつ け られ て い るこ と であ る
。

⑤ 自動 化 学 分析 装 置 に つい て

国 産 品個 有 の改 良 ・改 善 の ポ イ ン ト ・販 売促 進 阻 害 要 因 は 次 の五 点 で あ る。(a)シ ス テ ム化

(b)信頼 性(c)取 扱 いの 容 易 性(d)オ ペ レタ ー の養 成 が お くれ て い る(e)保 険 点 数 に組 み 入 れ られ て い

ない。 これ に対 して輸 入 品 の そ れ は 次 の 三 点 で あ る。(a)他 メー カー との 統一 性(b)値 くず れ(c)性 能

が 折 り合 わ ない。 これ か ら判 断 で き る こ とは,国 産 品 は 価格 の 安 さだけ で勝 負 して い るこ とで あ る。

⑥ 超 音波 洗 浄 器 に っ い て

国 産 品個 有 の 販 売促 進 阻 害 要 因 は 次 の2点 で ある。(a)値 くず れ(b)価 格 が 折 り合 わ ない 。 これ

に対 して,輸 入 品 の そ れ は 「ア フ ター ・サ ー ビス が 思 うよ うにで き ない 」 の み で あ る。 これ か ら判 断

で きる こ とは,こ の機 種 は ア フ ター ・サ ー ビス が 過剰 に必 要 で,こ の点 につ い ての み 国 産 品 は 優位 に

立 って い る もの と考 え られ る こ とで あ る。

■

●
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第9章ME産 業 と医療 機 関 の 関 係

本 章 は,ME産 業 と医 療 機 関 の 関係 を 次の2つ に 分 け て論 じ る。(1)医 療 機 関 のME産 業 に 対 す る不

満 と期 待(2)ME産 業 の医 療 機 関 に対 す る不 満 と期 待。

なas-,ME機 器 の機 種 別 の 医療 機 関 側 の使 用 感 想 とME産 業 側 の 改 良 ・改善 の動 向の 比 較 に つ い て

は表2-1「ME機 器 導 入 利 用 状 況 一 覧 表」 と表5-5「 機 種 別 の 改 良 ・改 善 ・開発 動 向 一 覧 表(全

体)」 を参 照 願 い た い。 本 章 の 主 な結論 は 次 の とお りで あ る。

(1)ME機 器 の 価格 は 高 い の で,導 入 は保 険点 数 の 高 い 順 に行 な われ る傾 向が あ る。 価格 を下 げ る

に は,医 療 機 関 と産業 側 双 方 の 努 力 に よる品 質規 格 の統 一 化 が 必 要 で あ る。

② 産 業 側 の サ ー ビスは ア フタ ー ・サ ー ビスば か りで な く ビ フ ォー ・サ ー ビス(事 前教 育)も 行 な

う必 要が あ る。 サ ー ビス を 円滑 に行 な うた め に公 的 あ るい は私 的 サ ー ビス ・ス テ ー シ ョンの全 国 ネ ッ

トワー ク な どの設 立 が 考 え られ る。

③ 大規 模 な 研究 開発 を行 な って,ユ ー ザ ー の満 足 の ゆ くハ ー ドウ エ ア を作 る必要 が あ る。 産 業 側

は これ に 対 して零 細 メー カー の 連 鎖 化,大 メー カーME部 門 の ベ ン チ ャー ・ビ ジネス ・ス タイ ル組 織

へ の転 換 な ど を行 な って;研 究 開 発 を本 格 的 に 展 開す る こ とが 考 え られ る。

(4)ME関 連 企 業 は,研 究 開 発 の 段 階 で ユー ザ ー の意 見 を大 幅 に と り入 れ ニ ー ズ を見極 め る こ とが

必 要 で あ る。 シ ステ ム化 な ど に際 して は,マ シ ンオ リエ ンテ ッ ドに な らぬ よ う最 大 の 注 意 を払 わ ね ば

な らな い。

(5)ME産 業 を育 成 す る意 味 を含 め て 医薬 品 産 業 とME産 業 が協 力 関 係 を結 ぶ。

(6)医 療 機 関 のME産 業 に対 す る要 望 は大 きいが,そ れ らはME産 業 の 個 々が 負担 し得 る もの で は

な いの で,国 の諸 援 助 が 必要 で あ る。

(7)ME産 業 の 医療 機 関 に 対 す る不 満 は,(a)診 断 論 理 が 数 多い こ と(b)ユ ー ザ ー とサ プ ライ ヤ ー の

個 人 的 癒着 の傾 向が 残 って い る こ と と(c)優 れた 経 営 が 行 な われ てい る病 院 は 少 な くい ろ い ろ障 害 が

多 い な どが あ る。 ◆

9.1医 療機 関 のME産 業 に 対 す る不満 と期 待

本 節 は全 国 の 主 要 病 院 の イ ン タ ビ ュー調 査 に よって得 られ た 情 報 に 基 い て ま とめ た。 情 報 収 集 の方

法 は 自由 な雰 囲 気 の 中 で デ ィス カ ッシ ョン を行 な うとい う方 法 を とっ たの で,顕 在 化 して い る意 見 は

勿 論 の こ と,潜 在的 に抱 い て い た 意 見,イ ン タ ビ ュー調 査 者 の 意 見 に対 す る同 意 事 項 も含 ま れ て い る。

そ の結 果,ユ ー ザ ー の サ プ ラ イ ヤ ーに 対 して抱 い て い る不 満 と期 待 は 次 の5項 目あ る こ とが判 明 した。

(1)価格 問 題(2)サ ー ビス 問 題(3)ハ ー ドウエ ア問題(4)企 業 行 動 問 題(5)産 業 界,行 政 機 関 と医 療機

関 の協 調 問 題。

一108一



●

9.1.1価 格 問 題

ME機 器 は全 般 に 亘 って 高 す ぎ る,と くに保 険 点 数 に よ るバ ッ ク ア ップ の な いME機 器 に対 して は

この 声 が 圧 倒 的 で あ る。 大 学 病 院 の よ うな研 究 を 中心 とす る病 院 や 企業 の付 属 病 院 の よ うな特 殊 な使

命 を持 った 病 院 以 外 は,ME機 器 の購 入 は 医療 の質 の 向 上 に は 関 係 な く保 険 点数 の高 い もの か ら順 を

追 っ て購 入 して い くとい う傾 向 が あ る よ うで あ った。

ME産 業 を発 展 させ る ため に は この 現状 は打 開 しなけ れ ば な らず,次 の2点 が そ の方 法 と して考 え

られ る。

(1)品 質 規 格 の 統 一 化(病 院 側 の 努 力)

現 在 の 医療 機 関は 閉 鎖 的 で 学 閥,地 域 閥,セ ク シ ョナ リズ ムが あb,こ れ がME機 器 の 多 品種 少

量 生 産,品 質 規 格 の 不 統 一 に拍 車 をか け て い る と考 え られ るの で,こ の 点 の 改 良 が望 ま れ る。 品質 規

格 の統 一 化 は少 品種 多量 生 産 につ なが るの で,コ ス ト ・ダ ウ ンが 実 現 さ れ るの は い うま で もな い。

(2)品 質 規 格 の 統一 化(産 業 側 の努 力)

産 業 界 と して も品質 規 格 の 統 一 化 に向 って 努 力 を払 うべ き もの と考 え る。 一 時期,業 界 団 体 の 業

務 委 員会 で 品質 規 格 の統 一 化 運 動 が 展 開 され た こ とが あ った が,現 在 そ れ が 途 絶 え て い るの で,そ の

復 活が 強 く要 望 さ れ る。 ま た,業 界の 大 勢 と して は 品質 規 格 の 統 一 化 に 基 本 的 には 賛 成 の 模様 で あ る。

現 在 品質 規 格 が統 一化 され つつあ るのは 心電 計,脳 波 計等 の1部 のME機 器 に限 定 され て い るの で,全

面 的 な 品質 規 格 が統 一 さ れれ ば,大 幅 コス ト ・ダ ウ ンに結 びつ く こ とは い うま で もない。

「診 断 論 理 が 医師 に よ って異 る の で,規 格 の 統 一 は 困難 で あ る」 とい う意 見 もあ るが,診 断 論 理 の

ミぼ

パ ター ンの数 が そ れ程 多 い はず もな い ので,ア メ リカ 自動 車 業 界 で革 命 的 な販 売台 数 を記 録 した ム

ス タ ン グ"的 発 想 で70～80%を 統 一 化 して 残 りの20～30%を 診 断 論 理 の パ ター ン に応 じて バ

リエー シ ョン をつ け て生 産 販 売 す るな どの 工 夫 が 考 え られ る。

■

9.1.2サ ー ビス 問題

当 初,本 調査 の 前段 階 でME機 器 の販 売 が 思 う よ うに 伸 び な い理 由 の一 つ と して ア フ ター ・サ ー ビ

ス が うま くい って い ない の で は ない か とい う仮 設 を立 て て い たが,ア フ ター ・サ ー ビス に負 け ず 劣 ら

ず ビフ ォー ・サ ー ビス(事 前教 育)の 充 実 化 が 潜 在 的 に 強 く要望 され て い る こ とを知 った。 す な わ ち

ビフ ォー ・サ ー ビス の 必 要性 を認 識 した の は 「省 力化 を狙 うME機 器 を導 入 して もオ ペ レー ター な ど

の 導 入 な どで 結 局 は 人手 が 余 分 に か か り,省 人 化 ・省 力 化 に な らない」 とい う各 病 院共 通 の意 見 に よ

って で あ った。 これ は 従 来 の 医 療 従事 者 で はME機 器 を使 い こ なせ ず,そ の 為 に わ ざわ ざ新 た に 医療

従 事者 を オペ レ ー タ と して 採 用 す る こ とに よる もの で あ る こ とが 判 明 した。

単純 に 考 え れ ば,ME産 業 側 のME機 器 納入 上 の ビフ ォー ・サ ー ビス の 充実 につ き る とい え るが,

病 院 側 の 方 に も経 営 感 覚 の 充 実 も望 ま れ る。 す な わ ち多 品 種 少 量 生 産 で た だ で さえ 経済 効 率 の悪 いM

E産 業 が ア フ タ ー ・サ ー ビス に 加 え て ビ フ ォー ・サ ー ビス も十 分 に行 な わ なけ れ ば な ら ない と した ら

サ ー ビス が 価 格 に転 嫁 さ れME機 器 は ま す ます 高 くな るの で,一 工 夫 した 解 決 策 が 望 ま れ る。 病 院 側

に と って も人件 費 の 高 い 医 師 が 医 師 本 来 の 業務 に専 念 で きる よ うにす るの が,ME機 器 の使 命 の 一 つ
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で あ る ので,こ の 点 を経 営 的 に ど う判 断 す るか は 大 き な問 題 で あ る とい え る。

これ らの対 策 と して 次 の 四つ が考 え られ る。

(1)自 動 車 業 界 にお け るJAFの よ うな機 関 をME産 業 共 通 の もの と して設 置 す る。

(2)国 営 で サ ー ビス ・ス テ ー シ ョンの全 国 的 ネ ッ ト ・ワー ク を設 置 す る。(メ ー カーの 出費 お よび

運営 費 を抑 ぎ,国 産 品 の み の サ ー ビス を行 な うよ うに す れば,国 産 品 強 化策 に もつ なが る と考 え られ

る。)

(1)につ い て も言 え る こ とで あ るが,公 共 の サ ー ビス ・ス テ ー シ ョン を設置 す れ ば 「ビ ジネ ス上 の問

題 もあ るが,生 命 に係 わ るの で 他 メ ー カー の もの の修 理 は扱 わ ない 」 とい うこ と もな くな る もの と考

え られ る。

(3)マ シ ン ・ダ ウ ン した時 の 応 急 処 置 の 方 法 を幾通 りもつ くり,ユ ー ザ ーに そ れ を事 前 に 周知 徹 底

させ る。

(4)品 質規 格 の 統一 。 公 共 的 サ ー ビス ・ス テ ー シ ョン を折 角設 置 した と して も,パ ー ツが メー カ ー

に よっ て不 統 一 で あれ ば,サ ー ビス ・ス テー シ ョンの 実 効 性 は 大 幅 に ダ ウ ンす るの で,品 質規 格 の 統

一 は何 と して で も実行 しな けれ ば な らな い
。 そ うす れ ば,「 古 いME機 器 の場 合,パ ー ツが な くて困

る こ とが よ くあ る。 ま た仮 に パ ー ツが あ った と して も納 期 が 遅 れ て迷 惑 す る」 とい う苦 情 もな くな る

もの と考 え られ る。

9.1.3ハ ー ドウ ェア 問 題

日本 のME機 器 は年 々品 質 が 向 上 して きて い るが,輸 入 品 と比 較 す る と未だ しであ るとの意 見 が 圧 倒

的 で あ る。 そ の 根 拠 と して,日 本 のME産 業 は零 細 企 業が 中心 で あ るの で,企 業 と して の経 営 基 盤 が

脆 弱 で ある こ とが あげ られ る。

これ を裏 打 ちす る よ うに,ユ ー ザ ー に は 大 メー カー の進 出 に よっ て根 本 的 解 決 を望 む声 が あ る。 し

か し,現 状 のME産 業 に 企 業 と して妙 味 を感 じて い る大 メー カー の数 は そ れ 程 多 くは ない。 以 上 か ら

次 の2点 の対 策 が 望 まれ る。

(1)零 細 メー カーの 連 鎖 化

連 鎖 化 の 方法 論 には 数 多 くあ る。 連 鎖 化 の た め の 障 害 も数 多 くあ る と考 え られ るが,零 細 メ ー カ

ーが 共 同 化 して集 団 を作 り
,大 企 業 と零 細 メ ー カーの 双 方 の 良 い所 だ け を と り入 れ る こ とが で き る よ

うに なれ ば,研 究 開発 投 資 も比 較 的 行 ない 易 く,優 秀 な人 材 を採 用 し育成 す る こ と もで き る よ うに な

る。 ま た市 場 開 発 もで き,医 療 機 関 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・ギ ャ ッ プは 解 消 し ・商 品 開発 面 に お い

て もプ ラス を もた らす もの と考 え られ る。

す な わ ち基礎 技術 か ら商 品 開発,市 場 開発 ま での 研 究 開発 が 本 格 的 に 展 開 で きる こ とか ら 「国産 品

は モデル ・チェンジが 激 しす ぎて困 る」 や 「メー カー間 に統 一 性,互 換 性 が ない の で 困 る。 ア ダ プ ター

や コ ン ピ ュー タ に して も メー カー毎 に購 入 しな け れ ば な らな いの で,病 院 側 に 経 済 的 負 担 が 必 要以 上

に 強 い られ 大 変 迷 惑 して い る。 」 な どの ユ ー ザ ー 側 の要 望 に応 じる こ とが で き るか あ るい は か な り解

決 さ れ て い く もの と考 え られ る。
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■

(2)大 メー カ ーのME部 門の ベ ン チ ャー ・ビジネス ・ス タイル組織への転換

ME産 業 の宿 命 と して 多 品種 少 量 生 産 で しか もマ ー ケ ッ トが小 さい とい うこ とが あ げ られ るが,

これ は 現 在 の大 メ ー カー の従 来 の組 織 の 中 で は このME産 業 の特 性 に応 じた"仕 事"が や りに くい 状

況 を 意 味 してい る。

大 メー カーが と り うる策 はME部 門 を別 会 社 組 織 に して,中 核 とな る人 材 を本 社 か ら出 向 させ るか

"サ ラ リー マ ン根 性"を 捨 て て"仕 事"が で きる社 長 室 あ るい は 企画 室 直 属 にす る な どが 考 え られ る。

これ を促 進 す る に は行 政 機 関 のME産 業 の ビジ ョンづ く りとそ れ のPRが 必 要 で あ る と考 え られ る。

●

●

9.1.4企 業 行 動 問 題

企 業行 動 に っ い て 医療 機 関 はME産 業 界 に 対 して 次 の 四 つ の面 で の希 望 を持 って い る。

(1)本 格 的 な 商 品 開発,(2)薬 品 業 界 との 協 調,(3)コ ミュニ ケ 一 夕 と して のME産 業,(4)企 業倫 理,

この4点 につ い て以 下 簡 単 に説 明 す る。

(1)商 品 開 発

た とえ ば 中 央 臨床 検 査 部 門 や 放 射 線 科 で の シ ステ ム機 器 に対 す る需 要 の増 大 が 見込 ま れ て い るが,

シス テ ム機 器 に 大 きな地 位 を 占め て い る外 国 品 に対 しては 価 格が 高 す ぎる こ とに 不満 を持 って い る医

師 が 多 く,わ が 国 の メー カーが 安 い 価 格 で 優 秀 な シス テ ム機 器 を開 発 す る こ とを きわ め て 強 く要 望 し

て い る。

ME機 器 開 発 の 方法 と して 「メ ー カーは た くさん の 人 々(医 師)の 意 見 を きい て,シ ス テ ム化 を企

画 す べ きで あ る」 との ユ ー ザ ー側 か らの 提 案 が あ る。 しか し,医 師 の 意見 は各 々異 な るの で 需 要(医

師 の 希 望)の 公 約 化 を 図 り,先 に述 べ た"ム ス タ ン グ"的 商 品 をつ くる な ど メー カー 側 の 英 知 と努 力

で 解 決 で き るの で は な い か と考 え られ る。

(2)薬 品 業 界 との協 調

「現 医 療 制度 下 で はME機 器 の 充 足 は 十 分 で あ る」 とい うユ ー ザー 側 か らの 意 見 が あ る。 これ は

医 療 技 術 を経 済 的 に 正 当 に評 価 し,薬 偏 重 を是 正 しな い限 り,ME機 器 の 需 要 は 伸 び ない とい う こ と

を意 味 してい る。

そ うか とい って 薬 品 業 界 に配 慮 が な い とい うこ とは適 切 で ない。 薬 品業 界 に して も生 存 権 は あ る の

で,薬 品 業 界 と共 同 でME機 器 を生 産 販 売 して い く道 が大 き く開 かれ れ ば,医 療 問 題 の 解 決,ME産

業 の 発 展 との 両 方 が 同 時 に実 現 で きるの で は な い か と考え られ る。

(3)コ ミ ュニ ケ 一 夕 と して のME産 業

広域 的 な 親 病 院(医 師 の派 遣,重 症 患者 の収 容 な どを行 う)に とつて,頭 が 痛 い のは そ の地 域 の

村 長,町 長 が 独 断 で診 療所 を つ く り,何 か問 題 が 生 じて か ら初 め て親 病 院 の 方 に相 談 に来 る との こ と

で あ る。 こ の よ うに医 療供 給 側 と需 要 側 との コ ミュニ ケ ー シ ョンギ ャッ プは生 じや す い 。

この こ とにつ い て は,ME産 業 の 本 来 の 仕 事 で は な いか も しれ ないが,ME産 業 が コ ミュ ニ ケ 一 夕

に な っ て ギ ャ ップ を埋 め る積 極 的 役 割 を果 す こ とが 考 え られ る。 これ に よ って個 別 企 業 の ビジ ネ ス の

上 に もメ リ ッ トが 生 じて くるは ず で あ る。 しか し 「大 学 病 院 の場 合,セ ク シ ョナ リズ ムの 傾 向が 強 く
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各 教 室 で 同 じ よ うな機 器 を購 入 す る こ とが あ り不 経 済 な ことが 多い 」 とい う意 見 もあ り,こ こ に もM

E産 業 の コ ミュ ニ ケー タ と して の 役 割へ の期 待 が あ る もの と思 うが,こ の 場 合 は ビ ジネ ス上 で は 逆 に

マ イナ スに な る こ との 方 が 多 い もの と思 わ れ る の で,痛 し痒 しで は な いか と考 え られ る。

(4)企 業 倫 理

「マ シ ン トラブ ルの 多 い 機 器 につ い て,そ の 納 入業 者 に他 の企 業 扱 いの 類 似 機器 の諸 調 査 を して

も らって マ シ ン トラブ ル の根 本 解 決 を図 ろ うと して も,そ の業 者 は 思 うよ うに動 い て くれ な い 」 とい

う苦 情 が あ る。

ぺぺ

当面 の ビ ジネ スだ け を考 え れば,そ の 業 者 に と って マ イナ スに な るの で 医師 の 依 頼 どお り動 か な

い"と い う動機 づ け も考 え られ るが,長 期 的 に 考 え た場 合,そ の 業 者 に と って は決 して得 策 で は な い。

この種 の信 頼 関係 は非 常 に重 要 で ある。

他方,シ ステム化における機器の導入は"他 に適当な代替策がないから機器を導入する"と い う考

えが 本 来 の 姿 で あ るの で,マ シ ン ・オ リエ ンテ ッ ドな シ ステ ムは 決 して つ くるべ きで は ない。 しか し

産 業 界 が 医 療機 器 の 供給 体 制 を維 持 す るた めの オ ル ガナ イザ に なれ ば,そ の性 格 か らい って マ シ ン ・

オ リエ ンテ ッ ドな傾 向 を避 け るの は 容 易 で は な い と考 え られ,こ の 点 につ い て は ユ ー ザ ーで あ る医 療

機 関側 も強 い 危 惧 の 念 を抱 い て い る。 シス テ ム化 が 今 後 の 動 きで あ る こ とを考 え れ ば考 え るほ ど,こ

の 医療 機 関 と産 業 側 の 信 頼 関 係 は 最 重 要 で ある。

こ こに オ ル ガ ナ イ ザの 上 位 機 能 者 と して の シス テ ム ・プ ラ ンナ ー と して の 第3セ ク ター を設 置 して

そ の よ うな こ とは避 け,信 頼 関係 を維 持 す る方 法が 考 え られ る。 この第3セ ク ター の備 え るべ き条 件

と して 次 の5点 が 医 療 機 関 よ り指 摘 され た。

'

(a)住民 代 表 の 参 加 が あ る こ と(b)医 療 界 の 代 表 の 参 加 が あ る こ と(c)政 治家 代 表 の 参 加が あ る こ と

(d)産業 界代 表 の参 加 が あ る こ と(e)コ ー デ ィネー タが 医療 問 題 の特 殊 性 を認 識 して い る こ と。

●

9.1.5産 業 界,行 政 機 関 と医 療 機 関 の 協 調 問題

医療 機 関 はME機 器 導 入利 用 に つ い て産 業 界 に経 済 的 援 助 を要 望 して い るが,ME産 業 の 現状 か ら

い ってME産 業 の み で 負 担 し うる問題 では ない の で,産 業 界,行 政機 関,医 療 機 関 の3者 が 必 要 で あ

る。

医療機 関 か ら提示 され る要 望 は 次 の4点 に要 約 で きる。

(1)開 発 中 のME機 器 の 使 用 につ い て は補 助 金 が ほ しい。

(2)テ ス トラン中 は,リ ー ス ・レ ン タル が よ く,さ らに新 しい機 器 が 出た ら,そ れ に乗 り換 え られ

る よ うに したいo

③ 広 域 な親 病 院 の 場 合,地 域 の医 療機 関 か ら送 られ て きた重 症 患 者 は 収 容 して もそ れ らの 医 療 機

関 と患 者 に 関す る医 療 デ ー タの交 換 は 行 な って い な い の で,デ ー タ交 換 の で き る設 備 が 経 済 的 負 担 の

ない程 度 で ほ しい。

(4)教 育 の場 でME機 器 を使 い慣 れ て くる と,ME機 器 の 少 な い僻 地 は この 面 で も敬 遠 さ れ る。 し

か し,僻 地 医療 は 必 要 な の で,僻 地 で のME機 器 に は援 助 金 が ほ しい。
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い ず れ も国 家 的 バ ック ア ップの必 要 な もの ば か りで あ るが,社 会 的 総費 用 の 増 大 を招 来 せ しめ ない 方

向 で こ の問 題 は 検 討 しなけ れ ば な らない と考 え られ る。

9.2ME産 業 の 医療 機 関 に 対 す る不満 と期 待

■
本 節 は 全 国 のME機 器 メー カーtsよ びME機 器 輸 入 商 社 に対 して実 施 した ア ン ケ ー ト調 査 と東 京 都

内 の 主 要 なME機 器 メ ー カーk・よびME機 器 輸 入 商 社 に対 して実 施 した イ ン タ ビュ ー調 査 に よっ て得

られ た結 果 に基 い て ま とめ た。 以 下 イ ン タ ビ ュー調 査 の 結 果 とア ンケ ー ト調 査 の 結 果 に分 け て論 じ る。

楡

9.2.1イ ン タ ビ ュー 調査 の 結 果

イ ンタ ビ ュー調 査 に よっ て得 られ た結 果 は 次 の4点 に 要約 され る。

(1)診 断 論 理 は パ ター ン分 類 で きる が バ ラ エテ ィに 富 ん で い る ため,医 師 の ニ ー ズが 個 々バ ラバ ラ

で あ る。

(2)最 近 の若 い 医師 はMEに 強 くな り,ビ ジネ ス ラ イク な購 買態度 を とる よ うに な りつ つ あ るが,

ま だ ま だ 業 者 との個 人的 癒 着 の傾 向 が残 って い る。

(3)例 外 は あ るが,事 務部 門 は 病 院 で優 遇 さ れ て い ない の で病 院経営 を担 当 す る優 秀 な人 材 が 集 ま

りに くい よ うで あ る。 これが 医 事 の コ ン ピュー タ化 を阻 害 して い るよ うに 思 わ れ る。

(4)医 師 に は偏 見 の持 主 が 多い。

●

9.2.2ア ン ケ ー ト調 査の 結 果

本項 は メー カー と商 社 の意 見 を大 学 病 院 とそ れ以 外 の 病 院 に分 け てま とめ た。

メー カ ーに おけ る大 学 病院 につ い ての 意 見 は 次 の 四 つ の パ タ ー ンに分 け られ る。

(a)不満 で あ る。(b)研 究 開発 に も役 立 ち販 売 市 場 と して も妙 味 が ある。(c)研 究 開 発 には 役 立 つが 販 売

市 場 と しては 妙 味 が うす い。(d)国 産 品 に対 して偏 見 を持 っ て お り,輸 入 品 を偏 重 す る傾 向が 強 い。.

回 答 内 容 と メー カー 特 性(規 模 とME専 業度)と の 関 係 をみ る と,大 メ ー カ ーは 「大 学 病 院 は 研究

開 発 に も役 立 ち販 売 市 場 と して も妙 味 が あ る」 との 意 見 を持 っ てい る とこ ろが 多 い の に対 して,零 細

メー カー は 「不 満 で あ る。 」 とい う意 見 を持 っ てい る と ころが 多 い。 これ は 大 メー カーが 長 期 的 に 考

え る こ とが で き るの に 対 して,零 細 メ ー カ ーは 目先 の 利 益 の み を追 わ ざ る をえ な い の で,短 期 的 に し

か 考 え る こ とが で き ない こ とに よる相 違 で あ る と考 え られ る。 一 方,ME専 業 度 の観 点 か ら と らえ る

とME専 業 度 の 高 い 企 業 が 「不満 で あ る。 」 との意 見 を持 って い る と ころが 多 い の に対 して,ME専

業 度 の 低 い 企 業 が 「研 究 開 発 に も役 立 つ 販 売 市 場 と して妙 味 が あ る」 との 意 見 を持 って い る と こ ろが

多 い。 これ は 大 メ ー カ ー程,ME専 業 度 が 低 い こ とと ビ ジネ ス と して切 実 に考 え た場 合 のME産 業 の

むず か しさ を物 語 って い るの で は ない か と考 え られ る。 詳 し くは別表8-1～8-6に 掲載 す る。

輸 入 商 社 の 大 学 病 院 につ い て の意 見 は 次 の五 つの パ ター ンに分 け られ る。

(a)医学 界 の 特 性(学 閥 ・個 人 的 癒 着 ・偏 見)がME産 業 の発 展 を阻 害 して い るr」(b)ME機 器 に対 し
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て の無 知,無 理 解 が 目立 つ(c)経 営 の 合 理 化 が 必 要 で あ る(d)研 究 開発 ・商 品 開 発 に 役立 つ(e)研 究

費 が不 足 して い る。

総 合 商 社 が 「研 究 開発 ・商 品 開発 に 役 立 つ 」 と い って い るの に対 して,零 細 商 社 が 「研究 費が 不 足

して い る」 との 意見 を持 って い るの は 大 メー カー 同様 総合 商 社 は長 期 的 展 望 に基 い て ビ ジネ ス が推 進

で きる の に対 して,零 細 商 社 はそ の 余裕 が ない た め で あ る と考 え られ る。 詳 し くは 別表8-1～8～

6に 掲 載 す る。

メー カー の大 学病 院 以 外 の 病 院 に つ い て の 意 見 は 次 の 四 つ に 分 け られ る。

(a)ME機 器 に対 す る無 理 解 あ るい は無 知 の傾 向 が 強 い。 病 院 間 の レベ ノレ格 差 が はげ しい。(b)予 算 上

の制 約 が あ る。(c)保 険 点 数 と予 算 枠 の フ ァ ク ター が適 切 な機 器 の購 入 を妨 げ て い る。(d)医 療 機 関個 有

の 体質(派 閥,医 師 と事 務 部 門 との 意 思 の疎 通 の 悪 さ)が 問題 で ある。

回答 内 容 と メー カー特 性(規 模 とME専 業 度)と の 関係 を み る と,大 メー カ ーは 「予算 上 の制 約 が

あ る」 との意 見 を持 って い る と ころが 多 い の に 対 して,零 細 メー カーはrME機 器 に 対 す る無 理 解 あ

る いは 無 知 の傾 向が 強 い。 病 院間 の レベ ル 格 差 が はげ しい 」 こ とを問 題 に して い る。 これ は,大 メー

カー は 高 価 格 のME機 器 を生 産 販 売 せ ざ る をえ ない の で,常 に 病 院 側 の予 算 問題 に悩 ま さ れ て お り,

零 細 メー カー は 身軽 さ を利 用 して医 師個 々の 要望 に 応 じてME機 器 を生 産 販 売 す る。 しか し診 断論 理

の相 違 か ら他 の 病 院 な い し,他 の 医 師 の と ころ で は機 器 の機 能 が マ ッチ しない。 あ るい は 医師 の 要 望

の真 の姿 も洞察 で きず 需 要 に合 わ ないME機 器 を開 発 して販 売 に 苦 しん でい るの が そ の 原 因 で は ない

か と考 え られ る。ME事 業 度 か らの 観 点 は 大 メー カ ー程,ME専 業 度 が 低 い の で,規 模 別 と同 じパ タ

ー ンが 出 て い る
o

詳 し くは 別表8-1～8-6に 掲 載 す る。

輸 入 商 社 の大 学 病 院以 外 の病 院 につ い て の 意 見 は 次 の 四 つ の パ ター ンに分 け られ る。

(a)ME機 器 に対 して無 知,無 理 解 の傾 向 が 強 い(b)保 険 点 数 お よび予 算 上 の 制 約 が 強 い(c)ME機

器 に対 して積 極 的 で あ る(d)そ の 他 。

総 合 商 社 が 「保 険 点 数k－ よび予 算 上 の 制 約 が 強 い 」 と言 って い るの に対 して零 細 商 社 がrME機 器

に対 して無 知,無 理 解 の傾 向が 強 い 」 との 意 見 を持 って い るの は 先 に述 べ た メ ー カ ー につ い て の 理 由

とま った く同様 に考 え られ る。 詳 し くは別 表8-1～8-6に 掲載 す る。
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第10章 今 後の歩むべ き方 向への提言(医 療 問題解決策)

●

◆

医 療問 題 は,本 報 告 書 では とて もそ のす べ てを包括 しえ ない が,前 章 ま で でい くつ か の問題 点 を 指摘

し,そ の解決 策 に つい て も示 唆 して きた の で,こ の範 囲 内 でい くつか の本 問 題 解決 策 に つい て論 じる。

本 章 は,主 に次 の6点 の 提案 を行 な う。

α)病 院 の建物(レ イア ウ ト)を 作業 能率,患 者 サ ー ビス とい う観 点 か ら近代 化 す る。

② 医 師養 成教 育 の 再検 討 を行 な い,少 数精 鋭 主義 化,ベ ッ ドサ イ ド教 育 を 充実 させ る。

(3)'予 防 医療 の徹 底 を 図 り,医 療 の質 量 の 向上 に 貢献 し,国 民総医 療 費上 昇 の歯 止め とす る。

(4)オ ー プ ン病 院 シス テ ムを地域 的 に展 開 す る。

(5)国 民 の医 療 啓 蒙運 動 を起 して,医 療 費 の有効 な利 用 を図 る。

(6)本 格 的 な病 院 経営 者 の養 成 を行 ない,病 院経 営 を科 学 的 に行 な う。

10.1病 院 の 建 物 の作 業 能 率上 か らの近 代 化

●

●

病院 内 には 人 の流 れ,物 の流 れ,情 報 の流 れ の3つ が あb,各 々が病院 の建 物 とい う制約 条 件 下 で流

れて い る。 近年,来 院 患 者 の増 加 お よび短時 間集 中,医 療 技 術 の 向上 に伴 う医療 材料,医 薬 品等 の増 加,

さ らに医療 情報 の増 加が 相 侯 って,病 院 内 が非 常 に混雑 してい るの で患 者 サ ー ビス と医 療 の質 量 の低 下,

また ムダ な経 費が 生 じやす く病院 経 営 の悪化,を きた してい る とい って も過 言 で ない。

これ か ら新築 す る とい う病院 は これ らに対す る対策 は容 易 に立 て られ るが,既 存 の病 院 は建 物 を新 し

く作 り変 え る こ とが むず か しい のでい ろ いろ な工夫 が必 要 で ある。 本節は こ の問題 に つい て若 干 の 提案

を行 な う。

病院 の経 営 に とっ て,ま ず手 を つけ られ る問題 ば,患 者 サー ビス,医 療 の 質量 の 向上 と病院 の ムダ な

経 費追 放 の三 つ に同時 に貢 献 し うる情報 の 流れ の改 善 で あ る。

情 報 の流 れ は,カ ル テ,伝 票,資 料 な どを病 院 内で配 達,収 集 を行 な うこ とで あ り,主 に 看護 婦 や職

員 に よって行 なわれ てい る。 流 れ る情報 の 量,た とえ ば カル テの枚 数 は変 え る こ とは で きないの で,流

れ を変 え る,言 い換 えれ ば情 報 を配 達,収 集 す る方法 を改 善 す る こ とが 考え られ る。す なわ ち,情 報 の

運 搬 は で きる限 り専業 化 して専 門の 職員 に 任せ るか,あ るい は情 報 セン ター を中央 に設 置 して,人 件 費

の 節約,迅 速性 の 向 上,院 内混 雑の 緩和 に役 立 て る ことが 考 え られ る。

この と き同時 に情 報 の セ ン トラル フ ァイ リン グ化 を行 な って,病 院内情 報 の収 集,整 理,配 達 に 関 す

る ノ ウハ ウ を修 得す れ ば,将 来改 築 す る とき機械,例 え ば エア ・シューター あるい は コ ンピ ュー タの利

用の 段階 には い った と き,医 療機 能 にか か る負担 も経済 的負担 も大 してかけ る こと な く円滑 に移 行 す る

こ とが で きる と考 え られ る。

次 に,物 の 流れ につ い て も情報 の 流 れ と同 じ よ うに材料 室,給 食 室 な どか らの配 達,収 集 の方 法 の改

善が考 え られ る。 少数 の人 間 で より多 くの物 を運搬 し,し か も迅速 かつ正 確 に 行 な うこ とが改 善 の 目標
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となる ので,病 院 内の 診療 科,処 置 室,検 査 室 な どの レイア ウ トを再 検 討 し,同 時 に移 動 す べ き物 が 発

生 す る部 門 はで きるだ け セ ン トラル化 を計 り,院 内 各部 門間 の配 送 システ ム を設 計 す る必要 が あ る。 こ

れ を運営 すれば,将 来院 内 物流 の機 器 や システ ムが 導入 さ れ る と きの運 営の ノ ウハ ウを得 る こ とに な る。

人の 流れ につ い ては 愚 老や 付添 い の人 の流 れ の改善 が 対 象 とな る。 す なわ ち,患 者 の移 動が集 中化 か

つ最 小化 で きる よ うな病 院 内 の諸 施設 の 配置,例 えば 中央 に 事務 セ ンター,検 査 セ ン ター等 を設 置 し,

患者 の院 内で の移動 が最 小 に なる ように設計 す る ことな どが考 え られ る。
●

10.2医 師 養 成教 育 の 再検 討

第2章 で述 べ た とお り,医 師 不 足,看 護 婦 不足 とい われ てい る昨今 の危機は,逆 手 に と って 「禍 を転

じて福 とな す 」の如 く,医 師 や看 護婦 の少 数精 鋭 主 義に転 換 す る絶 好 の機会 で あ る。 少 数精 鋭主 義へ 転

換 しなけ れ ば な らない理 由 の主 な もの を改 め て整 理 して列 挙 す れば 次 の ように な る。

11)医 師 の本来 の業務 は 診断 に も とつ く治 療方 法の 決 定 とい う英知 を基 に した決 断 で あ るが,現 状 の

実 際 の業 務 は それ から遠 くかけ離れたいわゆ る雑作業が多い。そ こで雑作業 を全 て メデ ィ カル ・セ ク レ タ リ

ー に任 せ
,医 師は 本 来 の業 務 に専 念 して医 療 の質 ・量 の向 上に 貢 献す るこ とが考 え られ る。

(2)近 年 とみ に医 療 需要 が 増大 し,旧 来 の業務 の方法at医 師の絶対的不足は解消 しえず,医 師 の 本来

の業 務 を密 度 濃 くして医療 需 要の 増大 に対処 す る しか ない。

(3)昨 今 の ご く一 部 の心 得 違い の医 師が 医 師全 体 の代 名詞 とな って,医 師 の社 会的 地位 を低下 させ て

い る。 良心 的 な医 師 を社 会 の表 に 出 し,心 得 違 い の医 師 を 自然 淘汰 して,医 師 の社 会的 地位 を向上 させ

るには,医 師 の少 数精 鋭 主義 の採用 が考 え られ て よい 。

(4)近 年 の医療 技 術 の高度 化 に よって,医 師 は精 鋭 と な って グル ープ ・プ ラクテ ィス に参加 し,高 度

医療 を実現 す る ことが 要請 され てい る。

(5)高 度医療 には 医師 に とっ て馴染 み の薄 い複 雑 な医 用電 子機 器(シ ステ ム)を 駆 使す る こ とも必 要

で,医 師 に は際限 の ない医 療へ の 興味 と努力 が 要請 され る。 た だ し医 師は必 ず しも 自ら医 用電 子機 器

(シ ステ ム)を 駆 使 す る必 要 が ある とは いえ ない ので,少 な く とも医 用電 子機 器(シ ステ ム)に 対 す る

興 味 と理 解 は持 つ 必要 が あ る。

⑥ 医師 の一 部は病 院経 営 も専 門 に研 究 して,医 療 に おけ る医 師,パ ラメデ ィカル ス タ ッフ と機 械 と

の役 割 の分 担 を経 済的 にバ ラン スさせ なが ら,病 院 医療 の質 量 の 向上,患 者 サ ー ビス の向 上 を 図る考 え

を持 って病 院経 営 に積 極 的 に参 加す るこ とが 必 要 で ある。

この 六 つ の こ とを要請 す る社 会的 背景 と して は,人 件 費 の高 騰化,医 療 僻 地 の解 消,医 療 の高 度 化,

包括 医 療 へ の転 換,病 院経 営の 悪化 な ど が あげ られ る。

以上 の提 案 を よ り円滑に 実現 す る ため に医学 教 育 を充 実 さ せ なけ れば な らな い。 医療 を実 践 す る方法

論 の展 開(と くに如 何 に医 師,看 護 婦,技 師,機 械 が一 丸 とな って患者 に最善 の人 間的 医療 を提 供 す る

か)や 科 学,経 営 概 論,工 学概 論 な どを加 え る こ とが提 案 され る。 ま た,医 療 が 治療 の 医療 か ら予防 の

医 療 へ発 展 す る とき,医 師 はい わ ゆ る"専 門 しか知 らない医 師 ・で あ っては い け ない し,予 防 医学 につ
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い て も っと深 く知 らね ば な らない。 患 者 を医 学 の研 究対 象 と して み る よ うな態 度 で あ っては いけ ない の

で,医 学 教 育の課程 に医療 の実 践 とい うベ ッ ドサ イ ド教 育が大 い に取 り入 れ られ ね ば な らない。

10.3予 防 医療 の徹 底

◆

●

予防 医療 は医 療 の使命 の3本 柱 で ある予防,治 療,リ ハ ビリテ ー シ 。ン の一 つ で あ り,そ の本 格 的 展

開 が益 々待 望 され て きて い る。

本 節 では,国 民の健康 増進 を図 る とい う立場 か らの予防 医療 の役 割を述 べ る と ともに,予 防 医療 に成

功 してい る地域 の例 を紹介 しな が ら,将 来 の展 開 に 関す る提 案 を行 な う。

国民 の健 康 を増進 す る とい う立場 か らは,ま ず病 気 を予防 す る あるいは 早 期 発見 す る とい う考 えが 湧

い て くる。 予 防 ない し早 期 発見 で疾病 が 減 る ない し軽症 の うちに 治る とい うこ とは,単 にそ の分 の医療

費が 浮 くとい う医療 の経 済 上の 利 益 ばか りで ない。 病気 に罹 らず に社会 の生産 活動 に参加 し,そ の家庭

が 暗 くな る こと な く朗 らかに社 会生 活 が営 め る とい う社 会全体 の利 益への 貢 献 は測 り知 れ ない もの が あ

る。 これ に反 し,素 朴 な 立 場 に立 っ て現 状 の 健 康 保 険 制度 を眺 めれ ば,予 防 医 療 に対 して給 付 が 認

め られ てい な い のは 健 康 保 険 の趣 旨 に 矛眉 して い る と思 わ れ る。 何 か一 工 夫 して健 康 保 険 で予 防医

療 に対 す る給 付 が で きな い か と期 待 され る。

長野 県佐 久総 合病 院は 同県 八 千穂 村 と共 同 で予 防医 療 を展開 し,着 々 と成 功 を収 め つ つ あ る。 同 病院

は,農 閑 期 を利用 して同村 に医 師 と検体 採 取 車 を派 遣 して,生 活状 況か ら健康 状 況 ま で の 問診 と検 査 を

主体 に した健康 診断 を行 な っ てい る。 費用 の5割 を病院 が 負担 し,1割 が 同村 負担,4割 が受 診者負 担

で,医 療機 関,自 治体,住 民が一 丸 とな って協 力 し合 ってい る。 昭和35年 に始 め られ て以来 現 在 では,

村 の総 医療 費(こ こでは 村が 支払 う国 民健 康保 険料)の 伸 びは 他村 に較 べ格 段 に少 な く絶 対額 も20%

ほ ど低 い(図10-1),ま た重 い 疾病 が 減 ってい る。 この成 功 は医療 費 あ る いは 社会 的 総 費用 とい う

面 か らば か りで な く,純 医 療 として も評 価 され なけ れば な ら ない。 す なわ ち,住 民 の健 康 台帳 が毎 年積

み重 ね られ,個 人 の健 康 の特性 を記録 し,そ の地域 の病 院,診 療所 は記録 され た健 康 の特 性 を参 照 して,

個 々人 に合 った医療 を実践 す る ことが可 能 に な って い る。 住民 の健 康 に関 す るデ ータ バ ンク の作 成が 地

域 住 民 の合 意 と協 力の 下 に進 め られ,医 療 の質 量の 向上が 果 た され た よい例 で ある。 他 方,こ の 成 功 に

つい てさ らに興 味深 い こ とは,村 側 と病 院側 の健康 へ の熱意 と簡単 な生活 指 導 か ら経 済 的 援助 を必 要 と

す る生 活援 助 まで住 民 に深 く食 い 込 む実 績 の地 道 な積 み上げ とが あ った とい うこ とで あ る。 将 来 予 防医

療 を展 開す る場 合,医 師 側 の熱 意 を呼 び起 す こ とは むろん必 要 で あ るが,住 民 生 活 の 中 に食い 込 む こと

の重 要 さは い く ら強 調 して も強 調 しす ぎ るこ とは ない。 佐 久総 合病院 の具 体 的 な展 開 と して は,婦 人 を

中心 とした住 民 の文 化活 動 の一 環 と して,一 歩 一歩 浸透 してい った とい う こ とを付 記す る。

佐 久総 合病 院 周辺 の 市町 村が 八 千穂 村 の成 功 を見 て,住 民 の 予防 医療 を積極 的 に取 り入れ てい る よ う

に,国 が 本格 的 に予 防医 療 を展 開 す る ときは各 地域 ご とにパ イ ロ ッ トケー ス を設 け て,そ の地域 で の予

防 医療 実 施 の ノ ウハ ウを蓄積 しなが ら,次 第 に拡 大 してい くとい うサク セス ・ス トー リー づ くりを行 なわ

ねば な らない。
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図10-1 国保総医療費(1人 当り)の 年次的推移
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◆

同時 に,予 防医 療 に 対 す る医療 の方 法論 の展 開 も重 要 で あ る。 佐 久総 合病院 の場 合 は,問 診 と血 液 検

査 を主 体 と してい るが,最 近 の成 人病,老 人病 の検 診 とのか ね合 い も考 え られ なけれ ば な らない。 重 い

病気 の早 期発 見 と予 防 に 努め る,あ るい は逆 に検 診 を健康 だ といえ る人 を選 び出 す だけ に して,疑 しい

人 は精 密検 査 を行 な うとい うよ うな方法 論 の展 開 も考 え られ る。

前に佐 久総 合病 院 が検 診 料 の50%を 負担 してい る と述 べ たが,特 筆す べ きこ とは,そ れ で もな おか

つ,医 師数53名 看護 婦 数264名,861床 の大 病院 で ある佐 久総合 病 院の経 営 は 黒字 とい うこと で

ある。 これ は病 院 に と っては,予 防 医療 を実 践 す る こ とに よ って病 院 の検 査関 連 の高 価 な機 器,と くに

ME機 器 の減 価 償 却 が早 ま り,さ らに高性 能 のME機 器 な どの利用 が 可能 に なる こ とが いえ る。

予 防医 療 を展 開 す る とき,開 業 医 に対 す る配慮 は患 者 の 健康 デ ー タ を公 開す るばか りで ない。 予 防医

療 に おけ る問 診や 診断 に参 加 して もらい,そ の技 術 料に 対 してペ イす る こ とに よ って 開業 医 の収 入 の安

定 化 に役立 て る とい うこ とが 考 え られ る。 開業 して い る地区 住 民 の健康 診断 を行 なえ ば,地 区 住 民 と医

師 の交 流 が生 れ,医 療意 識の 高揚 ばか りで な く,医 師 と住 民 の 人 間関係 の改 善 に よって医療 の協 力関 係

に転換 で きる とい う期待 もで きる。

最 後 に佐 久総 合病 院の 経営 体 と しての英 知 にふ れ たい。特 筆 す べ きは 次 の2点 で あ る。 第1は 病院 の

全精 力 を10と した 場合,5:3:2の 理 論 を打 ち出 してい る こ とであ る。5は 外 来患 者,3は 入 院 患

者,2は 予 防 医療,と 経 済効 果 を考 えなが ら病 院 の精 力の 適正 配 分 を行 な ってい る こ とであ る。 第2は

予防 医療 を撰 修す る 同病 院 と しては本来,5の 精力 を予防 医療 に注 入す べ き であ るが,経 済 的 制約 条 件

が あ るた め,止 む な く2の 精 力 しか さけ ない ので,そ の代 り住 民 運動 を 自覚化 させ て,5の 実 効 を あ ら

しめた こ とで ある。

10.4オ ープ ン 病院 の実 現

● 10.4.1オ ー プ ン病院の 必 要 性

包括 医 療 と して の 高度 医療 を主 に行 ない,設 備 ・職員等 は 地域 の登録 医 師 に開放 す るオ ー プ ン病院 の

提 唱 は近 年 盛ん に行 な われ てい る。 その 必要 性 を医療 の 質量 の 向 上,患 者 サ ー ビス の向 上,総 医 療 費 上

昇の 抑制,そ れ にME産 業 の 振興 とい う立場 か らま とめてみ る と次 の よ うに な る。

ω 医療 の 質 ・量 の 向 上

これ ま で繰返 し述 べ て きた ように,最 近 の医 療 の 質 ・量 の 向上 は医師 の グル ープ ・プラク テ ィス,看 護

婦 な どの パ ラメデ ィカ ル ・ス タ ッフ,メ デ ィカル ・セク レタ リー,機 器 の一丸 とな った 補完 的 な役 割 の 分

担 と協 力 の 下に は じめ て実 現 し得 る もの で あ る。 現状 の 診療 所 や小 規模病 院 で これ を実現 し ようと して

も,地 域的 に みれ ば 人的 物 的 な過 重投 資を す る こ とに な るの でそ の負担 は大 き く,実 現 す る こ とは 困難

であ る。 この こ とは,優 秀 な専 門医 とパ ラメ デ ィカル ・ス タ ッフ,メ デ ィカル ・セ ク レタ リー,高 度M

E機 器 を充 実 させ た医 療 機 関,す な わち オー プ ン病 院 を地域 毎 に1ケ 所 設 け,開 業 医は 高度 医 療 を行 な

うこ とが必 要 とな った と きに オ ープ ン病 院 でそ れ を行 な う,と い う地域 的 な医 療 の シス テム の必 要 を意

味 してい る。
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診療 所 や小 規模 病院 が 地域 的 に み て二 重 三重 投 資 を して い る と考 え られ る人材 や機 器 は オ ー プ ン病 院

に吸 い上げ させ る。 これ は,診 療所 や小規 模 病院 の経 済 的負担 を軽減 す る とと もに,最 新 の医 療技 術 や

高 価 なME機 器 を用い た 高度医療 を提 供 す る役割 の 負担 を軽減 す る。

(2)ス ク リーニ ングの 必要性

病 院 に来 る患者 の うち,70～80%は 病 気 で な く,そ の た めに本来 高度 医療 の実 践 の役 割 を担 う総

合病 院 な どで は病 気 でな い患者 のため に力 を割 か ざ る を得 な くな り,あ との20～30%の 本 当 に医 師

を必要 とす る患者 に費 す 力が減 って い る。 この責任 は 患者 にあ るので もな く,総 合病 院 に あ るの で もな

く,現 状 の医 療 に本 当 に医 師を必 要 とす る患 者 を選 び出す とい うス ク リー ニ ングの機 能 が欠 如 してい る

こ とに あ る。 す なわ ち,高 度医療 を実 践 す る医療 機 関 に行 くこ とを勧 め る役 割 を診療 所 や小 規模 病 院が

行 な うとい うス ク リー ニングが考 え られ て よい。

オー プン病 院 システ ムでは,診 療 所 や 小規 模病 院 の 医師 がそ こでは解 決 で きない病 気 と判 断 すれ ば患

者 と共 に オー プ ン病 院へ 行 き,そ の患 者 の主 治医 とな って 高度医 療 を実 現 す る。 診療所 や小 規模 病院 で

解 決 で きる病 気 で あれ ば,言 い換 えれ ば70～80%の 患 者 は,そ こ で医 療 を受 け る こ とに なる。 ス ク

リー ニ ングは 一つ の病院 でな く,地 域的 社 会 的 な シス テ ムの一 つ と して行 なわれ るべ きで,一 部 でい わ

れ て い る よ うに病 院 の 門前 で コンピュータを組込 んだ医 師風 ロボ ッ トが それ を行 な うとい うことは,医 療

の本 質 に もと る もの と考 え られ な け れ ば な らな い 。

(3)人 件 費の高 騰

医 療 の使命 遂 行 の為 には,社 会 の許 容 す る範 囲内 で の人材 や物 の投 入は最 大 限 に行 な われ るべ きであ

るが,明 らか に無駄 と思 われ る投入 は避 け るべ きで あ る。 それ は医 師 が他 の 人 に もで きる よ うな,い わ

ゆ る雑 作業 を行 な った り,看 護婦 の業 務 の大 半が 物 品 や伝 票 の運搬 で あった りす る ことは,人 材 の資源

の 無 駄遣 い で ある とい え る。 この意 味 で医 師 や パ ラメデ ィカルは 少数 精 鋭 とな って,雑 作 業 は専 門 に 行

な うメデ ィカ ル ・セ ク レタ リ(医 療 秘 書)に 任 せ る シス テ ムが考 え られ る。 メデ ィカ ル ・セク レ タ リの

採用 は,医 師 不足 や看護 婦不 足 を大幅 に緩 和 す る とと もに,医 師や 看護 婦 な どが これ 以 上 大幅 に増 員 す

る ことが ない とい う意味 に おい て,総 医 療 費 を プ ッシ ュす る人 件 費の 上昇 を抑 制 す る ことに もなる。

少 数精 鋭医 療 は,単 一 の病 院 で考 え るだけ でな く地域 あ るいは社 会 と して人材 や機 器 等 の適 材適 所 が

図 られ る べ きで,オ ー プン病 院 シス テ ムの 意義 は これ に貢 献 し うる こ とに あ る。

(4)検 査 セン ター の必 要

近 年 の医療 は前 節 まで で述 べ た 如 く,ス ク リーニ ン グな どの展 開 には検 査 を 中心 と したME機 器 の助

力 を必 要 と してい るが,こ れ の整 備 を診療 所 や 小規 模病 院 に 要求 す る のは酷 で,地 域 と して の検 査 セ ン

ターが必 要 で ある。 これ を,佐 久総 合 病 院の よ うな オ ー プ ン病 院 的性格 を持 つ 総合病 院 に 併設 す れ ば,

そ の病 院 の経営 の安 定 化,高 度 なME機 器 の健全 な減 価償 却 に つ なが る。 た だ し検 査 セン ター を運営 す

る場 合 には,一 般 開 業医 の仕 事 を奪 う ことに な らな い よ うな工 夫 が必 要 で あ る。

(5)医 師 の生 涯教 育 の場

医 師 と くに 開業 医や小 規 模病院 の医 師 は,最 新 の医療 技 術 に接 す る ことが あ ま りな く,医 療 技 術 の 向

上 に刺激 が 不 足 してい る。 また生 涯教 育 と しての場 に対 す る要望 は これ ら医 師 の 間 では大 きい。 他 方,
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医 学生 の教育 の 場 につ い て も,家 庭 医 な どの経 験 も得 られ る よ うなペ ヲ ドサ イ ド教 育 が 可能 に なる場 に

対す る要望 も大 きい。 す な わ ち,専 門医,開 業医(家 庭医),研 修 医が 同 じ場 で医 療 活動 を行 な うこ と

が で き る医 療機 関 が 望 ま し く,オ ープ ン病 院 にそ の役 割 を与 え る こ とは容 易 で ある。

10.4.2オ ー プン病院 の 性格

オー プン病 院 の性格 につ い ては,こ れ ま で随 所 触れ て来 たが,こ こでは オ ー プ ン病 院 の医療 活動 の 核

と して の グルー プ ・プ ラク テ ィス を中心 に 改め て論 じる。

オー プン病 院が 医療 の質 量 の 向上 に 貢献 す るの は,グ ル ープ ・プラク テ ィス に よ る深 くて広 い総 合 的

医 療 を 患者 に与 え る ところ に あ るが,医 師 の 側か らみ ると次 の よ うにな る。 医師 に対す る長 所 は(a)業務

の平 準化(b)欠 勤 や研修 へ の出 席が 安 心 してで きる(c)同 僚 や専 門医 と接 す る こと に よる医 療 技 術 力 の

ア ヲプ(d)個 人 で過 重 な投 資 をす る必 要が ない(e)高 度 の設備 と よいア シス タ ン トが使 え る(f)診 療 圏

の拡 大 等に よって安 定 した収 入 が 得 られ るな どで,短 所 は(∂収 入 の分 配 に際 して医 師 間 に トラブル が 生

じる可能 性 が あ る(h)グ ル ー プ の決 定 した 方針 に従 わ なけ れ ば な らない(i)グ ルー プが大 き くな る と専

門細 分化 を招 くな どグル ープ の ま とま りを欠 く,な どが あげ られ る。 これ ら長 所 の 方は歓 迎 さ れ るが,

短所 の 方 は歓 迎 され るはず は な く,10.4.4で 解決 策に つい て 若干 述べ る。 基 本 的 には,医 師 の集 中化

に よる医療 への 貢 献 と,そ れ と同時 に優 秀 な パ ラ メデ ィカルや機 器の共用,診 療録 の共 用,同 一 オ フ ィ

スの共 用 な どに よって医療 へ貢 献 す る。

オ ー プン病 院 と医 師の 生 涯教 育 に つい て は 前項 で触れ た の で略 し,次 にオ ー プ ン病 院 を地域 医 療 とい

う立場 か らみ る。 オ ープ ン病 院 は診 療所,小 規 模病 院 の過 当競 争 を防止 す る とと もに,医 師 や パ ラメデ

ィカ ル等 の 人的 資源 や設 備 ・ME機 器等 の物的 資源の 有効 利用 を図 る性 格 もある。 同時 に,オ ー プ ン病

院 は,地 域 にお け る医 療 機 関(診 療所,小 規 模病院)の タテ,ヨ コの相 互 関 連性 を もた らす キー ・ホ ス

ピタル の性格 を もつ。

10.4.3オ ー プ ン病 院 の展 開

オ ー プ ン病 院 シス テ ム をパ イロ ヲ ト ・プ ロジ ェク トと して 全 国的 に展 開 す るた め には,(1)オ ル ガナ イ

ザの構 成(2)経 済 的条 件(3)人 的条 件(4)立 地 条件 が と くに重 要 に なる。 本節 では,こ れ らの 問題 に つ

い て考 察 す る。

(1)オ ル ガナ イザ の構 成

オ ル ガナ イザ役 と して考 え られ るの は,ま ず政府,地 方 自治 体,大 学,医 師会 の4者 で あ る。 オ ー プ

ン病 院に は法律 の パ ック ア ヲ プ(政 府),資 金の 公的 援助(地 方 自治体),専 門医 の参 加(大 学),開

業医 の参加(医 師会)が まず 必 要 で あ る と考 え られ るの で,上 記4者 が 独 立 して オ ル ガナ イザ とな るの

では な く,共 同 参加 の 中 立機 関 と しての 第3セ ク ターが望 ま しい 。 さ らに この第3セ ク ターに住 民 の代

表 者 を参 加 させ,オ ープ ン病院 に対 す る住民 の理 解 と積 極 的協 力 を得 る こ と も重 要 で ある。

② 経 済 的条件

病 院 の収 入は ほぼ 完 全 に社 会 化 さ れ てい る の に比 べ,支 出 は 自由競争 主 義 の下 に あ る とい う ことは,
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病 院 の経 営 を苦 しめ る一因 とな ってい る。 オ ー プン病 院 で もこの 原 則 を変 え ない とすれ ば,減 価償 却 が

むず か しい 高度 設備,例 え ば核 医学 関連 のME機 器,な どの導 入 に よ って,経 営が 苦 しくな り,結 局所

期 の高度 医療 が実 現 され え ず,こ の 試み 自体 が行 き詰 る こ と も考 え られ る。 採算 性 は 悪い が社 会的 な必

要性 が 高い特 殊 な設備 な どにつ い ては 何 らかの形 での公 的 な援助 が 必 要 で ある。 ただ し,こ れ ら公 的 援

助 につ い ては 現在 の病院 の経 営 の状 況,そ れ らにつ い ての将 来 の展 望 の下 に,他 医 療機 関 とのか ね合 い

を考慮 しなが ら決 定 され ね ば な らない。

オ ープ ン病 院 の経営基 盤 の強 化策 と して,地 域 住民 に 対す る予 防 医療 が ある。検 査 セ ン ター を併 設 し,

そ こで地域 住民 の健康 診断 の うちの検 査 を引 き受 け,そ の収 益 に よって病院 経営 の安定 化 を 図る ことが

で きる。 その ため には 予防 医療 の保 険へ の組 入れ が 必要 である こ とは い うま で もない。

(3)人 的条件

オ ープ ン病 院 の医 師 は専 門医,開 業医(家 庭 医),研 修 医か ら成 ってい るが専 門医,研 修 医は 主 に大

学,開 業 医 は地 元 の医 師会,の 理解 と協 力 が なけ れ ば募 る ことは で きない。 す なわ ち,医 師 の確保 につ

い ては大学 や医 師会,他 の医療 機 関 の 十分 な協 力 が必 要 で ある し,協 力体 制 を作 らね ば な らない。

他方,こ れ まで パ ラメデ ィカル,病 院 経 営者 に も優 秀 な人材 が 必 要 で ある と述 べ て きたが,少 くと も

オ ープ ン病 院構 想 に積極 的 賛意 を示 す優 れた パ ラメデ ィ カル,病 院 経 営者 各 々の リー ダ役が 必要 であ る。

(4)立 地 条件

新 しい地 域医療 シ ステ ム を実 施す る の で あ るか ら,従 来 の医 療 シス テム と衝突 せず,住 民 に十 分 に医

療 を供給 しなが ら,円 滑 にオ ープ ン病 院 シス テ ムに移行 す る こ とが望 ま しい。立 地条 件 と して は,医 療

需給 の ギ ャ,プ が激 しくて,医 療 需 要が 大 き く,住 民 の医療 に対 す る意 識の 高 い処 が適 地 で ある。 大規

模 団地,新 興 都 市,地 方 の中小 都 市 な どが あげ られ る。

●

4

10.4.4オ ー プ ン病院 を実 現 す るための 解決 す べ き問題 点

前項 ま で でオー プ ン病 院 の必 要性,位 置 づ け,展 開 に つい て論 じて きたが,そ の実 現 に必 要 な解 決 す

べ き基本 的 な問題 点 を本 項 で述 べ る。

まず,診 療 報 酬の 体系 にホ ス ピタ ル ・フ ィー(設 備 ・器械 ・薬 品 ・試薬 な ど)と ドク ター ・フ ィー

(診 断,問 診,検 査判 読,治 療,処 置な ど)の2本 立 て と し,現 状 では あま り認 め られ てい ない ドク タ

ー ・フィーの 向上 を図 り
,オ ープ ン病 院 を利 用 す る開業 医 に対 す る報 酬 を ドク ター ・フィー に一本 化 す

る ことが あげ られ る。

次 に税 制 や経 費 な どの経済 的 問題 が あげ られ る。 大阪 府新 千 里病 院(オ ープ ン病 院)で の 悩み は 開業

医 の報 酬 に対 して,税 制 上 の優 遇 措置 が 認 め られ て いな い こ とと,診 療所 か ら新 千 里病 院 まで行 くに要

す る時 間的 空 白に対 す る経 費が 認 め られ てい ない ことで あ る。 これ に より経済 的 に不利 に な って,外 科

系 の開業 医 の利 用が減 った こ とで ある。 これ ら税制 や経 費 の 問題 は,医 師の社 会 的 地位 向上 とい う方 向

で解 決 で きる問題 で ある し,解 決 す べ き問題 で ある。

3番 目の 問題 は住 民の 理 解 と協 力 であ る。 オ ー プン病 院 システ ム は,住 民 に とって も医療 の 質量 の 向

上,患 者 サ ー ビスの 上か ら有利 で なけ れ ば な らず,開 業 医 の家 庭医 か つ専 門 医化,住 民 の健 康 診断,健
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康 歴 の 有効 利 用 な ど住 民 に訴 え るこ とが で きる もの は 十分 にPRし て,住 民 の理 解 と協 力 を全 面的 に行

なわ ね ばな らない 。

10.5国 民の 医療 啓 蒙 運動

病院 を訪 れ る患 者 の70～80%が 医 療 を必 要 と しない 人 々 であ る とい うこ とは,次 の こと を意 味 す

る。・総 医療 量 が 患者数 に,医 師 不足 の深 刻 度が 患者数 に,正 比 例す る と極 端 に単 純 に考 え ると,総 医療

量 は現 在 の20～30%で 済み,医 師 不足 も大幅 に緩 和 され る と考 え られ る。 そ うま では いか な くて も,

真 に 医療が 要 る患 者 に は惜 しみ な く最 善 の医療 を提 供す るが,そ うで ない患 者 には家 庭 で の静 養 を勧 め

る な どそれ相応 の医療 を提 供 す る とい う医療供 給 に関 す る基 本 的 な考 え方 は妥 当 であ る。

医 療 を受 け る必 要 の あ る者(非 健康 人)を 選 択す るの で な く,確 実 に医 療 を受 け る必 要 の ない者(健

康 人)を 選 択 す る とい う考 えは 本章 の他 所 で述 べた が,こ の考 え を実践 す る段階 は二 つ ある。 一 つは 住

民 生活 の中 に入 って,健 康 人 と半 健康 人(病 気 の疑 い の ある人,病 気 であ る人)に 分 け て,半 健 康 人 に

医療 を供給 す る ことで あ り,他 の 一つ は病 院 に行 こ うと して い る人 につい て同様 の ふ るい分 け を行 な っ

てみ る とい うこ とであ る。

前 者 はい わ ゆ る予 防医 療 で あ り,他 節 で論 じたの で,本 節 では 省略す る。 後 者は 家庭 で 誰か が病 気 に

な っ て,病 院 に 行 こ うとす ると きにふ るい 分け を す る とい うこ とで ある。 この場 合,病 院の 前 に ロボ ッ

トが い てそれ がふ るい分 け をす るの では な くて,例 え ば次 の よ うな社 会的 なスク リー ニ ン グ ・シス テ ム

が 考 え られ る。電 話 で医療 相 談,す なわ ち病 気 に な った と きの 最 適 な開業 医(診 療科)の 選択 や 簡 単 な

応 急措 置 の相 談 な どを行 な って,発 病 の最 初の医 療 を近 くの 診療所 や小規 模病 院 で適 切か つ迅 速 に 受け

る。開 業 医が さ らに高度 の医療 が 必 要 で あ ると判 断 した と きに,上 級 の病院,あ る いは 前章 の オ ー プ ン

病 院 で高度 医療 を受け る。 こ うす れ ば,無 駄 な医 療 の防 止 と と もに患 者サ ー ビス に おおい に寄 与 す る こ

とが で きる。 上記 の実 現の ため には,病 院 の利 用 の仕 方 とい う面 におけ る国民 の啓 蒙 が必要 で あ るが,

国民 の啓 蒙運 動 の必要 性 は この面 の み では ない。

医療 知 識が 不正 確 な素 人 判断 が も とで不必 要 な医療 を要 求す る こ と,た とえ ば素 人判 断 を行 な って手

遅 れ に なる。 あ るいは,病 気 に 対 して神 経 質 に な り,病 気 とは 結 びつ か な くて も何 か こ とが 生 じた らす

ぐ診療 所,病 院 へ駈 けつ け る こ とが 多 い。 これ に 対 して は国民 の医 療教 育が 必 要 で,家 庭医 学 書 の作 成

ばか りで な く,テ レ ビな どマス コ ミの 力や婦 人 会の 組 織 を利用 した真 の医 療教 育 を展 開 しなけれ ば な ら

ない と考 え られ る。 と くに,住 民 活動 に入 りこん での医 療教 育 は,住 民の 連帯 感 の 向上 とい う点 か ら考

え れ ば,文 化 の維 持,向 上 に も役 立つ もの で あ る。

10.6本 格 的 な 病院 経 営者 の養 成

これまで本章で随所に触れてきた ように,科 学的な経営を熟知 した病院経営者が必要である理由は次

の通 りである。業務についての科学的分析がなされないので,適 切な方法に気がつかず,人 的物的な無
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駄 の多 い業 務が 発 生 してい る。 す なわ ち,こ の意味 に おい て科 学 的 な経営 に精通 した病院 経営 者 の登 場

が望 ま れ る。

本報 告書 で論 じる科 学的 経営 は 以下 の 通 りで あ るが,本 格 的 な展 開 は行 なわず 次 の 三つの 提言 に とど

め る。

(1)メ デ ィカル ・セ ク レ タ リの育成,採 用 に より,カ ルテ や看 護 記録 の 口述 筆記,フ ァイ リング,伝

票 作成,運 搬等 の業 務 を医 師や 看 護婦 か ら解 放 すれ ば,医 療 の核 とな ってい る医師 や看護 婦 は 少数 精 鋭

主 義 で行 な うこ とが 可能 に な る。 これ は,医 療の 質 ・量 の 向上,患 者 サ ー ビスの 向上 に役 立つ ばか りで

ない。給 与 ベ ースの 高い医 療 従事 者(看 護 婦 の給 与 は将来 急 上 昇す る もの と予 測 され て い る)の 人 員が

増 加す るの を抑制 す る とい う意 味で病 院経 営 に占め る 人件 費の 上昇 の抑制 を もた ら し,病 院 経 営の 安 定

化 に役 立 つ もの であ る。

(2)設 備 ・器 械 に つい て は,高 価 で利 用 頻度 の少 ない ものは 地域 ご とに集 中化 してそれ を利 用す れ ば

病院 経 営の 改善 に役立 ち,か つ 患者 サー ビス,医 療 の 質 ・量の 向上,社 会 と して総医療 費 の 削減 に も貢

献 す る。 この為 の積極 的活 動 が望 ま れ る。

(3)こ の他,病 院経 営 者は,医 療機 関 の本 来 の使命 とは 一応 分 け て遂行 で きる業 務 の地域 的 な集 中化,

た とえ ば保 険 請 求 な どの事務 処 理は 地域 的 な事務 セ ン ター,検 査 関 係の処 理は 地域 的 な検 査 セ ンター な

ど の集 中化,に 努力 す べ きで ある。 この場 合必 要 な ことは,こ れ ら一 連 の活 動は 医師 の社 会 的地 位 の向

上,医 療 の 質 ・量の 向 上,患 者 サー ビスの 向上,社 会 と しての総 医療 費 上昇 の抑 制 の展望 を も ってな さ

れ なけ れ ばな らない。

上 記3点 のい ずれ も,そ の実 行 は科 学的経 営 の セ ンス を 身に つけ た病 院経営 者に よって のみ 可能 であ

る と考え られ る。

■

■
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第11章 今後の歩むべ き方向への提言(ME産 業振 興策)

前章 まで で,ME機 器 と医 療 につ い て主 要 な ものは殆 ど網羅 し,論 じて きた。 本 章 ではわ が国 のME

産業 は振 興 され なけ れ ば な らない とい う立場 で,ま ず

↓1)わ が 国 のME産 業 振 興 の必 要 性

につい て述 べ,次 の五 つの 提言 を行 な う。

(2)ME機 器 の ビフ ォー ・サ ー ビス お よびア フ ター ・サ ービス を行 な う機 関 の 設 置

(3)中 小 メー カーの 連鎖 化

(4)大 メー カーのME部 門 の ベ ンチ ャー ・ビ ジネス ・ス タイ ル組 織 へ の転 換

(5)国 家 的研 究 開発機 関の 設置

(6)国 に よるME産 業 の ビジ ョンづ く り

11.1お が 国 のME産 業 振興 の 必 要 性

11.1.1医 療 の 質 ・量の 向 上 とME機 器

第1章 で述 べ た とお り医 療 の質 量 の 向上 は医 師,パ ラメデ ィカル ・スタ ッフ,医 用機 器 の補 完的 な協

力 に よっては じめ て可 能に な る。 この3本 柱 の うち医用機 器 ことにME機 器 の発 展 の必 要性 は と くに高

い。 す なわ ち医療 技 術が 高 度化 す るに 従 って,ME機 器 と患者 の命 が 直結 され るの で,安 全性 と信頼 性

が 高 く,し か も耐 久性 が あ っ て価 格 が安 いME機 器が医 師 やパ ラ メデ ィ カルか ら希 望が 強 い。 これ に反

し,わ が国 のME産 業 は それ に応 え て い ない。 そ の理 由は わが国ME産 業 に は小 メ ーカ ーが 圧 倒的 に 多

く,研 究開 発が 十 分に行 なわ れず に製 品化 され てい る とい うギ ャップ であ る。

■

11.1.2国 民総 医療 費上 昇の 抑制 とME機 器

総 医療 費上昇 の 重要 な一 因 は 人件 費 の 上昇 で あ る。 人件 費の 上昇 の原因 は単 価 の上昇 と員数 の増 加 が

あげ られ る。単 価 の上 昇 は,他 の社 会 的 要因 と比 較考 慮 され なけれ ば な らない。 員数 の増 加は,多 くの

病 院 経営 者 が医 師 不足 ・看 護 婦不 足 とい ってい るの で今後 とも着 実 に伸 び る もの と予 測 され る。 しか し,

これは 何 と して も抑 制 しなけ れ ば な らない 。

白)人材 の適材 適 所,少 数 精 鋭 主義 化 を行 な う ②医 師,パ ラ メデ ィカル,ME機 器 の医療vak－ け る位

置 づけ(第1章)を ふ まえ た上 で,医 療 の 質量 の 向上 を望 み なが ら3者 の 密接 な補 完 的 な協 力 関係 を確

立 す る,こ とが必 要 で あ る。 第1章 で 述 べ た よ うに,3者 の協 力関係 が確 立 さ れ れば 事務 的 ・機 械的 な

業 務 はME機 器 シ ステ ムが 代 行 す る とい う,業 務 の移 管の 図式が 可 能 で,こ れ に よって総 医療 費 上昇 の

抑制 が 可能 に な る。

11.1.3包 括 医 療 とME機 器
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包括医 療は 予 防,治 療,リ ハ ピ リテ ー シ 。ン(社 会復 帰)の3者 か ら成 るが,治 療 に つい ては これ ま

で述べ て きた とお りで あるの で ここ では割愛 し,予 防 と リハ ビ リテ ー シ 。ンにつ い て以 下 のべ る。 将 来

わが 国の 医療 が予 防 と リハ ビ リテ ー シ 。ンに力 を入 れ て包括 医療 を実 現す るため方 法 は,各 々抱 え る問

題 が ある。 基 本 的 には機 器 シス テ ムを取 り入 れ て医 療従 事者 の 雑用 を取 り除 き,よ り人間 対 人 間の ス キ

ンシ ップを密接 にす る方 向 で展 開 され る と考 え られ る。

予防 医療 につ い ては検 査 関係 のME機 器 の充 実に よる検 査 セ ンタ ー ・リハ ビ リテ ー シ 。ンにつ い ては

生 体刺戟ME機 器,訓 練用ME機 器,生 体 補 助(義 肢,義 足)用ME機 器 を 中心 と した リハ ビ リテ ー シ

ョン機 器セ ンター な どの 設立 が 地域 ご とに展 開 され る と期 待 さ れ る。

'

11.1.4家 庭 治療 とME機 器

近年 の疾病傾 向の変 化 に よb,(1)成 人病,慢 性 病が 増加 し(2)交 通 傷害 の 増加 に よ って医療機 関 に入

院 す るほ どで もないが,医 師 の 指 示 の下 に仕事 を しなが ら自宅治 療 を 続け る,な どの医 療 の需 要が,現

状 では潜在 的 に多 くあ る。 この 需 要 に応 え る治療 用ME機 器 を 開発 して いけ ば市場 が 将来 にかけ て漸 次

顕 在化 してい くこ とが 考 え られ る。 この市場 は莫 大 で あ り,国 内のME産 業 が 成長 す る上 での安定 基 盤

市場 に な り うる。

11.1.5ME機 器の 外 国依 存 の 危 険性

高度医 療は 医師,パ ラ メデ ィカル,ME機 器の 密接 な補 完的 な関 係 に よって もた らされ る と第1章 で

述 べたが,逆 に いえ ば高 度医 療 を実 現 す る にはME機 器は 必 要 不可決 の条 件 で ある。 も しこれ を輸 入 に

頼 るとすれ ば,わ が国 の 国民 の 命 を外 国 に委 ね る結果 に な る。

む しろ,わ が国 は優 秀 なME機 器 とノ ウハ ウを開発 してME機 器 をは じめ とす る知 識集 約 製品 を輸 出

し,外 国 か らその 天然 資 源等 を 円滑に 輸入 す る とい う基 本的 な 国際 協 調 を可能 な ら しめ る もの であ る。

11.2ME機 器 の ビ フ ォ ー ・ サ ー ビ ス お よ び ア フ タ ー ・サ ー ビ ス を 行 な う機 関 の

設 置

ME機 器 の生命 は安 全性 と信頼 性 と正確 さに ある か ら一 旦故 障 す る と,代 替 策が ない限 り患 者 に対 す

る医療 は最 悪 の場 合は 停止 し,生 命 に決定 的 な打 撃 を与 え る場 合 もあ るの で,故 障 時 の ア フタ ー ・サ ー

ビスは迅 速 に行 なわね ば な らない。 と くにME機 器 が システム製 品 と して 売 り出 され,そ れ が故障 した

ときは,そ の シス テムの構 成 単 体 が同一 メー カー であれ ば1社 の エ ン ジニ ア で修理 で きるが,異 な る メ

ー カーで あれ ば メ ーカ ーの数 だ け の エ ンジ ニアが 修理 に駈 け つ け なけれ ばな らない
。 しか もサ ー ビス ・

エン ジニ アが病 院 の地元 に駐 在 して いれ ば よい がそ うで ない と きは 遠 くの駐 在所 か らサ ー ビスに 出掛 け

る。 その ため,サ ー ビスの迅 速性 は失 われ,人 件 費 な ど メー カーの 負担 も大 きい。 ア フ ター ・サー ビス

を迅 速に 行 な うにはME機 器の 性 能 の統一 化,部 品 の統一 化,入 出力 の統 一 化 を行 な う前 提 の下 に,各

メ ーカーの 製 品 を取 り扱 うこ との で き るサ ー ビス ・セ ン ターを,地 域 に1ケ 所,例 え ば人 口100万 人
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◆

程度 の地 域 の 中央 に1ケ 所設 置 す る こ とが望 ま しい。 その際 運 営主 体は,人 の生 命 に深 くか か わ るの で

あ るか ら,営 利 団体 では な く,非 営利 団体 とす る のが望 ま しい。

他 方,新 規 購入 す るME機 器,例 えば 放射 線 関係 のME機 器 の取 り扱 いが病 院 の 医師 やME技 師 に不

案 内 の と きや,そ のME機 器 が患 者 の命 と深 く係わ る ときには 十分 なビ フォ ー ・サ ー ビス(事 前教育)

が 必 要 で あ る。 この ビフ ォー ・サ ー ビスは現 在 メ ー カーの サ ー ビス ・セ ン タ ーで行 なわ れ てい る こ とが

多い が,病 院 とメー カーのサ ー ビス ・セ ンタ ーが 離 れて い る ときは,医 師 やME技 術 者 は 出張 して ビフ

ォー ・サ ー ビス を受け てい る。 この負担 は 結局 患 者 に しわ寄 せ させ られ てい る。医 師やME技 術 者 な ど

の医 療 従事 者 に対 す る負担 は 正味必 要最 小 限 にす べ きで あ る。 また ビフォー・サ ー ビス を徹 底 的 に行 な う

こ とは,従 来 の新ME機 器 を導 入 す るた めに,新 た な専門 技術 者 を雇い入 れず に済 み,病 院 に と6て 人

件 費増 加 に抑 制 力が 働 き,広 い 意味 での省 人化 につ なが る。

以上 の2点 か ら,す なわ ち,地 域 ご とにME機 器 サ ー ビス ・セ ンター を設け,ビ フ ォー ・サ ー ビス

(取 扱 い 教育)と ア フ ター サ ー ビス(保 守点 検 ・修理)を 迅 速 に行 な う方 法 が提 案 され る。

11.3中 小 メ ー カ ー の 連 鎖 化

■

■

わが 国 のMEメ ー カー で,ME部 門200人 以 上の企 業 は数 社 に過 ぎず500人 以 上 の企 業 は僅 か1

社 で ある。 大半 は50人 以 下 の零細 メー カー で各 々が地 元 な どの大学 医学 部 に食 い込 ん で過 当 競争 が繰

り広 げ られ てい る。 また この大 手数 社 あるい は 商社 に よる系列 化 もほ とん ど行 な われ てい ない よ うで あ

る。 この産 業 界 には 零細 メー カーが有 力 で あ るが ゆえのい ろい ろ な問題 が ある。

この 零細 メー カ ーの医療 に対す る短所 は(a)医療 界(市 場)の ニ ーズ把握 力 が不 足 して いる,(b)研 究開

発 力が 足 りない(基 礎 技 術 力が浅 い,製 品開 発 力が 弱い,商 品 開発 力がほ とん ど ない),(c)シ ステ ム化

等 に際 して の オ ル ガナ イズカ が足 りない,(d)市 場 サ ー ビスカ が 弱い,な どが挙 げ られ る。 しか し零細 メ

ーカ ーが 持
って い る医師 との関係,製 品知 識,製 造 知 識,流 通 知 識 な どは 社会 に と って捨て が たい もの

で あ り,正 し く発展 させ れ ば,わ が 国 の医療 とME産 業 界 に良 い影響 を与 え る こ とが 期待 され る。

零細 メー カ ーの発 展 のた め に考 え られ る方法 と して,連 鎖化 が あ げ られ る。 具体 的 方法 と しては,中

小 メー カ ー 自身 が 自主 的 に寄 り合 って連 鎖 化す る,大 メー カー に よ る連鎖 化(系 列化),総 合 商社 に よ る

連 鎖 化(系 列 化)の 三 つが あ る。連 鎖 化 され た と きの各 中小 メ ー カー の生 産 の 方 向は,(a)1品 単 価

の安 いME機 器 の生 産(b)部 品`にな る機 器 の生 産(c)単 能 機 の生 産,な どが 考 え られ る。

連鎖 化事 業 の順 序 として は,

11)事 務 部 門共 同 化

(2)ル ー チ ン ・ワ ーク共 同化

(3)合 同研 究 開 発 体制 の新 設

(4)プ ロ ジ ェク トチ ー ム形 式 の経営 方式 の確立

などが考 え られ る。

■

一127一



11.4大 メ ー カ ー のME部 門 の ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ス タ イ ル 組 織 へ の 転 換

現 在 のME機 器の 市場 の規 模 は昭 和48年 度 で約300億 円,国 民総 医療 費が 約3兆 円 と推 定 されて

い るの で,国 民総 医療 費の約1%が そ の市場 の規 模 で ある と考 え られ る。 この市場 の将 来 の 成長 につい

て は,11.1で 述 べた 如 く,(a)外 国 に依存 す る こ とは,わ が 国の 国民 の生命 を外 国に任 せ る こ とに結 び

つ くの で,自 国 で生 産せ ざる を得 ない事情 や(b)ME機 器 が医療 の高 度 化,総 医療 費上 昇 の 抑 制,包 括 医

療 へ の展 開へ の貢 献 が期 待 され,さ らに(c)家庭 治療 用 あ るい は健康 増進 用 のME機 器 の展 開 が期待 され

て いる ので,有 望 で ある と判 断せ ざる を得 な い。

わが 国 のME機 器 を検 討 してみ る と,大 規 模 かつ 組 織的 な研 究 開発が 行 なわ れ てい な いの で安 全性,

信 頼性,正 確 さが 十 分 で ない。 また 統一 化が 未 だ なされ てtoら ず,今 後期待 され る シス テ ム化ME機 器

生 産へ の 展開 は決 して容 易 では ない。 この事 態 に対 して,大 メー カーは研 究開発 と業 界 の指導 と い う面

にお い て大 いにそ の役割 を果 す ことが 期待 され,ま た そ うす る に足 る産業界 と しての動 機 づ けは 上記 に

述 べ た如 く十 分 に行 な え る もの と考 え られ る。

もし大 メー カーがME市 場 は将 来 有望 で あ る とみ て,本 格 的進 出 を決 断 した ときの 問題 は(a)市場 の特

徴 か ら考 え てマ ス ・プ ロダ ク シ 。ン,マ ス ・セ ールスが で きない,(b)1台 数 億 円 のME機 器 で も商 品開

発 までの プ ロセ スが 複雑 でか つ リスクが 大 き く,採 算 に も乗 りに くい,の2点 に あ る。 この こ とは従 来

の大 メー カーの硬 直 的 な組 織 で は対 処 で きない ことを意 味 し,何 らか の対応 策が 必 要 で あ る。'

こ こに,大 メー カー のME部 門 をベ ンチ ャー ・ビ ジネ ス ・ス タ イル組 織へ の転 換 が そ の策 と して考 え

られ る。 そ の方法 として メー カー 自身か らス ピン ・ア ウ トす る場 合 とそ うで ない場 合 の二 つ が あ るが,

そ の成 否 の鍵 に つい て以 下 に述 べ る。

ス ピン ・ア ウ トしない場合 は,社 長 室 あるい は企 画 室 に所 属 させ て 目先 の利 益 に と らわれ ず 自由に活

動 で きる背景 を与 え,サ ラ リーマ ン根 性 か ら脱 却,小 会社 の社 長 的 な精 神 で 自由闊 達 に活 動 させ る。 た

だ し,こ の場 合 で も10年 以 内 に企 業 と して十分 にや ってい け る ビジ 。ン と実行 計 画 は必 要 で あ る。 ス

ピン ・ア ウ トす る場 合 は,別 会社組 織 に して 中心 人 物 を派 遣,独 立 企 業 と して任 せ,そ の活動 に つい て

は ス ピン ・ア ウ トしない場合 と同 じで あ る。

ベ ン チ ャー ・ビジ ネス ・ス タ イル で あ って もその 成 否 の鍵 は,そ こに投入 す る人 材 の 良 し悪 しで ある。

企 業 と しては そ の市 場が 有望 であれ ば秀 れ た人材 を投入 す るが,そ うで なけれ ば 秀れ た 人材 は投 入 しな

い とい うこ とを考 え る と,ME機 器 の市 場が 何 年か の後 には 有望 で あ りうる とい う判 断 を何 らか の方 法

で促 す こ とが 必要 で ある。 その重 要 な方 法 の1つ と して,国 の政 策 に よって 暗示 す る こ とが あげ られ る。

タ

●

●

11.5国 家 的 規模 の研 究開 発 機 関の 設 置

ME機 器は 多品 種 少量 生産 であ るか ら,研 究 開 発に 対す る大規 模 な投 資は リス クが 大 きい。 しか しな

が ら,繰 り返 し述 べ て きた よ うに,ME機 器 の本 格 的 な研 究 開発 は国 内的 に も国 際的 に も必要 で あ り,

医療 が 包括 医療 まで 展開 され る とな る とそ の必 要性 は ます ます 大 にな って くる。 本節 ではME機 器 の 研
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●

'

■

究 開発 に 関 して現 状 の問 題点 を指摘 し,国 家 的研 究開発 機 関の設 立 を提 案す る。

研 究開発 力は,基 礎技 術 開発 力,製 品開 発 力,商 品 開発 力 の三 つか ら成 り立 つ が,基 礎 技 術 開発 力 に

つい ては,総 合電 機 メー カー と少 数の専 門 メー カ ーを除 い てその ポ テン シ ャルは 低い。 製 品開発 力に つ

い ては,零 細 メー カ ー といえ ど も製 品 を売 り出 してい るので あ るか ら,全 メー カーは そ の ポ テ ンシ ャル

をも って お り,そ の源 泉 は密 接 な関 係に あ る大学 医学部 の 医師 との協力 関係 に あ る。

商 品開 発力 は,そ のポ テ ン シ ャルの不 足 ゆえ に輸入 品 崇拝 を起 させてい るほ どで,わ が 国 のME機 器

は製 品 と して は合格 で も商品(市 場 の ニ ーズに完 全 に合 致 した もの)と して不合 格 と言 わ れ る こ とに代

表 され る よ うに,そ の ポテ ン シ ャルは 極 め て低い。

さ らに,現 在 のME機 器開 発 は特 定 の大学 あ るい は特 定 の医 師 と密 接 に結 びつ いて 行 な われ てい る の

で,そ のME機 器 の機 能 が他 の多 くの医 師 には容 易に受 入れ られ 難 い ものに な った り,決 して すべ て の

医師 が納 得 し満 足 で きる ものが できなか った りす る。

ME機 器は 他 の一般 の機 器 とは 違い,生 命 に係 る とい う意味 で医薬 品 と性 格 を一 に してい るが,開 発

した ノ ウ ・ハ ウにつ い て保護 が 少 な く,医 薬 品 の よ うに何年 間 か の先発権 な どの保 護 策が 必 要 で あ る。

た だ し,小 メ ー カーに先 発 権 を与 え て も,大 メー カーは そ の間 そ の件 に 関 す る研 究開 発 を進 め て お けば,

後 発 で も先発 の小 メー カーの先 行 を容 易に ひ っ くり返す こ とが で きるので この前 提条 件 と して,中 小 メ

ー カー の連鎖 化 が行 なわれ てい なけれ ば な らない。

研 究開 発 の あ との安全 性 や有効 性 のチ ェ ックは,薬 事 法 で義務 つげ られ てい るが,今 後 のME機 器 が

システ ム化 され トー タ ル と して大 き くなれ ば な るほ ど,こ れ らの チ ェックの 負担 は大 メー カー とい え ど

荷が 重 い。 同時 に メー カーの 影響 力が 及 び うる医療機 関の み で行 な うこ とに よ って,安 全 性,信 頼性,

有効 性 のチ ェ ックが不 十分 に なる 可能性 が ある。

以 上 の よ うに研 究開 発 の 負担,研 究 開発 の リス ク,安 全 性,有 効性 の チ ェ プク の負 担,た とえ開 発 が

成 功 して も売 れ るか否 か の リスクは そ れぞれ 大 き くて,大 メ ー カー とい え ど本 格 的 な大規 模 な研 究 開 発

は二 の 足 を踏 ん でい るの が現 状 で あ る。

本 節 の最 初 に述 べ た とお り,研 究 開発 の必 要 性 は,国 民の 健 康生活 を推進 す る とい う基本 的 な社 会 的

ニ ーズ を源泉 に生 じて い るの で あ るか ら,リ ス クは社 会が 負担 し,そ の成果 は社 会 に提 供す る とい う考

え に基 づ い て,国 家 的研 究 開発 機 関 と国家 的ME機 器審 査機 関の設 立が 要 請 され る。 す なわ ち,国 家的

研 究開 発機 関は医 師,メ ー カー,商 社 がそ れぞ れ 対等 な 資格 で参 加 し,基 礎技 術 育成,商 品開 発 を行 な

う。基 礎 技術 育成 はア メ リカのNASAの よ うな他の 技術 を産 み やす い ナ シ 。ナル ・プ ロジェク ト方式が

望 ま しい。 商 品開発 は,ユ ーザ ー と して の医師,サ プ ライヤ ー と して の メ ー カ ー,お よび商社 の参 加が

是非必 要 で大多数 の医 師が納 得 し利 用す るME機 器 の製作 は もちろん,ME機 器 のfi-一化,標 準 化,シ

ス テ ム化 な どを行 ない,ノ ウ ・ハ ウの 国内維 持 も 目指 す。

中小 メー カー の連鎖 化 が済 ん でい る とい う前提 に立 てば,連 鎖 化 した メ ーカ ーを その研 究 開 発 力 を増

強 させ る 目的 で この国 家 的研 究開 発機 関に参 加 させ .,健 全 に 発 展,展 開 させ る こ とに大 い に役 立 て る こ

と もで きる。

外 国 もわが 国 同様 にME産 業 は 中小 メー カーの乱立 で,そ の産業基 盤は 決 して強 い もの とはい え ない
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の で,わ が国 国 内で の しっか り した研 究 開発 は わ が国主 導 に よる国際 規 格 の決 定 が な され る条 件 をつ く

b出 す こ とになb,わ が 国のME産 業 の本 格 的 輸 出産業 へ の発展 の助 成 に つ なが る。 これ は既 に述 べ た

よ うな理 由に よ りわが 国 の外 交展 開 上の メ リッ トは極 め て大 きい ものが あ る とい え る。

国家 的ME機 器 審査 機 関 は,ME機 器 の安 全性,信 頼 性,有 効 性 に つい て厳 重 なテス ト(臨 床 例)を

繰 り返す こ とや,修 理 の容 易性 取 扱 いの容 易性 の 審 査 も行 な う。

◆

11.6国 に よ るME産 業 の ビジ ョン作 り

ME産 業は現 状 では 市場 規模 も小 さ く,市 場 の特 性 もオー プ ン ・システ ムでは ない の で陽 の 当 る産 業

では ない。 しか し,ME機 器(シ ス テ ム)は 多 くの部 品 か ら成 る システ ム機 器 で しか も安 全性,信 頼 性

が 高度 に 要求 され る商 品 で あるか らハ ー ド,ソ フ トに わた る高度 に知 識 集約 商品 とい え るの で,十 分 な

研 究開 発 を行 な って包括 医療 とい う潜 在 市場 を開 拓 すれ ば将 来 の わが 国の リーデ ィ ング ・イ ンダス トリ

の一員 に な りうる。 また,医 療 用 の商 品 とい うこ とで国際 的 な商品 とノ ウ ・ハ ウ を創 って いけ ば,単 な

る輸 出 では な くて医 療 レベル で各 国 に浸 透 で きるの で あるか ら,わ が 国の外 交 の 潤 滑剤 に さえ な り うる。

潜在 的成 長産 業 であ るME産 業 を陽 の当 る産業 ま で育成 す るに は,国 の ビ ジ 。ン作 りとそ の指 導 が必

要で あ る。 す なわ ち第10章,本 章 の ま とめ として,国 の ビジ 。ン として取 り上 げ られ なけ れ ば な らな

い もの を述 べ ると次の 通 りで ある。 まず ユ ーザ ー(病 院 側)に(∂ 予 防 医療 の ス テ ップ ・バ イ ・ステ 〉ブ

の展開 ㈲ オ ープ ン病 院,検 査 セ ン ター,事 務 セン タ ーの展 開,サ プ ライや 側 に(c)中小 メ ー カー の連 鎖

化(dl国 家 的 研究 開 発機 関 の設 置(e)国 家 的ME機 器 審 査 機 関 の 設置(f)ビ フォ ー ・サ ー ビス 及 び ア フ タ

ー ・サ ー ビス 機 関 の 設置,の 事 業 展 開が あ げ られ る。

この他,ME産 業 の育成 と医療 の 質量 の 向 上の両 目的 に 対 して政 府 の パ プク ア プ ブと して次 の よ うな

政 策 の方 向が 考え られ る。 各 省庁 と医師 会 の協 力体 制 を作 り,国 家 的 見地 か ら両 目的 に貢 献す る方向 で

医 療 関連 行政 を施 策す る。 また健康 保 険 制度 の うち診療 報 酬 の組 み立 て を,ホ ス ピタル ・フ ィー と ドク

ター ・フ ィーの2本 立 て とい う方 向で改善 す る こ とも必 要 で あ る。

次 の こ と も重 要 で あ る。 す な わ ち,海 外 のME機 器 に関 す る情 報 を収 集 す る セ ンタ ーを設 置 し,国 内

で のME機 器 製作 の刺 激 とす るた め に外 国 の情 報 を集 中化 す る こ と もわが 国ME産 業の 国際 化 を狙 うに

は必 要 で ある。 具 体的 活動 は,基 礎技 術,応 用 技術(製 品技 術,商 品技術),市 場(ニ ーズ),新 商 品,

新 製 品,特 許 な どに 関す る情報 収 集 とそれ らの 国 内へ の配 布 で ある。

4

●
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別表1-1安 全性と信頼性の同時比較 内科 ・大学病院

φ

●

安全性 疑 問 疑 問 良 良
無 効

・

合 計
ME機 器名 信頼性 疑 問 良 疑 問 良

1.心 電 計 6 13 13 24 0 56

2心 音 計 3 5 13 16 3 40

A

3.ベ ク トル 心電計 4 3 3 .14 3 27

4・ 脳 波 計 5、 1 3 8 1 18

5.筋 電 計 5 2 2 8 3 20

6.多 用途測定記録装置 6 1 10 8 2 27

7電 気血圧計 3 2 5 6 1 17

8.呼 吸流 量計 2 1 1 3 2 9

9・ 電子 体温 計 1 2 2 2 3 10

10,ICU・CCU 3 2 5 2 2 14

11・ 医 用 テ レ メ ー タ 5 ] 4 11 1 22

12超 音波診断装置 1 2 4 3 4 14

13・ 摂 取率 測 定装 置 1 0 1 7 1 10

14・ 内視 鏡TV 1 2 0 9 2 14

15・ デ フ ィブ リレ一 夕 2 4 2 15 1 24

16.監 視 用TV 1 1 0 4 2 8

17医 用電子計算機 1 3 3 5 0 12

■

注 意1.

注意2.

「良」 とは安全 性 や 信頼 性 に全 く問題 が ない と答 え た回答。

「疑問 」 とは 「良 」で ない 回答 。

数字 は 回答 して きた病 院 数 を示 す。

o
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別 表1-2安 全性 と信頼性 の同時 比 較 内科 ・一般病 院

安全性

ME機 器名 信頼性

疑 問 疑 問 良 良
無 効 合 計

疑 問 良 疑 問 良

1.心 電 計 9 11 16 38 6 80

2.心 音 計 2 10 15 35 3 65

3.ベ ク トル 心電計 2 1 7 12 2 24

4脳 波 計 3 7 8 31 7 56

5.筋 電 計 2 4 7 19 6 38

6.多 用途測定記録装置 4 4 6 9 3 26

7電 気血圧計 2 4 2 8 3 19

8.呼 吸 流量計 1 2 1 4 3 11

9.電 子体 温計 4 3 0 6 4 17

10.ICU・CCU 4 3 3 6 5 21

11・ 医 用 テ レ メ ー タ 2 3 5 4 3 17

12.超 音波 診 断装 置 4 4 6 23 ・6 43

13・ 摂取率 測定装 置 3 4 0 12 5 24

14.内 視鏡TV 1 3 0 3 2 9

15.デ フ ィブ リ レ一 夕 '4 4 0 17 5 31

16、 監 視用TV 1 0 0 7 2 10

17医 用電子計算機 1 0 3 0 0 4

●

注意L

注 意2,

「良 」 とは安 全性 や信 頼性 に全 く問題 が ない と答 えた 回 答。

「疑 問 」 とは 「良 」 で ない回 答。

数 字 は 回答 して きた病 院数 を示 す。

⇔
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別表1-3安 全性と信頼性の同時比較 放射線科 ・大学病院

安全性

ME機 器名 信頼性

疑 問 疑 問 良 良
無 効 合 計

疑 問 良 疑 問 良

Lシ ンチ レー シ ョン ・ス キ ャナ 3 3 8 12 1 27

2.シ ン チ レ ー シ ョ ン ・カ メ ラ 1 5 8 9 1 24

3、 監 視用TV 0 4 ] 17 2 24

4.X線TV 6 8 5 9 0 28

5.リ ニ ア ・ ア ク セ レ 一 夕 2 1 0 7 1 11

6.医 用 ベ ー タ トロ ン 0 2 3 3 0 8

7医 用 サ イ ク ロ トロ ン

8・ 多用途測定記録装置 0 2 4 3 0 9

9・ 医 用電 子 計 算機 1 1 6 1 1 0

注 意1.

注 意2.

「良 」 とは 安全 性 や信 頼性 に全 く問題 が な い と答 えた回 答。

「疑問 」 とは 「良 」 で ない 回答ρ

数 字 は 回答 して きた病 院数 を示 す。

別表1-4安 全性 と信頼性の同時比較 放射線科 ・一般病院

◆

安全性 疑 問 疑 問 良 良
無 効 合 計

ME機 器名 信頼性 疑 問 良 疑 問 良

1.シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ 12 3 4 14 2' 35

2.シ ン チ レ ー シ ョ ン ・カ メ ラ 3 4 2 5 1 15

3.監 視 用TV 2 5 0 21 5 33

4.X線TV 40 16 26 39 5 126

5.リ ニ ア ・ ア ク セ レ 一 夕 3 2 2 2 0 9

6・ 医 用 ベ ー タ トロ ン 2 1 1 2 0 6

7医 用 サ イ ク ロ ト ロ ン

8.多 用途測定記録装置 2 2 2 3 1 10

9・ 医用 電 子計 算機 0 0 3 0 0 3

注 意1.

注意2.

「良」 とは安全 性 や 信頼 性 に全 く問 題 が な い と答 え た回 答。

「疑 問 」 とは 「良」 でな い回 答 。

数 字 は 回 答 して きた 病院数 を示 す。
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別表1・-5安 全性 と信頼性の同時比較 中央臨床検査室 ・大学病院

安全性

ME機 器名 信頼性

疑 問 疑 問 良 良
無 効 合 計

疑 問 良 疑 問 良

1.心 電 計 3 2 10 19 3 37

2.心 音 計 5 1 12 16 3 37

3,ベ ク トル心 電計 1 2 10 12 5 30

4.脳 波 計 4 4 14 12 2 36

5.筋 電 計 1 2 7 14 6 30

6.多 用途測定記録装置 5 1 4 7 5 22

7呼 吸流量計 1 1 3 5 6 16

8.脈 波 計 0 1 10 11 4 26

9.自 動血 球計 数 器 9 1 18 5 4 37

10・ 自動化 学分 析 装置 11 0 15 9 4 39

11.ガ ン細胞 自動 検診装 置 0 0 0 0 1 1

12.光 電 比色計 3 0 11 18 6 38

13.超 音波 診断装 置 2 1 3 4 4 14

14・ 摂取 率 測定装 置 1 0 3 3 4 11

15.脳 波分析 装置 0 2 5 4 6 7

16.心 電図解 析装 置 0 0 1 1 3 5

17赤 外線顕微鏡 0 0 0 1 0 1

18.超 音波 洗浄 器 1 7 3 8 5 25

19・ 医用 電 子計 算機 1 1 1 4 3 10

■

■

⑨

注 意1.

注 意2.

「良 」 とは安全 性 や 信頼 性 に全 く問 題 が ない と答 えた 回答 。

「疑 問 」 とは 「良 」 でな い回 答。

数 字 は回 答 して きた 病院数 を示 す。

一134一



別表1-6安 全性 と信頼性の同時比較 中央臨床検査室 ・一般病院

●

戸

φ

安全性

ME機 器名 信頼性

疑 問 疑 問 良 良
無 効 合 計

疑 問 良 疑 問 良

1・ 心 電 計 14 17 28 59 7 125

2・ 心 音 計 8 10 19 57 9 103

3・ ベ ク トル心 電計 1 4 7 12 11 35

4・ 脳 波 計 11 14 14 64 8 111

5.筋 電 計 3† 5 4 34 15 61

6・ 多用途測定記録装置 0 3 2 12 3 20

7呼 吸流量計 0 4 3 8 4 19

8.脈 波 計 48 8 11 3 5 75

9.自 動 血 球 計数 器 42 26 9 25 12 114

1α 自動化学分析装置 9 5 11 7 4 36

11.ガ ン細胞 自動 検 診装 置 0 0 0 1 0 1

12・ 光 電 比色 計 13 1 18 65 13 122

13.超 音 波診 断装 置 6 5 3 23 6 44

14摂 取率測定装置 1 7 5 24 4 42

15・ 脳波 分析 装置 1 1 1 9 3 15

16.心 電 図解析 装 置 0 1 2 1 0 4

17赤 外線顕微鏡 0 0 0 0 0 0

18.超 音波 洗浄器 6 6 4 22 6 43

19・ 医 用電子 計 算 器 1 0 3 5 2 11

2α 電子写真修正装置 0 0 1 0 0 1

注 意1,

注意2.

「良 」 とは安 全性 や信 頼性 に全 く問題 が な い と答 え た回答。

「疑問 」 とは 「良 」 でな い回 答。

数字 は回 答 して きた 病院 数 を示 す。
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別表2-1電 子 計 算機 と結 ばれ てい るME機 器

(1)大 学病院

ME機 器名
内 科 放射線科

中央臨床
検査室

心 電 計 2 4

心 音 ・心 電 計 1 1

脳 波 計 2

呼吸流量計 1

電気血圧計 1

心拍 ・脈拍数計 1

血 流 計 2

多用途測定記録装置 2

自動化学分析装置 1 7

循環機能検査装置 1

電子体温計 1

ICU・CCU 1

ダ イデ ン シ トグ ラフ 1

筋 電 計 1

シンチレーシ ョン ・カメラ 13

シンチレーション ・スキャナ 5

シンチ レ ーシ ョン ・カウン タ ー 3

摂取率測定装置 1

動能機能検査装置 4

VTR 1

線 量 計 算 1

液 浸 1

自動血球計数器 6

光電比色計 1

E.M.G 1

ポ リグ ラフ 1

(2)一 般 病院

脳 波計 内科1,中 検1

筋電 計 内科1,中 検1

シンチレーション ・カメラ

放射 線科1

(注)数 字は病院数を示す。
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句

6

別 表3-1 所期の機能のME機 器を購入できなかった理由(大 学病院)

数字は病院数 を示す

理 由

ME機 器 名 1 2 3 4 5 6 7

超音波診断装置 内 8 2

放 1

中 1

心 音 ・心 電 計 内 4

放 1 1

中

シ ンチ レ ー シ ョ 内 1 1

ン ・ カ メ ラ 放 6 2 1 1 記憶容量が小さい

中 1

ベ ク トル心 電計 内 4 2

放

中 1

デ フ ィ ブ リレ ー 内 1 1

タ 放

中

血 流 計 内 2 1

放

中

ICU・CCU 内 4 2 故障が多い

放

中

医用 内 1 1

オ シ ロ ス コ ー プ 放

中

動態機能 内 1 1

検査装置 放

中

医用 内 2 1

テ レ メ ー タ 放

中

脳波分析装置 内 1

放
'

中 3
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別 表3-1(続)

理 由

ME機 器 名 1 2 3 4 5 6 7

多用途測定 内 5 1 1 1

一

記録装置 放

中 1

医用電子計算機 内 3 1 2

放 2 outputし た い 場 所

が多い。業務が多種少
中 3 1 2 2 数 のため 入力 困難 。

M.T.T. 内 プ ログ ラムが まだ時 期

放
的 に早 い よ うであ る。

中

自動血球計数器 内

放

2 1

中 3 2

光電比色計 内

放

2 1

中 1

X線TV 内

放

1

中

監視用TV 内 1

放

中 1

1 1

超音波洗浄器 内

放

1

中

心 電 計 内

放

3

中 1

原子吸光装置 内 1 1 1 1

(東 芝 ・ペ ッ ク 放

マ ン) 中

輸入ME機 器 内

放

1

中
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別 表3-1(続)

理 由

ME機 器 名 1 2 銀 4 5 6 7

脳 波 計 内

放
耐用年数がきまって

中 1 1 い な い

ペ ー ス メ ー カ ー 内 1 1

放

中

脈 波 計 内

放

中 1

べ ー タ ー トロ ン 内

放 7 2 3 3

中

呼吸流量計 内

放 1 1

中

超音波血流計 内

放 1 1

中

PH計 内

放 1

中 1

イ メー ジ ・デ ィセ 内

ッ タ ー ・カ メ ラ 放 1 1

中

液 浸 内

放 1

中

9オ ー ト ウ エ ル 内

放 1

中

サ イ ク ロ ト ロ ン 内

放 2 1 2 2 1

中
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別 表3-1(続)

理 由

ME機 器 名 1 2 3 メ 5 6 7

写 真 の マイ ク ロ 内

化 放 1 1 1 1 記憶容量不足

中

シ ン チ レ ー シ ョ 内

ン ・ス キ ャ ナ 放 1

中

リニ ア ック 内

放 2 1

中

放射線治療線量 内

分布計算 放 1

中

核医 学 デ ー ター 内

処理 放 1

中

エ コ ー ・グ ラ ム 内

放

中 1

ア ヒ オ ニ ック ス 内

放

中 1

筋 電 計 内

放

中 1

自動化学分析 内

装置 放

中 7 2 1 1 1 2

コ ン ブ ライ ア ン 内

ス 放

中 1

心電図解析装置 内

放

中 1
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別 表3-1(続)

理 由

ME機 器 名 1 2 3 4 5 6 7

ミニ コ ン 内

放

中 1 1

(自 記) 内

分光光度計 放
`

中 2

コル タ ー 内

カ ウ ン タ ー 放

中 2

SMAC 内

放

中 1

理 由の内容

1.高 価 す ぎる。

2.保 険 点数 が 低い か認 め られて い ない。

3.場 所 が 足 りな い。

4.オ ペ レー タが 十分 で ない。

5.陳 腐 化 が[♪配 で あ る。

6.ア フタ ー ・ケアが 心配 であ る。

7.そ の他

*数 字 は病 院数 を示 す。

た だ し 内 ・・… … ・ 内科

放 … … … 放射 線 科

中 ・… ・… ・ 中 央 臨 床検 査室
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別 表3-2 所期の機能のME機 器を購入できなかった理由(一 般病院)

数字は病院 数を示す

理 由

ME機 器 名 1 2 3 4 5 6 7

多用測定 内 1

記録装置 放 1

中

V.C.G 内 1 1

放

中

デ フ イブ リレ一 夕 内 国産は故障が

放
多い よ うだ。

中

1.C.U. 内 1 2

C.C.U 放

中

内視鏡TV 内 1 1

放

中

ペ ー ス ・ メ ー カ 内 1

放

中

リ ニ ア ・ 内

ア ク セ レ 一 夕 放 2 1 1

中

ベ ー タ ト ロ ン 内

放 1 1

中

X線TV 内

放 4 1 1

中

ウエル型 内

カ ウ ン タ 放 1

中

動態機能 内

検査装置 放 1

中
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別表3-2(続)

理 由

ME機 器 名 1 2 3 4 5 6 7

キ ュ リ ー ・ 内

メ ー タ ー 放 1

中

摂取率測定装置 内

放 1

中

ハ ン ド ・ フ ッ ト 内

モ ニ タ ー 放 1

中

シ ン チ レ ー シ ョ 内

ン ・ス キ ャ ナ 放 2 1

中

シ ンチ レ ー シ ョ 内

ン ・カ メ ラ 放 1

中 1 1

多用途監視 内

記録装置 放

中 1

筋 電 計 内

放

中 1

自動血球計数器 内

放

中 2 1

ガン細胞 内

自動検診装置 放

中 1

炎光光度計 内

放

中 1

分光光度計 内

放

中 1 1

方
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別表3-2(続)

理 由

ME機 器 名 1 2 3 4 5 6 7

自動化学 内

分析装置 放

中 1 1

東亜MCC 内

コ ン ポ ー ネ ント 放

シス テ ム 中 1

ベ ク トル心電 計 内

放

中 1 1 高価な割に使用量が少
な い 。

理 由 の内容

1.高 価 す ぎる。

2.保 険点 数 が低 いか 認め られ て いな い。

3.場 所 が 足 りな い。

4・ オ ペ レ ータが 十分 でな い。

5.陳 腐 化 が心配 であ る。

6.ア フタ ー ・ケ アが 心配 で あ る。

7.そ の他

*数 字 は病院数 を示 す。

た だ し 内 … …… 内 科

放 …… …放 射線 科

中 … …… 中央 臨 床検査 室
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別表4-1シ ステ ム化希 望機 器(大 学 病院)

機 器名 の リス トあ るい は システ ム名 機能 の概 略 目 的

心電 計.心 音計.脈 波 計.呼 吸流 量計.血 流 計 .尿量計 3.6

X線 連続撮影装置 重症患者の早期 ・心血管撮影 2

自動化学分析装置 酵素 ・電解質などの緊急検査 2

心電計.心 電図解析装置 2.3

ICU,CCU,多 用 途 測定 記録 装 置 循環動 態 チ ェ ック 2

自動分注 装置.冷 凍 造結 器,シ ンチカウソタ,電 算 機 ラジオ イム ノア ッセイ の 自動 化

心電計.電 気血圧計,心 拍計.脈 拍数計 2.3

部分肺活量計 2

心電 計,脈 波計,電 子 体温 計,医 用 テ レメ ー タ 3.6

レス ピレー タ ガス分析 装 置 呼吸の自動管理 2.3

自動血圧 ・脈波計 連続記録 救急処置の迅速化

酸素テン ト使用時の酸素計 テン ト内酸素測定 2

カテーテル使用時の尿量計 尿量測定 2

イ ン ピ ー ダ ン ス ・カル ジ オ メ 一 夕 心拍出量測定 2

血圧自動監視装置 血 圧 の異常 を ア ラーム す る

検体検査部門患者別回答業務の機械化 2

セ ン トラ ル モ ニ タ ー.ベ ッ ドサ イ ドモ ニ タ ー 集中監視

誌 ㌫ ㌫ ラ'動態こ 査装置
動態機能の自動解析 236,●

e
音 波 診 断 装 置,シ ンチ レー シ ョン ・カ メ ラ.

ン レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ
腫瘍診断の精度向上

リニ アアク セ レ一 夕,電 算機 治療計画をたてる 2

(
自動 化 学分 析装 置,ピ ペ ッタ ー.オ ー トウ ェル

液 浸
R.1.A自 動 化

X線TV.CCU 1.2

目的 の内容

1.安 全 性 の 向上

2.医 療 の質 ・量 の 向上

3.医 療 の迅 速 化

4.取 扱 い の容 易性

5.小 型化

6.医 療 の省 力化

7.機 器 の コス トダ ウン
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別表4-2シ ステ ム化 希 望機 器(一 般 病 院)

機 器名 の リス トまた は システ ム名 機 能 の概 略 目 的

血 球 計 数 器,血 色 素.Ht.血 小 板 計 数 計

リニ ア ・ア ク セ レ ー タ,ベ ー タ トロ ン

X線TV,シ ン チ ス キ ャ ナ

同時計数記録 3456 ● ■●

1234 '9■

3457 ,,,

■

目的 の内 容

1.安 全性 の向上

2.医 療 の質 ・量 の 向上

3.医 療 の迅 速 化

4.取 扱 い の容 易性

5.!」 、型イヒ

6.医 療 の省 力 化

7機 器 の コス トダ ウン

亀
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別表5-1開 発希望ME機 器(大 学病院)

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

超音波による心拍出量測定装置(CCU付 属)

心拍出量を迅速かつ正確に測定する装置

間接法による血圧の連続測定装置

ポータブルタイプの内視鏡TV

電磁波充電型あるいはアイソトープ電源供給型ペースメーカー

高速電子スキャンニング超音波診断装置

超音波方向指示型 ドプラー カテーテルタイプ ・トランスデューサー

電子自動尿量計

心電図分析装置

ディジタル型血液ガス分析装置

取扱いの簡単な血流量計

信頼性の高い電気血圧計

ヘモグラム読取 り機

血液凝固機能自動測定機

血小板凝集機能測定機

中心静脈圧自動モニター

ポータブルタイプの脳波計

非観血的連続血圧測定装置

ペース メーカーの小型化,寿 命の延長化

静脈血流量を臨床的に非観血的に出来るもの

放 射 線科

R・1検 査 断 層像

非 観血 的,血 圧,血 流 の連続 測定

高 解 像 力VTRテ ー プ

高 周 波数 領 域 まで動作 可能 な 周 波数 アク テ ィブ ・フ ィル ター

甲 状線 な どの硬 度 測 定機

神 経.腱 反射測 定 機

細 胞 外 液 量測 定 機 』

X線 フ ィル ム 自動分 析診 断装 置

X線 ホ ログ ラ フ ィー

10.X線 被曝 量 監 視 ・警 報装 置

11.放 射 線 治療 の1回 照 射 線量,総 線 量 の 自動計 算 装 置
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12.口 頭 で反応 す る秀 視台

13.放 射線 治療 の照射野 自動 監 視 装置

中 央 臨床 検査 室

自動採血 装置

尿検 査 の 自動 監視

自動 薄切 装置

心電 ・心 音 ・脳 波解 析装 置

血 液像 自動 分 析装置

直記 式 ベ ク トル心電 計

静電 記録 方式 に よ る周波数 特 性 がIKHzま で位 平担 な記録 装置

イ オ ン電 解 法に よる電解質 酸塩 基 平衡 同 時 測定 装 置

染 色体 自動分 析 装置

10.細 菌検 査 自動測定 装 置

11.白 血 球 自動分 類 装置

12ベ ッ ドサ イ ド,外 来.教 育用 小 型 メモ リ ・ス コー プ心電 心音計

13,心 音 マイク ロホ ン

14.患 者 に肉体 的負担 のか か らない肺 機 能検 査 装 置

15.非 観 血型 血圧 .血 流 計

16,自 動 尿検 査 装置

17だ れ に も確実 に使 用 で きる コ ンピ ュー タ入 力 装置

18.多 チ ャネル脳 波 自動解析 装 置

19.細 胞 自動 診断 装置

20.採 血 か ら血清,血 漿の分 離 まで行 う検 体検 査 装置
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別 表5-2開 発 希望ME機 器(一 般 病 院)

■
-

4

多目的超音波診断装置

V・C・Gの 直接描記式装置

放 射 線科

1・C等 で性 能 が安 定 してい る核 医学測 定 装置

2.シ ンチ レー・一シ ョン ・カ メ ラ シンチ レー シ ョン ・ス キ ャナに心 拍連 動装 置が 組 込 まれた装 置

撮影 条 件均 一化 のた め の コン ピ ュータ ・シス テ ム

X線 被曝 量減少 装置

5.高 解 像 力 シンチ レ ーシ ョン ・カメ ラ

6.医 用オ シ ロ ・ス コー プ

中央臨床検査室

ベッ トサイ ド用脳波計

一般医でも分る脳波分析装置
,心電図解析装置

3.安 価な反応速度自動分析器

性能の安定化.小 型化した自動化学分析装置

血小 板計数器

■

,φ

一149一



別 表6-1コ ン ピ ュー ターの 大 きさ.購 入 方 法,利 用 方 式(大 学病 院)

機 種 名 コ ア サ イ ズ 購入方法 利 用 方 式

TOSBAC

S400/20

48KWORD

レ ン タル

ONLINE

OFFLINE

タ イ プ コ ン ピ ュ ー タ ー

ハ ヤ ッ ク2500

0、25KWORD 買取 り

OFFLINE

タ イ プ コ ン ピ ュ 一 夕 一

八 ヤ ッ ク2500

0.25KWORD

OFFLINE

オ デ ィ トロニ ャ ック

770

買取 り

OFFLINE

生 化 学 自動 分析

デ ー タ処 理 シ ステ ム

買 取 り ONLINE

日本 オ リベ ッテ ィ㈱

P603 26,880桁 リー ス OFFLINE

(一 般 病院)

機 種 名 コ ア サ イ ズ 購入方法 利 用 方 式

H-8400

262KBYTE レ ン タ ル'

ONLINE

OFFLINE

JEC-5

4KBYTE

買取 り ONLINE

ノこロ ー ス

B-100

Facom-RE 32KBYTE 買取 り ONLINE

OFFLINE

タ ン グ

720

2

レ ン タル

ONLINE

TOSBAC

5100モ デ ル20 32KBYTE レ ン タ ル OFFLINE

HITAC

8350 393KBYTE レ ン タ ル

ONLINE

CFFLINE

HITAC

10

8KWORD

レ ン タ ル OFFLINE

IBM

360/20 8KBYTE レ ン タル
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叫

別表6-2 コ ンピ ューター利 用 形態

数 字 は病 院数 を 示 す。

大 学 病 院 一 般 病 院

利用形態

単 独 利 用 5 4

他病院 との共同利用 0 1

親事業会社(団 体) 0 4

計 算 セ ン タ ー 0 1

別 表6-3コ ン ピ ュー ター購 入 資金 源

数字は病院数を示す。

資金源

大 学 病 院
一 般 病 院

貴 病 院 自 身 の 資 金

政 府 や 自治体 の資 金

その他(親 事業所等の資金)

5

3

4

別 表6-4コ ン ピ ュ ー タSE

数 字 は合計 され たSEの 数 を示 す。

病院所属SE メ ー カー派遣SE 外 注SE その他SE

大 学 病 院 6 3 2 1

一 般 病 院 54 2 0 0

へ
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別表6-5コ ンピ ュー タ周辺機器

数 字 は台数 を示 す。
～

周辺機器 大 学 病 院
一 般 病 院

カー ド(テ ー プ)読 取 り装置 5 13

磁 気 テ ー プ 装 置 7 34

デ ィ ス ク 5 19

ド ラ ム 0 4

印 刷 装 置 6注1) 8

デ ィ ス プ レ イ(CRT) 4 3

カ ー ド(テ ー プ)パ ンチ 7 16

注1)タ イ プ ライタ ー4台 含む

別表6-6コ ン ピュー タ用途

数 字は延 べ 病 院 を示 す。

一
用 途 大 学 病 院

一 般 病 院

1.診 断 1 1

2.臨 床 検 査 2 4

3.治 療

4.看 護 監 視 1

5.診 療 情 報 の 検 索 1 3

6.薬 剤 2 2

7医 学 研 究 解 析

8.病 院 管 理

1

/

4

1

6

8-1事 務 処 理 2 6

8-2会 計 3 4

8-3保 険 請 求 1 6

8-4そ の 他 1 3

9.そ の 他 4
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別 表6-7コ ンピュ ータ利 用効 果

数字は病院数 を示す・

4

●

病 院 別
大 学 病 院 一 般 病 院

項 目

1. 患 者 サ ー ビス ①向上 した 2 1

②変らない 2 4

③低下 した

2. 医 療 の 質 量 ①向上 した 1 1

②変らない 2 4

③低下した

3. 病院経営改善に ①貢献した 3 4

②変らない 1

③悪影響を与えた

4. 職 員 数 ①減 った 1 2

②変らない 3 4

③ふえた 1

5. 事 務 量 ①減 った 4 3

②変らない 3

③ふえた 1 1

別表6-8コ ンビ=一 夕導入 計 画

導入計画 大 学 病 院
一 般 病 院

1年 内 2 9

2年 内 3 1

3年 内 2 5

5年 内 1 9

10年 内 9

10年 以上後 12

そ の 他 2 10

計 10 55

一153一



別 表6-9コ ンピ ュー タ導入 計 画 と病 院規模

(大 学病院)

導 入 計 画 患 者 致 し勺 ベ ッ ド 数 ㈱ 医 師 数 内

1.(1年 内) 1,714 1,270 565

1,055 530 102・

2.(2年 内 ～3年 内) 一 436 76

1,156.6 670 179

998.0 620 351

2,518 1,040 671

1,761 935 352

3.(5年 内 ～10年 以上) 1,586 788 251

(一 般 病 院)

導 入 計 画 患 者 数 し勺 ベ ッ ド 数 ㈱ 医 師 数 内

1.(1年 以 内) 1,320 一 37

729 360 37

1,194 462 26

770 305 20

2,190 681 92

11600 567 141

1,033 240 37

1,569 861 53

1,297 500 26

2.(2年 内 ～3年 内) 812 175 39

一 一 47

337 ,196 9

571 228 8

309.4 315 10

629.6 326 12

3.(5年 内 ～10年 以 上) 552.2 300 22

272 202 8

423 230 16

865 340 45

1,458 465 102

664 232 14
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別 表6-9(続) (一 般 病院)

導 入 計 画 患 者 数 内 ペ ツ ド 数 ㈱ 医 師 数 内

3.(5年 内 ～10年 以 上) 1,295 266 ・27

610 185
、

12

700 512 54

310 202 10

620 255 21

810 332 `41

535 246 21

311 250 8

455 278 8

651 255 16

776 307 23

1,297 511 25

938 457 29

一
200 19

390 126 7

624.6 300 23

568 250 35

160 269 5

一 一 一

1,422 515 57

433.6 295 10

693 400 24

810 382 29

419.6 331 11
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別表6-10コ ン ピ ュー タを導入 しな い理 由

数 字 は理 由 を あげ た延 べ 病 院数

コ ン ピュー タを導 入 しな い理 由 大 学 病 院
一 般 病 院

1.資 金 が 足 りな い 54

2.病 院経 営 の改 善 に合 うか ど うか わか らない 36

3,シ ス テ ム エ ン ジ ニ アが い な い 27

4.医 療の質量の向上に効果があるか疑問 14

5.コ ン ピ ュー タ導入 を主 唱 す る医師 が少 ない 8

6.コ ン ピ ュータ は何 が で きて何 が で きない 分 らない 5

7近 々導入する予定がある 2 4

8,コ ン ピュ ー タを利 用 で き る医師 が少 な い 3

9.そ もそ も医療 に コ ンピュー タを持 込 む の に反対 1

10.そ の 他 1 21

計 3 173
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表7-1ME機 器 の シス テ ム化 予定 一覧 表(メ ー カー)

システム機能の概要 構 成ME機 器 名 目 的

健 診 シス テム 自動 身 長体 重計 血 圧計 心 電 計X線 装 置 聴 力計

自動 分析 計 視力計 スパ イ ロメ一 夕及 び コ ンピュ ー

タ 2,3.6

心電図遠隔

診断システム

心電 計 心電 図 伝送 装置 心 電 図 自動解析 シス テ ム

(含 コン ピュ ータ) 2.3

放 射線 システ ム リニ ア ックX線TV入 出力 端末 コンピ ュー タ 1.2

病歴 管理 シス テ ム 入 出 力端末 コン ピュー タ 2.3

心 臓 ・賢 臓 シ ミュレータ 専用アナログ計算器 任意関数発生器X-Y記 録計 1,2.3

心電図の自動診断装置 心 電 計 電 子 計 算 機 デ 一 夕 レ コー ダ オ シ ロス コ ー

プ プ リ ン タ ー(イ ン タ ー フ ェー ス) 2,3(6)

心音図の自動診断装置 心音計 他同上 2,3(6)

生体 情報 の 伝送 ・ンステム 生体情報の抽出(端 末…例えば心電計)伝 送器(カ

ップラー)受 信機 処理装置 3,9(患 者管 理)

1.C.U S&Wモ デ ュ ラ ー シ ス テ ム

C.C.U B.O.Cモ デ ュ ラ ー シ ス テ ム

自動 化検 診 システム 検 査 機 器 ス ク リ ー ニ ン グ

自動分析装置及び各種 自動分析装置 」血球計数器 炎光光度計 比色計

ME機 器 の シス テ ム化 電子計算機 応用装置etc 2,3.6

総 合健 診 シス テ ム 自動分析装置 心電計 血圧計 身長体重計測器

肺機能測定器 電子計算機応用装置etc 3,6.8

間接撮影診療システム 撮影 系 一現像 一稼 処理 一 フ ァイ リン グー検 索 3.6

直接撮影診療 システム 撮 影系 一現像 一稼 処理 一 マ イク ロ化 一 フ ァイ リング ー

一検 索 3.6

自動細胞診断システム 自動顕微鏡CCTV前 処理装置CPUタ イプ

ライタ 細胞分散装置 自動洗色装置 3.6

診療報酬請求システム

(窓 口会計を含む)

イン テ リゼ ンス ・ターミナル(専 用)電 子 計算 セ ン タ

ー(現 用事務 システ ム) 4.6

ベ ッ ドサ イ ド監 視装 置 体温指示記録計 脈拍計 点滴計 6

血液検査 システム 血球計数器 白血球分類装置 血液凝固装置 その他 2,3.6

ミニ コン に よるICU/

CCU監 視機 器 の駆 動

とデ ー タの整理 ・グ ラ

フ化

ミニ ・コ ンピ ュー タ プ リンタ1/O変 換器

各種 監 視機器(心 電 心 音 血 圧 体 温 脈拍等)

1,3,6,7

の(診 断 者 に よ る差

の 均 一 化)

酵素 自動 分析 シス テム 分光光度計
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表7-1(続)

システム機能の概要 構 成ME機 器 名 目 的

循環器診断システム

(放 射線関係除 く)

高解像度TV装 置 造影剤注入装置 ポリグラフ 電

気メスCPU 1,2.6

自動 検診 シス テ ム 問診機 視力聴力計 心電計 血圧計 電算機 2,3.6

循環器検査システム 多用途記録測定装置 血液分析装置X線TV,電 算機 1.2

核 医学 デ ータ処 理

シス テム

シ ンチ レ ー シ ョ ン ・カメラ(シ ン チ レ ー シ ョ ン'ス キャナ)

電 算 機(動 態 機 能 検 査 装 置)(オ ー トウエ ル カ ウ ン タ) 2,3.6

検体検査自動化システム 自動化学分析装置 血球計数器 電算機 3,4.6

放射線医療自動化

システム

TVベ ー タ トロン(核 医 学機器)電 算 機

1,2,3,4

PCS(Perinatal

careSystem)

国産機システムとして 分娩 母体 胎児 未熟児の

総合監視を行 う。 2,1.6

心 臓 ペ ー ス メ ー カ

チ ェ ック シ ス テ ム

送信用電話伝送用カプラー 受信用復調器及び各種測

定器 2,1.3

コ ン ピ ュ ー タ 検 診

シス テ ム

自動血圧測定装置
イ ン タ ー フ ェ ー ス付

X線 テ レ ビ遠 隔 診察

シス テ ム

テ レ ビカメ ラ テ レ ビモ ニタ ー制御装 置

6

映 像 に よる

患者 監 視 シス テ ム

テ レ ビカ メラ テ レ ビモ ニ ター制 御装 置

長時 間VTR 6.1

台

数字記号(目 的)の 説明

1

2

3

4

5

6

7

8

9

安 全性 の向上

医療 の質 ・量 の 向上

医療 の迅 速化

取 扱 い の容 易性

小 型 化

医療 の省 力化

ユニ ーク性

コス ト ・ダ ウ ン

そ の他
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別 表7-2ME機 器 の シス テ ム化 予定 一 覧表(輸 入 商社)

シス テ ム機 能 の概 要 構 成ME機 器 名 目 的

ICU(含CCU) ナ ー ス ・ス テ ー シ ョン ベ ッ トサ イ ドモ ニ タ ポ リ

グ ラフ 人工 呼 吸機 サ ー ボ ベ ンチ レー ター900他 2

CCU モニ ター記録 器 治 療機 酸 素蘇 生機 セ ラカー ガク

リノ カ ー 他 2

超音波診断装置 ビ ドソ ン レ コ ー ダ ー 2.4

心肺機能検査 ボディプレチスモ ガス分析 運動負荷試験装置メタ

ボ ル サ イ ク ル エ ル ゴ メ 一 夕 ミ ン ゴ グ ラ フ 4.7

自動健 診 シス テ ム 自動生化学分析装置 心機能測定装置 肺機能測定装

置等 2,3,4,6,7

運動機能測定 システム 筋力測定機 筋電計等 2.7

心臓機能測定 システム 不整脈検出機 心電計 同搬送装置 同受信装置 2,3,6,7

肺機能総合検査 ス パ イ ロ メ ー タ ーN2メ ー タCOメ ー タ ー 2,3.4

デ ー タ ー ・プ リ ン ト又
o

は コ ン ピ ュ ー タ ー と の

接続 に よりICU,CCU 完全自動血液ガス分析装置 3,4.6

関連機器 の適切な用法
の指 示 を与 え る。

生体計測のシステム化 血圧計 血流計 呼吸計 測定記録装置及び関連機器 6

臨床 検査 シス テ ム の

自動化
各種検査装置及び関連機器 3,4.6

集団肺機能測定 大気汚染地区の公害

シス テ ム 電子 肺機能 測定 量 プ リンタ ー 呼 吸 曲線 レコ ーダー
病 認定 の際 の測 定 ス
ピー ドア ップお よび

プ リンタ ーをパ ンチ

ヤ ーに置 換 し コ ンビ
ユ一 夕に入 れ総 合 診

断装置に転送する。

臨床化学分析自動化 2,3,4,9

シス テ ム
22Channelcoulterchemistry⑧

分 析 データーの統 一 化

臨床検査室自動化 1,3,4,6,9

シ ス テム
Coultercounter⑧models,coulter

chcmistry⑧Pop.8.cpu.1ineprin一

臨 床 検査 情 報 の コ ン
トロール及 び マネ ー

ter ジ メ ン ト

数字 記号(目 的)の 説 明

1.… … … 安全 性 の向 上

2.… …… 医 療 の質 ・量 の向上

3.… … … 医療 の迅 速 化

4.… …… 取 扱 いの容 易性

5

6

7

&

9
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小 型化

医療 の省 力化

ユニー ク性

コス トダ ウン

その他



別 表8-1「 メ ー カーの規 模 別 の大学 病院 につい て の意見 の パ ター ン分類 」

大 中 小 零 回

規 模 分 類

意 見 の
パ ター ン分 類

メ

1

カ

メ

1

カ

メ

1

カ

細

メ

1

カ

答

総

1 1 1 1 数

研究開発にも役立ち販売市場としても妙味
4 2 1 2 9

があ る

研究開発には役立つが販売市場 としては妙
1 2 1 1 5

味が うすい

国産 品 に対 して偏 見 を持 って お り,輸 入 品
0 1 1 2 4

を偏重する傾向が強い

不満な面の方が多い 3 1 1 6 11

回 答 総 数 8 6 4 11 29

別 表8-2「 輸 入商 社 の規模 別 の大 学病院 につ い て の意 見 のパ ター ン分 類」

規 模 分 類

意見 の
パ ター ン分 類

総
合

商

社

中

堅

商

社

零

細

商
社

回

答

総

数

研究開発 ・商品開発に役立つ 1 0 、0 1

医学界の特性(学 閥 ・個人的癒着 ・偏見)

がME産 業の発展を阻害している
1 2 3 6

ME機 器 に対 して の無知 ・無 理 解 が目立 つ 0 0 3 3

研究員が不足 してい る 0 0 1 1

経営の合理化が必要である 0 1 1 2

回 答 総 数 2 3 8 13

規模分類の基準

総合商社

中堅商社

零細商社

(年 間 売 上 高 単 位:億 円)

14,000以 上

140～2,000

45以 下

一160一
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別 表8-3「 輸 入商 社 の規 模別 の大学 病 院 以外 の 病院 につい ての 意見の パ ター ン分 類 」

低

)

規 模 分 類

意 見 の
パ ター ン分 類

総

合

商

社

中

堅

商

社

零
細
商

社

回

答

総

数

ME機 器に対 して積極的である 0 0 1 1

尊重される製品特性をあげている 0 1 0 1

ME機 器に対 して無知 ・無理解の傾向が強い 0 1 3 4

保険点数および予算上の制約条件が強い 1 1 1 3

回 答 総 数 1 3 5 9

規 模分類の基準

総合商社

中堅商社

零細商社

(年 間 売 上 高 単 位1億 円)

14,000以 上

140～2,000

45以 下

別 表8--4「 メー カー の規模 別 の大学 病 院以 外 の病 院 につ い て の意 見 のパ ター ン分 類 」

`

'
ピ

大 中 小 零 回
規 模 分 類

意見 の
パ タ ー ン分類

メ

1

カ

メ

1

カ

メ

1

カ

細

イ
カ

答

総

1 1 1 1 数

予算上の制約がある 2 2 0 0 4

保 険点数 と予 算 枠 の フ ァク ター が正 しい機 器
1 0 2 1 4

の購入 を妨 げて い る

医療機関個有の体質(派 閥,医 師と事務部門
1 0 2 1 4

の意思の疎通の悪 さ)が 問題である

ME機 器に対する無理解あるいは無知の傾向
3 5 3 8 19

が強 い ・病 院 間の レベ ル 格差 が はげ しい

回 答 総 数 7 7 7 10 31

規模分類の基準(年 間売上高 単位:億 円)

大 メ ー カ ー

中 メ ー カ ー

小 メ ー カ ー

零 細 メ ー カー

1,000以 上

100～730

18～62

9未 満
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別 表8-5「 メー カーのME専 業産 別 の大 学 病院 につい ての意 見 のパ ター ン分類 」

ME専 業 度 分 類

意 見の
パ タ ー ン分 類

M
E

専
業
度
①

M
E

専
業
度
②

M
E

専
業
度
③

M
E

専
業
度
④

回

答

総

数

研究開発にも役立ち販売市場 としても妙味が

ある
4 2 0 1 7

研究開発には役立つが販売市場としては妙味

が うすい
1・ 2 0 1 4

国産品に対 して偏見を持ってお り,輸 入品を

偏重する傾向が強い
0 2 1 0 3

不満の方が多い 2 4 2 3 11

回 答 総 数 7 10 3 5 25

ME専 業度(ME部 門の売上高/企 業全体の売上高)分 類の基準

ME専 業度①1%未 満

ME専 業度②1～9%

ME専 業度③10～80%

ME専 業度④100%

}

寸

別 表8-6「 メー カー のME専 業産 別 の大学 病 院以 外の 病院 につい て の意 見 の パ ターン分類 」

ME専 業 度分 類

意見 の
パ タ ー ン分 類

M
E
専
業
度
①

M
E

専
業
度
②

M
E
専
業
度
③

M
E
専
業
度
④

回

答

総

数

医療機関の予算上の制約を問題としている 2 2 0 0 4

保険点数 と予算枠のファクターが正 しい機器

の購入を妨げている
0 1 1 1 3

医療機関個有の体質(派 閥,医 師と事務部門

の意思の疎通の悪さ)を 問題 としている
2 正 0 0 3

ME機 器に対する無理解あるいは無知の傾向

が強い.病 院間のレベル格差がはげしい
1 10 5 3 19

回 答 総 数 5 14 6 4 29

A

、

ME専 業度(ME部 門の売上高/企 業全体の売上高)分 類の基準

ME専 業度①

ME専 業度②

ME専 業度③

ME専 業度④

1%未 満

1～9%

10～80%

100%
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別表9機 種別の現状と動向総合比較一覧表

向動の善改良改

シ

ス

テ

ム

化質・量の向上医療の小型.軽量化との統一他メーカー容易性取扱いの信頼性安全性

△

△

△

△

△

○

△

△

△

△

△

△

△

△

○

△

△

△

△

△

△

△

△

○

△

△

△△△△△△○△△△△△△○△△○△△△△△△◎△△

、

△

△

△

○

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

4

ム

ノ

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

○

△

△

△

△

△

△

○

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△△△△△△△△△○△△△○△△△△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

市

場

充

足

度

2

3

8

8

3

7

7

1

5

5

4

1

6

5

6

0

2

7

3

1

9

1

4

9

6

0

0

2

4

8

92111231231212211212122

過

当

競

争

度

・

†

2

6

4

5

5

9

・

9

5

・

6

9

9

6

・

6

9

・

5

6

2

2

2

2

4

・

2

2

2

・1211311131222212223

成

熟

度

1

6

2

6

7

0

7

0

2

7

5

9

7

5

2

2

3

1

2

2

7

3

0

2

4

9

0

9

5

0

7

011122121213232231121221

名種

.

機

計

計

計

計

計

計

計

計

置

V

V

鏡

V

タ

置

置

器

計

鏡

置

器

ラ

ナ

置

置

置

置

タ

タ

ン

ン

置

雷
三

麟　
撫
三　
離

心

べ

心

脳

筋

呼

脳

電

多

内

X

赤

監

-

医

が

自

白

光

電

超

越

シ

シ

摂

脳

心

電

デ

リ

医

医

電

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3111111111122222222223333

注)成 熟度,過 当競争度,市 場充足度の欄の数字は各々の順位を示す。
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別表10ME機 器生産(輸 入)累 計台数

機 種 名 生産台数累計(台) 輸入台数累計(台) 合 計(台)

1心 電 計 15,930 301 16,231

2ベ ク ト ル 心 電 計 221 221

3心 音 ・ 心 電 計 362 20 382

4脳 波 計 3,686 3,686

5筋 電 計 687 1 688

6呼 吸 流 量 計 104 401 505

7脈 波 計 1,648 2,701 4,349

8電 子 体 温 計 17701 1τ701

9多 用 途 測 定 記 録 装 置 τ530 70 7600

10内 視 鏡TV 123 15 138

11X線TV 7173 200 τ673

12赤 外 線 顕 微 鏡 3 3

13監 視 用TV 5,800 5,800

141CU・CCU 520 3 523

15医 用 テ レ メ ー タ 134 1 135

16ガ ン 細 胞 自 動 診 断 装 置 10 2 12

17自 動 化 学 分 析 装 置 325 404 729

18自 動 血 球 計 数 器 120 120

19光 電 比 色 計 13,909 2,073 15,982

20電 子 顕 微 鏡 1,200 1,200

21超 音 波 診 断 装 置 1,300 1 1,301

22超 音 波 洗 浄 器 223 37 260

23シ ン チ レ ー シ ョ ン ・カ メ ラ 190 190

24シ ン チ レ ー シ ョ ン ・ス キ ャ ナ 340 2 342

25摂 取 率 測 定 装 置 520 520

26脳 波 分 析 装 置 340 340

27心 電 図 解 析 装 置 1,205 1,205

28電 子 計 算 機 応 用 装 置 157 96 253

29デ フ ィ ブ リ レ ー タ 541 541

30リ ニ ア ・ ア ク セ レ 一 夕 95 95

31医 用 ベ ー タ ト ロ ン 35 10 45

32医 用 サ イ ク ロ ト ロ ン

33電 子 写 真 修 正 装 置
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付 録ME産 業の医療機関に対する意見
ア ン ケ ー ト調 査 の結果 の原 文 に よ る紹 介

憾

ア ン ケ ー ト調 査 の生 の結 果 を 次 の17項 目 に分 け て以 下 順 番 を 追 って紹 介 す る。

(1)メ ー カ ーの 研 究病 院 に つ い て の 意 見

(1)-1「 研 究 開 発 に も役 立 ち 販 売 市 場 と して も妙 味 が あ る」 との 意見 の詳 細

(1)-2「 研 究 開 発 に は役 立 つ が 販 売 市 場 と して妙 味 が うす い 」 との意 見 の詳 細

(1)-3「 国 産 品 に対 して 偏 見 を持 っ てお り,輸 入 品 を偏 重 す る傾 向 が 強 い 」 との 意 見 の詳 細

(1)-4「 不 満 な 面 の 方が 多 い 」 との 意 見 の詳 細

(2)メ ー カー の 研 究病 院 以 外 の 病院 に つ い て の意 見

② 一1「 予算 上 の制 約 が あ る」 との 意 見 の詳 細

② 一2「 保 険 点数 と予算 枠 の フ ァク ター が 正 しい機 器 の購 入 を 妨 げ てい る 」 との意 見 の詳 細

(2)-3「 医 療機 関個 有 の体 質(派 閥 ・医 師 と事 務部 門 の意思 の 疎通 の悪 さ)を 問 題 と してい る」 と

の 意 見 の 詳細

(2)-4「ME機 器 に対 す る無 理 解 あ るい は 無 知 の傾 向が 強 い ・病 院 間 の レベル の格 差 が は げ しい 」

との 意 見 の詳 細

`

(3)輸 入 商社 の研 究病 院 に つ い て の 意 見

(3)-1「 研 究 開 発 ・商 品 開 発 に役 立 つ 」 との 意 見 の詳 細

(3)-2「 医学 界 の特 性(学 閥 ・個 人 的 癒着 ・偏 見)がME産 業 の発 展 を阻 害 して い る」 との 意 見 の

詳 細

(3)-3「ME機 器 に対 して の 無知 ・無 理 解 が 目立 つ 」 との 意 見 の詳 細

(3)-4「 研究 費 が 不 足 して い る」 との 意 見 の詳 細

⑧ 一5「 経 営 の合 理 化 が 必 要 で あ る」 と の意 見 の詳 細

(4)輸 入 商社 の研 究 病 院 以 外 の病 院 に つ い ての 意 見

(4)-1「ME機 器 に対 して積 極 的 で あ る との 意 見 の詳 細

(4)-2「 尊 重 され る製 品 特 性 を あ げ て い る」 意 見 の詳 細

(4)-3「ME機 器 に対 して無 知 ・無理 解 の傾 向 が強 い」 との 意 見 の詳 細

(4)-4「 保 険 点 数 お よ び 予算 上 の 制約 条 件 が 強 い」 との 意 見 の詳細
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(1)-1メ ー カ ー の研 究 病 院 に つ い て の 意 見 「研 究 開 発 に も役 立 ち販 売 市 場 と して も妙 味 が あ る」 の

詳 細(原 文 の ま ま)

各 研 究病 院 共,医 療 機 械 化 に 対 し非 常 に 熱心 で あ る。 又 特 に予 防 医 学 を志 向 し てい るの で,こ の面

か らの期待 も大 き い。

一般 病 院 に比 べ て
,研 究 的 要 素 を 多 く含 ん で い る為,新 製 品 の導 入 が 早 い 。 又 システ マテ イ ソク な

装 置 が 入 りや すい。

メー カー ど しては 新 しい 医 療 機 器 の パ イ オ ニ ヤ ー的 役 割 を果 す 場 合,研 究 病 院 は 良 き リー ダ ー で あ

り医療 技 術進 歩 に相 互 に協 力 し合 って 推進 で き ると思 い ます 。

ドク ター以 外 に も,教 育 を受 け た技 師 が配 置 され て お り,ME機 器 も十 分 使 い こな せ る よ うで あ る。

特 に,基 礎医 学 の先 生 は 医 学 の分 野 だ け で な く,電 子 工 学 の分 野 に も か な り精 通 してい る。

進歩的考えを持つ病院 も数多 くあ り教育病院の機能と同時にME機 器の開発にも力を入れていると

ころもあり,今 後医療の向上にとつて主要な役割を担 っていると思われる。

ドクターとの面会が午後は研究その他で比較的自由に面会でき意見ならびに指導を受けられる。

む ずか しい御 申 出 では あ り ます が,機 器 の性 能,取 扱 い 等 熟 知 され む しろ教 え られ る面 が 多 分 に あ

り,比 較 的後 に残 る面 が な くな つて い ます。

MEの 国産 化 に対 し,積 極 的 に技 術 的 な 援 助 を して い た だ け る ことは 大 変 有 難 い。

(1)-2メ ー カー の研 究 病 院 に つ い て の 意 見 「研 究 開 発 には 役 立 つが,販 売 市 場 と して妙 味 が うす い 」

の詳 細(原 文 の ま ま)

(a)機 器 の開 発 に臨 床 試 験 は 不 可 欠 な 存在 で今 後 と も全 面 的 な指 導 を受 け た い。

(b)新 しい 医 療 を 導 入,推 進 す る と ころ で あ りなが ら予 算 が 少 な過 ぎ る。

(c)派 閥 に と ら われ ず 診 断 論 理 の 確立,機 器 の標 準 化 を 推 進 して ほ しい。

(a)新 規ME機 器 の開 発 に つい て は 非 常 に協 力 的 で あ る。 しか しなが ら この場 合 大 学 病 院 の医 師 の

理 想 は 可成 り高 く開 発 され た 製 品は コス ト,性 能 等 の点 で一 般 向 きが せ ず,あ る特 定 の 医 師 で な けれ

ば 利 用 し難 い よ うな こ と に な つて し ま うこ とが 多 い。
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(b)一 方ME製 品 の 販 売 につ い ては 予 算 等 の 関係 か ら販 売 契 約 の成立 す る度 合 は 一 般 の病 院,診 療

所 に比 し て小 さ く,正 直 に言 って 企 業 と して の利 潤 確 保 は 難 しい 。

(a)一 般 に メー カー に対 す る指 導 力が あ り,シ ス テ ムや 装 置 の設 計 に対 す る注 文 も具 体 的 で あ る場

合 が 多 い。

(b)研 究 用 の シス テ ムや 装置 の 開 発 に意 欲 は あ るが,稼 動 性 や 正 当 な コス トに 見合 う価 格 要 求 に 対

し関心 が 高 くな い よ うに見 受 け られ る。

(c)装 置 や シス テ ム に 対 し て個 々 の大 学 の 独 創 性 を 織 り込 む 様 に要求 す る事 が 多 く普 遍性 や 標 準 化

に対 す る配 慮 は 殆 ん どな い。

(d)価 格 に対 す る配 慮 が うす く,保 守 費 修 理 費,ソ フ トウエ アへ の対 価 支 払 に 関 す る認 識が ほ しい。

研究中心である為商品化に直接結びつかない面が多い。 しか し基礎技術の蓄積には役に立つ為,両

立する点で進めて行 きたい。

製 品 仕 様 に医 師 独 持 の もの を要 求 され るケ ース 多 く標準 化 … … … 難

製 品 に つい て も開発 的要 素 多 く コス ト吸収(採 算)… … … 難

(1)-3メ ー カ ー の研 究病 院 に つい て の意 見 「国 産 品 に対 して 偏 見 を持 って お り,輸 入 品 を偏 重 す る

傾 向 が 強 い 」 の詳 細(原 文 の ま ま)

欧 米 の権 威 に追 随 す る傾 向が 未 だ残 っ てい る。 特 に ソ フ ト ・ウエ ア の面 に於 け る新 方式 の 開 発,受

入 れ に弱 い 。

外 国製 品 及 び メ ー カ ー を1社 に限定 し,派 閥 的 傾 向 が あ るが,も つと製 品 に対 す る 使 用後 の デ ー タ

ー等 を 発表 し
,機 器 の改 良 に協 力 して欲 しい。

立 派 な 設備 が あ りな が ら,有 効 に使 わ れ て お らず,担 当 が 変 る と次 の人 に 引継 が ず全 く使 わ れ な く

な つて し ま う。 又 外 国 製 品 万 能 の感 が あ り,新 しい外 国製 品 が 入 る と今 まで の器 機 は 全 くか え りみ ら

れ な くな る傾 向 が あ る。 研究 機 関 内 の 医工 の 連 携 が密 接 で は な くセ ク ト的 で あ り,も つと研 究 の機 能

を生 か し,わ れ わ れ メ ー カ ーを 育成 して も らい た い。

新 技 術,新 商 品 に対 して余 りに も保 守的 す ぎる傾 向が あ る。

(1)-4メ ー カー の 研 究 病 院 に 対 す る意 見 「不 満 な面 の 方が 多 い 」 の詳 細(原 文 の ま ま)

一167一



研 究 費 の 不 足 に よ る メ ー カー側 へ の依 存度 が 高 く,こ の為 に技 術 提 携 が 円 滑 にい か な い場 合 が あ る。

新 商 品 の開 発 に対 し費 用 を メー カー に依 存 す る傾 向 に あ る。

有用な医用電子機器の発展のため,一 層積極的に研究活動の一部を,機 器開発のための医学面から

の協力に振 り向けて欲 しい。

大学病院である以上,診 療以外の研究が強力に進められなけれぽならないと思 う。研究投資が貧困

である。

(a)ユ ーザ ー ・サ イ ドの不 勉 強 に よ り機 器 の価 格 の み の 購入 判 定 が 存 在 す る。

(b)保 険 点数 と予算 枠 の フ ァク タ ーが 正 しい 機 器 の 購 入 を 妨 げ てい る。

(c)病 院 と し ての 最 低機 能 は 別 と して愚 老 の精 神 状 態 が ノー マ ル な もの でな い 事 に対 す る木 目細 か

い 環 境 条 件 の完 備 ま で配慮 され て い な い。

(d)正 しい 機 器 の 取 扱 者(テ ク ニ シ ャ ン)の 設 置 が 必 要 。

予 算 に しば られ る こと もあ ろ うが,日 常 検 査 用 機 器 と研 究 用機 器 とを共 用 化 を計 か つた り又 は 混 用

して考 え て い る よ うに思 われ る。 した が つ て製 品 の性 能 が,ど つ ちつ か ず に な って し まい 結 果 と して

十 分 使 いや すい 製 品 には,な'つ て い な い様 で あ る。 ユ ー ザ ーは メ ー カ ー と積 極 的 に 連 絡 を と つて製 品

の改 良 に つ とめ て ほ しい。 そ のた め にM側 は も う少 しE側 に入 る様 に して も らえ な い だ ろ うか。

現行 の医 学 教 育 では 現 状 以 上 の事 は 期 待 して も無 理 で あ りま し ょ う。

、

研 究 病院 と或 る事 を行 な うと,医 学 上 には 有 る所 大 きい が,経 理 的 処 置 で困 る こ とが 多 い。 文 部省,

厚 生 省,大 蔵 省,会 計検 査 院,行 砂 管 理 庁,等 関 連 官 庁 が 多 す ぎ るの で困 る。 従 って便 法 で 処 置 す る

こ と にな るが,明 朗 な 処 置 と言 え ず,納 入 金 額,そ の 使 途 等M側,E側 共 に 困 ま る こ とが 多 い 。

`

(a)研 究 中 途 で開 業 され る先生 が 多 くあ り,こ の点 残 念 で す。

(b)予 算 が 承 認 され る の に期 間 が長 くこれ が メ ー カ ー へ の負 担 にな つて い る場 合 が 多 い 。

臨床研究の素材的な取扱いに不満を持つ人が多い。

情 報 の分 散 が平 均 化 してい ない の で格 差 が あ りす ぎ る。 今 後,通 産 省 に於 い て コ ン ピ ュ ー タ に よ る

情 報 サ ー ビス を実 施 して い だ さい 。
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保守要員の設置が望まれる。

メ ー カー 並 び に 業 者 と し ては 数 多 くの 使 用 デ ー タが 欲 しい わけ で すが,研 究 開 発 が 大 き け れ ば 大 き

い 程,派 閥 が 影 響 して い る様 に 考 え られ る点 が あ る。 しか し研 究 者 に して も 自分 の 名 で 発表 出 来 るか

他 学 校 の 他 名 で 発 表 され るか とな る と種 々の 点 で メ ー カー業 者 の事 ぱ か り考 え てや る わ け に も行 か な

い 点 は 多 くあ る と考 え られ ます。

(2)-1メ ー カ ー の研 究 病 院 以 外 の 病 院 に対 す る意 見 「予 算 上 の制約 が あ る」 の詳 細(原 文 の ま ま)

積 極 的 に シス テ ム及 び 自動 化 機 器 の導 入 を 計 画 され てい るが 予 算 的 に苦 しい よ うで あ る。

資 金 的 な 問 題 もか らみME機 器 の導 入,シ ステ ム化 には,興 味 を持 ってい て も採 用 に 踏 切 れ ない 面

が あ り総 体 的 に古 い 体 質 の病 院 が 多 い よ うに思 われ る。

国 立,県 立,市 立 な ど公 的 機 関 に属 す る病 院 は,積 極 的 に新 しいME機 器 を取 入 れ よ うとい う姿 勢

が 見 受 け られ るが,私 立 病 院 は 大 規 模 の病 院 で も予算 の 関係 で躊 躇 して い る のが 現 状 で あ ろ う。 従 っ

て,後 者 の場 合,技 師 を 雇 用 す る までは い か ず ドク ター 自身 で 使え る範 囲 のME機 器 に限 られ て し ま

うよ うだ 。

医療業界については従来 より価格のくずれが多 く機器全般的に改善を図る様にして頂きたい と思い

ます。

② 一2メ ー カ ー の研 究 病 院 以 外 の病 院 に対 す る 意 見 「保 険点 数 と予 算枠 の フ ァ ク タ ーが 正 しい機 器

の購 入 を 妨 げ て い る」 の詳 細(原 文 の ま ま)

保 険 点 数 と 予算 枠 の フ ァク タ ーが 正 しい機 器 の 購 入 を 妨 げ て い る。

ME機 器に対する関心は年々高 くなりつつあ り,購 買意欲に旺盛である。ただ問題になる点は健康

保険報酬点数とME機 器の価格 との不均衡が常に論議され,こ れが販売の結果を大 きく左右している。

医 療 器 具 購 入 の際,問 題 に され る のは この器 具 の 使 用 に よ つて保 険 点数 は何 点 取 れ るか と言 う事 で

あ るが,現 代 の様 にテ ン ポ の早 い時 代 には 新 しい 有 効 な器 具 を 病院 で 使 え ば 役 立 つ のが わ か つ て も保

険 で カバ ー で き ない た め,購 入 しない 事 が 多 い。 病 院 を維 持 す るた め に は や む を え な い事 か も知 れ な

い がo

一169一



償却 あ る い は ラ ンニ ング コス トが 第 一 の 問題 に な りや す く研 究 的 要 素 を 含 ん だ装 置 よ りも省 力化 を

図 った もの な どに重 きが お か れ て い る よ うで あ る。

(2ト3メ ー カー の 研 究病 院 以 外 の病 院 に対 す る 意 見 「医療 機 関個 有 の体 質(派 閥 ・医 師 と事 務部 門

の 意思 の疎 通 の悪 さ)を 問 題 と して い る」 の詳 細(原 文 の ま ま)

大 学 系 列 に よ る色 彩 が露 骨

大 き くは 関東,関 西 さ らには 学 閥等,大 変 閉 鎖 的 性 格 の強 い マ ー ケ ッ トで あ る。 この 面 か ら,魅 力

は あ るが も う一 つ積 極 的 に新 規 開 発 を 推 し進 め難 い。

開発 関係 を一 般 病 院 の先 生 の 指導 とい え る のは 非 常 に少 ない と思 い ま す。 開 発 され た 機 器 の性 能 及

び改 良度 を 聞 くた め に協 力 して 頂 くこ とは 多い が それ も大 学 病 院 と の系 列 を考 え る状 態 で す 。

(a)メ ー カ ー に対 す る仕 様 の要 求は 比 較 的 あ い まい で具 体 的 で な い。 しか しメ ー カ ー の提 案 が 受 け

入 れ られ 易 い 。

(旬 移 動 性 や経 済 性 に対 す る関心 が 比較 的 高 く,従 って 研究 用 の装 置 や シス テ ム には 無 関 心 で あ る。

この 方が メ ー カー に と つては 取 り組 み 易 く設計 方針 も立 て 易 い長 所 が あ る。

(c)ど ち ら か とい うと販売 実 績 の あ る標 準 品 を選 ぶ傾 向 が強 く,特 に 中央 の大 学 病 院 で の実 積 を問

題 に す る。

(d)機 種 選 定 権 は 事 務 局 も少 しは あ るが 依 然 と して ドクター ・サ イ ドが 握 って い る ケ ース が 多 い 。

(e)県 立,都 立,市 立 な どの病 院,組 合 立 の病 院 では 事 務 部 と ドクター ・サ イ ドと の意 見 の 調 整 が不

充 分 で仕 様 に対 す る要 求 が まち まち で統 一 され ない ケ ー スが ま まあ る。

(2)-4メ ー カー の研 究 病 院 以 外 の病 院 に対 す る意 見 「ME機 器 に対 す る無 理 解 あ るい は 無 知 の傾 向

が 強 い 。 病 院 間 の レ ベル 格 差 が は げ しい」 の詳 細

ME機 器 の定 期 整 備 に積 極 的 で あ つて欲 しい 。

ア フ ター サ ー ビス の面 で困 難 と煩 雑 さを 感 じ てい ます 。

医 用 電子 機 器 取 扱 い 上 の安 全 管 理 面 を 強 化 し て欲 しい 。 ア ース線 も不完 全 な 病 院 もあ り安 全 上心 配

な 場 合 もあ る。
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(a)ユ ー ザ ー サ イ ドの 不 勉 強 に よ り機 器 の価格 の み の購 入 判定 が な され る。

囹 正 しい機 器 の 取扱 者(テ ク ニ シャ ン)の 設置 が 必 要 。

オ ペ レ ー シ ョ ン の レ ベ ル ア ッ プ が 望 まれ る 。

a

lD

C

新 しい機 器 の 導 入 に っ い て は一 般 に保 守 的 と思 わ れ る。

しか しME機 器 の普 及 比は 最 大 の要 素 と な る。

機 器 の操 作 ・保 守 ・安 全 確保 に つ い て も う少 し留 意 して ほ しい。

機 器 の操 作 お よ び保 守 に つ い て あ ま りに も無 知 … … … メ ー カー側 の サ ー ビ ス負 担 大

(a)一 般にME機 器の使用後の手入れ保管が非常に悪い。

倒 各機器の管理責任者を定めておけばもつと有効に使えると思います。

予算 に しば られ る こ と もあ ろ うが,日 常 検査 用機 器 と研 究 用 機 器 とを 共 用 化 を は か つた り又 は 混 用

して考 え て い る よ うに 思 わ れ る。 故 に製 品 の性 能 が ど っちつ かず にな つ て しまい 結果 と して 使 い や す

い製 品 には な つて い な い 様 であ る。 ユ ー ザー は メー カ ー と積 極 的 に連 絡 を と って製 品 の 改 良 に つ とめ

て ほ しい 。 そ の た め にM側 は も う少 しE側 に入 る様 に して もらえ ない だ ろ うか 。

機器診断に対する認識がかな り低い ように見受けられる。

最新の設備を有 しながら使い こなせない面があるが,こ れは機器の進歩と人材の確保が並行しない

為で逆に人材がいない為機器を購入せずせつか くの機器を使用してない面 もある。これではMEの 発

達普及は遅 くなるばか りである。

ME機 器の専任指導者並びに技術者が不足 してお り,こ れがME機 器の正確な利用の溢路になつて

いる場合が多い。

㈲ 医 療 サ イ ドと メーカー ・サ イ ドの責 任 分 担 の 明 確化 。

(b)パ ラメデ ィ カル(特 にME取 扱 技 術者)の 育成 。

現 状 の医 学教 育 では,現 状 以 上 の事 は 期 待 して も無理 で あ ります。

個 々 の病 院 にお け る 方針,知 識は まだ バ ラバ ラの よ うで あ るが,先 発病 院 の 動 向 を み なが ら近 い 将

来 同一 見 解 に近 づ くと思 わ れ る。
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大病 院,中 小 病 院 との技 術 的 ギ ャ ップが 多 す ぎて 自動 化 の統 一 が で きな い。 従 って 中小 病 院 の技 術

レベ ル・ア ップ を大 き く望 み た い 。

多忙 す ぎ る人 が 多 い 為,常 に簡 単 な機 器 を作 って か ら接 して行 きた い。 医療 の常 識 と の戦 い が 多い

と思 う。 た とえ ば体 温 とは何 か,血 圧 とは 何 か等,従 来 の医 療 自体 が 病 院 間 の格 差 が あ り,新 製 品 の

市 場 導 入 は 戸迷 う。

自治体病院では特に資金,医 師,看 護婦の不足が目立 って,ME機 器以前の問題が解決を急がれる

と思います。

中小病院では診療が多忙なため研究,開 発に要する指導は受けられない。

(3)-1輸 入商 社 の研 究病 院 に対 す る意 見 「研 究 開発 ・商 品 開発 に役 立 つ」 の 詳 細(原 文 の ま ま)

新 技 術 開 拓,発 掘 のた め メ ー カ ー,商 社 と一 体 とな つて研 究体 制 を組 ん で ゆ きた い。 病 院 内 部 に蓄

積 され てい る技 術 を 商品 化 し,社 会 に広 め て ゆ くの が メ ー カー ・商社 の役 割 だ と思 う。

(3}-2輸 入 商 社 の 研究 病 院 に対 す る意 見 「医 学 界 の特 性(学 閥 ・個 人的 癒着 ・偏 見)が 産 業 の 発 展

を 阻 害 してい る」 の詳 細(原 文 の ま ま)

(a)先 生 方は 自分 の好 み の機 械 以 外 は 余 り興 味 を 示 さない 傾 向 が あ る。 特 定 の メー カー の代 弁 者 の

如 き態 度 は 進 歩 を阻 害 す る可 能 性 が あ る。

(b)学 閥,派 閥 の世 界 では 技 術 の 交 流 が 自由 でな く,従 って多 くの小 規 模 メ ー カ ーが 乱立 し,弊 害

を うむ 可 能性 が あ る。

ME機 器 に対 す る理 解 と導 入 に対 す る積 極 性 に つい ては,一 般 病 院 に比 し高 レベ ル に あ る と思 われ

る。 特 に診 断,治 療 に必 要 なME機 器 に 関 しては 前 向 きの 支援 が え られ る場 合 が 多 い。 しか しな が ら

特 定 医 師 の好 み に依 存 す る度 合 も強 く結 果 的 に統 一 化 され た ニ ー ズを 把 握 しえ ず,多 種 少 量 の機 種 整

備 に応 ぜ ざ るを え ない ケ ース も生 ず る。 製 品特 性 と して新規 な い しユ ニ ー ク性 が 重 要 視 され る傾 向 が

あ る。

特 定 メ ー カ ーに対 す る先 入 観 が 大 きい 様 に思 う。

留学 された 先生 方が 多い の で,外 国 品 の或 る メ ー カー品 に対 しては 充分 の信 頼 を持 って い る の で販

売 し易い 。
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勉 強 した 機種 に 固 執 す る感 が あ る。 公平 な る比 較検 討 の場 を 必 要 と しな い か。

新 型 機 器 にか ぎ らず,商 社 ・メ ー カ ー と病 院 側 との結 合 が か た く他 業種 か らの セ ー ル ス ア プ ロ ーチ

に対 しては 入 る余 地 が な い 様 で あ る。 又,新 機 器 種 に対 し偏 見 が 強 く甚 だ保 守 的 に 感 じ られ る。

(3)-3輸 入 商 社 の研 究 病 院 に対 す る意 見 「ME機 器 に対 して無 知,無 理 解 が 目立 つ 」詳 細(原 文 の

ま ま)

特 に 研 究所 の研 究 員 に比 べ て,先 生 方 あ るい は 機 械 を 直接 使 う人達 の新 しい 機 械 に対 す る操 作 や 理

論 に つ い て積 極 的 な 姿 勢 が 少 な くない よ うだ。 これ ら も,も つ と機 械 化 が 進 み 医 学 の点 のみ な らず,

そ れ に関 連 して化 学,物 理,電 気 な どの 方面 の知 識 も必要 と され る。

受 け 入 れ 側 の協 力,理 解 共 が まだ充 分 で あ る とは 思 わ れ な い。

機 器 使 用後 の手 入 れ を充 分 に してい た だ きた い(メ ンテ ナ ンス)。 看 護 婦 に対 しME機 器 の知 識 を

も普 及 させ るべ きだ。

(3)-4輸 入 商社 の研 究 病 院 に 対 す る 意 見 「研 究 費 が 不 足 して い る」 の詳 細(原 文?r>ま ま)

研 究 費不 足 に よ り優 れ た大 研 究が 生 か され難 い様 に思 う。

(3)-5輸 入 商 社 の研 究 病 院 以 外 に対 す る意 見 「経 営 の合理 化 が必 要 で あ る」 の詳 細(原 文 の ま ま)

大 学 病院 や国 立 病 院 と の物 品契 約 が 煩雑 す ぎる の で,も つ と簡 素化 して欲 しい。

検 査 室 内 の業 務 に つい て十 分 な る分 析 が 行 な われ てい な い と思 わ れ る。 従 って,教 育 機 関 で あ る大

学 で 臨 床検 査 室 に お け る業 務 管理 分 析 を行 な う為 の教 育 に力 を 入 れ る べ きで あ る。

(4)-1輸 入 商 社 の研 究 病 院 以 外 の病 院 に 対 す る意 見 「ME機 器 に対 して積 極 的 で あ る」 の 詳 細(原

文 の ま ま)

中 央 検査 室 に働 く人 々が 中心 とな つて新 しい機 械 類 へ の 取 組 み に も積 極 的 な 印 象 を 受 け る。 大 学 病

院 に お け る相 互 の派 閥 も無 く相互 の情 報 交 換 も さか ん で あ る。 よ り患 者 の立 場 に立 つた 姿 勢 であ る。

(4)-2輸 入 商 社 の 研 究 病 院 以 外 の病 院 に 対 す る意 見 「尊 重 され る製 品特 性 を あ げ てい る」 の詳 細

一173一



(原 文のまま)

特定 の大病院を除き啓蒙が今後 とも必要と思われる。同時に財政面からの制約により導入並びに普

及が阻害される場合があ り,製 品特性として取扱いの容易性,迅 速性が尊重 される傾向がある。

(4)-3輸 入商社の研究病院に対する意見 「ME機 器に対する無知あるいは無理解の傾向が強い」の

詳細(原 文のまま)

新 しい医療技術に対する理解認識に格差がある様に思 う。

全ての機械を使いこなすには大きい努力を要する。

据付後のメンテナンスに対する理解度が充分でない。

機器使用後の手入れを充分にしていただきたい(メ ンテナンス)

看護婦に対 しME機 器の知識をも普及 させるべきだ。

(4)-4輸 入商社の研究病院以外の病院に対する意見 「保険点数および予算上の制約条件が強い」の

詳細(原 文のまま)

現行の保険制度から考え,や むを得ないと思 うが,質 的に高度な機器の導入には消極的であり,技

術の進歩に遅れがちな傾向がある。

価格面だけで購入を検討されるので販売しに くい。

利益追求が,露 骨に見える。
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